
Fig．60　出土遺物実測図　窯道具－トテン（3）
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Fig．61出土遺物実測図　窯道具－トテン（4）
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Fig．62　出土遺物実測図　窯道具－トチン（5）

（3）ハマ

ハマは形態別に、A類：円盤形で片面側の周縁に面取りを施すもの（749～786）、B類：円盤形の

もの（787～799・801・807）、C類：円盤の中央に円孔を穿つもの（800）の3タイプがある。このう

ちA類はロクロ成形で周縁の面取りを行った後、回転糸切りで柱状の粘土塊から切り離しを行って

いる。一方、B類にはタタラ成形とロクロ成形の2タイプがみられる。出土点数は破片数にして、A

類106点、B類21点、C類1点である。

①ハマA類（Fig．63・64）

ハマA類には、法童別に径5～7cm台の小型のもの（749～785）と、径9cm台の中型のもの

（786）がある。大小タイプのいずれもロクロ成形で、上面は回転糸切り、下面は面取りの後回転ナ

デを施している。

使用痕跡としては、上面に製品の高台痕を留めるものが多くあり、径5～7cm台の小型のハマに

は4cm前後の明瞭な高台痕を1～3個残すものが認められる。このうち753は径3cm台、752・754・

759・760・763・766・775・779・781・783は径4cm台の高台痕を観察している。一方、径9cm台のハ
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Fig．63　出土遺物実測図　窯道具一ハマ（1）
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マでは、786に径7cmの高台痕が見られる。

また、円錐ピンの剥離痕を残すものも多くあり、剥離痕跡からみてもハマの複数回の使用が考え

られる。剥離痕跡の多いものでは、755・756・758・760～762・764・769・775・778・781～783が足

数3足とみて使用3～4回分程度の剥離痕を残している。一万、786では、8箇所のピン痕を認めてい

る。

②ハマB類（Fig．64・65）

ハマB類には、法量別に径5～8cm台の小型品（787～795）と、径10cm台の中型品（796～

798）、径16～19cm台の大型品（799～801・807）がある。

788はロクロ成形による小型品で、下面と側面は回転ナデ、上面には回転糸切り痕を残す。下面

には円錐ピンの剥離痕が3箇所に残る。790は円盤形の粘土盤の上下へ押圧が加えられたもので、

上下面に凹凸、側面にヒビ割れを認める。また787・791～797も上下面に押圧による凹凸やチヂレ

目を残す。798は片面に凹凸面を残し、片面にナデを施す。794では上面に円形の高台痕を残して

その周囲と側面に自然粕が掛かる。789は3箇所に円錐ピンの剥離痕を留める。

799・801は径16～17cmの大型品で、上下面に凹凸をもち、側面には上下からの押圧によるチヂ

レや窪みが見られる。799は上面に製品の高台痕をして周囲に自然粕が掛かる。801は明瞭な使用

痕跡は認められないが、上面に菊花の刻印を認めるものである。807も上面に製品痕を残して周囲

が変色する。800は径19．3cmの大型品で、中央に円孔をもつ。上下面はパケとナデ、側面はヨコナ

デ。上面に製品の高台痕を残して周囲に自然粕が掛かる。

なお今回出土したハマには、刻印、へラ記号、釘彫りを認めるものがある。759～761・764・769・

782・801は花弁8の菊花、762・763・765～768・770は芯をもつ花弁8の菊花、772は花弁12の菊花

と輪違い文、771は花弁16の菊花、775～777は山形文、778・780は如意頭文、773・774は「亜」状

の文様。779は雷文を印刻する。また、783は印刻または釘彫りによる丸文、784は釘彫りによる丸

文、785も並行線2本のへラ記号をもつ。776は下面に印刻の山形文、上面に墨書を残すもので、使

用痕を認めない。

（4）焼き台、匝蓋、その他（Fig．65・66）

802～806・808～811・813は大型の円盤状のものであるが、明確な使用痕跡を認めにくく、匝蓋

又は焼き台の可能性をもつものである。802～806は径19～22cm台のものである。802は上下面

に凹凸をもち、側面には上下からの押圧によるチヂレや窪みが見られる。一方、804～806は片面に

ナデと凹凸面、片面に静止糸切り痕を残すものである。また803は上下面にイタナデを施す。808

～811は径30～34cmの大型のものである。808は上下面に凹凸面、側面にヨコパケが観察され、

上面の一部には黒褐色の胎土をもつ製品の高台溶着痕を認める。811は上面から側面にかけて自然

粕が掛かる。809は上下面ナデ、側面パケであり、焼成による使用痕跡は認められないが、上面の一

部にベンガラが薄く付着している。810は片面ナデと周縁のみに回転方向の擦痕、片面に静止糸切

り痕、側面ヨコパケ。813は上面全体ににぷい黄橙色の粘土が溶着する。

焼き台（812）は扇平な楕円形を呈するものか。上下面は凹凸をもち、外面に自然粕が強く掛か

る。焼き台（814）は中空で、コップを伏せた形態をもつものである。ロクロ成形で、内外面ロクロ
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Fig．65　出土遺物実測図　窯道具一ハマ，匡蓋
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Fig．66　出土遺物実測図　窯道具一焼き台，チヤツ，用途不明

目顕著。上面には回転糸切り痕が残る。脚部への穿孔の有無は不明である。上面に径5．3cmの高台

痕を残して自然柚が掛かり、周縁に灰白色の扁平な粘土塊が付着する。また体部外面全体にも自然

粕が掛かっている。焼き台（818）も中空で、外方に開く高い脚部をもつ。内外面回転ナデ。脚部中

位に円孔を確認するが、穴数は不明である。上面には径5．4cmの高台痕を残す。815～817も814・

818と同様のタイプのものと考えられる。815は上位に径1．3cmの円孔を穿つ。上面周縁の4箇所

には灰白色の扁平な粘土塊が付着する。体部側面には自然粕が掛かる。816も同様のタイプである

が円孔の有無は不明である。上面周縁の2箇所には灰白色の扁平な粘土塊が付着し、2箇所に剥離痕

が残る。817は脚部中位に円孔を穿ち脚部の2箇所に半裁竹管を上下に組み合わせた刺突文を施す。

819はコップ状の形態をもつもので、口緑端部を細く尖らせる。口径は6cm。内外面は回転ナデ、

外底は回転糸切りである。胎土は灰白色で、胎土中に長石の角礫を含む。器面は無粕で焼き締まり、

内外面には自然粕が少量掛かる。チヤツとして使用された可能性をもつが、出土数はこれ1点のみ

である。

820は焼き台か。手捏ね成形で、中央に径1～2cmの穿孔をもつ。上下面に凹凸とユビナデ、側面
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Fig．67　出土遺物実測図　窯道具一円錐ピン，その他

にユビオサエを認める。外面は灰白色を呈し、自然粕は認められない。上面に薄く煤が付着してい

る。821は焼き台の一部になるものか。外面ナデで、外面全面に自然粕が強く掛かっている。

（5）円錐ピン、団子トチ、その他（Fig．67）

円錐ピンは径1．0cmで円錐形のもの（822・823）と、径0．7～0．9cmで円錐の先端部分が細長く伸

びるもの（824～828）がある。胎土は灰白色又はにぷい黄橙色である。

822・823は型作りの後、外面全体にナデを施すもので、ともに先端を欠損している。824～828

は先端部周辺をユビオサエとユビナデし細長く尖らせている。このうち、825は先端部が残り使用

痕が認められないが、その他は何れも先端部を欠損している。また、828は底部にはハマとみられ

る胎土の一部が溶着している。これらの円錐ピンについては単独で出土するものの他に、製品見込

みへの溶着資料、ハマ下面の剥離痕跡などが確認されている。

829・830は団子トチである。ともに、灰白色の粘土を丸めた後、上下から押圧が加えられている。

団子トチはトチン上面への溶着資料（671・672・674・683～687）があり、製品とトチンとの間に挟

まれて使用されている。

832は灰白色の粘土紐を約12cmの長さにちぎったもので、幅1．1cm、高さ2．4cm。側面を両側か

ら連続的にユビオサエしている。下面には幅8mmの匝等別個体ゐ剥離痕が残る。831も粘土紐を

約8．5cmの長さにちぎったもので、側面を両側からユビオサエする。下面には幅8mmの別個体の

剥離痕が残り、上面には灰色の粘土が溶着する。

（6）窯道具又は窯体の部材、型（Fig．68）
833～838は用途不明であるが、833については長崎県波佐見町の古皿屋窯跡（註1）から類似した形

態、使用痕跡のものが出土しており、窯の色見孔塞ぎ蓋の可能性が考えられる。833は頭部と外方

に広がる脚部をもち、脚部中央に径4cm、深さ4．5cmの貫通しない円孔が設けられている。手捏ね

成形で、外面はユビオサエ、ナデ。断面には頭部と脚部の接合跡が明瞭に残る。天井部径10．0cm、

底径16．5cm、器高10．5cm。頭部の最大径は11．5cmである。胎土は灰白色。外面の色調も灰白色

で、他の窯道具に見られるような外面の変色や自然粕の付着は認められない。頭部先端に灰粕が僅

かに落ちている。834も同様の形態をもつ。上面中央に円孔を認めるが貫通するかどうかは不明で

ある。天井部径9．7cm、頭部の最大径は10．3cmである。外面はユビオサエ、ナデ。外面は白く変色

88



10cm

89



し、自然粕の付着は認められない。838は形態上の特徴、成形と器面調整が833に共通しているこ

とから、ここに位置付けたが底部中央を欠損しており、穿孔の有無は不明である。手捏ね成形で外

面ユビオサエ、ナデ。天井部径11．0cm、底部径18．8cm、器高5．8cm。頭部の最大径は12．5cmであ

る。胎土は断面、外面とも浅黄橙色で、自然粕の付着は認められない。835～837も同様の形態にな

るものか。いずれも自然柚は掛からず、836は外面が白っぽく粉状になる。

839は煉瓦又は焼き台か。839は全幅8．2cm。外面ナデ。外面はにぷい赤褐色、断面は灰白色に発

色する。上面に赤褐色の粘土塊が溶着する。

840・841は煉瓦。尾戸窯に関連するものかどうか明らかでないが、被熟痕跡等からここに位置付

けた。840は全幅8．7cm。外面ナデ、タタキ目。外面はにぷい橙色、断面は灰白色に発色する。外面

は被熟赤変するが、自然粕は掛かっていない。841は外面ナデ、タタキ目。断面は灰白色、外面はに

ぷい橙色に発色し、部分的に白っぽく変色する。自然粕の付着等は認めない。

842は陽刻土器小皿の型である。把手は回転削りで作り出し、印刻面には細い針状の工具で印刻

の「寿」字を削り出している。陶器質で、胎土は灰白色。把手と印刻面に白色の粕を薄く掛け、その

他は無粕である。把手の上面には「寿」字のへラ記号をもつ。

［註］

1）『古皿屋窯跡・鳥越窯跡』長崎県波佐見町教育委員会1995
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Tab．1遺物観察表（1）

図版
番号

出土
地 点

種 類 器 種
器 形

法 量
色 調 胎土 技法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底径

14 0 T P l 陶器
中碗

1 0 ．5 7 ．1 5 ．1
外）灰 白5 Y 7 ／1

a
高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b －

目痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

が 残 存 。碗 2 個 体 が
上層 丸 形 断）灰 白5 Y 7／1 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。 溶 着 し、 下 側 腕 は焼

け歪 む。

1
T P l
上層

磁 器
染 付

小 碗
丸 形 1 0．．0 5 ．2 4 ．0 － 断）自 －

外 面、蝶 と草花 文 。透 明粕 は粗 い質入 が入 り

明 オ リーブ灰色 を帯 びる。
肥前 系 。

2 T P l
上層

磁 器

染 付

小 杯

丸 形
6 ．8 4 ．0 3 ．0 － 断）白

－
外 面、草 花 文 。高台 外側 二 重 圏 線 。 肥 前系 。

3
T P l

上層
陶器

小 杯

丸 形
5 ．2 2 ．9 2 ．1

外）灰 白5 Y 7 ／2

断）灰 白5 Y 7／1 －

外 面 に鉄 絵、笹 文 。畳 付 外 側 に面 取 り。高 台
内 兜 巾 状 。高 台 無 粕 。灰 粕 b － 灰 白 色 を帯

び る半透 明 の粕 。

目痕 な し。産不 明 ．

4 T P l
下層

磁 器

染 付

小 杯

丸 形 6 ．2 2 ．4 2 ．4 －
断）白

－
外 面、笹 文 。 肥 前系 。

5
T P l
上層

磁 器
染 付

小 碗
折 湾形 9 ．6 4 ．9 3 ．8 － 断）白 － 外 面、松 、梅 。高 台 外側 圏線 。 肥前 系 。

6 T I〕1
上層

磁 器

染 付

猪 口

桶 形
8 ．6 5 ．9 6 ．0 －

断）白
－

外 面、梅 文 。 肥前 系 。

7
T P l
上 層

磁 器
染 付

皿
又 は鉢 － － 7 ．6 －

断）白
－

高 台外 側 二重 圏 線 。見 込 み コンニ ャク印 によ

る五弁 花 。外底 に渦 福 。
肥 前 産 18 C 。

8
T P l
上 層

磁 器
染 付

碗 蓋
摘 み

径

4 ．2

断 ）白
－

外面 草 花 文 。摘 み に二 重 圏 線 。見 込 み コン

ニャク印 による五 弁 花。
肥 前 産 18 C 。

9
T P l
上 層

磁 器
染 付

瓶
－ － 4 ．6 7 ．2 断 ）白

－ 外 面 、草 花 文 。内面 ロクロ目。 肥 前 系。

10
T P l
下 層

陶 器 鉢 16 ．2

外 ）灰 オ リーブ

5 Y 5 ／2
断 ）黄 灰 2 ．5 Y 4 ／1

石英 ・長石の細
砂を含む。

外 面 に白化 粧 土 象 候 に よる文 字 文 。「思 ひそ

□□」。灰 粕 は暗 オ リーブ色 。
産 不 明 。

1 1
T P l
下 層 陶器

皿

又 は鉢
10 ．4

外）灰 自7 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白N 8／

や や透 明 感 あ

り。

内底 に回 転 方 向 のへ ラ彫 り。高 台脇 に放 射

状 の荒 い 飽 痕 。高 台 内の 一 部 まで施 柚 。灰

粕 C一 明 オリーブ灰色 を帯 びる半透 明の 粕 。

産 不 明。

12
T P l
下 層

陶器 措鉢 3 5 ．5

外）にぷ い赤褐

2 ．5 Y R 4 ／3

断 ）明 赤 褐
2 ．5 Y R 5 ／6

長石の角礫粗砂

多量、灰色系角
粒粗砂含む。

口緑 部 内面 措 目後 ヨコナ デこ ロ緑 外 面 に 凹

線 。内面 措 目。外 面 ヨコナデこ
堺 ・明 石 系。

13 T P l
下 層

陶器 措鉢 1 8 ．4

外）にぷ い赤褐

2 ．5 Y R 4 ／3
断 ）明 赤 褐

2 ．5 Y R 5 ／6

長石の角礫粗砂
多量、灰色系角

粒粗砂含む。

内面櫛 目。外 面 ヨコナデこ 堺 ・明 石 系。

14 T P l
上 層

陶器 聾 2 1．6

外）暗 赤褐 5 Y R 3 ／3 灰黄色。石英・長 体 部 外 面 に暗 赤 褐 色 の鉄 粕 を施 和 し肩 部 か

丹波 産 18 C 。内）黒 褐 10 Y R 2 ／2 石の角粒 粗砂、ら灰 粕 （褐 柚 ）を流 し掛 け。体 部 内面 に暗 オ

断 ）黄 灰 2 ．5 Y 4 ／1 黒色粒を含む。 リーブ灰色 の粕 を施 粕 。

15
T P l
上 層

陶器 徳 利
外）灰 オ リーブ 石 英細 砂 を多 内面 強 い ロ クロ 目。 外 面 粗 いナ 、荒 内 面 無

焼 成 後 釘 彫 りに よ る
「大 」字。

5 Y 6／2 童、長石の粗砂 粕 。灰 粕 一 灰 オ リーブ色 を帯 び る半 透 明 の
断 ）灰 5 Y 6 ／1 を少量含む。 粕 。

16 T P l
上 層

陶器 嚢 3 9 ．0

外）暗 赤褐 灰色。石英 ・長 肩 部 に円形 の双 耳 を貼 付。体 部 外 面 に多段

丹波 産 18 C 。2 ．5 Y R 3 ／2
断 ）褐 灰 10 Y R 5 ／1

石 の角粒 粗砂、

黒色粒を含む。

の 凹線 。内 外 面 施 軸 。鉄 和 一 暗 赤 褐 色 の

粕 。

17
T P l
下層

陶器 捜 瓶 13 ．7 12 ．8 19 ．4
外）オ リーブ 5Y 5／4

断）黄 灰 2 ．5 Y 6 ／1

石英 ・長石の角

粒 粗砂 を含む。

円孔多い。

把 手 は貼 付。内面 ロクロ目顕著 。内面 下 位 に
荒 い ケズ リ痕 が 残 る。内面 施 粕 。高 台無 粕 。
褐 粕－ オリーブ色 の 光沢 の強 い 半透 明 の粕 。

17 ・18 同 一 個 体。産
不 明。

18 T P l 陶器 捜 瓶 5 ．0
外）オ リーブ 5Y 5／4 石英 ・長石の角

粒 粗砂 を含む。

円孔多い。

肩 部 紐 手 。内 外 面 回 転 ナ デこ内 面 施 粕 。褐 17 ・18 同 一 個 体 。産
上層 断）黄 灰 2 ．5 Y 6 ／1 柚 － オ リーブ色の 光沢 の 強い 半透 明の粕 。 不 明。

19
T P l
下層

陶 器 蓋
笠 部
径

10 ．3
2 ．4 5 ．0

摘 み

径

1．4

外）にぷ い黄 橙

10 Y R 6 ／4
断）淡 黄 2 ．5 Y 8 ／3

石英 ・長石の角
粒粗砂を多量に

含む。黒色粒多

い。円 ・裂孔多
量。

外 面 に強 いロクロ目。全 体 に錆 粕 を薄 く掛 け

る。
産 不 明 。

2 0
T P l 土 師質 焙 烙

外 ）にぷ い黄 褐

10 Y R 5 ／3
石英・長石・灰黒

色 の角 粒粗砂、
金雲母を含む。

体 部 外 面 回転 ナデ＼ 下位 にユ ビオ サエ。体 部 外 面 体 部 ～ 口緑 部 に
下 層 土 器 断）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6 ／4

内面 ～ 内底 回 転 ナデこ外 底 に凹 凸 。 煤 。関 西産 。

2 1
T P l
上 層

土 師質
土 器 不 明

外 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／2
断）褐 灰 10 Y R 6／ 1

内面 にへ ラ彫 りによる文 様 。内 外面 ヨコナ デこ

底 部 は接 合 部 で 剥離 。
産 不 明 。

2 2

2 3

2 4

2 5

2 6

T P l
下 層

瓦 質
土 器

倍 烙か 17 ．4

2 7．0

3 ．9

6 ．8

12 ．0

2 2 ．0

外 ）暗灰 N 3 ／

断 ）灰黄 2 ．5 Y 6 ／1

石英 ・長石の角

粒粗砂 を含む。
内外 面 ナデ ・ミガ キ。 外 底 に煤 。産不 明 。

T P l 土 師質
五徳 か

軒丸 瓦

外 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 5 ／4

長石の角礫、石

英・長石・半透明 粘 土 紐 積 み上 げ成 形 。内 外 面 回 転 ナデこ底 関 西 産 。 内 面 と口縁
上 層 土 器 断 ）Iこぶ い褐

7 ．5 Y R 5 ／4

橙色の粗砂、金

牽母 を含む

部 に糸 切 り痕 。 端 部 に煤 。

安 芸 か。

T P l
上 層

瓦
瓦 当
径

15 ．8

文 様
区径

1 1．4

瓦 当
厚

2 ．0

外 ）灰 N 4 ／

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

耳　　　　　　　　0
連 珠 三 巴文 。推 定 珠 数 11個 。 巴文 の尾 は断
面 ドー ム 状 。瓦 当 面 にキ ラ粉 を使 用 。 瓦 当

裏 面 にユ ビオサエ ・ユ ビナ デこ

T P l
上 層

瓦 軒 平 瓦 瓦 当
径 3 ．9

文 様

区径
2 ．5

平 瓦
厚

1．4

脇 区
幅 3 ．0

外 ）灰 N 4 ／
断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

角 内 に「あ□」銘 あり。中心 飾 りは 三花 文 。茎

は線 刻 一本 で描 く。両 側 に唐 草 文 上下 2 反 転

を配 する。

T P l
瓦 軒 平 瓦

瓦 当
文 様

区径

2 ．7

平 瓦

厚

1．4

脇 区 外 ）暗 灰 N 3 ／ 中心 飾 りは 三 巴 文 か らな り両 側 に唐 草 文 を
上 層 径 4 ．2 幅 3 ．2 断 ）黄 灰 2 ．5Y 5／1 配 す る。唐 草 は肉 厚。
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Tab．2　遺物観察表（2）

図版
番号

出 土
地 点

種 類 器種
器形

法 量
色調 胎土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

2 7
T P 2
上 層

磁 器
染付

鉢
端 反 形 13 ．2 4 ．6 7 ．6 断 ）白

－

口緑 部稜 花 形 。内面 、窓 内 に宝 文 、竹 文 。外
面 、連 続 唐 草 文 。見 込 み コンニャク印 による

五 弁花 。外 底 に渦福 。
肥 前産 18 C 。

2 8
T P 2
下層

青 花 中皿 2 6 ．8 － － －
断 ）灰 白 N 7／

－
白化粧 土 施粕 後 透 明抽 施 粕 。 内面 呉須 によ

る文 様 。

淳州 窯 系 16 C
末～ 17 C 初 頭 。

2 9
T P 2
上 層

磁 器

染付
碗 蓋

摘 み
径

3 ．8

断 ）白
－

外 面 、酸 化 コバ ル トによる松 ・雲 ・鶴 。雲 は白
化 粧 土で 描 く。摘 み 外 側 に印 版 によ る青 海

波 文 。摘 み 内 に銘 。

瀬 戸 ・美 濃 又 は関 西
系。近 代 以降 。

3 0
T P 2
上 層

磁 器

染付 皿 － － － －
断 ）灰 白 N 8／1

－
内 面、二 重 圏線 と草 花 文 か。 産不 明 。

3 1
T P 2
下層 青 磁

中皿
鍔 線 形 2 3 ．0 － － －

外）明 緑灰 5 G 7／1

断 ）白 － 内 面、片 彫 に よる芭 蕉文 。青 磁 結 は淡 緑 色 。 肥 前産 。

3 2
T P 2
上 層

土 器又

は焼 締
陶器

杯 12 ．4 3 ．9 7 ．0

外）にぷ い黄

2 ．5 Y 6 ／3
断 ）灰 自 N 8／

a
内 外面 回転 ナ デこ外底 回 転 糸切 り。無粕 。焼
成 堅 致 。

目痕 な し。土 器 杯 の

焼 成失 敗 品 か。

3 3
T P 2
上 層

土 器又

は焼締
陶器

杯 13 ．0 4 ．5 7 ．0

外）にぷ い黄 褐

1 0Y R 5 ／3
断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1

a
内 外面 回転 ナ デこ外底 回 転 糸切 り。無粕 。焼

成 堅 致 。内外 面 に自然 粕 が掛 か る。

土 器杯 の焼 成 失 敗 品

か。

3 4
T P 2
上層 陶器 水 注 5 ．4

外）黄
断）灰 白2 ．5 Y 8 ／1 －

高 台の 一箇 所 にアー チ状 決 りあ り。内 面 と高

台 施 粕 。光 沢 の 強 い黄 色 （レモ ン色 ）の 粕 、
貫 人 が入 る。

眠 平焼 19 C 。

3 5 T P 3
中層

磁 器

染 付

中碗

端 反形 10 ．8 断）白
－

外 面 、区 画 内 に理 路 文 と花 文、 下位 に雷 文
帯。 口緑 部 内面 に雷 文 帯 。透 明 柚 は粗 い貫

人 が入 る。

肥 前 系 18 2 0 年 代 ～

19 C 中 葉 。

3 6 T P 3
中層

磁 器

染 付

中碗

広 東形 － － － － 断）白
－

外 面、暦 手。 口緑 部 内 面二 重 圏 線 。 肥 前 産 。

3 7
T P 3
中層

磁 器
染 付 碗 蓋

笠 部

径

10 ．4

断）白 －
広 東 形 碗 の 蓋 。外 面 暦 手 。摘 み 内 井 桁 文 。

見 込 み文字 文 。
肥 前 産 。

3 8
T P 3
中層

磁 器

染 付
碗 蓋

笠 部
径

1 0 ．4
3 ．1

摘 み
径

6 ．0

断）白
－

広 東 形 碗 の 蓋 。見 込 み、岩 波 。高 台 外 側 二
重 圏線 。透 明粕 は粗 い質 入 が入 る。

肥 前 系 。

3 9
T P 3 磁 器 中碗

6 ．4 断）白 －
高 台に二 重 圏 線 。見込 み コンニ ャク印に よる 肥 前 系 17 8 0 年 代 ～

中層 染 付 広 東形 五弁 花 。外 底 に渦 福 。呉 須 は青 灰 色 に発 色 。 19 C 中 葉 。

4 0
T P 3
中層

磁 器
染 付 小 碗 － － 3 ．6 － 断）白 － 蛇 の目高 台。外 面、水 に笹 。呉須 は青灰 色 。 肥 前 系。

4 1
T P 3
中層

磁 器

染 付
小 杯 6 ．2 2 ．0 2 ．6 －

断）白
－

外面 、笹 文 。呉須 は緑灰 色 。 肥 前 系 。

4 2
T P 3
中層 青 花 皿 － － － －

断）灰 自 N 8 ／1
－

鍔 線 形 。芙 蓉 手。呉 須 は青 色 に発 色 。 口緑

端 部 の粕 が 部分 的 に剥 げる。
景 徳 鎮 窯 系。

4 3 T P 3
中層

白磁
小 皿

菊 花形
9 ．0 1．8 6 ．0 － 断）白

－
型 打ち成 形 。菊 花 形。粕 は買 入 が入 る。 産 不 明 。

4 4
T P 3
中層

磁 器

色 絵
蓋 物 10 ．0 － － －

断）灰 白 N 8 ／1
－

外面 に赤 ・緑 の上絵 付 による草 花 文 。内面 上

位 か ら口緑 部 にか けて無 柚 。
産 不 明 。

4 5 T P 3
上 層

陶 器 蓋 物 12 ．4 r　5 ．7 7．4
外 ）灰 白5 Y 8 ／1

断）灰 白 N 8 ／

よく焼 き締まり
円孔 を 認 め な

い。

外面 に鉄 絵、草 花文 。鉄 絵 は赤 褐 色 に発 色 。

口緑 部 無 粕 。灰 粕 は光 沢 の強 い透 明 の粕 で
粗 い質 入 が入 る。

産 不 明 。

4 6 T P 3
上 層

陶 器 土瓶 蓋

笠 部

径

17 ．9

か え
り径

14 ．0

外 ）灰 白10 Y R 7／1

断 ）灰黄 褐

10 Y R 6／2

黒色粒を多 く含

む。 よく焼 き締
まり円孔を認 め
ない。

かえ り無 粕 。灰 和 一 光 沢の 強 い透 明 の粕 。 産 不 明 。

4 7 T P 3
上 層

陶 器 措 鉢 10 ．4

外 ）黒 褐 7 ．5 Y R 2 ／2
内）にぷ い赤 褐

2 ．5Y R 4 ／4
断 ）にぷ い赤 褐

2 ．5Y R 4 ／4

赤色。石英 ・長
石 ・灰色系角粒

粗砂含む。

内底 まで 措 目。畳 付 外 側 面 取 り。 内面 と底

部 無 粕 。外面 上 半 に黒 褐 色の 鉄 粕 。
産 不 明。

4 8 T P 3
中層

瓦
瓦 当

径 9 ．5 －

瓦 当

厚 4 ．8 －

外 ）暗 灰 N 3 ／

断 ）黄 灰 2 ．5 Y 6／1 －

4 9
T P 3
上 層

瓦 軒 丸 瓦
瓦 当
径

15 ．6

文 様

区径

1 1．4

瓦 当

厚 2 ．3

外 ）暗 灰 N 3 ／

断 ）灰 N 6／ －

連 珠 三 巴文 。推 定 珠 数 11個 。 巴文 の尾 は 断
面 三 角 形 。瓦 当 面 にキ ラ粉 を使 用 。瓦 当裏

面 にユ ビオサエ ・ユ ビナデこ

5 0

5 1

T P 3 瓦
棟 飾 瓦 瓦 当

文 様
区径

4 ．8

瓦 当

外 ）にぷ い赤褐

5 Y R 5 ／4 連 珠 三 巴文 。土 師 質 で外 面 はにぷ い橙 色 に
発 色 。

肥 前産 18 C 。

中層 か 径 7 ．0 厚 1．9 断 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4

T P 4
下 層

磁 器

染 付

小 碗

丸 形
9 ．2 5 ．1 3 ．6 断 ）白

外 面 コンニャク印 に よる桐 文 。高 台外 側 二 重

圏線 。

52
T P 4
上 層

磁 器
染 付

中 碗
丸 形 10 ．0 5 ．1 4 ．0 －

断 ）白
－

くらわん か手 。外 面 、雪 輪 草 花 文 。高台 外側

二 重 圏線 。
肥 前産 18 C 。

53
T P 4

上 層
白磁

小 碗
丸 形 8 ．6 4 ．9 3 ．4 断 ）灰 白N 8 ／

外 ）オリーブ灰

10 Y 5／2
断 ）灰 白7 ．5 Y 8／1

粕 は白濁 。 肥 前 系。

54

5 5

T P 4

上 層
青磁 皿

4 ．5

青 磁 粕 は緑 灰 色 に発 色 。 産 不 明。

T P 4 青磁
中 碗

外 ）明 緑 灰

7 ．5 G Y 7 ／1
断 ）白

高 台 内に 「大 明 年 製 」銘 。見 込 み手 描 きによ 肥 前 産 17 C 末 ～ 18 C
下 層 染 付 る五 弁 花 。外 面 に青磁 柚 。 前 半。
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Tab．3　遺物観察表（3）

図 版
番 号

出土
地 点 種 類

器 種

器 形

法童
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器高 底 径

5 6
T P 4
上 層

磁 器

染 付

小 碗

丸 形 8 ．0 4 ．4 3 ．0 －
断 ）白

－
外 面 、雨 降 り文 。外 面 ロクロ目。高 台外 側 二
重 圏 線 。 肥 前産 18 C 前 半。

5 7
T P 4
上 層

磁 器
染 付

小 杯
桶 形 5 ．0 3 ．0 3 ．2 － 断 ）白 － 外 面 、風 水文 、東 屋 。呉 須 は青色 で 惨 む。 肥 前 産 。

5 8 T P 4
中層

磁 器

染 付

蓋 物

腰 張 形
9 ．7 5 ．0 4 ．7 － 断 ）白

－

外 面 、雪輪 ・竹 ・梅 。高 台外 面 二 重 圏線 。呉 須

は青 灰色 。透 明柚 は買 入 が入 る。
肥 前産 。

5 9
T P 4

上 層

磁 器

染 付
碗 蓋

笠 部

径

10 ．4

2 ．7
摘 み

径 4 ．0
断 ）白

－

内外 面 に雲 竜 文 。呉 須 は紺 色 。摘 み に 二 重

圏線 。
肥 前産 。

6 0
T P 4
上 層

磁 器
染 付 水 滴 3 ．6

注 口
径 0 ・6 断 ）白 －

型 押成 形 。底 部 貼 り合 わせ 。内面 に直 線 方

向の ナ デこ注 口部 径 5 ．5 m m 。内面 無 柚 。呉 須

は青 灰色 。透 明粕 は淡青 色 を帯 び る。

肥 前産 。

6 1
T P 4
上 層

陶 器
小 碗

半 球 形 8 ．4 5 ．6 3 ．0
外 ）灰 白 5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1

剥離面はなめら

かで砂粒を認め

にくい。

外 面 に鉄 絵 。高 台は鋭 角 的 にケズ リ出 し高 台
内平 坦 。畳 付 外 側 に 面 取 り。高 台無 柚 。灰

粕 C － 灰 白色 を帯 び る光 沢 の強 い透 明 の粕 。
京 都 系か 。

6 2 T P 4
上 層

陶器 小碗 2 ．8
外 ）灰 白 5Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a

文 様 の 有無 は不 明 。高 台 内 を鋭 角 的 に 削 り
出づ1 畳 付 外 側 面 取 り。高台 無 粕 。灰粕 b －

灰 白色 を帯 び る半透 明の粕 。
尾 戸 又 は京都 系 。

6 3
T P 4
中層

陶器 小皿 13 ．6

外 ）明 オ リーブ灰

2 ．5 G Y 7／1
断 ）灰 白7．5 Y 7／1

石英 ・長石の粗

砂 を含む。
灰 粕 は 3 ～ 5 mm 大 の粗 い質 入 が入 る。 産 不 明。

6 4 T P 4 陶器
碗

外）灰 白5 Y 7／2 石 英 ・長石の粗
砂細砂、黒色粒

を含む。

外 面 に緑 色 の上 絵 付。内 面 に 緩 や か な ロク
京都 系 か。中層 色 絵 断 ）灰 白 5Y 7／1 ロ目。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

6 5 T P 4 ‾ 陶器 措 鉢 3 7 ．0
外）赤褐 2 ．5 Y R 4／6

赤 色。石 英 ・長

石 ・灰色系角粒 口緑 部 内面 措 目後 ヨコナ デこ　ロ緑 外 面 に凹
堺・明石 系 。上層 断）赤 褐 2 ．5 Y R 4 ／6 粗砂、長石角礫

を含む。

線 。

6 6
T P4

上層
陶 器 措 鉢 3 6 ．6

外）灰赤 2 ．5 Y R 4／2

断）にぷ い赤褐

2 ．5 Y R 4／4

灰 赤色。石 英 ・
長石 ・雲母 の角

粒粗砂を含む。

口緑 部 内 面 措 目後 ヨコナ デこ ロ縁 外 面 に凹

線 。体 部 外 面 ヨコナデこ
堺・明石 系 。

6 7
T P 4
上 層

陶 器 措 鉢 3 4 ．0 14 ．2 15 ．0

外）にぷ い赤 褐

2 ．5 Y R 4／4
断）赤褐 2 ．5 Y R 4 ／6

赤色。石英 ・長

石 ・灰色 系角粒
粗砂含む。

口 緑 部 内 面 ヨコナ デ後 措 目。 内面 と内底 に
措 目。体 部 外 面 ヨコナ デこ外 底 凹凸 あ り。 堺・明石 系 。

6 8 T P 4
上 層

陶 器 措 鉢 3 5 ．2 13 ．9 15 ．0

外 ）黒 褐 7 ．5 Y R 3 ／1
内）にぷ い赤 褐

5Y R 4 ／3
断）褐灰 10 Y R 4／1

石英 ・長石の角
粒粗砂 を含む。

口緑 部 内面 標 目後 ヨコナ デこ内底 に不定 方 向

の 措 目。内 面 と底 部 無 粕 。外 面 上 半 に黒 褐
色 の鉄 柚 施 和 。

産 不 明 。

6 9
T P 4
中層 陶 器 褒 2 4 ．2 3 4 ．0

外）灰 赤 2 ．5 Y R 4／2

断）灰 赤 2 ．5 Y R 4 ／2

赤 灰色。石 英 ・
長石の粗砂、橙

色の風化礫を含
む。

上 位 に 多段 の櫛 目。 内面 ロ クロ 目顕 著 。焼

締。
産 不 明 。

7 0
T P 4

上 層
陶 器 嚢 17．0 2 9 ．5

外 ）暗赤 褐

2 ．5 Y R 3 ／3
内）灰 オ リー ブ

5 Y 5 ／3
断）灰黄 2 ．5 Y 7／2

灰 黄色。石 英 ・
長 石 の角 粒 粗

砂、黒色粒 を含

む。

粘 土 紐 積 み上 げ成 形 。体 部 外面 に暗 赤 褐 色

の鉄 粕 を施 粕 し肩 部 か ら灰 柚 （褐 柚 ）を流 し
掛 け。体 部 内面 に灰 オ リーブ色 の粕 を施 柚 。

丹 波 産 18 C 。

7 1
T P 4 土 師質 倍 烙 3 2 ．0

外 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 5 ／4

石英 ・長石の角
粒 粗 砂、 金 雲

母、赤 色 風 化
礫、橙 色半透明

の粗砂を含む。

体 部 外 面 回 転 ナデこ内 面 回 転 ナデこ外 底 に 外 底 と口 緑 部 外 面 に
煤 。 内 底 に 斑 状 の 焦
げ痕 。関 西産 。

上 層 土 器 断 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 5 ／4
凹凸 。

7 2 T P 4 瓦 軒丸 瓦
瓦 当
径

14 ．4

文 様

区径

1 1．0

瓦 当 外 ）灰 N 4 ／

－

連 珠 三 巴文 。推 定 珠 数 11個 。 巴文 の尾 は 断

上 層 厚 2 ．1 断 ）灰 N 6／ 面 ドー ム状 。

7 3 T P 4
上 層

鋼 製 品
煙 管

吸 口

全 長

8 ．6

全 幅

1．4 － － － －
．吸 口。外 面 に文 様 あ り。

74
T P 5

上 層
青磁

中碗
半 簡 形 10 ．6 7 ．9 5 ．2

外 ）明 オ リーブ灰

2 ．5 G Y 7／1
断 ）灰 自N 8／

－

口緑 部 外面 に 印刻 に よる雷 文帯 ．内面 ロクロ
目。光 沢 の強 い 明 オ リーブ灰 色 の粕 。粗 い買

入 が入 る。

産 不 明。

7 5
T P 5
上 層

磁 器
染付

中碗
丸形 9 ．8 5 ．5 4 ．2 － 断 ）白 －

外 面 コンニ ャク印に よる丸 文・桐 文 。高 台外 側

二 重 圏線 。高 台内 渦福 。呉 須 は青 灰色 。
肥 前産 18 C 。

7 6
T P 5
上 層

磁 器

染付
中碗

－ － 4 ．8 －
断 ）白

－
外 面 、草 花 文 か。見 込 み手 措 き に よる五 弁
花 。高台 内渦 福 。呉須 は青 色。 肥 前産 18 C 。

7 7 T P 5
・磁 器
染付 小杯 6 ．4 2 ．3 2 ．6 － 断 ）白 － 外 面 、笹 文 。呉 須 は暗 線 灰色 。

肥 前 系 19 C 前 半 ～ 中

葉 。

7 8 T P 5
上 層

磁 器

染付
小杯 6 ．8 2 ．4 3 ．2 断 ）白 外 面 、笹 文 。呉 須 は暗 線 灰色 。 肥 前 系 19 C ．前 半 ～ 中

葉 。

7 9

8 0

8 1

T P 5
上 層

磁 器

染付

中皿

丸形
2 1．0

7 ．8

12 ．7

2 ．8

5 ．8

3 ．5

14 ．0

4 ．6

4 ．4

断 ）白 内面、岩 に植 物 。外面 、連 続 花 唐 草文 。
高 台 内 バ リ支 え。 肥

前 産 17 C 末 ～ 18 C 前
半。

T P 5 陶器 小 碗 外）灰 白5 Y 7／2
石 英 ・長石の粗

砂 を多 く含 む。
裂孔あり。

外 面 に 呉 須 に よる笹 文。呉 須 は暗 線 灰色 に
産不 明 。上 層 半 筒形 断 ）灰 白 5Y 8／1 発 色 。高 台 無粕 。灰 粕 は灰 白色 を帯 びる。

T P 5
上層

陶器
小皿

平 形

外）灰 オ リーブ 石英 ・長石の細 高 台脇 に放 射 状 の 飽 痕 が 残 る。灰 粕 と緑 粕
内底 に砂 目。産 不 明。5Y 6／2 砂 を含む。黒色 の 掛 け分 け。外 面 下 半 無 粕 。灰 柚 一 灰 オ リ

断）灰 白5 Y 7／1 粒を多 く含む。 ーブ色 を帯 び る透 明 の粕 。質 入 なし。
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Tab．4　遺物観察表（4）

図 版
番 号

出土
地 点 種 類

器 種

器 形

法 量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備考

口径 器 高 底 径

8 2 T P 5 陶 器
蓋 物

12 ．4 5 ．3 5 ．5 －

外 ）灰 7 ．5 Y 6 ／1

－
口緑 部 外 面 に 印 刻 に よる雷 文 帯．黒 色 の 柚 産 不 明 。

上 層 丸 形 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 を象倣 。高 台施 粕 。透 明粕 。

8 3
T P 5
上 層

磁 器
染 付

鉢 3 1．0 － － －
断 ）白

－ 口緑 部 輪 花形 。内面 、岩 ・松 。外面 、雲 文 か。 肥 前産 。

8 4 T P 5 土 師 質
倍 烙 2 5 ．0

外 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6 ／4
石英・長石・雲母・

灰色系鉱物 の粗

砂を含む。

内面 回 転 ナデこ体 部 回 転 ナデこ底 部 との境 に 産 不 明。 口緑 部 外 面

上 層 土器 断 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 5／4

へラによる面 取 り。外 底 チヂ レ目と凹 凸。 に弱 い煤 。

8 5 T P 5
上 層

土 師 質

土器
棍 炉 1 1．6

外 ）淡 黄 2 ．5Y 8 ／3

断 ）淡 黄 2 ．5 Y 8／3

石英・長石・雲母・
灰色系鉱物の粗

砂を含む。

体 部 上位 に径 1．2 cm 、 1．9 cm の円 孔あ り（確 認
数 4 穴 ）。口．緑 部 内面 回転 ナ天 体 部 外 面 ナ

テ：

使 用 痕 な し。

8 6 T P 5
上 層

土 師 質

土器
棍 炉 5 ．5

外 ）灰 白7 ．5 Y 8 ／2
内）灰 白7．5 Y 8 ／1

断 ）明褐 灰 5 Y R 7／2

石英・長石・灰色
系鉱物 の細砂、

黒色粒 を多量に

含む。

体 部 に窓 あ り。体 部 内 外面 回転 ナ デこ内面 ロ
クロ 目顕 著 。外 底 回転 ケズ リ。三 足 は 削 り出

しに よる。

産 不 明 。

8 7
T P 5 土 師 質 土 人 形

－ － － －
にぷ い黄橙

a
外面 ユビ オサエ 、 ナデこ上 面 にへラ彫 りに よ

産 不 明 。上 層 土器 か 10 Y R 7／2 る文様 。

8 8
T P 5
上 層 瓦 軒 丸 瓦

瓦 当

径

14 ．8

文 様

区径

1 1．4

瓦 当
厚 1 ．7

外 ）暗 灰 N 3 ／
断 ）黄 灰 2 ．5 Y 6／1 b

連 珠 三 巴文 。推 定珠 数 12 個 。巴頭 は大 きい。

尾 は 断 面 三 角 形 。瓦 当 面 にキ ラ粉 を使 用 。
瓦当 裏 面 に直 線 方 向の イタナ デこ

8 9 T P 7 白磁
中碗
平形 15 ．2 6 ．1 5 ．0 －

断 ）白 Ⅴ 透 明 の粕 。 産 不 明 。

9 0 T P 6
下 層

磁 器

染付

猪 口

腰 張 形
8 ．4 5 ．7 3 ．8 － 断 ）自 －

外 面 、梅 文。高 台 外 側 二 重 圏 線 。呉 須 は 青

色 。
肥 前産 。

9 1
T P 6
下 層

磁 器

染付
火 入 れ 1 1．0 － － －

断 ）灰 白N 7／
－

口縁 部 外 面 に帯 線 。内面 無 粕 。呉 須 は青 灰
色 。透 明粕 は白濁 。

肥 前 系。

9 2
T P 6 磁 器

小碗 － － 3 ．8 －
断 ）白

－
外 面 、松文 。高 台内 銘 「明」か 。呉 須 は青 色 。肥 前 産 17 C 後 半 ～

下 層 染付 透 明 粕 は質 入 が入 る。 18 C 前半 。

9 3 T P 6
下層

・磁 器

染付

小碗

丸形
7 ．8 4 ．3 2 ．8 － 断 ）白

－

外 面 、雨 降 り文 。外面 ロクロ目。高台 外 側 二

重 圏 線 。
肥 前産 18 C 前半 。

9 4
T P 6
下層

磁 器
染付

小 碗
丸形 7 ．2 3 ．9 3 ．0 －

断 ）自
－ 高 台外 側 二 重 圏線 。呉 須 は青 色 。 肥 前 系。

9 5 T P 6
下層

磁 器
染付 仏 飯 器 － － 3 ．7 － 断 ）白 － 脚 外 側 二 重圏 線 。外 底 無粕 。呉 須 は緑 灰 色 。肥 前 系。

9 6
T P 6
下層

磁 器

染付

小 杯

端 反 形 6 ．2 3 ．6 2 ．7 －
断 ）白

－
外 面 、笹文 。呉 須 は青 色 。 肥 前産 。

9 7
T P 6
下 層 白磁

小 杯
端 反 形 6 ．2 3 ．7 2 ．6 － 断 ）白 － 外 面 ロクロ目。白濁 した粕 。高 台施 粕 。 肥 前産 。

9 8
T P 6
下 層

磁 器

染付

小杯

丸形 6 ．0 2 ．2 2 ．8 －
断 ）白

－
外 面 、笹 文 。呉 須 は暗 線 灰 色。

肥 前 系 19 C 前 半 ～ 中

葉 。

9 9 T P 6
下 層

陶器 小皿 5 ．0
外 ）灰 白 5Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1

石英 ・長石の粗
砂を含 む。一黒色
粒を含む。

高 台無 粕 。淡 い灰 オ リーブ色 を帯 び る半 透 明

の柚 。

内底 に灰 白 色 の 粗 砂

か ら な る砂 目。産 不
明 。

10 0 T P 6
上 層

陶器 措鉢 3 0 ．8

外 ）暗 赤 褐

2 ．5 Y R 3 ／2
断 ）明 赤 褐

2 ．5 Y R 5 ／6

灰赤 色。石英 ・
長石角粒粗砂を
含む。

口緑 部 内 面 措 目後 ヨコナ デこ　ロ 緑 外 面 に 凹

線 。体 部外 面 ケズ リ・ヨコナ デこ
堺 ・明 石 系。

10 1 T P 7 陶器 措鉢 3 5 ．0

外）暗 赤 褐

2 ．5 Y R 3 ／2
断 ）黄 灰 2 ．5Y 5／1

灰赤 色。石英 ・

長石角粒粗砂を
含む。

堺 ・明 石 系。

10 2
T P 6
下 層

土 師 質

土器
かわらけ 8 ．2 1．3 4 ．2

にぷ い黄橙

10Y R 7 ／3

石英 ・長石・灰色
系鉱物の細砂を

含む。

内外 面 回転 ナ デこ外底 回転 糸切 り。 産 不 明。

10 3
T P 6
下層

土 師 質
土器 かわらけ 6 ．9 1．6 3 ．2

にぷ い橙

7．5Y R 7 ／4

石英 ・長石の細

砂、灰色系租砂，
黒色粒を含む。

内外面 回転 ナ デこ外底 回 転 糸切 り。 産 不 明。

10 4
T P 6
下層

土 師 質

土 器
杯 8 ．4 2 ．6 4 ．0

にぷ い黄 橙

10 Y R 7／3

石 英 ・長石の細
砂、灰色系粗砂，

黒色粒を含む。

内外面 回転 ナ デこ外底 へ ラ切 り。 産 不明 。

10 5 T P 6
下層

土 師質

土 器
杯 9 ．2 3 ．2 5 ．0

にぷ い黄 橙

10 Y R 7／3

石英 ・長石の細

砂、灰色系粗砂，

寒色粒を含む。

内 外面 回転 ナ デこ外底 へ ラ切 り。 産不 明 。

10 6

10 7

10 由

T P 6
下層

陶器

陶器

陶器

中碗
丸形 1 1．9

1 1．6

1 1．6

9 ．1

8 ．9

8 ．4

5 ．6

4 ．8

6 ．0

外）灰 白2 ．5Y 8／1
断 ）灰 白 2 ．5 Y 8 ／2 a

a

a

口緑 部 外 面 に 白化 粧 土 象 散 に よる二重 圏線

と幾 何 文 。内 外 面 に ごく緩 や か な ロクロ 目。
高 台無 粕 。灰 粕 は著 しく焼 成 不 良で 灰 白色 。

目痕 な し。焼 成 不良 。

目痕 4 足 。

目痕 3 足 。

T P 4

T P 4 ・6

中碗
丸形

中碗

外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白7．5 Y 7／1

外）灰 自5 Y 7／2

外 面 に白化 粧 土 象 散 に よる二 重 圏 線 。そ の

他 の文 様 の 有無 は不 明。高 台 内 に小 さい渦

状 の 飽 痕 。高 台無 粕 。灰 粕 a一 灰 白色 を帯
びる半透 明の 柚 。

外 面 中位 に削 り出 しによる幅広 の 凹線 。高 台

上層 丸形 断 ）灰 白5 Y 7／1 無 粕 。灰粕 C － 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

10 9

1 10

T P l
下層

陶器
中碗

丸 形 1 1．9

12 ．1

8 ．3

8 ．4

5 ．8

5 ．6

外）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a

b

体 部 下半 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内 に渦 状 の飽
痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 a一 灰 白色 を 帯 び る透

明 の粕 。御 本 が入 る。

目痕 3 足 。 焼 成 不 良

気 味 。

T P l
上層 陶器

中碗
丸形

外）暗 赤褐 5Y R 3／3
断 ）褐 灰 10 Y R 6 ／1

高 台 内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。褐 色 の半

透 明 の粕 で、部 分 的 にオ リー ブ色 ・灰 白色 に
発 色 。

目痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

が 残 存 。 内面 片 側 に
別個 体 碗 が 溶 着。
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Tab．5　遺物観察表（5）

図版
番号

出土
地 点 種 類

器 種
器 形

法量
色 調 胎土 技法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底径

1 11
T P l

上層
陶器

中碗
丸 形 1 2 ．4 9 ．1 5 ．4

外）にぷ い赤 褐

2 ．5 Y R 4 ／3
断）灰 白 10Y R 8／2

a

高 台 内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。鉄 柚 と褐
粕 の 掛 け分 け。体 部 に褐 色 の 鉄 粕 。 口緑 部

か ら体 部 上 位 に黒 褐 色 ～ オ リーブ色 の 半 透
明 の 粕 を掛 け分 け、粕 は部 分 的 に 黄 白色 に

発 色 。

目痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

が 残 存 。内 面 片 側 に
別 個 体 碗 の 口緑 部 片

が 溶着 。

1 12
T P l
上層

陶器
中碗

丸 形 1 2 ．0 9 ．0 5 ．4
外）黒褐 5Y R 2 ／2

断）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2 b

高 台内 に渦 状 の飽 痕 。高 台脇 に決 りあ り。高

台 無 粕 。鉄 粕 と褐 粕 の掛 け分 け。体 部 に黒
褐 色 の鉄 粕 。口緑 部 か ら斜 め方 向 に飴 色 の

半 透 明 の 粕 を掛 け分 け、粕 は部 分 的 に青 白
色 に発 色。

目痕 あ り。 円 錐 ピ ン

が 残存 。

1 13
T P 6

陶器
中碗

11 ．9 8 ．2 5 ．4
外）暗 赤褐 5Y R 3／2

a

外 面 下 半 削 り後 ナ デこ高 台 内 に浅 い 渦 状 の

飽 痕 。 高 台 無 粕 。鉄 粕 と褐 粕 の 掛 け分 け。
目痕 3 足 。上層 丸 形 断）灰 白 10Y R 7／1 体 部 に赤 褐 色 の 鉄 柚 。 口緑 部 か ら黒 褐 色 の

柚 を掛 け分 け、粕 は部分 的に 白濁。

1 14 T P l
上層

陶器
中碗

丸 形
11 ．4 8 ．5 5 ．2

外）暗 赤褐

2 ．5 Y R 3 ／2
断）灰 白 N 7 ／

a

体 部 下 位 に荒 い放 射 状 の飽 痕 。高 台 内 に渦
状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。鉄 柚 と褐 粕 の 掛 け分

け。体 部 に 暗 赤 褐 色 の 鉄 柚 。 口緑 部 か ら飴
色 の 半 透 明 の粕 を掛 け分 け、粕 は部 分 的 に

青 白色 に発 色 。

目痕 3 足 。

1 15
T P 5
上層 陶器

中碗
筒 丸形 10 ．8 8 ．8 5 ．5

外）灰 オリーブ

5Y 6／2
断）灰 白5 Y 7／1

a

外 面 に鉄 絵、稲 束 文 。体 部 外 面 ロクワ目。高

台 外 側 に飽 痕 が 残 る。高 台 無 粕 。灰 粕 b －
灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

目痕 3 足 。

1 16
T P l

陶 器
中碗

10 ．9 7．9 5 ．1 －
外）浅 黄 5Y 7／3

a
高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b －

目痕 3 足 。上層 丸 形 断）灰 白5 Y 8 ／2 浅 黄 色を帯 びる光沢 の強 い 透 明の粕 。

1 17
T P l 陶 器

中碗
10 ．4 7．8 5 ．1

外）一灰 白7 ．5 Y 7／1
a

体 部 下 半 に粗 い ケズ リ痕 が 残 る。 高 台脇 に
決 りあ り。高 台 内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台無 粕 。

目痕 3 足 。
上層 丸 形 断）灰 白2 ．5Y 7／1 灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る光 沢 の強 い透 明 の

粕 。

11 8 T P 4
上 層

陶 器
中碗

丸 形
10 ．8 7．8 4 ．8

外 ）淡 黄 2 ．5 Y 8／3

断）灰 自2 ．5Y 8 ／2 a

体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ 内底 に楕 円状 の ナ

デこ高 台 内 に小 さい渦 状 の飽 痕 。高 台無 粕 。

灰粕 a 一 淡 黄 色 を帯 びる半 透 明 の粕 。

目 痕 3 足 。 片 側 が 焼

成 不 良 。

11 9
T P 4
上 層

陶 器 中碗
丸 形 10 ．0 7．4 4 ．8

外 ）灰 白5 Y 7／2

断）灰 白5 Y 7 ／1 a

体 部 下 半 ケ ズ リ後 ナ デこ高 台 内 に渦 状 の 飽
痕 。高 台 無柚 。灰 柚 b － 灰 オ リー ブ色 を帯 び

る透 明 の粕 。

目痕 な し。焼 成 時 失
敗 品で 器 壁 の一 部 が

盛 り上 が る。

1 2 0
T P l 陶 器

中碗
10 ．4 8 ．0 5 ．1

外 ）灰 白5 Y 7／2
a

高 台 内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台無 粕 。灰 粕 b －
目 痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

先 端 が 残 存 。焼 成 時
上 層 丸 形 断）灰 白5 Y 7 ／1 オ リーブ灰 色 を帯 びる透 明 の粕 。 失 敗 品で 粕 は気 泡 を

吹 く。

12 1
T P 6
下層 陶 器

中碗
丸 形 10 ．0 7．9 4 ．8 －

外）灰 白2 ．占Y 8 ／1

断）灰 白2 ．5 Y 8／2 a 高 台無 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良で 灰 白色 。
目 痕 な し。片 面 が 焼
成 不 良で 粕 は粉 状 。

12 2
T P 6 陶 器

中碗
10 ．6 8 ．0 4 ．4 －

外）灰 白2 ．5 Y 8 ／1
a

外 面 に 緩 や か なロ クロ 目。高 台無 粕 。灰 粕 目 痕 な し。焼 成 不 良

下層 丸 形 断）灰 自2 ．5 Y 8／2 は焼 成 不 良で 白濁 。 気 味。

12 3
T P l
上層

陶 器
中碗

丸 形 10 ．8 8 ．0 5 ．0
外）灰 自5 Y 7 ／2

断）灰 白5 Y 7／3 a

体 部 下 位 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内 に 渦 状 の 飽
痕 。高 台 無粕 。灰 粕 b － オ リー ブ灰色 を帯 び

る透 明 の粕 。

目痕 な しム

12 4
T P 4
上 層

陶 器
中碗

丸 形 10 ．5 7．8 4 ．7

外）灰 オリーブ

5Y 6 ／2
断）灰 白5 Y 7 ／1

a

体 部 下 半 にケズ リ痕 が 残 る。高 台 内 はや や

鋭 角 的 に削 り出 す。 高 台 内 兜 巾 状 。高 台 無
粕 。灰 粕 C － 灰 オ リー ブ色 を帯 び る光 沢 の強

い透 明 の粕 。

目痕 な し。

12 5
T P 5
上 層

陶 器
中碗

丸 形 10 ．8 7．6 4 ．7
外）灰 白5 Y 7 ／1

断）灰 白5 Y 7 ／1 a

外 面 ロクロ 目。高 台 脇 に決 りあ り。高 台 内平
坦 。高 台 無 粕 。灰 粕 a 一 灰 白色 を帯 び る半

透 明の 粕 。

目痕 3 足 。

12 6
T P l 陶 器

中碗
12 ．8 8 ．6 5 ．6

外 ）暗赤 褐 5 Y R 3 ／3
b

高 台脇 に決 りあ り。高 台無 粕 。鉄 粕 と褐 粕 の
掛 け分 け。体 部 に 暗 赤 褐 色 の 鉄 粕 。 口緑 部

目痕 3 足 。
上 層 丸 形 断）灰 自2 ．5Y 7／1 か ら体 部 上位 に飴 色 の半 透 明 の柚 を掛 け分

け、粕 は部分 的 に黄 白色 に発 色 。

1 2 7
T P 6
上 層

陶 器
中碗

丸 形 12 ．4 8 ．5 5 ．6
外 ）暗赤 褐 5 Y R 3 ／2

断）灰 白10 Y R 7 ／1 a

外面 下 半 削 り後 ナデこ高 台無 粕 。鉄 粕 と褐 粕

の掛 け分 け。体 部 に 暗 赤 褐 色 の 鉄 粕 。 口緑
部 か ら黒 褐 色 の粕 を掛 ける。

目痕 あ り。

1 2 8
T P l
上 層

陶 器
中碗

丸 形 12 ．5 8 ．3 5 ．9

外 ）オ リーブ黄

5 Y 6 ／3
断）灰 白5 Y 7 ／1

a

高 台 内に 渦 状 の飽 痕 。高 台 無 粕 。鉄 粕 と褐
粕 の掛 け分 け。粕 は焼 成 不 良 気 味 で 体 部 が

赤褐 色 、口緑 部 か ら体 部 上位 は オリーブ色 に
発 色。

目痕 3 足 。焼 成 不良 。

1 2 9
T P l

上 層
陶 器

中碗
丸 形 12 ．4 8 ．0 5 ．0

外 ）にぷ い赤 褐

5 Y R 4 ／3
断）灰 白10 Y R 8 ／1

b

高 台 内に 渦 状 の 飽 痕 。高 台無 粕 。鉄 粕 と褐

粕 の掛 け分 け。体 部 に 暗 赤 褐 色 の 鉄 粕 。 口

緑 部 か ら体 部 上 位 に飴 色 の 半 透 明 の粕 を掛
け分 け、柚 は部分 的 に黄 白色 に発 色 。

目痕 3 足 。

13 0
T P 4 陶 器

中碗
11．7 7．8 5 ．6

外 ）灰 オ リー ブ

5 Y 6 ／2
断）灰 5 Y 6／1

a

外 面 上 位 にロ ク ロ成 形 に よる幅 広 の 凹 線 3
条 。体 部 下 半 に荒 い 飽 痕 が 残 る。 高 台 内 に 目痕 3 足 。焼 け歪 み あ

上 層 ’丸 形 渦状 の 飽痕 。高 台無 粕 。灰 粕 b － 灰 オ リー ブ

色 を帯 びる光沢 の強 い透 明の 粕 。

り。

13 1

13 2

T P 4
上 層

陶 器
中碗

丸 形 1 1．2

1 1．8

7．6

8 ．0

5 ．4

5 ．6

外 ）灰 白5 Y 7 ／2

断）灰 白5 Y 7 ／1 a

a

体 部 下 半 ケ ズ リ後 ナデこ内 底 直 線 方 向 のナ
デこ 高 台 内 に 浅 い 渦 状 の 飽 痕 。 高 台 無 粕 。

灰粕 b 一 灰 白色 を帯 びる透 明 の粕 。

目 痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

が残 存 。

T P 4

上 層
陶 器

中碗
丸 形

外 ）灰 白7 ．5Y 7／1

断）灰 自7 ．5 Y 7／1

体 部 下 半 ケ ズ リ後 ナ デこ高 台 内 に 渦 状 の 飽

痕 。高 台無 粕 。灰 粕 b 一 明 オ リーブ灰 色 を帯
び る光 沢 の強 い透 明 の粕 。

目痕 4 足 。焼 け歪 み あ

り。
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Tab．6　遺物観察表（6）

図版　 出 土
番号　 地 点 種 類

器種

器 形

法 量
色調 胎土　　　　　　　　　 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底径

13 3 T P l 陶器 中碗
12 ．4 8 ．3 5 ．7 －

外）灰 白5 Y 7／1
b

高 台 内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台無 粕　 粕 は焼 成
目痕 4 足 。上層 丸 形 断 ）浅 黄 2 ．5Y 7／3 0不 良気 味 で 白濁。

13 4
T P 4 陶 器 中碗

1 2 ．0 7 ．9 5 ．8 －
外）灰 白5 Y 7 ／2

a
体部 下半 ケズ リ後 ナ弐 高台 内に渦状 の飽 痕 目痕 3 足　 口 緑 部 が

上層 丸 形 断 ）灰 白 5Y 7／1 0高台無 粕 。灰粕 b－ 灰 白色 を帯 びる透 明の粕 。 ○焼 け歪 む。

13 5
T P 4
上 層

陶 器 中碗
丸 形 12 ．4 8 ．4 5 ．6

外）灰 オ リーブ

5Y 6／2
断）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

a

体部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内 に浅 い 渦状 の
飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る

透 明の 粕 。

目 痕 3 足 。 焼 成 時 失

敗 品で亀 裂 が入 る。

13 6 T P 6 陶 器
中碗

1 2 ．6 8 ．1 5 ．7

外 ）灰 オ リー ブ

a

体部 外 面 に緩 や か なロクロ目。外 面 下半 ケズ 目 痕 3 足 。 内 底 に 足

上 層 丸 形 7 ．5 Y 6 ／2 リ後 ナデこ高 台内 に浅 い渦 状 の飽 痕 。高 台無 付ハ マ と円 錐 ピ ンが
断）黄灰 2 ．5 Y 6 ／1 粕。灰粕 C － 灰オ リーブ色を帯 び る透 明の粕 。 溶 着 。

13 7 T P l 陶 器
中碗

12 ．6 8 ．3 5 ．4
外 ）灰 白5 Y 7／2

a
高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台無 柚 。灰 粕 b －

目 痕 4 足 。 円 錐 ピ ン

先 端 が 残 存　 焼 成 時
下 層 丸 形 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 オ リーブ灰 色 を帯 びる透 明 の粕 。 ○失 敗 品で 器 壁 の － 部

が盛 り上 が る。

1 3 8 T P l 陶 器
中 碗

12 ．2 8 ．3 5 ．2
外 ）灰 白N 8 ／

a
高 台内 に 渦状 の飽 痕　 高 台 蝕 粕　 粕 は焼 成 目痕 3 足。 円錐 ピンが

上 層 丸形 断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1 0　　　　　　　　ノIlヽ 　　　　○不良 気 味で 白濁 。 残 存。 内底 に別 個 体

の高台溶 着痕 が 残 る。

13 9
T P l

陶器
中碗

1 1．8 7 ．8 5 ．8

外 ）灰 オ リーブ

a

体 部 下 半 ケ ズ リ後 ナ デこ高 台 内 に渦 状 の 飽
目 痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

が 残 存。 内 底・に 別 個

下 層 丸形 5 Y 6 ／2 痕 。南 台無 粕 。灰 粕 b － 灰 オ リーブ色 を帯 び 体 陶 器 片 が 溶 着 。焼
断 ）灰 白5 Y 7 ／1 る透 明の 粕 。 成 時 失 敗 品で 粕 は気

泡 を吹 く。

14 1 T P 4
上 層

陶器 中碗
丸形 12 ．1 7 ．9 5 ．6

外 ）灰 白 5Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a

体 部 下 半 ケズ リ後 ナデこ高 台 内 に渦 状 の飽
痕 。高 台無 粕 。灰 柚 a 一 灰 白色 を帯 び る透

明 の粕 。

目痕 3 足 。2 個 体 が 溶
着 。

14 2
T P 6
下層 陶器

中碗
丸形 12 ．8 7 ．7 5 ．8

外）灰 オ リーブ

5 Y 6／2
断 ）黄 灰 2 ．5Y 6 ／1

a

外 面 に鉄 絵、 注連 縄 文 。高 台 内 に渦 状 の飽

痕 。高 台無 粕 。灰粕 b 一 灰 オリーブ色 を帯 び

る透 明 の粕 。

目痕 3 足 。

14 3 T P 6
上層

陶器
中碗

丸 形 12 ．4 7 ．7 5 ．9

外）灰 オ リーブ

5 Y 6／2
断）灰 5 Y 6 ／1

a
外 面 に鉄 給 。高 台無 粕 。灰 粕 b 一 灰 オ リーブ

色 を帯 び る透 明 の粕 。

14 4
T P 4
上 層

陶 器 中碗
丸 形 13 ．8 8 ．1 5 ．7

外）灰 白5 Y 7 ／2

断）灰 白5 Y 7／1 a

外 面 に鉄 絵 、蕨 文 。体 部 下 半 ケズ リ後 ナデこ

高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台無 粕 。灰 粕 b －
灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

目痕 3 足 。

14 5 T P 4
上 層

陶 器
．中碗

丸 形 11．8 8 ．4 5 ．6
外 ）灰 白5 Y 7 ／2
断）灰 白5 Y 7 ／1 a

外 面 に 鉄 絵、 文 字 文 。体 部 下 半 にケズ リ痕

が 残 る。 高 台 内 に 渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。

灰粕 C 一 灰 オ リーブ色 を帯 び る透 明 の粕 。

目 痕 3 足 。 口 縁 部 が
焼 け歪む。

14 6
T P 4
上 層 陶 器

中 碗
丸 形 1 1．6 7 ．9 5 ．7

外 ）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

外 面 に鉄 絵 、笹 文 。体 部 下半 ケズ リ後 ナ 菜

高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台無 粕 。灰 粕 b －
灰 オ リーブ色を帯 びる透 明の 粕 。

目 痕 3 足 。 口緑 部 が

焼 け歪む。

14 7
T P l

陶 器
中 碗

12 ．0 8 ．3 5 ．6
外 ）灰 白7 ．5Y 7／1

b

外面 に鉄 絵、笹文 。体 部 外 面 緩 やか な ロクロ

目。体 部 下位 にケズ リ痕 。高 台内 に乱 れ の強
目痕 3 足 。‘上 層 丸 形 断 ）灰 白N 7／ い 渦 状 の 飽 痕 。灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る半

透 明の粕 。御 本 が入 る。

14 8
T P 5
上 層 陶 器

中 碗
丸 形 13 ．0 8 ．5 5 ．2

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／1

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 b

外面 に鉄 絵、笹 文。外 面下半 にケズリ痕が残 る。
高台内 に小 さい渦状 の飽痕 。高 台無柚 。灰 粕 a

一 灰 白色を帯 びる半透 明の粕。御本 が入る。

目 痕 4 足 。 片 側 が 焼

成 不 良。

14 9
T P 4
上 層

陶 器 中 碗
丸 形 1 1．8 8 ．3 5 ．4

外 ）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

外 面 に鉄 絵 、笹 文 。体 部 下 半 ケ ズ リ後 ナ デこ
高 台 内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b －

灰 白色 を帯 びる透 明の 粕 。

目 痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

が 残 存。 内面 片 側 に
別 個 体 椀 の 口緑 部 片
が 溶 着。

15 0
T P 4

陶器
中碗

12 ．3 8 ．1 5 ．6

外 ）灰 オ リーブ

b

外 面 に鉄 絵 、宝 文 。体 部 下 半 に荒 い ケズ リ

痕 が 残 る　 音 ム 内 に乱 れ た渦 状 の飽 痕　 音 目 痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

上 層 丸形 5 Y 6 ／2
断 ）灰 白 5 Y 7／1

○　間 口　　　　　　　　 し　　　　　　　　 。同
台無 粕 。灰粕 C － 灰 オ リ－ ブ色 を帯 びる光沢

の強 い透 明 の柚 。

が 残 存。 内底 に別 個

体 の高 台片 が 溶 着。

15 1
T P 4 陶 器 中碗

1 2 ．7 8 ．6 5 ．8
外）灰 白5 Y 7 ／2

a
外 面 に鉄 絵、宝 文 。内 外面 ロクロ目。高 台無

目痕 あ り。 内 底 に 円
錐 ピ ンと破 損 した別

中層 丸 形 断）灰 白5 Y 7／1 粕 。灰 柚 a － 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。 個 体 の 陶器 細 片 が 多
量 に溶 着。

15 2
T P l

陶 器
中碗

12 ．0 7．9 5 ．6 －

外）灰 白7 ．5 Y 7／2
a

外 面 に鉄 絵 、宝 文 。高 台 内 に 渦 状 の 飽 痕
目痕 3 足 。上 層 丸 形 断）灰 白5 Y ／1 ○灰粕 b － 灰 オリ－ブ色 を帯 びる透 明の 粕 。

1 5 3
T P 4

上 層
陶 器

中碗

丸 形 12 ．0 8 ．2 5 ．5
外 ）灰 白5 Y 7／2
断）灰 白5 Y 7 ／1 a

外 面 に鉄 絵 、稲 束 又 は宝 文 。体 部 下 半 ケズ

リ後 十 荒 高 台内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台無 粕 。

灰粕 C － 灰 オ リーブ色 を帯 び る透 明 の粕 。

目痕 3 足 。

15 4

15 5

15 6

15 7

15 8

T P 4
上 層

陶 器 中碗
丸 形 12 ．8

12 ．4

12 ．4

12 ．2

12 ．0

8 ．1

7．6

8 ．4

8 ．1

7 ．6

5 ．9

5 ．5

5 ．5

5 ．6

5 ．6

外 ）灰 オリー ブ

5 Y 6 ／2
断）灰 白5 Y 7 ／1

a

a

a

a

・a

体 部 下 半 ケズ リ後 ナデこ高 台 内に浅 い渦 状 の

飽 痕 。高 台無 粕 。灰 粕 b 一 灰 オ リーブ色 を帯
び る透 明 の粕 。

目 痕 3 足 。 口 緑 部 が

焼 け歪 むこ

T P 4
上 層

陶 器

陶 姦

陶 器

中碗
丸 形

外 ）灰 オ リー ブ

5 Y 6 ／2
断 ）灰 白5 Y 7 ／1

体 部 下 半 ケ ズ リ後 ナ デこ高 台 内 に 渦 状 の 飽
痕 。高 台 無粕 。灰 粕 C一 灰 オ リーブ色 を帯 び

る透 明 の粕 。
目痕 3 足 。

目 痕 3 足 。 円 錐 ピ ン
が 残 存 。焼 け歪 み あ
り。畳 付 け の三 方 に

白色粗 砂 が 付 着。

T P 4
上 層

中碗
丸 形

外 ）灰 オ リー ブ

5 Y 6 ／2
断 ）灰 5Y 6 ／1

体 部 下 半 ケ ズ リ後 ナ デこ高 台 内 に渦 状 の 飽
痕 。高 台無 粕 。灰 粕 b － 灰 オ リーブ色 を帯 び

る半透 明の粕 。

T P 4 中 碗
外 ）灰 オ リーブ 外 面 に鉄 絵 、竹 文 。体 部 下 半 ケズ リ後 ナ 汽 日痕 3 足 。焼 成 時 失

上 層 丸 形 5 Y 6 ／2 南 台 内に 渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b － 敗 品 で 器 壁 の 一 部 が
断 ）灰 白5 Y 7／1 灰 オ リー ブ色 を帯 び る透 明 の粕 。 盛 り上 が る。

T P 4
上 層 陶器

中碗
丸形

外 ）灰 白 5Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1

外 面 に鉄 絵 。体 部 下 半 にケズ リ痕 が残 る。高

台内 に渦 状の 飽 痕 。高 台無 粕 。灰粕 C － オ リ

ー ブ灰色 を帯 び る透 明の粕 。

目痕 3足 。 口 緑 部 が

焼 け歪 む。
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Tab．7　遺物観察表（7）

図版

番 号

出 土

地 点
種 類

器種

器形

法 量
色調 胎土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

15 9
T P 4

陶器
中碗

10 ．6 7 ．6 4 ．8
外）灰 白1 0Y 7／1

a

外 面 に鉄 絵 と白化 粧 土 による花 文 。花 弁 は

白化 粧 土 で措 く。内外 面 緩 や かな ロク ロ目
目痕 3 足 。中層 丸形 断 ）灰 自 5Y 7／1 ○高 台 内 渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 柚 。灰 粕 a － 灰

白色 を帯 びる半 透 明の 粕 。

16 0 T P 6 陶器
中碗

11 ．2 8 ．0 5 ．0 －
外）灰 白5 Y 7 ／2

a
外 面 多 段 の ロ クロ 目。下 半 に多 段 の 飽 痕 が

目痕 3 足 。下層 丸 形 ． 断）灰 白 5Y 7／1 残 る。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る半透 明 の粕 。

16 1
T P 4 陶器 中碗

10 ．4 7 ．3 4 ．8 －
外）灰 白5 Y 7 ／2

a
体 部 下半 ケズ リ後 ナデこ高 台 無 粕 。灰 粕 a － 目痕 3 足 。 外 面 片 側

上層 丸 形 断）灰 白5 Y 7／1 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。 が焼 成 不 良 。

16 2
T P 4
上層

陶器 中碗
丸 形 10 ．1 7 ．0 5 ．0

外）灰 白7 ．5 Y 7／2

断）灰 白5 Y 7／1 a

体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内に 渦 状 の 飽
痕 。高台 無 粕 。灰 粕 b 一 明オ リー ブ灰色 を帯

び る半透 明 の粕 。
目痕 3 足 。

16 3 T P 6
上層

陶器
中碗

丸 形 10 ．3 6 ．9 5 ．0
外）灰 白5 Y 7 ／1
断）灰 白5 Y 7／1 a

体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内 に渦 状 の 飽

痕 。高 台 無 柚 。灰 粕 a 一 灰 白 色 を帯 び る半

透 明の 粕 。

目痕 3 足 。

16 4
T P l 陶器

中碗
10 ．3 6 ．8 4 ．8 －

外 ）灰 白5 Y 7 ／2
a

高 台脇 に決 りあ り。高 台無 粕 。灰 柚 a 一 灰 白
目痕 の有 無 不 明。上 層 丸 形 断）灰 白2 ．5 Y 8／2 色 を帯 び る透 明 の粕 。御 本 が 入 る。

16 5 T P 4
上 層

陶 器
中碗

丸 形
10 ．4 6 ．7 4 ．8

外 ）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

体 部 下 半 ケ ズ リ後 ナ デこ高 台 内 に 渦 状 の 飽

痕 。高 台無 粕 。灰 粕 b － 灰 オ リー ブ色 を帯 び

る透 明 の粕 。

目痕 3 足 。円錐 ピンの
先 端 が 残 存 。焼 成 時

失 敗 品で 粕 は気 泡 を

吹 く。

1 6 6
T P l
上 層

陶 器 中 碗
丸 形 10 ．6 7 ．0 5 ．0 －

外 ）灰 白5 Y 7／1

断 ）灰 白N 7／ a
高 台無 柚 。灰 粕 a一 灰 白 色 を帯 び る透 明 の
粕 。 目痕 3 足 。

16 7
T P l
下 層

陶器 中碗
丸形 10 ．8 6 ．8 4 ．8

外）灰 7 ．5 Y 6／1

断 ）灰 白7．5 Y 7／1 a

体 部 下 半 ケズ リ後 ナデこ高 台 内 に渦 状 の飽
痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る透

明 の粕 。

目 痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

先 端 が 残存 。

16 8
T P l

陶器
中碗

11 ．3 7 ．2 5 ．2
外）灰 白5 Y 7／2

a

体 部 下 位 ケ ズ リ後 ナ デこ高 台 内 に渦 状 の飽

ヽ
目痕 3 足 。焼 成 時 失

上 層 丸形 断 ）灰 白 5Y 7／1 痕 。南 台無 粕 。灰粕 b － オ リーブ灰色 を帯 び

る透 明 の粕 。

敗 品 で 柚 は 気 泡 を 吹

く。

16 9
T P l
下層

陶器 中碗
丸 形 11 ．2 7 ．0 4 ．8

外）灰 白10 Y 7／1
断）灰 白7 ．5 Y 7 ／1 a

体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ 高 台 内 に渦 状 の飽
痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る半
透 明 の粕 。

目痕 な し。

17 0
T P 4
上層

陶器 中碗
丸 形 10 ．2 7 ．1 4 ．7

外）灰 白5 Y 7 ／2

断）灰 白5 Y 7／1 a

体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内 に渦 状 の 飽
痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る透

明 の粕 。
目痕 3 足 。

17 1
T P 5 陶 器 中碗

11．2 7 ．4 5 ．2 －
外）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

a
体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内 に渦 状 の 飽

目痕 な し。焼 成 不良 。上層 丸 形 断）灰 白2 ．5 Y 7／1 痕 。高 台 無柚 。粕 は焼 成 不 良で 白濁 。

17 2
T P 6 陶 器 中碗

10 ．7 6 ．9 5 ．4
外）灰 白5 Y 7 ／1

a
外面 下半 削 り後 ナデ ’高 台 怨柚　 灰 粕 b － 灰 目 痕 あ り。 焼 成 時 失

上層 丸 形 断）灰 白2 ．5 Y 7／1 0　　　　　　　　ノIlヽ 　　　○白色 を帯 び る半透 明 の粕 。 敗 品で 器 壁 の一 部 が
盛 り上 が る。

17 3
廿P 4

上 層
陶 器

中碗

丸 形 10 ．0 7．2 4 ．8
外）灰 白5 Y 7 ／2

断）灰 白5 Y 7 ／1 a

体 部 下 半 にケズ リ痕 が 残 る。高 台 内 に渦 状

の飽 痕 。高 台無 粕 。灰 粕 b 一 灰 オ リーブ色 を
帯 び る透 明 の粕 。

目痕 3 足 。円錐 ピンの

先 端 が残 存 。

174
T P 5
下層

陶 器 中碗
丸 形 10 ．2 6 ．9 5 ．5

外 ）灰 白7 ．5Y 7／1

断）灰 白2 ．5Y 7／1 a

体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内 に渦 状 の 飽
痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 a － 灰 白 色 を帯 び る透

明 の粕 。
目痕 3 足 。

17 5
T P 4

上 層
陶 器

中碗

丸 形
10 ．2 7 ．3 5 ．0

外 ）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 自5 Y 7 ／1 a

体 部 下 半 ケズ リ後 ナデこ高 台 内に浅 い 渦状 の

飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白 色 を帯 び る
透 明の粕 。

目痕 3 足 。

17 6
T P l
上 層

陶 器 中碗
丸形 10 ．4 7 ．3 5 ．1

外 ）灰 白5 Y 7／2
断 ）灰 白5 Y 7／1 a

体 部 下 位 ケズ リ後 ナ デこ 高 台 内 に渦 状 の 飽
痕 。高 台無 柚 。灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る透

明の粕 。

目 痕 3 足 。 円 錐 ピ ン
先 端 が 残 存。

17 7
T P 4 陶器 中碗

10 ．3 7 ．2 4 ．9 －
外 ）灰 白 5Y 7／2

a
体 部 下 半 ケズ リ後 十 荒 高 台無 粕 。灰 粕 a－ 目 痕 3 足 。 片 側 が 焼

上 層 丸形 断 ）灰 白5 Y 7／1 灰 白色 を帯 び る半透 明 の粕 。 成 不 良。

17 8 T P 6
上 層

陶器
中碗

丸形 10 ．2 7 ．3 5 ．0
外）淡 黄 2 ．5 Y 8 ／3
断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2 b

体 部 外 面 に緩 や か なロ クロ 目。外 面 下半 ケ

ズ リ後 ナデこ高 台内 に荒 い渦 状 の飽 痕 。高 台
無 粕 。灰粕 は焼 成 不良で 白濁 。

目痕 あ り。 円 錐 ピ ン
先 端 が 残 存。焼 成 不

良 。

17 9

18 0

18 1

18 2

T P 4
上 層

陶器

陶器

中碗

丸 形 10 ．4

10 ．4

10 ．6

10 ．6

7 ．3

7 ．0

7．4

7 ．1

5 ．2

5 ．2

5 ．0

5 ．0

外）灰 白5 Y 7／2
断 ）灰 白 5Y 7／1 a

a

a

a

外 面 に鉄 絵 、竹 文 。体 部 下 半 ケズ リ後 ナデこ

高 台 内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 C －

灰 オ リーブ色 を帯 びる透 明 の粕 。

目痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

先 端 が 残 存。 片側 の
内 外 面 に別 個 体 碗 の

口緑 部 片 が 溶着 。

T P 4 中碗 外）灰 白5 Y 7 ／2
体 部 下 半 ケズ リ後 ナ 菜 高 台 内 に渦 状 の 飽 目痕 3 足 。外 面 に別

上 層 丸 形 断）灰 白 5Y 7／1 痕 。南 台 無 粕 。灰 柚 b 一 灰 白 色 を帯 び る半
透 明 の粕 。

個 体 碗 の 口縁 部 片 が

溶着 。

T P 4
陶器

中碗
外）灰 オ リーブ

高 ム無 粕　 灰 粕 C－ 灰 オ リー ブ色 を帯 び る、秀
目痕 な し。 外 面 に別

上層 丸 形 5Y 6／2
断）灰 白2 ．5 Y 7／1

ロバ、、　0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 辺
明 の粕 。

個 体 碗 の 口緑 部片 が
溶着 。

T P 4 陶 器
中碗 外）灰 オ リーブ 体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内 に 渦 状 の 飽 日 頃 な し。片 側 の 外

上層 丸 形 5Y 6 ／2
断）灰 白5 Y 7／1

痕 。南 台 無 粕 。灰 粕 b － 灰 白 色 を帯 び る透

明 の粕 。

面 に 別 個 体 碗 が 溶

着。

18 3 T P 4 陶 器
中碗

10 ．5 6 ．9 5 ．0
外）灰 白5 Y 7 ／2

a
高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台無 粕 。灰 柚 b －

目痕 3 足 。上 層 丸 形 断）灰 白5 Y 7／1 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

18 4

18 5

T P 4
上 層

陶 器
中碗

丸 形 10 ．4

12 ．7 9 ．1 5 ．4

外 ）灰 オ リー ブ

5 Y 6 ／2
断 ）灰 5Y 6／1

a

a

外面 にロクロ成 形 に よる凹 線 3 条 。外 面 下 位

ケズ リ後 ナデこ高 台 無 柚 。灰粕 b － 灰 オ リー
ブ色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

目痕 3 足 。

T P 2
上 層

陶 器 ． 中 碗
丸 形

外 ）黄 灰 2 ．5Y 6／2

断 ）灰 黄 2 ．5 Y 6／2

外面 に鉄 給、竹 文 。体 部 外 面 ロクロ 目顕 著。
高 台 内乱 れ の強 い 飽 痕 。高 台無 粕 。灰 粕 b

一 にぷ い黄褐 色 を帯 び る半透 明 の粕 。

目 痕 4 足 。 焼 成 時 失

敗 晶で 内 底 の 一 部 が
盛 り上 が る。
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Tab．8　遺物観察表（8）

図 版
番 号

出土
地 点 種 類

器 種
器 形

法 量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

18 6
T P 2
上 層

陶 器 中碗
丸形 12 ．6 8 ．4 5 ．4

外 ）灰 オ リーブ

a

外 面 に鉄 絵 と自化 粧 土 に よる藤 文 。花 弁 は
白化 粧 土 で措 く。体 部 外 面 多段 の強 い ロ ク 目 痕 4 足 。 内 面 と外

5 Y 6 ／2 ロ 目。畳 付 外 側 を面 取 りしナ デこ高 台 内兜 巾 面 に別 個 碗 の 口 緑 部
断 ）黄灰 2 ．5 Y 6／1 状 。高 台無 粕 。灰 柚 b － オ リー ブ色 を帯 び る

半 透 明 の粕 。

片 が 溶 着。

18 7 T P 2
上 層

陶 器
中 碗

丸 形
12 ．6 8 ．7 5 ．4

外 ）灰 オ リーブ

7 ．5 Y 6／2
断 ）黄 灰 2 ．5 Y 6／1

a

外 面 に鉄 絵 、花 文 。外 面 に強 い多 段 のロクロ
目。高台 内兜 布 状 。高台 無 柚 。灰 粕 b － オ リ

ーブ灰 色を帯 びる半透 明の粕 。

目 痕 4 足 。 内 底 に 白

色 系 粗砂 が 落 ち る。

18 8
T P 2
上 層 陶 畢

中 碗
丸 形 12 ．6 8 ．7 5 ．6

外 ）灰 オ リーブ

5 Y 6 ／2
断 ）黄 灰 2 ．5 Y 6／1

a
外 面 に強 い多 段 のロ クロ 目。文 様 の 有 無 は

不 明 。高台 内乱 れ た渦 状 の飽 痕 。

目痕 4 足 。焼 成 時 失

敗 品で 器 壁 の 一 部 が
盛 り上 が る。

18 9
T P 2

陶 器
中碗

12 ．4 8 ．9 5 ．4

外 ）オリーブ黄

5 Y 6 ／3
断 ）黄灰 2 ．5 Y 6／1

a

外 面 に鉄 絵、笹 文 。外 面 に強 い多 段 の ロ ク

ロ 目。畳 付 外 側 を面 取 りしナ デこ高 台内 兜 布

目 痕 4 足 。 円 錐 ピ ン

が 残 存。焼 成 時 失 敗
上 層 丸形 状 。高 台無 粕 。灰 粕 b － オ リー ブ色 を帯 び る

半 透 明 の粕 。
品 で 内 底 の 一 部 が 気
泡 に より盛 り上が る。

19 0
T P 5
下 層

陶 器 中碗
丸形 12 ．3 8 ．5 5 ．4

外 ）オリーブ黄

5 Y 6 ／3
断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

a

外 面 に鉄 絵 。体部 下 位 にケズ リ痕 が残 る。高
台 内兜 巾状 。高 台 無 粕 。灰 粕 b － 灰 白色 を

帯 びる半 透 明の 粕 。

目 痕 4 足 。 円 錐 ピ ン

先 端 が 残 存。焼 成 時
失 敗 品で 内 底 の 一 部

が 盛 り上 が る。

1 9 1
T P 6

陶器
中碗

12 ．8 8 ．4 6 ．3 －
外 ）灰 白5 Y 7／1

a
外 面 、 白化 粧 土 象 骸 に よる二 重 圏 線 。文様

目痕 なし。
上 層 丸 形 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 の有 無 は不 明。灰 粕 は焼 成 不 良で 白濁 。

19 2
T P l 陶器 中碗

13 ．3 8 ．7 5 ．6
外 ）灰 自 5 Y 7／1

b

外 面 に鉄 絵 と白化 粧 土 に よる梅 文 。花 弁 は

白化 粧 土 で措 く。体 部 内 外 面 に緩 や か なロ 目痕 3 足 。
上 層 丸形 断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 ク ロ目。高 台 脇 に決 りあ り。灰 柚 a －灰 白 色

を帯 び る半 透 明 の粕 。御本 が入 る。

19 3
T P 4
中層

陶器
中碗

丸形 13 ．0 8 ．4 5 ．0
外 ）灰 白 5Y 7／1

断 ）淡 黄 2 ．5 Y 8／3 a

外 面 に鉄 絵 。外 面 ロクロ目顕 著 。体 部 下半 に

ケズ リ痕 が 残 る。高 台 内 に乱 れ た渦 状 の飽
痕 。高 台無 粕 。粕 は焼 成 不良 で 白濁 。

目痕 3 足 。焼 成 不 良。

19 4
T P l
上 層

陶器 中碗
丸形 12 ．9 8 ．5 5 ．8

外 ）灰 白 2 ．5 Y 7 ／1
断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 b

外 面 に 鉄 絵 、蕨 文 。高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。

灰 粕 a － 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。片面

は焼 成 不良 で 白濁。御 本 が入 る。

目痕 4 足 。 外 面 片 側

が 焼 成 不良 。

19 5
T P 5
上 層 陶器

中碗
丸形 1 1．7 7 ．9 5 ．0

外）灰 白2 ．5 Y 8 ／2 ～

2 ．5 Y 7／1
断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

a

外 面 に鉄 絵 、注 連 縄 文。体 部 下 半 ケズ リ後

ナ デこ高 台 内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 柚 。灰
粕 b 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。御 本 が

入 る。

目痕 3足 。

19 6
T P 5

陶器
中碗

13 ．0 8 ．5 5 ．8
外）灰 7 ．5 Y 6／1

a
外 面 に鉄 絵、文 字 文 。高 台 無 粕 。粕 b 一 灰

目痕 あ り。 内 底 に 別

個 体 の 砕 片 が 多 量 に
溶 着。

上 層 丸形 断 ）灰 白5 Y 7／1 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

19 7
T P l
上 層

陶器
中碗

丸形 12 ．8 8 ．5 5 ．6
外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2 b

外 面 に鉄 絵 、笹 文 。体 部 外 面 緩 や か な ロク

ロ目。高 台 内 に渦 状 の 飽痕 。灰 粕 a一 灰 白色
を帯 び る半 透 明 の粕 。御 本 が 入 る。

目痕 5 足 又 は4 足 。焼
成 不 良気 味 。

19 8
T P l 陶 器

中碗
1 1．7 7 ．7 5 ．5

外 ）灰 7 ．5 Y 6／1
a

外 面 に鉄 絵、草 文 。体 部 下 位 にケ ズ リ痕 が

残 る。高 台内 に渦状 の飽 痕 。灰 粕 a一 灰色 を 目痕 3 足 。
上 層 丸 形 断 ）灰 7 ．5 Y 6 ／1 帯 び る透 明 の 粕 。焼 成 不 良気 味 で 部 分 的 に

白濁 。

19 9
T P 4
上 層

陶 器
中碗

丸 形 12 ．4 7 ．9 5 ．6
外 ）灰 白 5 Y 7／2

断 ）灰 自5 Y 7 ／1 a

外 面 に鉄 絵 、宝 珠 と稲 束 。体 部 下 半 にケズ リ
痕 が 残 る。高 台 内 兜 巾状 。高 台無 粕 。灰 粕

b 一 灰 オ リーブ色 を帯 びる透 明 の粕 。

目痕 3 足 。

2 0 0
T P 5
上 層 陶器

中碗
丸形 1 1．6 7 ．4 5 ．0

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／1
断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2 a

外 面 に鉄 絵 、花 文 。体 部 内面 ロクロ 目。体部

下 半 ケズ リ後 ナ デこ高 台外 側 に飽 痕 が 残 る。
高 台 無粕 。

目 痕 3 足 。焼 成 不 良

で 粕 は粉 状 。

2 0 1
T P l 陶器 ．中碗

12 ．2 7 ．3 5 ．5 －
外）灰 7 ．5 Y 7／1

a
高 台 無粕 。灰 柚 b － オ リー ブ灰色 を帯 び る光 目痕 の有無 不 明 。

上 層 丸形 断 ）灰 7 ．5 Y 6 ／1 沢 の 強い透 明の 粕 。

2 0 2
T P l
下層

陶器
中碗

丸形 1 1．4 7 ．3 4 ．8
外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 自7．5 Y 7／1 a

体 部 外 面 多段 の ロク ロ目。高 台 内 に渦 状 の
飽 痕 。 高 台 無 粕 。灰 粕 a一 灰 白色 を帯 び る

半 透 明 の粕 。御 本 が入 る。

目痕 4 足 。

2 0 3
T P 4

陶器
中碗

12 ．0 7 ．4 5 ．7
外）黒 2 ．5 Y 2 ／1

a
高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高台 無 粕 。褐 柚 一 粕

目痕 4 足 。 円 錐 ピ ン

が 残 存 。内 面 焼 成 不

良 。
上 層 丸形 断 ）灰 白 5 Y 7／1 はオ リーブ黒 色 に発 色 。

2 0 4
T P 6
上 層

陶器
中碗

丸形 11 ．6 7 ．8 5 ．6

外）灰 オ リーブ

5 Y 6／2
断）灰 白2 ．5 Y 7／1

a

体 部 外 面 下位 にケズ リに よる強 い 稜 を3 段 巡

らす。高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台 無 粕 。灰
粕 C－ 灰 オ リー ブ色 を帯 び る透 明の粕 。

目痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

が 残 存。

2 0 5

2 0 6

2 0 7

2 0 8

T P 4
上層

陶器
中碗

丸形
1 1．4

1 1．6

1 1．8

1 1．5

7 ．5

7 ．9

8 ．0

8 ．0

5 ．6

5 ．0

4 ．6

4 ．8

外）暗褐 7 ．5 Y R 3 ／3

断）灰 白2 ．5 Y 7／1 a

a

a

a

高 台 外 側 に飽 痕 が 残 る。高 台 内に 浅 い渦 状

の 飽 痕 。高 台無 粕 。褐 粕 一 粕 は焼 成 不 良気
味 で褐 色 ～黒 色 に発 色 。

目痕 あ り。

T P 5
上層 陶器

中碗
丸形

外）灰 白1 0Y 7／1

断 ）灰 自 5Y 7／1

体 部 下半 ケズ リ後 ナ デこ高 台内 に荒 い渦 状 の

飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 柚 b － 灰 白色 を帯 び る
半 透 明の 粕 。

目痕 3 足 。

目痕 あ り。焼 成 時 失
敗 品 で 内 底 に気 泡 が

入 り盛 り上が る。

目痕 3 足 。

T P l 陶器
中碗 外）灰 白 N 7 ／ 外 面 緩 や か な ロクロ 目。高 台 内 に渦 状 の飽

下層 丸形 断 ）灰 5 Y 6 ／1 痕 。高 台無 粕 。粕 は焼成 不 良 気味 で 白濁 。

T P 5

上 層
陶器

中碗
丸形

外）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白 5 Y 7／1

体 部 下 半 にケズ リ痕 が残 る。高 台 内兜 巾状 。

高 台 無 柚 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明

の 粕 。

2 0 9
T P 5

陶器
中碗

1 1．0 7 ．7 5 ．0
外）灰 白5 Y 7 ／2

a
体 部 下半 ケズ リ後 ナデこ高 台 無 粕 。灰 粕 b －

目痕 な し。上層 丸形 断 ）灰 白 5Y 7／1 灰 白色 を帯 び る透 明の粕 。

2 10 T P 5 陶器
中碗

1 1．0 7 ．6 4 ．8 －
外）灰 白5 Y 7 ／2

a
体 部 下半 ケズ リ後 ナデこ高 台 無粕 。灰 粕 b －

目痕 な し。
上層 丸形 断 ）灰 白 5 Y 7／1 灰 白色 を帯 び る半透 明 の柚 。
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Tab．9　遺物観察表（9）

図 版

番 号

出土

地 点
種 類

器 種

器 形

法量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

2 11
T P l

陶 器
中 碗

1 1．8 5 ．9 5 ．6
外 ）灰 白5 Y 7／2

b

外 面 に鉄 絵 と白化 粧 土 に よる梅 文 。花 弁 は

白化 粧 土 で 措 く。体 部 外 面 下 位 にケズ リ痕
目痕 あ り。上 層 丸 形 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 が 残 る。高 台施 粕 。灰 粕 b －オ リーブ 灰 色 を

帯 び る光 沢の 強 い透 明 の粕 。

2 12
T P 5 陶 器

中 碗
10 ．8 6 ．3 4 ．6 －

外 ）灰 白5 Y 7／1
a

外面 に鉄 絵、松 葉 文 。内面 ロクロ 目。高 台施
目痕 な し。

上 層 丸 形 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 柚 。灰 粕 a一 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

2 13 T P 4
上 層

陶 器
中 碗

丸 形 6 ．3
外 ）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

外面 、呉 須 に よる松葉 文 。 内面 ロクロ 目。高

台施 粕 。灰 粕 C一 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の

粕 。

2 14 T P 6 陶 器
中 碗

1 1．2 6 ．3 5 ．0 －
外 ）灰 白5 Y 7／2

a
高 台内平 坦 。高 台施 粕 。．灰 柚 b 一 灰オ リーブ

目痕 な し。
上 層 丸 形 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 色 を帯 びる半 透 明 の粕 。

2 1 5
T P 6 陶 器 中 碗

1 1．4 6 ．6 5 ．2 －
外 ）灰 白5 Y 7／2

a
外面 に多条 の 沈 線 。高 台 内平 坦 。高 台施 軸 。

目痕 な し。上 層 丸 形 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 灰柚 b － 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

2 16 T P 4
上 層

陶 器
中 碗

丸 形 12 ．6 － － －
外 ）暗 褐 7 ．5 Y R 3 ／3

断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1 a 外面 に多 条 の沈 線 。鉄 粕 。高 台内平 坦 。

2 17 T P 7 陶 器
中 碗
丸 形 1 1．0 6 ．6 5 ．4 －

外 ）灰 7 ．5 Y 6 ／1
断 ）灰黄 2 ．5 Y 6／1 a

高 台内 平坦 。高 台施 粕 。灰 粕 a 一 灰 オ リーブ

色 を帯 びる半 透 明 の粕 。
目痕 3 足 。

2 18
T P 5
上 層 陶器

中碗
丸形 1 1．7 7 ．2 5 ．3

外 ）灰 オ リー ブ

5 Y 6 ／2
断 ）灰 白5 Y 7／1

a

外面 に鉄 絵。外 面 上位 に ロクロ成 形 に よる幅

広 の 凹線 8 条 。高台 内兜 巾 状。高 台無 粕 。灰
粕 b 一 灰 オリーブ色 を帯 び る透 明の 粕 。

目痕 3 足 。

2 19
T P l
上 層

陶器
中碗

丸形 13 ．8 8 ．3 5 ．8

外 ）オリーブ褐

2 ．5Y 4 ／4
断 ）黄 灰 2 ．5 Y 6／1

b

外面 へ ラ彫 りに よる印刻 文 。外 面 荒 いロ クロ

目 とケズ リ痕 。高 台 無 粕 。鉄 粕 の上 に灰 粕 を
重 ね 掛 け し、粕 は半 透 明 で飴 色 に発 色 。

目痕 な し。

2 2 0
T P 2
上 層 陶器

中碗
丸形 13 ．8 8 ．3 5 ．4

外 ）黄 灰 2 ．5 Y 6 ／2
断 ）灰 黄 2 ．5Y 6 ／2 a

体 部 外 面 にパ ケ状 のナ デ 痕 。畳 付外 側 を面

取 りしナデこ高 台外 側 まで施 粕 。灰 粕 a － オ

リーブ色 を帯 びる半 透 明 の粕 。

2 2 1 T P 2
上 層

陶器
中碗

丸形
13 ．6 8 ．7 6 ．0

外）灰 白 2 ．5 Y 7／1

断 ）浅 黄 橙

10Y R 8 ／3
b

外 面 にご く緩 や か な ロクロ目。外面 下位 にケ
ズ リ痕 が 残 る。高 台 内平 坦 。灰 粕 は焼 成 不

良 で粉 状 。

目痕 な し。焼 成 不 良 。

2 2 2
T P 6
上 層

陶器 中碗
腰 張 形 12 ．4 7 ．7 5 ．7

外）灰 自7 ．5 Y 7 ／1

断 ）黄 灰 2 ．5Y 6 ／1 a

鉄 絵 と白化 粧 土 に よる梅 文 。花 弁 は 白化 粧

土 で措 く。高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台 無 粕 。
灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

目痕 3 足 。

2 2 3
T P 6
下層 陶器

中碗
腰 張 形 13 ．8 8 ．2 6 ．6

外）灰 白 5Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a

鉄 絵 と白化 粧 土 に よる梅 文 。花 弁 は 白化 粧

土 で措 く。高 台 内平 坦 。高 台施 粕 。灰粕 b －
淡 い灰 オ リー ブ色 を帯 び る透 明 の粕 。

2 2 4
T P 6
上 層

陶器
中碗

腰 張 形 12 ．2 7 ．3 5 ．6
外 ）灰 白 7．5 Y 7 ／2

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 a

外 面 に鉄 絵 、蕨 文 。高 台 内 に浅 い 渦 状 の 飽
痕 。高 台無 粕 。灰 柚 C－ 灰 オリーブ色 を帯 び

る透 明の 粕 。

目痕 な し。高 台 の 外
面 片 側 に灰 白色 粗 砂

が 多 量 に付着 。

2 2 5
T P l
上 層 陶器

中碗
腰 張 形 12 ．2 7 ．7 5 ．6

外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2
断 ）淡 黄 2 ．5Y 8／3 b

外 面 に鉄 絵 。体 部 下 位 にケズ リ痕 が残 る。高

台 内 に渦 状 の 飽 痕 。灰 柚 b － 灰 白色 を帯 び

る透 明の 粕 。

目 痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

先 端 が 残 存 。外 面 片

側 が 焼 成 不 良。

2 2 6
T P l 陶器

中碗
12 ．2 7 ．9 5 ．6

外 ）灰 白 7．5 Y 7 ／1
a

外 面 に鉄 絵 、稲束 文 。高 台内 に渦 状 の飽 痕 。

目 痕 3 足 。 円 錐 ピ ン

先 端 が 残 存 。 内面 に

別 個 体 碗 の 口緑 部 片
が 溶 着 。焼 成 不 良 、
焼 け歪 み あ り。

上 層 腰 張 形 断 ）灰 白5 Y 7／1 柚 は焼 成 不 良で 白濁 。

2 2 7
T P l
下 層 陶器

中碗

腰 張 形
12 ．0 7 ．9 5 ．6

外）灰 白 5Y 7／2

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 a

外 面 に鉄 絵 、笹 文 。体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ

高 台 内 に 渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b －

灰 オ リーブ色 を帯 び る半 透 明 の柚 。

目痕 3 足 。

2 2 8
T P l
上 層

陶器
中碗

腰 張 形 12 ．3 7 ．2 5 ．5
外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白N 7／ a

外 面 に鉄 絵 。体 部 下位 にケズ リ痕 が 残 る。高
台 内 荒 い 飽 痕 。灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る透

明 の粕 。

目 痕 3 足 。 外 面 に 別
個 体 の 陶 器 片 が 溶

着 。

2 2 9
T P 5
上 層 陶器

中碗
腰 張 形 11 ．4 7 ．2 5 ．4

外）灰 白2 ．5 Y 7／1
断 ）灰 白 2 ．5 Y 8 ／2 a

外 面 に鉄 絵、宝 文 。体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ

高 台 無 粕 。灰 柚 b 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明

の 粕 。

目痕 あ り。

2 3 0
T P l
上 層

陶器 中碗

腰 張 形 12 ．4 7 ．2 5 ．6
外）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 自 5Y 7／1 a

高 台脇 に荒 いケズ リ痕 が残 る。高台 内 に渦状

の 飽 痕 。高 台無 粕 。灰 粕 C一 灰 白 色 を帯 び
る光 沢 の強 い透 明 の粕 。

目痕 3 足 。 外 面 に 別
個 体 の 陶 器 片 が 溶

着。

2 3 1 T P l 陶器
中碗

12 ．6 8 ．2 6 ．0 －
外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

a
高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b －

目痕 3 足 。
上層 腰 張 形 断 ）灰 白 2 ．5 Y 7／1 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

2 3 2
T P l 陶器 中碗

12 ．4 7 ．7 5 ．6 －

外）灰 白5 Y 7／1
a

高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b －
目痕 3 足 。上層 腰 張 形 断 ）灰 白 5Y 7／1 灰 白色 を帯 び る透 明 の柚 。

2 3 3 T P l 陶器
中碗

12 ．2 7 ．4 5 ．4 －
外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

a
体 部 外 面 に緩 や か な ロ クロ 目。高 台 無 粕 。

目痕 あ り。上 層 腰 張 形 断 ）灰 白 2 ．5 Y 7／1 灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

2 3 4
T P 6 陶器

中碗
11 ．4 6 ．7 4 ．8 －

外）灰 白5 Y 7／1
a

高 台 無 柚 。灰 粕 a 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明 目痕 3 足 。
下層 腰 張 形 断 ）灰 白 2 ．5 Y 7／1 の 粕 。

2 3 5

2 3 6

2 3 7

T P l
陶器

陶器

陶器

中碗
12 ．7

13 ．2

10 ．4

7 ．1

8 ．3

6 ．7

5 ．4

6 ．2

5 ．2

外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1
a

a

a

高 台 脇 に荒 い ケズ リ痕 が 残 る。高 台 無 粕 。 目痕 あ り。 円 錐 ピ ン
上 層 腰 張 形 断 ）灰 白 7．5 Y 7／1 灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。 先 端 が 残存 。

目痕 な し。 外 面 に 別
個 体 碗 の 口縁 部 片 が

溶 着 。焼 成 時 失 敗 品

で 器 壁 の一 部 が 盛 り
上 が る。

目痕 3 足 。

T P 6 中碗 外）灰 白7 ．5 Y 7 ／2 高 台無 粕 。灰 粕 C－ 灰 オリーブ色 を帯 び る透
上 層 腰 張 形 断 ）灰 白 2 ．5 Y 7／1 明 の粕 。

T P 6
上層

中碗

腰 張 形

外）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白 5Y 7／2

体 部 外 面 に緩 や か なロ クロ 目。体 部 下 位 に

ケズ リ痕 が 残 る。高 台脇 に決 りあ り。高 台無
粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 びる半透 明の 粕 。
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Tab．10　遣物観察表（10）

図 版

番 号

出土

地 点
種 類 器 種

器 形

法量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

2 3 8
T P 2
上 層 陶 器

中碗
腰 張 形 10 ．3 7 ．0 4 ．0 ．

外 ）灰 オ リー ブ

5 Y 6 ／2
断 ）灰 白5 Y 7 ／1

a

外面 に呉 須 と鉄 絵 による花 文 。体 部 外面 ロク

ロ 目。高 台脇 に決 りあ り。高 台内 に緩 い 渦 状
の飽 痕 。灰 粕 b 一 灰 オ リーブ色 を帯 びる半 透
明の粕 。

目痕 4 足 。外 面 に 2 個

体 椀 の 口縁 部 片 が 溶
着 。

2 3 9
T P 4
上 層 陶器 中碗 12 ．0 8 ．7 5 ．4

外 ）灰 白5 Y 7／I

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

外 面 、 白化 粧 土 象 蕨 に よる二重 圏 線 と印 刻

に よるクルス文 。体 部 外面 に緩 や か なロクロ

目。体部 下 半 ケズ リ後 ナデこ高 台 内 に小 さい
渦 状 の飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 柚 a一 灰 白色 を
帯 び る半透 明の粕 。

目痕 なし。

2 4 0
T P 6
下 層 陶器 中碗 12 ．4 8 ．2 5 ．6 －

外 ）灰 自 2 ．5 Y 8 ／2

断 ）淡 黄 2 ．5Y 8／3 a
外 面 ロク ロ目。高 台 無 柚 。灰 粕 は焼 成 不 良

で灰 白色 。
目痕 な し。焼 成 不 良。

2 4 1 T P 7 陶器
中碗

半 簡 形
12 ．4

外 ）灰 白 5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a

外 面 に呉 須 絵、帯 線 と松 ・竹。呉 須 は緑 灰 色

に発 色 。高 台 無 粕 。灰 柚 b 一 灰 白色 を帯 び
る半透 明 の粕 。

2 4 2
T P 4

上 層
陶器 中碗 1 1．4 6 ．3 4 ．9 －

外）灰 白 5Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a
体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ高 台施 粕 。灰 粕 a－
灰 白色 を帯 び る半透 明 の軸 。 目痕 あ り。

2 4 3
T P l
上 層

陶器 中碗 1 1．6 6 ．1 5 ．0 －
外）灰 白 N 7 ／
断 ）灰 白N 7／ a

高 台 内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 柚 。柚 は焼 成

不 良気 味 で 白濁 。
目痕 なし。

2 4 4
T P 4
上 層 陶器 中碗 1 1．7 6 ．6 5 ．0 －

外）浅 黄 2 ．5 Y 7／3

断 ）淡 黄 2 ．5 Y 8 ／3 b
高 台 施 粕 。灰 粕 a 一 淡 黄 色 を帯 び る透 明 の

粕 。
目痕 3 足 。

2 4 5 T P 3 陶器
中碗

11 ．0 6 ．4 5 ．5 －

外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1
a

外 面 に鉄 絵 、草 文 又 は菖 蒲 文 。外 面 に荒 い
目痕 あ り。中層 広東形風 断 ）灰 白 2 ．5 Y 7 ／1 ケズ リ痕 が残 る。高 台無 粕 。

2 4 6
T P 5

上層
陶器 中碗 11 ．8

外）灰 5 Y 6／1

断 ）灰 白 5Y 7／1 b

外 面 に鉄 絵 と白化 粧 土 に よ る松 葉 と梅 文 。
花 弁 は 白化 粧 土で 措 く。灰 粕 b － 灰 白色 を

帯 び る半 透 明 の粕 。
目痕 あ り。

2 4 7
T P 5
上 層

陶器 中碗
杉 形 11 ．0 6 ．0 4 ．4

外）にぷ い黄

2 ．5 Y 6 ／3
断）灰 白 N 7 ／

a
内 面 上 位 に 1条 沈 線 。 口緑 部 外 面 に 強 い ナ

デこ高 台施 粕 。鉄 粕 は焼 成 不 良。
焼成 不良 。

2 4 8
T P 6
上 層 陶 器

中碗
端反 形 11．6 7 ．7 5 ．0

外）灰 オリーブ

5Y 6 ／2
断）灰 白5 Y 7 ／1

a

外 面 に鉄 絵 。外 面 上位 に ロクロ成 形 に よる幅
広 の凹 線 3 条 。高 台無 粕 。灰 粕 C－ オ リー ブ

灰色 を帯 び る光 沢 の強 い透 明 の柚 。
目痕 あ り。

2 4 9
T P 5

陶 器
中碗

12 ．0 － － －
外 ）灰 白5 Y 7 ／1

b
外 面 ロクロ 目顕 著 。灰粕 は焼 成 不 良で 白濁 。

焼 成 不 良 。下 層 端反 形 断）灰 白5 Y 7 ／1 御本 が 入 る。

2 5 0 T P 5 陶 器
中碗

10 ．2 － － －
外 ）灰 白5 Y 7 ／1

a
外面 に鉄 絵、宝 文 と圏 線 。灰 粕 b － 灰 白色 を

上 層 端反 形 断）灰 白5 Y 7 ／1 帯 び る半 透 明 の粕 。

2 5 1
T P 5

陶 器
中碗

10 ．4 5 ．3 3 ．6 －
外 ）灰 白7 ．5Y 7／1

　 a
高 台施 柚 。灰 柚 b － 灰 白色 を帯 び る半 透 明

目痕 な し。上 層 端 反 形 断）灰 白7 ．5 Y 7／1 の粕 。

2 5 2
T P 4
中層

陶 器 中碗
端 反 形 10 ．2 6 ．8 4 ．8

外 ）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

体 部 下 半 ケ ズ リ後 ナ デこ高 台 内 に 渦 状 の 飽
痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白 色 を帯 び る半

透 明の 柚 。

目痕 3 足 。

2 5 3 T P 4
下 層

陶 器
中 碗

聾 形 9 ．6 7 ．3 4 ．2
外 ）灰 白7 ．5 Y 7／1

断 ）灰 白7 ．5 Y 7／1 a

外 面 上 位 に ロク ロ成 形 に よる幅 広 の 凹 線 8

条 。高 台 内兜 巾状 。高台 脇 に決 りあ り。高 台
無粕 。灰 粕 a－ 灰 白色の 白濁 した粕 。

目痕 の有 無 不 明。

2 5 4
T P 5
上 層

由 器 中碗 1 1．5
外 ）灰 白5 Y 7／2
断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

外 面、 白化 粧 土 象 散 に よる二 重 圏 線 と格 子

状 の文様 、印刻 による花文 。灰 粕 b － 灰 白色

を帯 び る半透 明 の粕 。御 本 が入 る。

外 面 に外 面 に別 個 体

の口緑 部 片 が溶 着 。

2 5 5
T P 5
上 層

陶 器 中碗 外 ）浅 黄 2 ．5 Y 7／3
断 ）灰黄 2 ．5 Y 7／2 a

外 面 に 白化 粧 土 象 候 による二 重 圏 線 と印 刻

の 菊 花 ・クロス 。内面 に緩 や か なロ クロ目。
薄手 の 作 り。灰 粕 a－ 灰 白色 を帯 び る半 透 明

の柚 。

2 5 6 T P 5
上 層

陶 器 中 碗 1 1．0
外 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 b

外 面 に 白化 粧 土 象 骸 による二 重 圏 線 。 その

他 の文 様 の 有無 は不 明 。内外 面 に緩 や か な

ロクロ目。灰粕 は焼成 不良で 白濁 。

焼 成 不 良。

2 5 7
T P 5
上 層 陶 器 中 碗 10 ．6

外 ）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白5 Y 7／1 b

外 面 に 白化 粧 土 象 蕨 、 印刻 に よる雲 文 。内
面 に緩 や か な ロクロ目。灰 粕 b － 灰 白色 を帯

びる半 透 明の粕 。

2 5 8
T P 4
中層

陶器 中碗 10 ．8 － － －
外）灰 白5 Y 7 ／1

断）灰 白 5Y 7／1 a
外 面 に 白化 粧 土 象 供 に よる暦 手文 。灰 粕 a

ー 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。御本 が入 る。

2 5 9 T P 5
上層

陶器 中碗 12 ．0 － － －

外）灰 白5 Y 7 ／2

断）灰 黄 5 Y 7／2 a
外 面 、白化 粧 土 象 蕨 による圏線 と幾 何文 、暦
文 。灰粕 b 一 灰 白色 を帯 びる透 明 の柚 。

2 6 0
T P 5
上層

陶器 中碗 － － － －
外）淡黄 2 ．5 Y 8 ／3

断）淡 黄 2 ．5 Y 8 ／3 a
外 面 に 自化 粧 土 象 散 に よる槍 垣 文 。内面 に

ロクロ目。灰 粕 は焼 成 不 良で 白濁 。
焼成 不良 。

2 6 1 T P l 陶器 中碗
－ － － －

外）灰 白 N 7 ／1
a

外 面 に白化 粧 土 象 倣 、 陰 刻 に よる花 クルス 外 面 に別 個 体 陶器 片
下層 断）黄 灰 2 ．5 Y 6 ／1 文 。灰 粕 b 一 透 明 の粕 。 の溶 着 痕 あ り。

2 6 2
T P 5
上層 陶器 中碗 － － － －

外）灰 白5 Y 7 ／1

断）灰 白5 Y 7／1 b
外 面 に 白化 粧 土 象 散 、印 刻 に よる雲 文 。灰

柚 b 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

2 個 体 の 胴 部 片 と口2 6 3 T P 5 陶器 中碗
－ － － －

外）灰 白5 Y 7 ／1
a

内 側 の 個 体 は 白化 粧 土 象 候 に よる暦 手 文。
上層 断）灰 自5 Y 7／1 外 側 の個 体 は無 文 か 。 緑 部 片 が 溶着 。

2 6 4
T P 4
下層

素 焼 き 中碗 － － － －
外）灰 白2 ．5Y 8 ／1

断）灰 白2 ．5 Y 8／1 a 外 面 にへラ彫 りに よる暦手 文 。素 焼 き。無 粕 。 象 散 文 碗 の 未 成 品

か。

2 6 5 T P 5
上 層

陶 器 中碗
外）灰 白10 Y 7 ／1

断）灰 白7 ．5 Y 7 ／1 b
外 面 に白 化 粧 土 象 供 に よる暦 手 文 。灰 粕 a

ー 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。
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Tab．11遺物観察表（11）

図版
番号

出土
地点

種類
器種
器形

法量
色調 胎土 技法・特徴 備考

口径 器高 底径

2 6 6
T P 5
上層

陶器 中碗 外）灰白5Y 7／2
断）灰 白5 Y 7／1 b

外面 に白化 粧土象蕨による二重圏線。その
他の文様 の有無 は不明。内面にごく緩 やか
なロクロ目。灰柚b 一灰白色 を帯 びる透明の
粕。

2 6 7 T P 5
上層

陶器 中碗 1 1．6 － － －
外）灰白5Y 7／2
断）灰 白5 Y 7／1 a

外面に灰粕による幾何文、無文部分は露胎。
内面灰粕。灰粕は明オリーブ灰色。 内面 が焼成不良。

2 6 8
T P 6 陶器 中碗 14．4 － － －

外）灰白5Y 7／1
a

外面鉄 絵 と白化 粧土 による草花文。灰軸 b 焼成時失敗 品で柚は
下層 断）灰 白2．5 Y 7／1 ー灰白色を帯びる透明の粕。 気泡を吹く。

2 6 9 T P 7 陶器 中碗 12．2
外）灰オリーブ5 Y 6／2
断）灰 白2．5 Y 7／1 a

外面 に鉄絵 と白化粧土 による藤文。花弁 は
白化粧土で措 く。外面に多段 のロクロ目。灰
粕 b－灰オリーブ色を帯びる半透明の粕。

2 70 T P 6
上層

陶器 中碗 12．0
外）灰自7．5 Y 7／1
断）灰 白2．5 Y 7／1 a

鉄絵 と白化粧土 による草 花文。花弁は白化
粧土で描き分ける。灰粕 b－灰 白色を帯 びる
透明の粕。

2 7 1
T P l
上層 陶器 中碗 11．6

外）灰白5 Y 7／2
断）灰白5Y 7／2 a

鉄絵 と白化粧土による梅文、松葉文 。松葉は
鉄錆、梅 は白化粧土で描き分ける。灰粕 b－
灰白色を帯びる半透明の粕。

2 7 2 T P 5 陶器 中碗 12．4
外）灰5 Y 6／1
断）灰白5 Y 7／1 a

外面 に鉄絵 と白化粧土による花文。花弁 は
白化粧土で措 く。内外面緩やかなロクロ目。
灰粕b一 灰白色を帯 びる半透明の粕。

2 7 3
T P l
上層

陶器 中碗 13．0
外）灰白5 Y 7／1
断）灰黄2．5 Y 7／2 b

鉄絵と白化粧土による梅文。枝は鉄錆、花弁
は自化 粧土で措 き分 ける。灰粕 b一 光沢 の
強い透明の粕。

2 7 4
T P 6
下層

陶器 中碗 外）灰オリーブ5 Y 6／2
断）灰白5 Y 7／2 b

鉄絵 と白化 粧土による梅文。梅 の花弁 は白
化粧 土で描き分ける。灰粕b－ 灰オリーブ色
を帯びる透明の粕。

2 7 5
T P l
上層 陶器 中碗

外）灰 白2．5 Y 7／1
断）灰白2．5 Y 7／1 b

鉄絵 と白化粧土による梅文。枝 は鉄錆、花弁
は白化粧土で措 き分 ける。灰柚は焼成不良
で白濁。

焼成不良。

2 7 6
T P l
上層

陶器 中碗 q ・0 － － －
外）黒褐色10 Y R 2／2
断）黄灰2 ．5 Y 6／1 a

外面へラ彫 りによる文様。鉄粕に口緑部から
暗オリーブ色の灰粕を重ね掛 けする。 2 7 6 ・2 7 7 同一個体。

2 7 7
T P l
上層

陶器 中碗 6．0
外）褐7．5 Y R 4／3
断）灰 白2．5 Y 7／2 a

外面へラ彫 りによる文様。鉄粕に口緑部か ら
暗オリーブ色の灰柚を重ね掛けする。高台無
粕。

目痕3足。

2 7 8
T P l
上層

陶器 中碗
－ － － －

外）灰白7．5 Y 8／1
断）灰 白5 Y 7／1 a

外面に丸彫 りによる多段の稜線 と陰刻文様。
灰粕は焼成不良気味で白濁。

焼成不良気味。

2 7 9
T P 6
下層

陶器 中碗
外）灰白5 Y 7／2
断）灰 白5 Y 7／1 b

外面に鉄絵 と白化粧 土による雲文。内面にご
く緩やかなロクロ目。灰粕b －光沢の強い透
明の粕。

2 8 0
T P l
上層 陶器 中碗 6．0

外）灰黄2．5Y 7／2
断）浅黄2 ．5 Y 7／3 a

外面下位にケズリによる幅広の凹線。高台内
に渦状の飽跡。高台無粕。灰粕 b－灰黄 色
を帯びる半透明の粕。

目痕 3足。

2 8 1
T P 4
上層

陶器 中碗 12．0
外）灰白5Y 7／2
断）灰 白5 Y 7／1 b

外 面にロクロ成 形 による凹線 5条。高台無
粕。灰粕 C－浅黄 色を帯 びる光沢の強い透
明の粕。

2 8 2
T P 2
上層

陶器 中碗 13．4 － － －
外）黄灰2．5 Y 6／2
断）灰黄2．5Y 6／2 a

外面 に呉須 と鉄絵 による若松文。体部外面
にパケ状のナデ痕。粕 は焼成不良で白濁。

焼成不良。

2 8 3
T P 6
下層 素焼き 中碗 13．8 － － － 浅黄橙 7．5 Y R 8／3 b

外面に鉄絵、松文。未 焼成 で鉄錆は赤褐色
に発色。

素焼き。

2 8 4 T P l
上層

陶器 中碗 12．4 － － －
外）灰黄2．5 Y 7／2
断）灰黄2．5 Y 7／2 b

外面 に鉄絵 による松葉 文。灰粕b －灰 白色
を帯 びる半透 明の粕。

2 8 5
T P 2
上層

陶器 中碗 1 2．8 － － －
外）灰オリーブ5 Y 5／2
断）灰5 Y 6／1 a

外面に鉄絵、竹文。外面ロクロ目。灰粕b －
灰オリーブ色の半透明の粕。

2 8 6
T P 6
上層

陶器 中碗 1 2．8 － － －
外）灰自5 Y 7／1
断）灰白7．5 Y 7／1 a

外面に鉄絵、笹文。内外面ごく緩やかなロク

ロ目。灰粕b －灰白色を帯びる半透明の柚。

2 8 7 T P 4
上層

陶器 中碗 10 ．8 － － －
外）灰オリーブ5 Y 6／2
断）灰自5 Y 7／1 a

外面 に鉄絵、竹文。灰粕 b一灰オリーブ色 を
帯びる半透明の粕。

2 8 8 T P 5
上層

陶器 中碗 12 ．4
外）灰白5 Y 7／1
断）灰白2 ．5Y 7／1 b

外面鉄絵、草花 文。内面ロクロ目。高台無
粕 。灰粕 は焼成不良気味で白濁。御本が入
る。

焼成不良。

2 8 9 T P 4
上層

陶器 中碗 12 ．4 － － －
外）灰オリーブ5 Y 6／2
断）灰白5 Y 7／1 a

外面に鉄絵、花文。外面ロクロ目。灰粕 b－
灰オリーブ色を帯びる半透明の粕。

2 9 0
T P l
上層

陶器 中碗 11．2 － － －
外）灰 自5 Y 7／2
断）灰白5 Y 7／1 a

外面に鉄絵、葦文。灰粕 b－ 灰白色を帯びる
半透明の柚。

2 9 1
T P l
上層

陶器 中碗 10 ．6 － － －
外）淡黄2 ．5 Y 8／3
断）淡黄2 ．5 Y 8／3 b

外面に鉄 絵、草 花文か。灰 粕b－ 灰 白色を
帯 びる半透明の粕。

2 9 2
T P 6 陶器 中碗 約

－ － －
外）灰 白7．5Y 7／1

a
外面に鉄絵、草花文。内外面ごく緩やかなロ

焼 け歪みあり。下層 12 ．4 断）灰白7．5 Y 7／1 クロ目。灰粕 b一 光沢の強い透明の粕。

2 9 3
T P 4
中層 陶器 中碗 12 ．4

外）灰黄2 ．5Y 7／2
断）浅黄 2．5 Y 7／3 a

外 面に鉄絵。灰粕 b－ 淡黄色を帯 びる半透
明の柚。片面は焼成不良で粕が白濁。 片面が焼成不良。
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Tab．12　遺物観察表（12）

図版
番号

出土
地点

種 類 器種
器形

法量
色調 胎土 技法・特徴 備考

口径 器高 底径

2 9 4
T P 2
上層

陶器 中碗 1 1．8
外）灰 白7．5Y 7／1

b
外面 に鉄絵、網代文 。鉄錆はオリーブ黄色に 外面 片側 に別個体 と

断）灰白5 Y 7／1～ 発 色。外面 ロクロ目。高台無粕 。灰粕 は焼 の溶着痕 あ り。焼 成
にぷい橙7．5 Y R 7／3 成不良気味で灰白色。 不良気味。

2 9 5
T P l
下層

陶器 中碗 10．8 － － －
外）灰オリーブ5 Y 6／2
断）灰黄2 ．5 Y 7／2 a

外面 に鉄絵。灰柚 C一 灰オリーブ色を帯びる
光沢の強い透明の粕。

2 9 6
T P l
上層

陶器 中碗 1 1．2 － － －
外）灰5 Y 6／1
断）灰黄2 ．5 Y 6／2 a

外面 に鉄絵、丸文。灰粕b －灰白色を帯びる
半透明の粕。

2 9 7 T P 5
上層

陶器 中碗 13．4 － － －
外）灰 白5 Y 7／1
断）灰 白5 Y 7／1

b
外面 に鉄絵。．内外面ロクロ目。灰粕a一灰 白
色を帯 びる半透明の柚。

2 9 8 T P 4
中層

陶器 中碗 13．0
外）灰オリーブ5Y 6／2
断）灰 白5 Y 7／2

b
外面 に鉄絵、凧。内面 ごく緩やかなロクロ目。
灰粕 a一灰オリーブ色を帯 びる透明の粕。御
本が入る。

2 9 9 T P 6 陶器 中碗 13．0 － － －
外）灰オリーブ5 Y 6／2
断）灰白5 Y 7／2

b
外面 に鉄絵。灰粕b －灰オリーブ色草帯びる
透 明の粕。

3 0 0
T P 6
上層

陶器 中碗 12．0 － － －
外）灰 白5 Y 7／2
断）灰白5 Y 7／1 b

外面に鉄絵 による宝文。灰粕 C一灰 白色 を
帯 びる光沢の強い透明の粕。

3 0 1
T‘p 6

上層
陶器 中碗 5．6

外）灰 白7．5Y 7／1
断）灰白2．5 Y 7／1 a

外面に鉄 絵、宝 珠 と笠文。高台内に浅 い渦
状の飽痕。高台脇に挟 りあり。高台無粕。灰
粕 は焼成不良気味で 白濁。

目痕3足。焼 成 不 良
気味。

3 0 2 T P 5 陶器 中碗 1 1．6 － － －
外）灰 白5 Y 7／2
断）灰自2．5 Y 7／1 b

外面に鉄 絵、文字 文。外面下位に粗いケズ
リ痕。灰粕 b一灰 白色を帯 びる透明の粕。

目痕あり。

3 0 3
T P 4
中層

陶器 中碗 13．4
外）灰 白5 Y 7／2
断）灰白5 Y 7／1 a

外面 に鉄絵、宝珠 と稲束文。外面に荒いロク

ロ目。高台無粕。灰粕 b－ 灰白色を帯 びる透
明の粕。

3 0 4
T P 6
下層

陶器 中碗 5．6
外）灰 白5 Y 7／2
断）灰 白5 Y 7／1 b

外面 に鉄絵、注連縄 文。内面にごく緩やかな

ロクロ目。高台内に渦状の飽痕。灰粕 a一灰
オリーブ色を帯 びる透明の粕．御本が入る。

目痕3足。

3 0 5 T P 4
上層

陶器 ‘中碗 5．0
外）灰 白5 Y 7／2
断）灰 白5 Y 7／1 a

外 面に鉄絵 （注 連縄 文か）。内面 ロクロ目。
外面下位に荒いケズリ痕が残る。高台無粕。
灰粕 b一灰 白色 を帯 びる透明の粕。

目痕3足。

3 0 6 T P 4 陶器 中碗
外）灰 白5 Y 7／1
断）にぷい黄橙
10Y R 7／2

b
外 面に鉄 絵、注連縄 文。高 台無柚。灰粕 a

一灰 白色を帯 びる半透明の粕。御本が入る。

3 0 7
T P 6
上層

陶器 中碗
－ － 5．4 －

外）浅黄2 ．5Y 7／3
断）灰 白2．5 Y 8／2 a

外面 に鉄絵、花文。外面 下半 ケズリ後ナデこ
高台無粕。灰粕は焼成不良気味で白濁。

焼成不良。

3 0 8
T P 6
下層

陶器 中碗 5．7
外）灰 白2．5 Y 8／1
断）浅黄橙 10Y R 8／3 b

外面に鉄 絵、松葉文。外面下半 にケズ リ痕
が残 る。高 台内に渦 状の飽痕。高台無粕。
灰粕 は焼成 不良で粉状。

焼成不良。

3 0 9
T P 6
下層

陶器 中碗
－ － 5．3 －

外）灰 白5 Y 7／2
断）黄灰2 ．5 Y 4／1 a

外面鉄給又 は呉須による圏線 と文様。高台
無粕 。灰軸は焼成不良で白濁。

目痕なし。焼成不良。

3 10
T P 4
上層

陶器 中碗 1 1．2
外）灰オリーブ5 Y 6／2
断）灰白5 Y 7／1 a 灰柚 C－濃い灰オリーブ色の半透明の粕。

外 面に外面 に別個体
の鉄 絵碗口緑部片が
溶着。

3 1 1
T P 6
上層

陶器 中碗 － － － －
外）灰5 Y 6／1
断）灰白5 Y 7／1 b

外面 に鉄絵、笹文。内面 ごく緩やかなロクロ
目。灰柚b －灰白色を帯びる半透明の粕。

3 12 T P 6
下層

陶器 中碗
外）灰 白5 Y 7／1
断）灰白5 Y 7／1 a

呉須 と鉄絵による若松文。葉は呉須、先端の
み鉄錆で措き分 ける。灰柚 b一灰 白色を帯び
る半透明の粕。

3 13
T P l
下層

陶器 中碗
外）灰黄2 ．5 Y 7／2
断）灰黄2．5 Y 7／2 a

呉須 と鉄給 による注連縄 文。ウラジロは呉
須で措 く。呉須 は暗線灰色 に発色。外面 に
多段のロクロ目。灰粕 b一透明の粕。

3 14
T P l
上層

陶器 中碗 12．5

外）灰 白2．5 Y 8／2
断）にぷい黄橙
10 Y R 7／2

a

外面 に呉須 と鉄絵 による草花文。草 は呉須、
花弁 は鉄錆で措 き分 ける。外面ロクロ目。高
台無粕。灰柚b －灰 白色を帯 びる半透明の
粕 。

3 15
T P l
上層

陶器 亘碗 1 1．8
外）灰黄2 ．5Y 6／2
断）灰黄2 ．5 Y 7／2 b

呉須 と鉄絵による草花文。草を呉須、花を鉄
絵 で措 き分 ける。灰粕 C－灰オリーブ色を帯
びる光沢の強い透明の粕。

3 16
T P l
上層

陶器 中碗 1 1．4 － － －
外）灰 自2．5 Y 8／1
断）灰 自2．5 Y 8／2 b

外面 に呉須による文様、山水文か。呉須は青
灰色に発色。灰粕は焼成不良気味で白濁。

焼成不良気味。

3 17
T P 4
上層

陶器 中碗 1 1．0 － － －
外）灰 白7．5 Y 7／1
断）灰白7．5 Y 7／1 a

外面、呉須 による英文。灰粕b 一灰白色を帯
びる半透明の粕。

3 18
T P 5
上層

陶器 中碗 13．6 － － －
外）灰 白10 Y R 8／2
断）浅黄橙 10Y R 8／3 a

外 面に呉 須絵。薄手の作 り。内外面 ロクロ
目。灰粕 は焼成不良で白濁。

焼成不良。

3 19
T P 5
上層

陶器 中碗 10．2 － － －
外）灰 白N 8／1
断）灰白5 Y 7／1

b
外面 に呉須絵、宝珠 ・凧 。灰柚は焼成不良で
白濁。

焼成不良。

32 0

3 2 1

T P 6
下層

陶器 中碗
外）灰 白2．5 Y 8／1
断）にぷい黄橙
10 Y R 7／3

b

b

外面 に呉須絵、宝珠 ・笠。内面緩やかなロク

ロ目。灰粕は焼成不良で白濁。

外面 上位 に別個体の
陶器 片が溶着。焼成
不良。

焼成不良気味。T P 5
上層

陶器 中碗
外）灰 白10 Y R 7／1
断）にぷい黄橙
10 Y R 7／2

外面に呉須 象蕨 による、印刻の桐文。外面
下位無粕。灰粕 は焼成不良気味で白濁。
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Tab．13　遺物観察表（13）

図 版
番 号

出土
地 点

種 類 器 種
器 形

法 童
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

3 2 2 T P 5
上 層

陶 器 中碗 － － － －

外 ）灰 白 7．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白7 ．5Y 7／1 b
外 面 に呉 須 絵、’植 物 文 。呉 須 は暗 青 灰 色 に
発 色 。灰 粕 a － 灰 白色 を帯 び る半透 明 の粕 。

3 2 3
T P 6
下 層

陶器 中碗 10 ．2 － － －
外 ）灰 白 2 ．5 Y 7 ／1
断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 a

薄 手 の 作 り。外 面 に多段 の強 いロ クロ目。灰

粕 a 一 灰 白色 を帯 び る透 明 の柚 。

3 2 4 T P l
上 層

陶 器 中碗 5 ．6

外 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 5／3
断 ）にぷ い黄橙

10Y R 7 ／2

b 高 台施 粕 。鉄 粕 一 焼 成 不 良で にぷ い褐 色 。 焼 成 不 良。

3 2 5
T P 5 陶 器 中碗

－ － 4 ．8 －
外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2

b
高 台 内渦 を装 飾 的 に削 り出 す。高 台無 粕 。灰 目痕 無 し。外 面 片 側

上 層 断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 粕 は焼 成 不 良気 味 で 白濁 。 が 焼 成 不 良。

3 2 6
T P 6
下 層

陶 器 中碗 6 ．0
外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2
断 ）浅 黄 2 ．5 Y 7／3 C

外 面 下位 にケズ リ痕 が残 る。畳 付 外 側 を 面

取 る。．高 台 内兜 巾状 。 内底 凸 状 。高 台 無 粕 。
灰 粕 は焼 成 不 良で 白濁 。

焼 成 不 良。

3 2 7 T P 7 陶 器 中碗 5 ．3

外 ）にぷ い黄橙

10Y R 7 ／2
断 ）浅 黄 橙 1 0Y R 8 ／4

a
高 台 外面 に強 い ロクロ目。高 台 内 に渦 状 の 飽
痕 。高 台無 粕 。灰粕 は焼 成 不良 気 味で 白濁 。

内底 に浅 黄 色 の 胎 土

片 が 多 量 に溶 着 。焼
成 不 良気 味 。

3 2 8 T P 6 陶由 中碗
－ － 4 ．8 －

外）灰 白5 Y 7／1
a

高 台 無 粕 。灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る半 透 明 内底 に 円 錐 ピ ン とハ
下 層 断 ）灰 白 5 Y 7／1 の粕 。 マ の一 部 が 溶 着。

3 2 9
T P 6
上 層

素 焼 き 小 碗
筒 丸 形 9 ．0 6 ．9 4 ．2 － 淡 黄 2 ．5 Y 8 ／3 b

内外 面 回転 ナデこ外 面 下 半 ケズ リ後 ナ デこ高

台 内渦 状 の飽 痕 。
素 焼 き。

3 3 0 T P 6 陶器
小 碗

9 ．5 7 ．5 4 ．4 －

外）灰 白5 Y 7 ／1
a

内 面 ロクロ目。高 台無 柚 。灰粕 b － 灰 白色 を
目痕 な し。下層 丸 形 断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1 帯 び る透 明 の粕 。

3 3 1
T P l 陶器 小 碗

8 ．3 6 ．4 4 ．6 －
外）灰 白 5 Y 7 ／1

a
高 台 内 に渦 状 の飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b －

目痕 あ り。上層 丸 形 断）灰 自2 5 Y 7／1 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

3 3 2
T P 6
上層

陶器 小 碗
丸 形 9 ．4 6 ．4 4 ．8

外）灰 自5 Y 7 ／1
断）灰 白5 Y 7／1 a

体部 外 面 に緩 や か なロクロ 目。高 台内 に小 さ

い 渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色
の 白濁 した粕 。

目痕 な し。

3 3 3
T P 6

上 層
陶 器

小 碗
丸 形 9 ．4 6 ．4 4 ．4

外）灰 白5 Y 7 ／1

断）灰 白2 ．5 Y 7／1 a

体 部 下位 にケズ リ痕 が 残 る。高 台内 た浅 い渦

状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白 色 を帯

び る半 透 明 の粕 。

目痕 な し。

3 3 4
T P 6

陶 器
小 碗

8 ．8 5 ．7 4 ．4 －
外）灰 白5 Y 7 ／1

a
体 部 下 半 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内 に渦 状 の 飽 目痕 な し。底 部 が 焼

上層 丸 形 断）灰 白5 Y 7 ／1 痕 。高 台無 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良で 白濁 。 け歪 む。

3 3 5 T P 6 陶 器
小 碗

9 ．2 6 ．8 4 ．4
外）灰 白5 Y 7 ／2

a

呉 須 に よる宝 珠 、笠 文。呉 須 は緑 灰 色 に発

色 。外 面 下 位 に飽 痕 が 残 る。高 台 内 に渦 状
目痕 な し。下層 丸 形 断）灰 白5 Y 7 ／1 の 飽 痕 。高 台 無 柚 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び

る透 明 の軸 。

3 3 6
T P l 陶 器 小 碗

9 ．8 6 ．0 4 ．6 －
外）暗褐 7 ．5 Y R 3 ／3

a
高 台無 粕 。鉄 柚 は体 部 褐 色、 口緑 部 は黒 褐

目痕 な し。上層 腰 張形 断）褐灰 10 Y R 6／1 色 に発 色 。

3 3 7 T P 6
下層 素 焼 き

小 碗

丸 形
9 ．6 6 ．4 4 ．8 － 灰 白10 Y R 8 ／2 b

内外 面 回 転 ナデこ外 面 下 半 ケズ リ。高 台 内渦

状 の飽 痕 。 素 焼 き。

3 3 8
T P 6 陶 器 小 碗

9 ．2 5 ．6 4 ．4 －
外）灰 白5 Y 7 ／1

a
高 台 内僅 か に 凸状 。高 台施 柚 。灰 柚 b － 灰 目 痕 な し。 内 底 に黒

上層 呉 器形 断）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2 白色 を帯 び る半透 明 の粕 。 褐 色 の粘 土塊 が 溶着 。

3 3 9
T P 5
上 層

陶 器
小 碗

丸 形 9 ．6 4 ．．7 4 ．6
外）灰 白5 Y 7 ／1

断）灰 白5 Y 7 ／1 b

高 台 内 兜 巾 状 。高 台施 粕 。灰 柚 a一 灰 白色

を帯 び る半 透 明 の粕 。外 面 は焼 成 不 良で 白
濁。御 本 が入 る。

目痕 3 足 。焼 成 不良 。

3 4 0
T P 5 陶 器

小 碗
8 ．2 4 ．9 4 ．4 －

外 ）灰 オ リー ブ5 Y 6／2
a

高 台施 粕 。灰 粕 b 一 灰 オ リー ブ色 を帯 びる透
上 層 丸 形 断）灰 自5 Y 7 ／1 明 の粕 。

3 4 1
T P 5

陶 器
小 碗

－ － 4 ．0 －
外 ）灰 7 ．5 Y 6 ／1

a
外面 に緩 や か なロクロ 目。高 台施 柚 。灰 粕 b

目痕 無 し。上 層 端 反 形 断 ）灰 白7 ．5 Y 7／1 ー 灰 白色 を帯 びる透 明の 粕 。

3 4 2 T P 6
下 層

陶 器
小 碗

端 反 形
9 ．4 － － －

外 ）灰 白5 Y 7／1

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a 灰 粕 は焼成 不 良 気味 で 白濁 。

34 3
T P l 陶 器 小 碗

9 ．6 － － －
外 ）灰 白5Y 7／1

a
外 面 に呉 須 による二 重 圏 線 と唐 草 文 。灰 粕

上 層 端 反 形 断 ）灰 白5 Y 8 ／1 b － 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

3 4 4
T P 4
中層

陶 器 小 碗
端 反 形 9 ．0

外 ）灰 白 5Y 7／1
断 ）灰 白5 Y 7／1 a

外 面、 呉 須 に よる圏 線 と花 唐 草 文。花 弁 は

鉄 錆 で 措 く。灰 粕 b － 灰 白色 を 帯 び る半 透
明 の粕 。

3 4 5
T P 5
下 層

陶 器 小碗
－ － 4 ．2 －

外 ）灰 白 10 Y R 8 ／1

断 ）灰 白10 Y R 8 ／1 b 高 台施 粕 。柚 は焼 成 不良 で粉 状 。 焼 成 不 良。

3 4 6
T P 5
下 層 陶 器

小碗
杉 形 か － － 3 ．7 －

外 ）褐 7 ．5 Y R 4 ／3

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 a 高 台施 粕 。鉄 粕一 暗 赤褐 色 の粕 。 目痕 な し。

34 7 T P 5
下 層

素 焼 き
小碗

丸形 8 ．2 4 ．1 4 ．2 －
灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b 外 面 ロクロ目顕 著。高 台内 渦 状の 飽 痕 。 素 焼 き。

3 4 8 表 採 陶器 小杯
丸形 7 ．6 3 ．0 4 ．0 －

外 ）灰 白 5Y 7／1

断 ）灰 白5 Y 7／1 a
高 台 施 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明

の粕 。
目痕 なし。

3 4 9 T P 4 陶 器
小杯

6 ．8 2 ．6 3 ．2 －

外 ）灰 オ リーブ 5Y 6 ／2
a

高 台施 粕 。灰 柚 b － 灰 オ リーブ色 を帯 び る半
目痕 なし。下 層 丸形 断 ）灰 5 Y 6 ／1 透 明 の柚 。

3 5 0 T P 6 陶器 碗 蓋

笠 部

径

10 ．4

笠 部

径

11 ．2

2 ．4
摘 み 外 ）灰 白 5Y 7／1

a
摘 み 内 凸状 。鉄 抽 象倣 。 印刻 に よる雲 文 と2 目痕 3 足 。焼 成 不 良

下 層 径 4 ．5 断 ）灰 自5 Y 7／1 条 圏 線 。灰 粕 は焼 成 不 良気 味 で 白濁 。 気 味 。

目痕 な し。

3 5 1 T P 3 陶器 碗 蓋 －
摘 み 外）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

b
摘 み端 部 無 柚 。鉄 絵 と白化粧 土 による梅 文 。

中層 径 5 ．0 断 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2 灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る半透 明 の粕 。

3 5 2
T P 6

陶器 碗 蓋 1．6
摘 み 外）灰 白5 Y 7／2

a
外 面 に 鉄 絵、芭 蕉文 。摘 み端 部 無 柚 。灰 粕

下 層 径 4 ．9 断 ）灰 白 5Y 7／1 C 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

3 5 3
T P l

陶器 碗 蓋
笠 部

1 ．9
摘 み 外）灰 白5 Y 7／1

b
文 様 の有 無 は不 明 。摘 み端 部 無 粕 。灰 粕 b

上 層 径 9 ．8 径 3 ．5 断 ）灰 白 5Y 7／1 ー 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。
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Tab．14　遺物観察表（14）

図版
番 号

出土
地 点

種 類 器 種
器 形

法 量
色 調 胎土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底径

3 5 4
T P 4

上層
陶器 碗 蓋 10 ．6 － － －

外）灰 白5 Y 7 ／2

断 ）灰 白 5Y 7／2 a
口緑 部 外 面 に呉 須 に よる四 方 樺 文 。灰 粕 b

一 透 明 の粕 。

3 5 5
T P 5 陶器 碗 蓋

笠 部

－ － －

外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1
a

外 面 周 縁 に圏 線 と縞 状 の 文 様 。灰 粕 b 一 明
目痕 な し。上層 径 9 ．8 断 ）灰 白 5Y 7／1 オ リー ブ灰 色 を帯 び る透 明 の粕 。

3 5 6
T P 6 陶器 碗 蓋 笠 部

－ － －
外）灰 白5 Y 7 ／2

a
外 面 ロクロ 目をナ デ消 す。灰 粕 C － 灰 白色 を

下層 径 9 ．0 断）灰 白 5Y 7／1 帯 び る光 沢 の強 い透 明 の粕 。

3 5 7
T P 4 陶器 碗 蓋

笠 部

径

10 ．3

2 ．2
摘 み 外）灰 白5 Y 7 ／2

a
摘 み 内 兜 巾状 。摘 み端 部 無 粕 。灰 柚 b 一 灰

上層 径 3 ．8 断）灰 白 5Y 7／1 白色 を帯 び る透 明の 粕 。

3 5 8
T P l 陶器 碗 蓋 笠 部

2 ．5 －
摘 み 外）灰 白5 Y 7 ／2

a
文 様 の有 無 は不 明 。摘 み端 部 無 粕 。灰 粕 b

上層 径 9 ．8 径 3 ．7 断）灰 白 5Y 7／1 ー 灰 オ リーブ色 を帯 びる半 透 明の 粕 。

3 5 9 T P l 陶器 碗 蓋
笠 部

2 ．5 －

摘 み 外）浅 黄 2 ．5 Y 7 ／3
a

摘 み 内 兜 巾 状 。摘 み端 部 無 粕 。灰 粕 a － 淡
目痕 な し。

下層 径 9 ．4 径 3 ．9 断）淡 黄 2 ．5 Y 8 ／3 黄 色 を帯 び る透 明 の粕 。

3 6 0
T P 4 陶器 碗 蓋 笠 部

2 ．5 －
摘 み 外）灰 白2 ．5Y 8／1

C
摘 み 端 部 無 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良で 粕 は 粉

上層 径 9 ．9 径 4 ．0 断）浅 黄橙 10 Y R 8 ／4 状 。

3 6 1
T P 6 陶器 碗 蓋

笠 部

径
11 ．0

2 ．8
摘 み 外）灰 白7 ．5 Y 7／1

a
文 様 の有 無 は不 明 。摘 み端 部 無 粕 。灰 粕 b

目痕 な し。焼 成 時 失

敗 品で 器 壁 の一 部 が
盛 り上 が る。

下層 径 5 ．1 断）灰 白5 Y 7／1 ー 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

3 6 2
T P 4

上層
陶器 碗 蓋

笠 部

径

1 2 ．0

3 ．0
摘 み

径 5 ．2

外）浅 黄 2 ．5 Y 7 ／3

断）浅 黄 2 ．5 Y 7 ／3 C

摘 み 内兜 巾状 。外面 に放 射 状 の 荒 い飽 痕 が
残 る。内面 渦 状 のロ クロ目。摘 み端 部 無 粕 。

灰 粕 b － 浅 黄色 を帯 び る透 明の粕 。

3 6 3
T P l
上 層

陶 器 碗 蓋
笠 部
径

10 ．8
2 ．5

摘 み
径 4 ．6

外 ）灰 自7 ．5 Y 7／1

断）灰 白2 ．5 Y 7／1 b

外 面 多 条 の 沈 線 。摘 み 端 部 無 粕 。灰 粕 a －

灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。焼 成 不 良 気．味

で 部分 的 に 白濁。

目痕 あ り。焼 成 不 良。
焼 け歪み あ り。

3 6 4
T P 5
上 層 陶 器

小 皿
丸 形 12 ．4 3 ．3 5 ．0

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

断）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4

b

見 込 み蛇 の目粕 剥 ぎ。高 台 脇 に決 りあ り。畳

付 外 側 面 取 り。高 台 内 兜 巾状 。 高 台 無 粕 。

灰粕 は焼 成 不良で 粉 状 。

焼 成 不 良 。

3 6 5 T P 5
上 層

陶 器
小 皿

丸 形 6 ．6 2 ．8 5 ．2

外 ）灰 白5 Y 8 ／1
断）にぷ い橙

7 ．5 Y 単6 ／4
b

見 込 み 蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 半 ケズ リ後 ナ

デこ高 台脇 に決 りあ り。高 台内 平坦 。高 台 無
柚 。灰 粕 は焼 成 不 良で 白濁 。

焼 成 不 良。

3 6 6
T P 5
上 層

陶 器 小 皿
丸 形 12 ．6 3 ．5 5 ．0

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

断 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4

b
見 込 み 蛇 の 目粕 剥 ぎ。畳 付 外 側 面 を大 き く

面 取 る。高 台無 粕 。灰粕 は焼成 不 良で 粉 状 。
焼 成 不 良。

3 6 7
T P 5
下 層 陶 器

小 皿
丸 形 12 ．6 3 ．2 5 ．0

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

断 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4

b

見 込 み 蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下半 ケズ リ後 ナ
デこ高 台 脇 に決 りあ り。畳 付 外 側 は小 さく面

取 りしナ デこ高 台無 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良で 粉
状 。

焼 成 不 良。

3 6 8
T P 5
下 層 陶 器

小 皿
丸 形 12 ．8 3 ．1 5 ．0

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

断 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4
b

見 込 み 蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 半 ケズ リ後 ナ

デこ畳 付外 側 ナ デこ高 台無 粕 。灰 粕 は焼 成 不

良で 粉 状 。

焼 成 不 良。

3 6 9
T P 5
上 層

陶 器 小 皿
丸 形 12 ．8 3 ．0 5 ．6

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2
断 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4
b

見 込 み蛇 の 目粕 剥 ぎ。高 台脇 に決 りあ り。高

台 はケズ リ後 未 調 整 。高 台 無 粕 。灰 粕 は焼
成 不 良で 粉 状 。

焼 成 不 良。

3 7 0
T P 5
下 層 陶 器

小 皿
丸 形 12 ．6 3 ．4 5 ．0

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

断）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4

b

見 込 み 蛇 の 目柚 剥 ぎ。外 面 下 半 ケズ リ後 ナ

デこ畳 付 外 側 は小 さく面 取 りしナ ・荒 高 台 内
兜 巾状 。高 台 無粕 。灰 粕 は焼 成 不良 で粉 状 。

焼 成 不 良。

3 7 1 T P 5
上 層

陶 器
小 皿

丸 形
13 ．0 3 ．2 5 ．6

外 ）灰 オ リーブ 5 Y 6／2

断 ）灰 5Y 6 ／1 a

見 込 み 蛇 の 目柚 剥 ぎ。外 面 下 半 にケズ リ痕

が 残 る。高 台脇 に決 りあ り。高 台無 粕 。灰 粕
は焼 成 不 良気 味 で灰 オ リーブ色 に発 色 。

3 7 2 T P 5
下 層

陶 器
小皿

丸 形
13 ．1 3 ．3 5 ．1

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

断 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／3
b

見 込 み 蛇 の 日和 剥 ぎ。外 面 下半 ケズ リ後 ナ
デこ高 台脇 に決 りあ り。畳 付 外 側 は面 取 りし

ナ デこ高 台 内 兜 巾状 。高 台 無 粕 。灰 粕 は 焼
成 不 良で 粉 状 。

焼 成 不 良。

3 7 3
T P 5
下 層 陶 器

小皿

丸形
2 ．4 2 ．9 5 ．0

外 ）灰 白 2 ．5 Y 8 ／2

断 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4
b

見 込 み 蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 半 ケズ リ後 ナ
デこ畳 付外 側 はナデこ高 台 内兜 巾 状 。高 台無

粕 。灰 粕 は焼 成 不良 で粉 状 。

焼 成 不 良。

3 74
T P 5
下 層

陶 器 小 皿
丸 形 12 ．8 2 ．9 4 ．8

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

断 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4

b

見 込 み 蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 半 ケズ リ後 ナ

デこ高 台脇 に決 りあ り。畳 付 外 側 は面 取 りし

：卜荒 高 台無 粕 。灰粕 は焼 成 不良 で粉 状 。

焼 成 不良 。

3 7 5
T P 5

下 層
陶 器

小皿

丸 形
13 ．2 2 ．9 5 ．5

外 ）灰 オ リーブ5 Y 6 ／2

断 ）灰 5 Y 6 ／1 a

見 込 み蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 位 に飽 痕 が残

る。高 台脇 に挟 りあ り。外 面 下 半 無 粕 。灰 粕
は焼 成不 良 気 味で 明 オ リーブ灰 色。

焼 成 不良 気 味 。

3 7 6

3 7 7

T P 5
下 層 陶器

小皿
丸 形 13 ．0

13 ．4

3 ．3

3 ．2

5 ．2

5 ．6

外 ）灰 白2 ．5 Y 8／2

断 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4

b

a

見 込 み蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 半 ケ ズ リ後 ナ

菜 高 台脇 に決 りあ り。畳 付外 側 はナ デこ高
台 無 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良で 粉 状 。

焼 成 不良 。

T P 4
下 層

陶 器 小皿
丸 形

外 ）灰 オ リーブ5 Y 6 ／2

断 ）灰 5 Y 6 ／1

見 込 み蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 位 に飽 痕 が 残

る。高 台脇 に決 りあり。外 面 下 半 無 粕 。灰 粕

は焼 成 不良 気 味で 灰 オ リーブ色 。

焼 成 不良 気 味 。
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Tab．15　遺物観察表（15）

図 版

番 号

出土

地 点
種 類

器種

器形

法 量
色調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

3 7 8
T P 5
下 層 陶器

小皿
丸形 12 ．6 3 ．6 5 ．4

外）灰 白2 ．5 Y 8／2

断 ）にぷ い黄樫

10 Y R 7 ／3
b

見 込 み蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 半 ケズ リ後 ナ

デこ高 台脇 に決 りあ り。畳 付 外 側 は面 取 りし

ナデこ高 台 内 に渦 状 の 飽 痕 。高 台 無 粕 。灰
柚 は焼 成 不 良で 粉 状 。

焼 成 不良 。

3 7 9
T P 5
下層 陶器

小皿
丸 形 12 ．4 3 ．2 5 ．2

外）灰 白2 ．5 Y 8／2

断 ）にぷ い橙

7．5 Y R 7 ／4
b

見 込 み蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 半 ケ ズ リ後 ナ

デこ畳 付 外側 ナ デこ高 台無 粕 。灰 粕 は焼 成 不
良で 粉 状 。

焼 成 不良 。

3 8 0
T P 4
下層 陶器

小皿
丸形 13 ．2 3 ．7 5 ．8

外）灰 白5 Y 7 ／1

断）にぷ い黄橙

10 Y R 7／3
b

見 込 み蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 位 ケ ズ リ後 ナ

菜 高 台脇 に決 りあ り。畳 付 外 側 に面 取 り。
高 台 内兜 巾状 。高 台 無 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良

で 粉 状 。

焼 成 不良 。

3 8 1
T P 5

上 層
陶器

小 皿

丸 形 1 2 ．5 3 ．4 6 ．2

外）灰 白2 ．5．Y 7／1
断）にぷ い樫

7．5 Y R 7 ／4
b

見 込 み 蛇 の 目柚 剥 ぎ。高 台脇 に挟 りあ り。高

台 はケ ズ リ後 未 調 整 。高 台 無 粕 。灰 粕 は焼
成 不良 で粉 状 。

高 台 に径 2 mm 焼 成 前
穿 孔 1穴 。焼 成 不良 。

3 8 2 T P 5
下層

陶器
小 皿

丸 形 1 2 ．6 3 ．3 5 ．4
外）灰オ リー ブ5 Y 6 ／2
断）黄灰 2 ．5 Y 6 ／1 a

見 込 み蛇 の 目粕 剥 ぎ。高 台脇 に決 りあ り。高

台 無 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良 気 味 で 灰 オ リー ブ

色 に発 色 。

高 台 に径 3 mm の 焼 成

前 穿 孔 。 目痕 な し。
粕 剥 ぎ 部 の 周 囲 に 白

色砂 が 付 着 。

3 8 3
T P l

陶 器
小 皿

9 ．0 3 ．1 4 ．4 －
外 ）灰 白5 Y 7／1

b
高 台施 柚 。灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る半 透 明 目痕 な し　 部 分 的 に

上 層 丸 形 断 ）灰 白7 ．5 Y 7／1 の粕 。部分 的 に焼 成 不 良で 白濁 。 ○焼 成 不 良 。

3 8 4 T P 5 陶 器 小 皿
9 ．0 2 ．8 4 ．8 －

外 ）灰 白5 Y 7／2
a

外 面 に 鉄 絵 、丸 文 又 は 宝 珠 文 。高 台 施 粕 。 目痕 な し。高台 内　 鉄
上 層 丸 形 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 灰粕 b － 灰 白色 を帯 びる半 透 明の 粕 。 ヽ錆 による文 字 文 か。

3 8 5
T P 5 陶 器 五寸 皿

14 ．0 2 ．9 8 ．0 －
外 ）灰 白 5 Y 7／2

b
外面 下 位 ケズ リ後 ナ デこ高 台施 粕 。灰 粕 b －

目痕 な し。上 層 丸形 断 ）灰 白5 Y 7／1 灰 白色 を帯 びる半 透 明の 粕 。

3 8 6 T P 7 陶器 小皿
丸形 13 ．6 3 ．7 5 ．9

外）灰 オ リーブ

b

外 面 下 半 ケズ リ。高 台 内兜 巾 状 。高 台 無 粕 。
砂 目。外 面 片 側 に別
個 体 口 緑 部 片、 内 底

7 ．5Y 6／2 灰 粕 C － 灰 オ リーブ色 を帯 び る半 透 明 の粕 に別 個 体 高 台 の 一 部
断 ）灰 白 N 7／ で、粗 い買 入 が入 る。 が 溶 着。 畳 付 に砂 と

別 個体 片 が 溶 着。

3 8 7
T P 5
上 層

陶器 小皿
端 反 形 13 ．8 4 ．1 6 ．6

外）灰 白5 Y 7 ／1

断）にぷ い黄橙

10 Y R 7 ／3
b

口緑 部 は内面 に稜 をな して外 反 。見 込 み 蛇 の

目粕 剥 ぎ。高 台内 に渦 状 の飽 痕 。高 台 無 粕 。
灰 粕 は焼 成 不 良で 白濁。

高 台の 1 箇 所 に径 2 m m

の 焼 成 前 穿 孔 。 目痕
あ り。 円 錐 ピ ン先 端

が 残 存 。内 面 に橙 色

の 粘 土 塊 が 落 ち る。
焼 成 不良 気 味 。

3 8 8
T P l

陶器
小 皿

14 ．0 3 ．8 6 ．4
外）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

b

見 込 み 蛇 の 目粕 剥 ぎ。 口緑 部 は内 面 に稜 を
な して外反 。外 面 下 半 にケズ リ痕 が 残 る。高 高 台 に径 3 mm の 焼 成

上層 端 反形 断）灰 白2 ．5 Y 8／2 台 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の
粕 。

前穿 孔 あ り。

3 8 9 T P 6 陶器
小 皿

15 ．1 4 ．2 6 ．6

外）灰 白2 ．5Y 8 ／2
断）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／2

b
見 込 み蛇 の 目粕 剥 ぎ。外 面 下 位 にケズ リ痕 高 台 に径 2 mm の 焼 成

下層 端 反形 が 残 る。高 台無 粕 。灰 粕 は焼 成 不良 で粉 状 。 前穿 孔 。焼 成 不良 。

3 9 0
T P 5

陶 器
小 皿

13 ．6 3 ．4 5 ．4 －

外）灰 白5 Y 8 ／1
b

外 面 ロ クロ 目。高 台 無 粕 。灰 柚 は 焼 成 不 良 高 台 に 径 3 m m の 焼 成
上層 端 反形 断）黄 灰 2 ．5 Y 6 ／1 で 白濁 。 前 穿 孔 。焼 成 不良 。

3 9 1
T P 4
中層 陶 器

小 皿

端反 形 14 ．8 3 ．5 7．4
外）灰 白5 Y 7 ／1

断）灰 白5 Y 7 ／1 a

見 込 み 蛇 の 目柚 剥 ぎ。 口緑 部 は 内面 に稜 を

な して外反 。外 面 下 位 ケズ リ後 ナデこ高 台 無
粕 。灰 粕 は焼 成 不 良気 味 で 白濁。

焼 成 不 良気 味 。

3 9 2
T P 4

陶 器
小 皿

13 ．8 4 ．0 6 ．3 －

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2
C

外 面 下位 ケズ リ後 ナデ　 内底 に渦 状 の飽 痕
焼 成 不 良。中層 端 反 形 断 ）淡黄 2 ．5 Y 8 ／3 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0高台 無 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良で 粉 状 。

3 9 3
T P 5 陶 器 小皿

13 ．8 3 ．8 6 ．6
外 ）灰 白5 Y 7／1

b
外 面 下 位 にケズ リ痕 が 残 る。高 台 内兜 巾状 。

高 台 の 1箇 所 に径 2 mm

の焼 成 前 穿 孔 。 目痕
あ り。円 錐 ピ ン3 個 が

上 層 端 反 形 断 ）灰 白5 Y 7／1 高 台無 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良で 白濁 。 残 存 。 内面 に橙 色 の
粘 土 塊 が 落 ち る。焼
成 不良 。

3 9 4
T P 4

陶器
小皿

15 ．6 3 ．3 7 ．8 －

外）灰 白 5Y 7／2
a

高 台 内 兜 巾状 。高 台 内 無 粕 、高 台脇 まで施 目痕 4 足 。内底 にハマ
中層 端 反 形 断 ）灰 白5Y 7／1 柚 。灰粕 b 一 灰 白色 を帯 びる半 透 明の 粕 。 の一 部 が 溶 着。

3 9 5
T P 5 陶器 小皿

13 ，8 3 ．4 6 ．8 －
外）灰 白5 Y 7／2

b
高 台 内 兜 巾 状 。高 台 無 柚 。灰 柚 a 一 灰 白色 内 底 に別 個 体 の 高 台

上 層 端 反 形 断 ）灰 白 5Y 7／1 を帯 びる半 透 明の粕 。 片 が溶 着 。

3 9 6
T P 3
上 層

陶器 小皿
端 反 形 13 ．2 3 ．6 8 ．0

外）淡黄 2 ．5 Y 8 ／3

断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2 C

外 面 下位 と高 台 内に荒 い ケズ リ痕 が 残 る。高

台 無 粕 。灰 粕 C一 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の

粕 。

内 底 に別 個 体 の 高 台
痕 あ り。

3 9 7
T P 4 陶器 小 皿

13 ．8 3 ．4 7．4 －
外）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

b
外 面 下位 ケズ リ後 ナ デこ高台 内平 田　 高 台無

目痕 あ り。上 層 端 反形 断）灰 白2 ．5 Y 7／1 ・．・．・・・．一・〇　　　　　　　　　ノ軸 。灰 粕 は焼 成 不 良で 白濁 。

3 9 8

3 9 9

T P 6
上 層

陶 器 五 寸皿
端 反形 15 ．0

10 ．6 1．8 5 ．2

外）灰 オリーブ5 Y 6 ／2

断）にぷ い黄橙

10 Y R 7／3
b

a

外 面 下位 無粕 。灰 粕 C一 灰オ リー ブ色 を帯 び

る半 透 明 の粕 。

目痕 な し。
T P l
上層

陶 器
小 皿

端 反形
外）灰 白7 ．5 Y 7／1
断）灰 白2 ．5 Y 7／1

口緑 部 は内 面 に 稜 をな して外 反 。高 台 内 平

坦 。高 台 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白 色 を帯 び る半
透 明の 粕 。

4 0 0

4 0 1

4 0 2

T P 5 陶 器
小 皿

10 ．6

10 ．4

10 ．0

3 ．2

2 ．3

2 ．7

5 ．2

5 ．0

4 ．0

外 ）灰 白5 Y 7 ／2
a

b

b

外 面 下位 ケズ リ後 ナ 菜 高 台施 粕　 灰 粕 b －
目痕 な し。

目痕 なし。

上 層 端反 形 断）灰 白5 Y 7 ／1－ 0灰 白色 を帯 びる半 透 明 の粕 。

T P 6 陶 器

陶 器

小 皿 外 ）灰 白7 ．5Y 7／1
口緑 部 輪 花 形。 口緑 部 の 数 カ所 を外方 か ら

オサ エ。内 面 に鉄 絵 と白化 粧 土 による花 文
上 層 端 反 形 断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1 ○外 面 緩 や か なロ クロ 目。高 台施 粕 。灰 粕 は

焼 成 不 良気 味 で 白濁 。

T P l
上 層

小皿
変 形 形

外 ）浅 黄 2 ．5Y 7／3

断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

口緑 部 は五 弁花 形 か 。外 面 ロクロ目。高 台内
平 坦 。高 台施 粕 。灰 柚 a 一 浅 黄 色 を帯 び る

半 透 明 の粕 。
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Tab．16　遺物観察表（16）

図版

番号

出 土

地 点
種 類

器 種

器 形

法 量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

4 0 3
T P l
上 層

陶 器
五寸 皿

端 反 形 14 ．4 3 ．7 7 ．0
外 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

断 ）淡黄 2 ．5 Y 8／3
b

内面 に呉 須 に よる菊 花 文 。見 込 み蛇 の 目粕

剥 ぎ。 口緑 部 は内 面 に稜 をな して外反 。 口緑
部 の数 カ所 に外 面か らオ サエ。外 面 下位 にケ
ズ リ痕 が 残 る。割 高 台。灰 粕 a一 灰 白色 を帯

び る半 透 明 の粕 。

目痕 なし。

4 0 4
T P 5 陶 器

端 反 形
14 ．0 3 ．4 8 ．0 －

外 ）灰 白7．5 Y 7／1
b

口緑 部 輪 花形 。高 台施 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良 焼 成 不 良気 味 。
上 層 五寸 皿 断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 気 味 で 白濁 。

4 0 5
T P 4

陶 器
小皿

13 ．5 4 ．0 6 ．6 －

外 ）灰 白5 Y 7／1
　 a

口緑 部 稜 花 形 。高 台施 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良 目痕 な し。 焼 成 不 良

中層 稜 花 形 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 気 味 で 白濁 。 気 味 。

4 0 6
T P 6
上 層 陶 器

小 皿
菊花 形 10 ．6 2 ．2 6 ．4

外 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2

断 ）灰黄 2 ．5 Y 7／2 a

口錆 。型 打成 形 。外 側 面 は へラ ナデ し花 弁

を形 取 る。高 台施 粕 。灰 粕 a 一灰 白色 を帯 び

る半 透 明の 粕 。

4 0 7
T P 5
上 層

陶 器
小 皿

又 は蓋

菊 花形

13 ．8 3 ．1 5 ．6
外 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白2 ．5Y 7／1
b

外 面 は 沈 線 で 花 弁 境 界 を措 く。高 台 施 粕 。

灰粕 は焼 成 不良で 白濁 。
目痕 な し。焼 成 不 良 。

4 0 8
T P l
下 層 陶 器

小 皿
菊花 形 12 ．6

外 ）灰 白5 Y 7／1

断）灰黄 5Y 7／1‘ a

型 作 り後 、内 面 をユ ビオサエ 、 ナデこ外 面 ナ

デこ ロ錆 。高 台 は 接 合 部 で 剥 離 。灰 柚 は焼

成 不良で 粉 状 。

焼 成 不 良 。

4 0 9
T P 5

上 層
陶 器

小 皿
変形 形

方 形
15 ．0 4 ．7 5 ．6

外 ）灰 白5 Y 7 ／2
断）浅 黄 2 ．5 Y 7 ／3 b

内面 に鉄 絵 と呉 須 による暦 文 。口緑 部 口錆 。

方形 で四 辺 に決 りあ り。内底 に段 あ り。高 台
内 兜 巾 状 。高 台 施 軸 。灰 粕 a 一 灰 白色 を帯

び る半 透 明 の粕 。御本 が入 る。

目痕 6 足 。

4 1 0
T P 4
中層 陶 器

小 皿

変形 形
方 形

13 ．8 3 ．4 7 ．8
外 ）灰 白5 Y 7 ／1
断）灰 白5 Y 7 ／1 a

内 面 に鉄 絵 と呉 須 に よる縞 文 。方 形 で 四 辺

に 浅 い 決 りあ り。内底 に段 あ り。高 台施 粕 。
灰粕 は焼 成 不良 で 白濁。

目痕 な し。焼 成 不 良 。

4 11 T P 7 陶 器
小 皿

方形盤形
14 ．6 2 ．3 8 ．0

外 ）灰 白7 ．5 Y 7／1

断）灰 白5 Y 7 ／1 a

方形 で 四辺 に決 りあ り。口錆 。内 面 に 鉄 絵、

格 子文 。内面 に段 。高台施 柚 。灰 粕 C一 明オ

リーブ灰 色 を帯 び る透 明 の粕 。

目痕 あ り。

4 1 2
T P 4
上 層

陶 器 小 皿 5 ．6
外 ）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

内 面 に呉 須 絵 。呉 須 は 淡 い青 色 。 内底 に段

あ り。高 台施 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 びる透

明 の粕 。

4 13
T P 5
上 層

陶 器 皿 － － 5 ．2 －

外 ）灰 黄 2 ．5 Y 6／2

断）灰黄 2 ．5 Y 6 ／2 b
内 底 に 段 。高 台 施 粕 。灰 粕 a － 灰 白色 を帯

び る半 透 明 の粕 。
目痕 3 足 。

4 14 T P l 陶 器
小 皿

3 ．9
外 ）灰 白7 ．5 Y 7／1

a

内面 に鉄 給 と白化 粧 土 に よる鶴 ・若 松 。鶴 は

白化 粧 土 で措 き、目 ・口と羽 輪郭 を鉄 錆で 措 目痕 な し。
上 層 又 は蓋 断）灰 白2 ．5Y 7／1 き分 け る。高 台 内兜 巾状 。高 台施 粕 。灰 粕 b

一 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

4 15
T P 3
中層

陶 器 皿 － － 6 ．4 －

外 ）灰 自N 7 ／1

断）灰 白 N 7 ／1 b
内 面 に呉 須 による草 花 文 。呉 須 は暗 青 灰 色

に発 色 。灰 粕 は焼成 不 良 気 味で 白濁 。
焼 成 不 良 気 味。

4 16
T P 4
上 層

陶 器 小 皿 1 ．5 6 ．0
外）灰 白5 Y 7 ／1

断）灰 白5 Y 7／1 b

内 面 に呉 須 絵 、植 物 文 。呉 須 は淡 い緑 灰 色

に発 色 。内 底 に段 あ り。高 台施 粕 。灰 粕 b －
灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

4 17 T P l
上層

陶器 皿 5 ．2

外）灰黄 2 ．5 Y 7 ／2

断）にぷ い黄橙

10 Y R 7 ／3
a

高 台施 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明

の 粕 。

4 18
T P 5
下層 陶器 皿 － － 6 ．0 －

外）灰 白5 Y 7 ／2
断 ）灰 白 5 Y 7／2 b

内 底 に段 。高 台 施 柚 。灰 粕 b 一 灰 白 色 を帯

び る半透 明 の粕 。

4 19
T P 5
上 層

陶器 中皿
丸形 2 0 ．8 3 ．3 1 2 ．8

外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白7．5 Y 7／1 a

外 面 に線 刻 に よる花 唐 草 文 と印 刻 に よる山
形 文 。高 台 施 粕 。灰 柚 b － 灰 白色 を帯 び る

半 透 明 の粕 。

4 2 0
T P 6
上 層

陶器 中皿
端 反 形 2 3 ．0 4 ．4 10 ．2 －

外）褐 灰 5Y R 4 ／1

断 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2 b 高 台無 粕 。鉄 粕 は焼 成 不 良。
目痕 あ り。焼 成 不 良 。
内面 に砂 礫 が 溶 着。

4 2 1
T P 4
中層

陶器 大 皿
折 線形 2 3 ．6

外）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白 5Y 7／1 a

口緑 端 部 溝 線 状 。内 面 に鉄 絵 。内面 緩 やか

なロクロ目。灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る透 明 の
粕 。

4 2 2 T P 5
上層

陶器
中皿

端 反形 18 ．0 5 ．4 9 ．6

外）灰 白5 Y 8 ／1

断）にぷ い黄橙

10 Y R 7／3

b
外 面 ケズ リ後 ナ デこ高 台 内平 坦 。高 台施 粕 。

灰 粕 は焼 成 不 良で灰 白色 、部 分 的 に粉 状 。
目痕 な し。焼成 不良 。

4 2 3 T P l 陶器
大 皿

2 6 ．6 － － －
外）灰 白5 Y 7 ／2

b
口縁 端 部 溝 線 状 。 内面 に鉄 絵。高 台施 柚 。

下層 折 線形 断）灰 白 5Y 7／1 灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

4 2 4 T P 5
上 層

陶器 中皿 17 ．8 5 ．2 9 ．2
外）オ リーブ灰 5 Y 6 ／2

断 ）灰 白 5Y 7／1
b

口緑 部 輪 花 形 。口緑 部 の数 カ所 を外 方 か ら

オ サエ 。外 面 緩 や か なロ クロ目。高 台施 粕 。
灰 粕 b 一一オ リーブ灰 色 を帯 びる半 透 明の粕 。

4 2 5
T P 3
中層

陶器 皿
端 反 形

外）灰 白5 Y 7 ／1

断 ）灰 白 5 Y 7／1 a

内 面 にへ ラ彫 りに よる植 物 文。外 面 ロクロ目。

外 面 下 位 無 粕 。灰 柚 b － 灰 白色 を帯 び る半

透 明 の粕 。

4 2 6
T P 5

上 層
陶器 皿 2 6 ．0 － － －

外）灰 白 N 7 ／
断 ）灰 白5 Y 7／1 b

口緑 部 鍔 線 形。 外 面 に緩 や か な ロ クロ 目。

灰 柚 C一一透 明の 粕 で部 分 的 に白濁 す る。

4 2 7

4 2 8

T P 4
上 層

表 採

陶器

陶器

中皿 か

中皿

方形
盤形

2 2 ．4

13 ．2

2 ．1

2 ．8

16 ．0
外 ）暗赤 灰 2 ．5Y R 3 ／1

断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

外 ）灰 白 5Y 7／2
断 ）灰 白5 Y 7／2

C

a

外 底 に荒 い ケズ リ痕 。外 底 柚 拭 き取 り。錆

粕 。

タタラ成 形 。方 形 盤 形。四 足 を貼 付。内 面呉
須 に よる山 水 文 。呉 須 は オ リーブ 灰 色 に発

色 。脚 端 部 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る
半 透 明 の粕 。
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Tab．17　遺物観察表（17）

図 版
番 号

出土
地 点 種 類

器 種

器 形

法量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器高 底 径

4 2 9
T P 5
下 層

陶 器 皿 － － － －
外 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1
断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1 a

脚 部 は接 合 部 で 剥 離 。文 様 の 有無 は不 明。

柚 は焼 成 不良で 粉 状 。
焼 成 不 良。

4 3 0
T P 5
上 層

陶 器 皿
輪 花 形

外 ）にぷ い黄橙

10Y R 7 ／2
断 ）浅 黄 橙 10Y R 8／3

b

口錆 。 口緑 部 は緩 や か に外反 し輪 花 状 の 切

り込 み あ り。外 面 ロクロ目。灰 粕 は焼 成 不 良

で粕 が 溶 けて い ない。

焼 成 不 良。

4 3 1 T P 6 陶 器
鉢

12 ．4 5 ．6 6 ．6 －
外 ）灰 白 5 Y 7／1

b
外 面 中位 にロクロ目。高 台施 粕 。灰粕 b 一 灰

目痕 あ り。上 層 浅 丸 形 断 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

4 3 2 T P ．5
上 層

陶器
鉢

浅 丸 形 14 ．6 5 ．2 9 ．4
外 ）灰 褐 7．5 Y R 4 ／2
断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 a

外 面 上位 に 幅広 の凹 線 1 条 。高 台 内に渦 状 の

飽 痕 。内 底 に渦状 のロクロ 目。高 台施 柚 。鉄
粕 一 内面 は暗 赤 褐 色、外 面 は焦 げ て黒色 。

目痕 な し。 焼 成 時 失
敗 品で 外 面 の 粕 は焼

け焦 げる。

4 3 3
T P 5

陶器
鉢

14 ．6 6 ．1 7 ．4
外 ）灰 白 5Y 7／2

a
外 面 に 鉄 粕 を刷 毛 塗 り。高 台 施 粕 。灰 粕 b

目痕 な し。 焼 成 時 失

敗 品 で 器 壁 の 一 部 が
盛 り上 が る

上 層 浅 丸 形 断 ）灰 自5 Y 7／1 一 灰 白色 を帯 び る白濁 気 味 の粕 。

4 34
T P 6

上 層
陶器

鉢

浅 丸 形
14 ．8 － － －

外 ）灰 オ リーブ5 Y 6 ／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a 灰 粕 C－ 灰 オリーブ色 を帯 び る透 明の 粕 。

4 3 5
T P l 陶器 鉢

13 ．2 5 ．4 5 ．2
外）灰 白5 Y 7／1

a

外 面 に鉄 絵 、草 花 文 。外 面 下 位 にケ ズ リ痕

が 残 る。高 台外 側 に決 りあ り。高 台 内浅 い 渦
目痕 3 足 。上 層 浅 丸 形 断 ）灰 白 5 Y 7／1 状 の ロクロ目。高 台無 粕 。灰粕 b － 灰 白色 を

帯 び る半透 明 の粕 。

4 3 6
T P 6
上 層

陶器 鉢
腰 張形

外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

断）にぷ い黄橙

10 Y R 7／2
b

外 面 に呉 須 に よる植 物 文。 外 面 下 位 無 粕 。

灰 粕 C－ 灰 白色 を帯 び る透 明の 粕 。

4 3 7
T P 6

陶 器
鉢

13 二6 5 ．2 5 ．4
外 ）灰 白5 Y 7 ／2

b

外 面 下 位 に荒 い ケズ リ痕 が 残 る。畳 付 外 側
面 取 り。高 台 内 ケズ リ出 しに よる渦 。高 台無

目痕 な し。上 層 浅 丸形 断）灰 白5 Y 7 ／1 粕 。灰 粕 b － 灰 オ リー ブ色 を帯 び る透 明 の

粕 。

4 3 8
T P 6
下 層

陶 器 鉢 13 ．6 4 ．8 6 ．6
外 ）灰 白7 ．5Y 7／1

断 ）灰 白2 ．5Y 7／1 a

目線 部 輪 花 形。 口緑 部 の数 カ所 を外 方 か ら

オサ エ。内 底 に段 あ り。高 台施 軸 。灰 柚 C 一
明 オリー ブ灰色 を帯 び る透 明 の粕 。

4 3 9
T P 5 陶 器 鉢 9 ．8 6 ．3 4 ．4 －

外 ）灰 白5 Y 7／2
a

口緑 部 輪 花 形 （五 弁 ）。高 台施 粕 。灰粕 b － 目痕 な し。片 側 の 粕
上 層 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 灰 白色 を帯 びる透 明の 粕 。 が 剥 離 。

4 4 0
T P 4
中層 素 焼 き 鉢 10 ．3 6 ．6 4 ．3 － 灰 白 2 ．5 Y 8 ／1 a

口緑 部 輪 花形 （5 弁花 又 は 6 弁花 ）。高 台 内兜
巾状 。体部 外 面 回転 ナデ後 ヨコナ デこ無粕 。 素 焼 き。

4 4 1 T P 6 陶 器
鉢

12 ．8 6 ．2 5 ．2 －

外 ）灰 7 ．5 Y 6 ／1
a

口緑 部 外 面 に強 い ロ クロ 目。高 台 無 粕 。灰
下 層 端 反 形 断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1 粕 b 一 灰 白色 を帯 びる透 明の 粕 。

4 4 2
T P 6 陶 器 鉢

14 ．4 － － －
外 ）灰 白5 Y 7／1

a
口緑 部 は 内面 に稜 をな して外 反 。灰 粕 b － 灰

下 層 端 反 形 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

4 4 3
T P 6

陶 器
鉢

15 ．3 5 ．6 7 ．2
外 ）灰 自7．5 Y 7／1

a
内底 に段 。高 台 無 粕　 灰 粕 b 一 灰 白色 を 帯

目 痕 5 足 。 高 台 先 端

と、 内 底 に 円 錐 ピ ン
下 層 端 反 形 断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1 び る半 透 明 の粕 。 が 残 存 。2 個 体 が 重

ね た状 態 で 溶着 。

4 4 4
T P 4 陶 器 鉢

13 ．5 5 ．0 5 ．5
外 ）浅 黄 2 ．5Y 7／3

a

口緑 部 は内面 に稜 をなして外反 。内 底 に緩 や

かな渦 状 の ロクロ目。高 台 内に浅 い渦 状 の飽
目痕 3 足 。焼 成 不 良 。上 層 端 反 形 断 ）淡 黄 2 ．5 Y 8／3 痕 。高 台 無 粕 。灰粕 は焼 成 不 良 気 味 で 浅 黄

色 。

4 4 5 T P 6 陶 器
鉢

12 ．0 4 ．9 6 ．4 －

外 ）灰 白 5Y 7／2
a

口緑 部 折線 形。高 台 施 粕 。灰 柚 b － 灰 白色
下 層 浅 丸 形 断 ）灰 白5 Y 7／1 を帯 び る半 透 明 の粕 。

4 4 6
T P 5 陶器 鉢

19 ．0 5 ．5 9 ．0 －
外）灰 白 10Y 7／1

a
口緑 部 輪 花 形。外 面 下位 にケズ リ痕 が 残 る。 目痕 な し。焼 成 不 良

上 層 端 反 形 断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 高 台無 粕 。灰 粕 は焼 成 不良 気 味で 灰 白色 。 気 味 。

4 4 7
T P 4

陶器
鉢

17 ．0 5 ．4 9 ．0 －
外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

b
無 高 台 。外 底 回 転 ケ ズ リ。灰 粕 は焼 成 不 良 目痕 な し。焼 成 不 良

上 層 端 反 形 断 ）灰 白 N 8／ 気 味 で 白濁 。 気 味 。

4 4 8 T P 6 陶器
鉢

14 ．5 － － －

外）灰 白5 Y 7 ／1
a

文 様 の有 無 は不 明 。灰 粕 a－ 灰 白 色 を帯 び
下層 腰 折 形 断）灰 自2 ．5 Y 7／1 る半 透 明 の粕 。

4 4 9 T P 5
上層

陶器
鉢

変 形形

外）灰 白7 ．5 Y 7／1

断）灰 白7 ．5 Y 7 ／1 b

口緑 部 の 数箇 所 に折 り込 み。外 面 、呉 須 に よ

る唐 草 文 。呉 須 は青 灰 色 に発 色 。灰 粕 は焼
成 不良 気 味で 白濁 。

4 5 0 T P 4
上層

陶器 猪 口か － － 6 ．0 －

外）灰 白5 Y 7 ／2

断）灰 白5 Y 7 ／1 b
体 部 内 面 と高 台施 粕 。灰 粕 b － 灰 白色 を帯
び る透 明 の粕 。

4 5 1
T P 5

上層
陶 器 高 杯 8 ．2 9 ．0 6 ．4

外）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

断）灰 白5 Y 7 ／1 b

杯 部 と脚 部 を分 割 成 形 。脚 部 外 面 に緩 や か

な ロクロ目。脚 部 内面 施 粕 、端 部無 粕 。灰 柚
b － 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の柚 。

4 5 2
T P 4
中層

陶 器 鉢 か 19 ．2

外 ）にぷ い赤 褐

2 ．5 Y R 4 ／3
断）灰 白7 ．5 Y 7／1

b
外 面 ロ クロ目顕 著。体 部 内外 面 鉄 粕 、 口緑

部 内外 面 にオ リーブ褐 色 の粕 を重 ね 掛 け。

4 5 3

4 5 4

4 5 5

T P 5

上 層

T P 5
下 層

陶 器

陶 器

捏 鉢 か

捏 鉢

14 ．4

18 ．6

18 ．0

7．7 7 ．9

外 ）オ リーブ褐

2 ．5 Y 4 ／3
断）灰 白7 ．5 Y 7／1

外 ）にぷ い黄橙

10 Y R 7／2
断 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／3

b

C

a

外面 ロクロ目顕 著。外 底 ナデこ内面 と底 部 無
粕 。褐 和 一 オ リーブ褐 色 の粕 。

外面 に強 いロ クロ目。外 底 に荒 い ケズ リ目が

残 る。 口緑 淡 部 の粕 拭 き取 り。底部 無 粕 。灰
粕 は焼 成不 良で 白濁 。

目痕 な し。

焼 成 不 良。

T P l
上 層

陶 器 捏 鉢 外 ）灰 赤 2 ．5Y R 4 ／2

断 ）灰 自2 ・5 Y 7 ／1

外 面 に強 いロ クロ 目。外 面 下位 無 粕 。鉄 粕

一 灰 赤 色 に発 色 。
焼 成 不 良気 味 。

4 5 6
T P 5

上 層
陶 器 捏 鉢 16 ．4

外 ）灰 白10 Y R 8 ／1

断 ）浅 黄 橙 10Y R 8 ／3 C 口緑 部 は肥 厚 。灰 粕 は焼 成 不 良で 白濁 。 焼 成 不 良。

107



Tab．18　遺物観察表（18）

図版
番号

出 土
地 点 種 類

器 種
器 形

法 量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

4 5 7
T P 5
上 層 陶 器 捏 鉢 11 ．8

外 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2
断 ）淡 黄 2 ．5 Y 8／3 C

内 外 面 ロ クロ 目顕 著。 外 面 下 位 に 荒 い ケズ

リ痕 が 残 る。畳 付 内側 に面 取 り。高 台 無 粕 。
灰 粕 は焼 成 不 良気 味 で 白濁 。

焼 成 不 良気 味 。

4 5 8
T P 2
上 層

陶 器 鉢 か 16 ．2

外 ）にぷ い黄橙

10 Y R 6／3 ～ にぷ い褐

7 ．5 Y R 5 ／3
断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2

b 内外 面 に緩 や かな ロクロ目．内外 面 無粕 ム

4 5 9
T P 2
上 層

陶器 鍋 蓋
笠 部

径

17 ．6

外 ）灰 褐 7．5 Y R 4 ／2

断 ）にぷ い黄 橙

10Y R 7／3

b
外 面 に 白化 粧 土 に よる文 様 。 内面 施 粕 。鍔
部 内外面 無 粕 。灰粕 b － 透 明の 粕 。

4 6 0
T P l
上 層

陶器 鍋 18 ．2
外 ）暗 褐 7 ．5Y R 3／3

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 b

把 手 の形 状 は不 明。内 面 に強 いロクロ目。体

部 下 位 にケズ リ痕 。内面 施粕 、外底 無 粕 。鉄

粕 。

4 6 1
T P 6

上 層
陶 器 土 瓶 蓋 13 ．4

外 ）灰 7 ．5 Y 6 ／1
断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 a

か えり無 柚 。か え り内 外 面 に白 色 粗 砂 が 付
着 。灰 粕 C 一 灰 白色 を帯 び る光 沢の 強 い透 明

の粕 。

4 6 2
T P l

陶器 土 瓶 蓋
笠 部

－
か えり

－
外 ）灰 白7．5 Y 7／1

・b
文様 の有無 は不明 。か えりと内 面無 粕 。灰粕

下 層 径 8 ．0 径 6 ．7 断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1 b 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

4 6 3
T P 4
上 層 陶器 土 瓶 蓋

笠 部
径 8 ．6

か えり
径 7．2

摘 み

径
外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2
断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2 a

内面 に緩 や か なロクロ 目。 内外 面 とかえ り施

粕 。 かえ り端 部 無 粕 。灰 柚 は焼 成 不 良 気 味

で灰 白色 。

4 6 4
T P l
下 層

陶器 釜 類 か 6 ．8
外 ）灰 白 5 Y 7／1
断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 b

内面 ロク ロ目顕 著。外 面 の ロクロ目は ナデ 消

す。 内面 下 位 に接 合 痕 明 瞭。 内面 と外 底 無
粕 。 口緑 端 部 施 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び

る半透 明 の粕 。部 分 的 に御 本 が入 る。．

4 6 5
T P 5
上 層

．陶器 蓋
笠 部
径

1 1．6

外 ）暗 赤 褐 5 Y R 3 ／3
断 ）灰 黄 2 ．5 Y R 7／2 a

摘 み は欠 損 。天 井 部 に陽 刻 によ る花 文 。内
面 施 粕 、端 部 無 柚 。鉄 粕 は焼 成 不良 気 味 で

暗 赤 褐 色 に発 色 。

焼 成 不 良気 味 。

4 6 6 T P 5
上 層

陶器 蓋

笠 部

径

12 ．6

3 ．2

摘 み

径

2 ．3

外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白5 Y 7／1 a

摘 み は貼 付、梅 形 で へラに よる刻 み を施 す。

体 部 外 面 ケズ リ後 ナ デこ内面 施 柚 、端 部 無
粕 。灰 粕 b － 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

4 6 7 T P 7 陶器 蓋
笠 部
径

13 ．6

外）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a

摘 み は欠 損。 内面 ロクロ目。内面 施 粕 。 口緑
端 部 の粕 拭 き取 り。灰柚 b 一 灰 白色 を帯 びる

半 透 明 の柚 。

焼 成 時 失 敗 品 で器 壁

の 一 部が 盛 り上 が る。

4 6 8
T P l

下層
陶器 蓋

笠 部

径

12 ．4

かえ り

径

10 ．4

外）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 a
外 面 に鉄 絵 、笠 文 。か えりと内面 無 粕 。灰粕

C 一 光 沢 の強 い透 明 の粕 。

4 6 9
T P 4
上 層

陶器 蓋
笠 部

r径
12 ．6

か えり
径

10 ．8

外 ）灰 オ リーブ5 Y 6 ／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a
外 面 に多 条 の 沈 線 。内面 施 粕 、か えり無 柚 。

粕 C－ 灰 オリーブ色を帯 びる透 明の 粕 。

4 7 0
T P 4 陶 器 芸

笠 部
径

14 ．6
2 ．8

摘 み 外 ）灰 オ リーブ 5Y 6 ／2
b

把 手 は貼 付。把 手 中央 と天 井 部 外周 にへラ彫

りに よる沈 線 。内 面 ケズ リ後 回 転 ナ デこ内 面 焼 成 失 敗 晶 で、器 壁

上 層 皿 径 4 ．0 断 ）灰 白5 Y 7 ／1 無 粕 。灰 柚 C－ 灰 オリーブ色 を帯 び る透 明 の

粕 。

の 一 部が 盛 り上 が る。

4 7 1
T P 5
上 層

陶器 蓋
笠 部
径

1 1．6
1．9

摘 み
径 2 ．1

外 ）灰 白 5 Y 7／1

断 ）灰 白5 Y 7／1 a

摘 み はへ ラ彫 りに よる渦 状 の文 様 を措 き、四
方 を折 る。灰 柚 b － 灰 白色 を帯 び る半 透 明

の粕 。

4 7 2
T P 4

上 層
陶器 蓋

笠 部

径

1 1．8

0 ．7
外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2
断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2 b

外 面 ナ デ、内 面 回転 ケズ リ。内面 無 粕 。灰柚

a － 灰 黄 色 を帯 び る半 透 明の 粕 。

4 7 3
T P 6
下 層

陶 器 蓋
笠 部
径

12 ．2

外 ）灰 白5 Y 7／2

断 ）淡黄 2 ．5 Y 8／3
b

外 面 ロ クロ目をナ デ 消す。内面 回 転 ケズ リ後

ナデこ内面 無粕 。灰 軸 b 一 灰 白色 を帯 び る半
透 明 の粕 。

4 7 4
T P 5
上 層 陶器 蓋

笠 部

径

13 ．0

外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2
断 ）淡 黄 2 ．5Y 8／3 b

摘 み は欠損 。内 面 中央 に直 線 方 向の ナデこ周
縁 に回 転 方 向の ナ デこ 内面 無 粕 。粕 は焼 成

不 良気 味 で 白濁 。

焼 成 不良 気 味 。

4 7 5 T P 5
上 層

陶器 蓋
笠 部
径

1 1．6

外）灰 オ リーブ5 Y 6 ／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a
周 縁 に多 状 の 凹 線 を巡 らす。内 面 無 軸 。灰

粕 b 一 灰 オ リーブ色 の半 透 明 の粕 。

4 7 6
T P l

陶器 蓋

笠 部

径

1 1．6

0 ．7
外）灰 白5 Y 7／1

a
内面 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る半 透 明 天 井 部 に黒 褐 色 土塊

下層 断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 の 粕 。 が 溶 着。

4 7 7
T P 4

上 層
陶器 蓋 － － － －

外）灰 白2 ．5 Y 7／1
断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 a

外 面 に呉 須 絵、唐 草 文 。呉 須 は青 灰 色 に発
色 。灰粕 b － 灰 白色 を帯 びる半 透 明の 粕 。

4 7 8
T P 6
下層

陶器 蓋
－ － － －

外）灰 白5 Y 7／1

断 ）灰 白5 Y 7／1 b
外 面 に呉 須 絵、植 物 文。呉 須 は淡 青 色 に発

色 。灰粕 C 一 透 明 の柚 。

4 7 9
T P 4
上 層

陶器 蓋 物 13 ．6 5 ．7 8 ．6
外）灰 自5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a

文 様 の有 無 は不 明。高 台 内 平 坦。 口緑 部 無

粕 。高 台 施 粕 。灰 柚 b － 灰 白色 を帯 び る半

透 明 の粕 。

目痕 な し。 内 底 に 白

色砂 が落 ち る。

内 底 周 縁 に白色 砂 が

落 ち る。 高 台 脇 に砂

付 着。

4 8 0
T P 6
上 層

陶器 段 重 1 1．3 4 ．4 9 ．2
外 ）灰 オ リーブ5 Y 6 ／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 a
内面 と高 台施 柚 。 口緑 部 内面 と端 部 無 粕 。

灰 粕 b －灰 オ リー ブ色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

4 8 1

4 8 2

T P 6
下 層

T P 4
中層

陶器

陶器

段 重

段 重

13 ．6

12 ．7

6 ．0

5 ．5

12 ．4

10 ．9

外 ）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

外）明 オ リーブ灰

2 ．5 G Y 7／1
断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

a

a

高 台 内を鋭 角 的 に削 り出す。内外面 緩 や か な

ロクロ目。高 台と口緑 端 部 無粕 。灰 粕 b 一 明
オ リー ブ灰色 を帯 び る透 明 の粕 。

高 台脇 重 ね 。文 様 の 有無 は不 明 。内面 施 粕 。
高 台 内～ 畳 付 施 粕 。 口緑 端 部 と高 台外 側 無

粕 。灰 粕 C一 明 オリーブ灰 色 を帯 び る光 沢 の
強 い透 明 の粕 。
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Tab．19　遺物観察表（19）

図 版
番 号

出土
地 点 種 類

器 種

器 形

法 量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

4 8 3
T P 5

上 層
陶器 段 重 16 ．4 5 ．3 14 ．4

外 ）灰 白 7．5 Y 7 ／1

断 ）灰 白7．5Y 7／1
b

外 面 に呉 須 に よる若 松 文 。呉 須 は青 灰 色 に

発 色 。 内面 と外 底 施 粕 。 口縁 端 部 と高 台 外
側 無 粕 。

4 8 4
T P 4
中層 陶器 水指 12 ．2 － － －

外 ）灰 白 5Y 7／2
断 ）灰 白5 Y 7／1 a

内面 施 粕 。灰 柚 C 一 淡 いオ リーブ灰 色 を帯 び

る半透 明 の粕 。

4 8 5
T P 5
下 層

陶器
火 入 れ

又 は
香 炉

9 ．8
外）灰 白 5Y 7／2
断 ）灰 白5 Y 7／1 a

内面 ロクロ目顕 著。内 面無 柚 。灰 粕 b － 灰 オ

リーブ色 を帯 び る半透 明 の柚 。

4 8 6 T P 6
下 層

陶器 香 炉 10 ．9
外 ）灰 白 5Y 7／2

断 ）灰 自5 Y 7／1 a

外 面 上 位 まで ケズ リ。内面 ロ クロ目。内面 下
半 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 オ リー ブ色 を帯 び る半透

明 の粕 。

4 8 7
T P 4
中層 陶器

火入 れ

又 は
香 炉

10 ．0 7 ．0 6 ．0

外 ）にぷ い赤褐

5 Y R 4 ／3
断 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2

l b

内外 面 ロクロ 目。外 面 下位 に5 条 の 沈 線 。内

面 下 半 と高 台無 粕 。鉄 軸 一 にぷ い赤 褐 色 の

柚 。

目痕 なし。

4 8 8
T P 4
上 層

陶器
火入 れ

又 は
香炉

9 ．8
外 ）暗 赤 褐 5 Y R 3 ／3
断 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2 a

口縁 部 外面 に2 条 沈 線 と印刻 に よる雲 文 。内
面 下 半無 粕 。鉄 粕 は暗 赤 褐 色 に発 色 。

4 8‾9 T P 5
下層

陶器 香 炉 蓋
外）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 a

屋 根 形。屋 根 の下 位 に 窓 を設 ける。 内面 施
粕 、か えりの み無 柚 。灰 粕 a － 灰 白色 を帯 び

る半透 明 の粕 。

4 9 0 T P 6
下層

陶器 不 明 10 ．2 5 ．0 8 ．8

外）暗 赤褐

2 ．5 Y R 3 ／2
断）灰 黄 2 ．5 Y 6 ／1

a

茄 子 形。把 手 は貼 付。体 部 上位 に窓 あ り。体

部 下位 に荒 い ケズ リ痕 。高 台 内兜 巾状 。体 部
内 面 施 粕 、高 台 無 柚 。鉄 柚 。体 部 は暗 赤 褐

色 、へ 夕は黒色 に発 色 。

4 9 1
T P 6
上 層

陶器
鳥 め

水 入れ 9 ．3 2 ．7 9 ．8
外）灰 白7 ．5 Y 7／1

断）灰 白7 ．5 Y 7 ／1 b

タタ ラ成 形。内 外 面 ナデこ内底 に直 線 方 向 の

パ ケ。外底 未 調 整 で 凹凸 あ り。外 底 無粕 。灰
粕 は焼 成 不 良気 味 で部 分 的 に 白濁 。

焼 成 不良 。

4 9 2
T P 6
上層

陶器 鳥 の
水 入れ 3 ．1

外）灰 白7 ．5 Y 7／1
断）灰 白2 ．5 Y 7／1 b

タタ ラ成 形。内 外面 ナデこ 内底 に直 線 方 向 の

パ ケ。外 底 ナデこ外 底 無 粕 。灰 粕 C一 灰 白色
を帯 び る透 明の 柚 。

4 9 3 T P 5
下層

陶 器
鳥 の

水 入れ
4 ．0

外 ）灰 白5 Y 7 ／2

断）灰 白5 Y 7 ／1 b

タタラ成 形。底 部 脇 の 接 合 部 に ユ ビオ サエ

痕 。内外 面 ナ デこ灰 粕 b 一 明 オ リー ブ灰色 を
帯 び る半 透 明 の粕 。

4 9 4
T P 4

陶 器
鳥 の

－ 3 ．3 － －
外 ）灰黄 2 ．5 Y 7／2

C
把 手 は 剥 離 。内 面 施 粕 、外 底 無 粕 。灰 粕 b

排 土 水 入れ 断）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2 一一浅黄 色 を帯 び る光 沢 の強 い透 明 の柚 。

4 9 5
T P 6
上 層 陶 器

鳥 の
水 入れ 2 ．8

外）灰 白．7 ．5 Y 7／1

断）灰 白2 ．5 Y 7／1 a

タタラ成形 。内外 面 ナ デこ内 底 に直 線 方 向の

パ ケ。外底 ナデこ外 底 無 粕 。灰 粕 C一 灰 白色
を帯 び る透 明の 粕 。

4 9 6
T P 6 陶器 鳥 の

－ 2 ．6 － －
外）灰 白5 Y 7 ／2

b
タタ ラ成 形 。内外 面 ナ デこ外 底 ナ デこ外 底 無

上層 水 入れ 断）灰 白5 Y 7／1 粕 。灰 粕 C一 灰 白色 を帯 びる透 明の 粕 。

4 9 7
T P 6
上 層 陶器

鳥 の
水 入れ 2 ．8

外）灰 白5 Y 7 ／1
断）灰 白2 ．5 Y 7／1 b

タタ ラ成 形。把 手 は貼 付 。内外 面 ナ デこ外 底

ナ デこ外 底無 粕 。灰 粕 C 一 明 オ リー ブ灰色 を
帯 び る半 透 明 の粕 。

4 9 8
T P 5
上 層

素 焼 き 餌 猪 口 6 ．1 1 ．9 5 ．4 － 灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b 把 手 は貼 付 。外 底 回 転 ケズ リ。無 粕 。 末 製 品。素 焼 き。

4 9 9
T P 6
上 層

陶 器 餌 猪 口 5 ．2 2 ．9 4 ．8
外 ）灰 白5 Y 7 ／2
断）淡黄 2 ．5 Y 8 ／3 b

把 手 は貼 付 。内面 ロクロ目。外 底 回転 ケズ リ。

外 底 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る透 明 の
柚 。

5 0 0
T P 6
上 層

陶 器 餌 猪 口
－ － － －

外 ）灰 7 ．5 Y 6 ／1
断 ）灰 白5 Y 7 ／1 b

把 手 は貼 付 による。灰 粕 b 一 明 オリーブ灰 色
を帯 び る透 明 の柚 。

5 0 1
T P 2
上 層

陶 器 餌 猪 口 4 ．6 1．3 4 ．3
外 ）灰 オ リーブ 5 Y 6／2
断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

把手 は貼 付 に よる。外底 回転 糸切 り。外 底 無
粕 。灰 粕 b 一 灰 オ リーブ色 を帯 び る半透 明 の

粕 。

5 0 2
T P 6
下 層

陶 器 餌 猪 口 5 ．2 1．3 5 ．0 －

外 ）灰 白5 Y 7／2

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a
内外 面 と外 底 施 柚 。灰 粕 b － 灰 白色 を 帯 び

る透 明の粕 。

5 0 3 表 採 陶 器 餌 猪 口 5 ．0 1．8 5 ．0
外 ）灰 白5 Y 7／1

断 ）灰黄 2 ．5 Y 7／2 ．b

把 手 は 欠 損 。外 底 回 転 ケズ リ。外 底 無 粕 。

灰 粕 b 一 灰 白 色 を帯 び る半 透 明 の粕 。焼 成
不 良で 部 分 的 に白濁 。

焼 成 不 良気 味 。

5 0 4 表 採 陶 器
聾

水 入 れ － 5 ．5 － －

外 ）灰 黄 5 Y 7 ／2

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a
長 楕 円形 。外 面 に呉 須 に よる植 物 文 。呉 須

は緑 灰色 に発 色 。外底 に直 線 方 向 のナ デこ

5 0 5
T P 5

上 層
陶 器 水 滴

全 長

6 ．7

全 幅

4 ．7

器 高

2 ．4

注 口

径 0 ．4

外 ）灰 白 5 Y 7／1

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

たた ら成 形。上 面 ケズ リ。側 面 と底 部 外 面 ナ

デこ内面 と底 部 外 面 無粕 。灰 柚 b 一 淡 い灰 オ

リーブ色 を帯 びる半透 明の粕 。

5 0 6
T P l

上 層
陶 器 筆 筒 － － 7 ．6 －

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

断 ）淡 黄 2 ．5 Y 8 ／3
b

外 面 下 位 に脚 を貼 付 。外 面 に鉄 絵、 宝 文 。

内面 と外 底 無 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良で 粉 状 。
焼 成 不 良。

5 0 7
T P 4

上 層
陶 器

風 鈴

又 は
釣 り鐘

摘 み

径 0 ．8

外 ）灰 白7．5 Y 7／1

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a

ロクロ成形 。把手 と釣部 分 は貼 付 。外 面 印 刻

に よる菊 花 文 。灰 柚 C 一 明 オ リー ブ灰 色 を帯
び る透 明 の粕 。

5 0 8
T P 5

上 層
陶 器 －花生 か

外 ）褐 灰 7 ．5Y R 4 ／2

断 ）灰 白10 Y R 7／1 a
内面 ロクロ 目顕 著 。内 外 面 に 鉄 柚 施 粕 。粕

は褐 灰色 。

5 0 9
T P 6
下 層 陶 器 瓶

外 ）灰 白 7．5 Y 7／1

断 ）灰 白5 Y 7／1 a

鉄 抽 象 倣 。印刻 に よる雲 ・菊 花 ・山形 文・雷 文・

丸 に クル ス文 。 内 面 無 粕 。 灰 粕 C－ 透 明 の
粕 。

5 10
T P 2
上 層 陶器 瓶 11 ．6

外 ）暗 赤灰 2 ．5Y R 3／1
断 ）黄 灰 2 ．5 Y 6／1 b

内面 ロクロ目顕 著。内面 施 粕 、外底 無 粕 。鉄

粕 一 暗赤 灰 色 に発 色 。
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Tab．20　遺物観察表（20）

図 版
番 号

出土

地 点
種 類

器 種

器 形

法呈
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

5 11 T P 6
上 層

陶 器

瓶

又 は
花 生

7 ．2
外）灰 白10 Y R 7／1

断）灰 黄 2 ．5 Y 6 ／2 a

内 外面 ロ クロ目顕 著。外 底 回転 糸 切 り。内面
施 柚 。底 部 無 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る

半透 明 の粕 。

5 1 2
T P l
上 層

陶 器 瓶 6 ．6
外）暗赤 褐 5 Y R 3 ／4

断）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2 b

外 面 にへラ彫 りによる陰 刻 文 様 。内面 ロ クロ

目。底 部 クリ底 。高 台施 粕 。鉄 粕 施 粕 。粕 は
暗 赤褐 色 。

5 13
T P l
上 層

陶 器 瓶 類 6 ．6

外 ）淡 黄 5 Y 8 ／3
断 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 6 ／4
C

体 部 外 面 に縦 方 向の筋 目あ り。 クリ底。体 部

内面 と底 部 無 柚 。全 体 に 白化粧 土 施 粕 後 灰
粕 を重 ね 掛 け。灰 粕 は淡 黄 色 を帯 び る半 透

明 の粕 。

5 14
T P 5

上 層
陶 器 瓶 類 － － 8 ．4 －

外 ）黒 7 ．5 Y R 2 ／1

断）褐灰 10 Y R 5／1 a
ク リ底 。内 面 ロクロ目。高 台施 粕 。鉄 粕 一 黒

色 の粕 。

5 15
T P l 陶 器 瓶 類

－ － 7 ．0 －
外 ）暗赤 灰 10 R 3 ／1

b
内 面 ロク ロ目顕 著 。底 部 ク リ底 。高 台施 粕 。焼 成 不 良 。 内底 に に

上 層 断）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2 鉄 柚 は焼 成 不良 気 味で 白濁 。 ぷい 橙 色 土が 溶 着 。

5 16
T P 5

上 層
陶 器 瓶 － － 3 ．8 －

外 ）黒 褐 色 10Y R 3／1

断）淡 黄 2 ．5 Y 8 ／3
b

内面 ロクロ目。外底 回転 糸 切 り。内面 と底 部

無 粕 。鉄 粕 は焼 成 不 良で 白濁 。
焼 成 不 良 。

5 17
T P 5 陶 器 茶入 れ

－ － 3 ．0 －
外 ）灰 褐 5 Y R 4 ／2

a
内面 に多段 の ロクロ 目。外 底 回転 糸切 り。内

上 層 か 断）明褐 灰 7 ．5 Y R 7／2 面 と外 面 下位 無 粕 。鉄 柵 は気泡 を吹 く。

5 18
T P 4

陶 器 芸
笠部

－ 3 ．0 －
外 ）灰 白5 Y 7／2

a
外面 型 作 りによる菊 花 文 。灰粕 b － 灰 白色を 上 面 に別 個 体 陶 片 が

上 層 ．皿 径 3 ．7 断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2 帯 び る透 明 の粕 。 溶 着 。

5 19 T P 5
下 層

陶器 不 明
－ － － －

外 ）灰 白5 Y 7／1

断 ）灰 白5 Y 7 ／1 a 把 手 。灰 粕 a－ 灰 白色 を帯 び る半 透 明 の粕 。

52 0 T P 5
上 層

陶器 二とご璽E 9 ．4 7 ．5 7 ．0 1 2 ．2
外 ）黒 褐 10 Y R 2／2

断 ）灰 白5 Y 7／1 b

内面 ロ クロ目顕 著 。外底 回転 糸切 り。底 部 脇

にユ ビオサ 工。 内面 下 半 と底 部 無 柚 。鉄 粕

ー 黒 褐 色 の粕 。

5 2 1 T P 5 陶器 壷 か － － －
約 外 ）灰 自5Y 7／2

a
外 面 に鉄 絵 ．、文字 文 。鉄 錆 はオ リー ブ黄色 に

上 層 2 0 ．0 断 ）灰 白5 Y 7／1 発 色 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る透 明 の粕 。

5 2 2
T P l・6

上 層
陶器 賓 18 ．2 2 8 ．0

外 ）暗 赤 褐

2 ．5Y R 3 ／3

断 ）灰 白10 Y R 7／1
C

口縁 端 部 は 丸 く収 め る。 内面 ロ クロ目顕 著。
内面 施 粕 。体 部 に暗 赤 灰色 の鉄 粕 を施 粕 し、

肩 部 に灰 粕 を流 し掛 け。

5 2 2 ・5 2 6 同 一 個 体

か 。

5 2 3
T P 3

上 層
陶器

－＝土ご璽E
又 は
嚢

14 ．0
外 ）灰 白2 ．5 Y 7／1

断 ）灰 黄 2 ．5Y 6 ／2 b

内面 に強 い ロクロ目。底 部脇 に面 取 り。外 底

回転 ケズ リ。内面 施 粕 、底 部無 粕 。内面 に灰
粕 、外 面 に白化 粧 土後 透 明 の粕 。粗 い貫 人

が 入 る。

目痕 あ り。

5 2 4
T P l

上 層
陶器 ＝士ご璽E 2 1．0

外）にぷ い赤褐

2 ．5 Y R 4 ／4
断 ）明 褐 灰 7．5Y R 7 ／1

b 鉄 軸 施 粕 。粕 はにぷ い赤 褐 色 。

5 2 5 T P 6
下 層 陶器 壷 か － － 11 ．2 －

外 ）灰 オ リーブ 5Y 6 ／2

断 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2 b
体 部 内面 無 粕 。高 台施 粕 。灰 粕 b － 灰 オ リー

ブ色 を帯 び る半 透 明 の柚 。

5 2 6
T P l

上 層
陶器 聾 1 3 ．6

外 ）暗 赤 褐

2 ．5 Y R 3 ／3

断 ）灰 白10 Y R 7／1
C 外 底 ユ ビオサエ、ナデこ内面 施 粕 。 5 2 2 ・5 2 6 同 一 個 体

か 。

5 2 7
T P 4
中 層

陶器 嚢 17．2

外）暗 褐 7．5Y R 3／3

断 ）にぷ い黄橙
10Y R 7 ／3

C 内外 面施 粕 。外 底 施柚 。鉄 粕 は暗 褐 色 。

内 底 に輪 状 の 砂 目。

外 底 の 4 箇 所 に 円 形

の 砂 目。

5 2 8
T P 6

陶器
灯 明

10 ．4 2 ．7 6 ．0
外 ）黒 褐 色 5 Y R 3ノ1

a
外 面 回 転 ケズ リ後 ナ デこ外 底 回 転 ケズ リ。体 内面 に円盤 状 の 粘 土

と砂 礫 が 溶 着。 外 底

に円錐 ピ ンが溶 着 。
下 層 受 皿 断 ）橙 7．5 Y R 7／6 部 外 面 無柚 。鉄 粕 は黒 褐 色 に発 色 。

5 2 9
T P 3 陶器 灯 明

9 t6 1．9 4 ．2 －
外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

b
外 面 ロ クロ 目顕 著 。外 底 無 粕 。灰 粕 b － 透

焼 成 不 良気 味 。中層 受皿 断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 明 の粕 。外 面 片側 が 焼 成 不良 気 味で 白濁 。

5 3 0
T P l
下層

陶器 灯 明
受 皿 10 ．7 1 ．8 6 ．0

外）にぷ い赤褐

5 Y R 4／3
断 ）灰 白 2 ．5 Y 8 ／2

b

油 溝 は半 月状 で三 方 に設 ける。外底 回 転 ケズ

リ。内 外 画 施 粕 、外 底 に も粕 が 薄 く掛 か る。
鉄 粕 は焼 成 不 良 。

5 3 1
T P 5

上層
陶器

灯 明
受 皿 10 ．1 1 ．5 6 ．0

外）にぷ い 褐

7．5 Y R 5 ／3
断）灰 白7 ．5 Y 7 ／1

b
油 清 は半 月 状 で三 方 に油 溝 を設 け る。 内外

面 施 粕 、外底 無 粕 。鉄 粕 は焼 成 不良 。
焼 成 不良 。

5 3 2
T P l

陶器
灯 明

10 ．4 2 ．5 8 ．4 －
外）黒褐 色 5 Y R 3／1

b
油 溝 は アー チ状 （三方 か ）。外 底粕 拭 き取 り。

上層 受 皿 断）灰 黄 2 ．5 Y 6 ／1 鉄 粕 は黒 褐 色 に発 色。

5 3 3
T P 6
下層

陶器 火 鉢 外）灰黄 2 ．5 Y 7／2
断）淡 黄 2 ．5 Y 8 ／3 C

三 足 を貼 付 。体 部 内外 面 ヨコナデ ・タテパケ、

内底 ユ ビオサ エ ・不定 方 向 のナ デこ外 底 ナデこ

口緑 端 部 パ ケ。内 面 と底 部 無 粕 。灰 粕 b －
淡 黄色 を帯 び る半透 明 の粕 。

5 3 4 T P l 陶 器 棍 炉 2 1 ．8

外）にぷ い褐

7．5 Y R 5 ／3
d

焼 締 。部 分 的 に自然 柚 が掛 か る。前 面 に 口

縁 部 か ら切 り込 む 窓 あ り。体 部上 位 の双 方 に 外 面 片 側 に窯 壁 の一
上 層 断）にぷい黄 橙

10 Y R 6 ／3

半月 状 の双 耳 を貼 付 。外 面 ナ デ、内面 荒 いロ

クロ目。内面 に鉄 粕 、外面 無 粕 。

部が 溶 着 。

5 3 5

5 3 6

T P 6
上 層

陶 器
灯 明
受 皿

又は燭台

燭 台

9 ．4

外）にぷ い赤 褐

2 ．5 Y R 4 ／3
断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

C

b

受 け皿 と体 部 は分 割 成 形。体 部 上位 に円 孔 3
穴 が 残存 。高台施 粕 。内面 下半 無 粕 。鉄 粕 。

T P 5
上 層

陶 器

外）暗 赤灰 10 R 4 ／1

断 ）にぷ い黄橙

10 Y R 7／3

外 面 ロクロ目顕 著。上 面 中央 か ら径 6 m m の穿

孔 が入 る。

5 3 7 T P 5
上 層

陶 器 不 明 16 ．3 11 ．4 14 ．0
外）黒 褐 7．5 Y R 2 ／2

断）黄 灰 2 ．5 Y 7 ／2 a
内外 面 ロク ロ目顕 著 。内面 施 粕 、口緑 端 部 と

下位 端 部 無 柚 。鉄 柚 は黒 褐 色 に発 色 。
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Tab．21遺物観察表（21）

図版
番 号

出 土
地 点

種 類 器種
器形

法 量
色調 胎土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

53 8 T P 6
下 層

陶器 不 明

外）黒 褐 10 Y R 2 ／2

内 ）にぷ い黄橙

10Y R 7 ／3
断 ）黒 褐 10 Y R 3 ／1

b
外 面 に回 転 方 向 の刷 毛 目。内 面 ナ デこ外 面

に黒褐 色 の 鉄 柚 、内面 に にぷい黄 橙 色 の粕 。

5 3 9 T P 5
上 層

陶器 不 明

笠 部

径

12 ．4

外 ）暗 赤 褐

2 ．5 Y R 3 ／2
断 ）淡 黄 2 ．5Y 8 ／3

b
脚 部 か 。内 面 施 粕 、端 部 無 粕 。鉄 粕 。粕 は

焼 成 不 良気 味 で部 分 的 に 白濁。
焼 成 不 良気 味 。

5 4 0
T P 6
下 層

陶 器 担 鉢 か 7 ．8
外 ）灰 白 2 ．5 Y 7／1

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1
b

内外 面 に緩 や か な ロク ロ目。内 底 に 高 台 無

粕 。

目 痕 4 足 。 内 底 に 円

錐 ピ ン の 先 端 が 溶
着 。

5 4 1
T P 6 陶 器 皿

17 ．6 2 ．0 8 ．4 －

外 ）灰 自7．5 Y 7／1
a

口緑 部 溝 線 状 。外 面 ロ クロ 目顕 著。外 底 無
目痕 な し。

上 層 又 は蓋 断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 粕 。灰 粕 a－ 灰 白色 を帯 びる半 透 明の 粕 。

5 4 2
T P 2
上 層

陶 器 担 鉢 か 7 ．2

内）橙 7 ．5 Y R 6 ／6
外 ）不 明

断 ）浅 黄 橙 10Y R 8／3
b

高 台 内 を鋭 角 的 に削 り出 す。畳 付 外 側 を面 取

り。 内面 橙 色 を帯 び る透 明 の粕 。外 面 下 半

無 粕 。

5 4 3
T P 2
上 層

陶 器 捏 鉢 か 8 ．0

外 ）暗 赤灰 2 ．5 Y R 3／1

断 ）にぷ い橙

2 ．5Y R 6／4

b

高 台 内 を鋭角 的 に削 り出す。畳付 外 側 を面 取

り。 内面 鉄 柚 刷 毛 塗 り、外 面 鉄 粕 。外 面 下
半 無 柚 。

54 4
T P 6 陶 器 鉢 か

－ － 6 ．6 －
外 ）灰 自5 Y 7／2

a
高 台施 粕 。灰 粕 b 一 灰 白色 を帯 び る透 明 の 畳 付 に灰 白色 の 砂 が

下 層 断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 粕 。 少 量 付 着。

5 4 5
T P 6
下 層 陶 器 不 明 － － 6 ．2 －

外 ）灰 白5 Y 7／2
断 ）灰 白5 Y 7／1 a

内面 と高 台施 粕 。灰柚 b 一 灰 オ リーブ色 を帯

び る半 透 明 の粕 。

54 6
T P l
上 層

陶 器
鉢

又 は皿 － － 6 ．4 －
外 ）灰 白5Y 8／1

断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 a 高 台施 粕 。灰 粕 は焼 成 不 良気 味 で 白濁。 焼 成 不 良気 味 。

5 4 7
T P l
上 層

土 師 質
土器

小皿
白阜 器 1 1．6 1．8 8 ．0 －

灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b
内面 に 陽刻 による寿字 文 。外 面 ヨコナ デこ内

面 回 転 方 向の ナデこ外 底 直 線 方 向の ナデこ

54 8 T P l
上 層

土 師 質

土器

小皿

’白土 器
1 1．2 1．2 8 ．0 － 灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b

内面 に陽刻 による寿 字 文 。外 面 ヨコナ デこ内

面 回転 方 向の ナデこ外 底 直 線 方 向の ナテ：

54 9
T P 4
上 層

土 師 質

土器
小皿

白土 器 10 ．6 1．7 9 ．6 － 灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b
内面 に 陽刻 による寿字 文 。外 面 ヨコナ デこ内
面 回 転 方 向の ナデこ外 底 直 線 方 向の ナデこ

5 5 0
T P l
上 層

土 師 質
土 器

小皿
白土 器 1 1．9 1．5 8 ．0 －

灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b
内面 に 陽刻 に よる寿 字 文 。外 面 ヨコナ デこ内

面 回 転 方 向の ナデこ外 底 直 線 方 向の ナデこ

5 5 1 T P l
上 層

土 師 質

土 器

小皿
白土 器 10 ．6 1．7 8 ．4 － 灰 白 2 ．5 Y 8 ／1 b

内面 に陽刻 による寿字 文 。外 面 ヨコナ デこ内

面 回転 方 向の ナデこ外 底 直 線 方 向の ナデこ

5 5 2
T P 4
上 層

土 師質

土 器
小 皿
白土 器 1 1．2 1．8 7 ．6 － 灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b

内面 に陽刻 による寿字 文 。外 面 ヨコナ デこ内
面 回転 方 向 のナ デこ外 底 直 線 方 向の ナデこ

5 5 3
T P 4
中層

土 師質
土 器

小 皿
白土 器 11．0 1．9 7 ．2 －

灰 白2 ．5 Y 8 ／2 b 内面 に陽刻 に よる寿 字 文 。摩 耗 し調 整不 明 。

5 5 4
T P 6

上 層

土 師質
土 器

小 皿
白土 器 10 ．4 1 ．7 7 ．2 灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b

内面 に陽刻 による寿 字 文 。外 面 ヨコナ デこ内

面 回 転 方 向 のナ デこ外 底 中央 直 線 方 向 のナ

デこ周縁 部 回転 方 向 のナ デこ

口緑 に煤 。

5 5 5
T P 4 土 師質 小 皿

12 ．2 1．6 8 ．6 －
灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b

内面 に陽刻 による寿 字 文 。外 面 ヨコナ デこ内 内 底 と外 底 に強 い焦

上層 土 器 白土器 面 回転 方 向 のナ デこ外底 直 線 方 向 のナ デこ 坑

5 5 6 T P 6
下層

土 師質

土 器

小 皿

白土器
11．0 1 ．7 7．0 灰 白2 ．5 Y 8 ／2 b

内 面 に陽 刻 による寿 字 文 。器 面 摩耗 し調 整
不 明。

口緑 部 に煤 。

5 5 7 T P 5
上層

土 師質
土 器

小 皿
白土器 11．4 1．8 6 ．6 －

灰 白5 Y 8 ／1 b
内面 に陽刻 による寿 字 文 。外 面 ヨコナ デこ 内

面 回転 方 向 のナ デこ外底 直 線 方 向 のナ デこ
口緑 部 に煤 。

5 5 8
T P 5

下層

土 師質

土 器

小 皿
白土器 11．6 2 ．0 7．4 ・ －

灰 自2 ．5 Y 8 ／1 b
内面 に陽 刻 文 様 。内面 ナデこ外 面 回 転 ナ デこ

外底 ナ デこ

5 5 9
T P 6
上 層

土 師質

土 器

小 皿

白土器 11．4 1．9 7．0 － 灰 自2 ．5 Y 8 ／1 b
内面 に陽 刻 に よる高 砂文 。外 面 ヨコナ デこ内
面 回転 方 向 のナ デこ外底 直 線 方 向 のナ デこ

外面 に煤 。

5 6 0
T P 6
上 層

土 師質
土 器

小 皿
白土器 10 ．8 2 ．0 7．0 －

灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b
内面 に陽 刻 に よる高 砂文 。外 面 ヨコナ デこ内

面 回転 方 向 のナ デこ外底 直 線 方 向の ナ デこ
内外 面 に煤 。

5 6 1
T P l
上層

土 師質

土 器

小 皿

白土器
1 1．3 1．9 8 ．0 － 灰 白5 Y 8 ／1 b

内面 に陽 刻 による高 砂文 。外 面 ヨコナ デこ内

面 回転 方 向 のナ デこ外底 不 定 方 向の ナデこ

5 6 2
T P 4
中層

土 師質
土 器

小 皿
白土器 11 ．1 1．8 7．0 －

灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b
内面 に陽 刻 に よる高 砂文 。外 面 ヨコナ デこ内

面 回転 方 向 のナ デこ外底 不 定 方 向の ナデこ

5 6 3
T P 4
上層

土 師質
土 器

小 皿
白土器 11．6 1 ．6 8 ．6 灰 白2 ．5 Y 8 ／2 b

内面 に陽 刻 に よる高 砂 文 。外 面 回 転 ケズ リ、

内 面 回 転 ナ デこ外 底 回 転 ナ 菜 外 底 直 線 方
向 のナ デこ

5 6 4
T P l
上層

土 師質

土 器
小 皿
白土器 11 ．4 1 ．5 7．6 －

灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b
内 面 に陽 刻 に よる高 砂 文 。外 面 ヨコナ デ∴ 内

面 回転 方 向 のナ デこ外底 不 定 方 向の ナデこ

5 6 5
T P l

上層

土 師質

土 器

小 皿
白土器 － 1 ．5 － － 灰 白2 ．5Y 8 ／1 b

内 面 に陽 刻 に よる高 砂 文 。外 面 ヨコナ デこ 内

面 回転 方 向 のナ デこ外底 不 定 方 向の ナデこ

5 6 6
T P l
上層

土 師 質

土 器

小 皿

白土 器 － － － － 灰 白2 ．5Y 8／1 b
内 面 に 陽刻 による高 砂 文 。外 底 直 線 方 向 の

ナ デこ

l



Tab．22　遺物観察表（22）

図版
番号

出 土

地 点
種 類 器種

器 形

法 量
色調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

5 6 7 T P 6
下層

土 師 質

土 器
小皿

白土器 － － － 灰 白2 ．5Y 8 ／1 b
内 面 に 陽 刻 に よる高 砂 文 。 内外 面 ヨコナ菜

外 底 不定 方 向 のナ デこ

5 6 8 T P 6
上層

土 師 質

土 器

小 皿

白土器 － － － 灰 自2 ．5 Y 8 ／1 b
内 面 に 陽刻 に よる高 砂 文 。外 底 直 線 方 向 の

ナ デこ

5 6 9
T P l
上層

土 師質
土 器

小 皿
白土器 － － － －

灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b
内 面 に 陽刻 に よる高 砂 文 。外 底 不 定 方 向の

ナ デこ

5 7 0
T P 4
中層

土 師質
土 器

小 皿
白土 器 11．4 1．6 7 ．5 － 灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b 内面 に陽刻 に よる水 と菊花 。内 外面 ナ 菜

5 7 1
T P 4
上 層

土 師質
土 器

小 皿
白土 器 1 1．4 1．5 8 ．2 灰 白2 ．5 Y 8 ／2 b

内面 に陽 刻 による鶴 亀 文 。外 面 ヨコナ 弐 内
面 回転 方 向 のナ 菜 外 底 直 線 方 向 のナ菜

5 7 2
T P l
上 層

土師 質
土器

小 皿
白土 器 1 1．4 1．8 8 ．0 － 灰 白2 ．5 Y 8 ／1・ b

内面 に陽刻 による鶴亀 文 。外 面 ヨコナ デこ内

面 回転 方 向の ナ 慕 外 底 不 定方 向の ナ菜

5 7 3 T P 4
土 師 質

土 器
小 皿
白土 器 11．0 1．9 7 ．0 － 灰 白10 Y R 8 ／2 b

内面 に陽刻 による鶴亀 文 。外 面 ヨコナ 菜 内

面 回転 方 向の ナデこ外 底 弧 状 のナ デこ

5 74 T P 5
上 層

土師 質

土器

小皿

白土 器 1 1．4 1．5 6 ．6 － 灰 白2 ．5 Y 8 ／1 ‘b
内面 に陽刻 による鶴 亀 文。外 面 ヨコナ デこ内

面 回 転 方 向の ナデこ外 底 直 線 方 向の ナデこ

5 75
T P 4

上 層

土 師 質

土器

小皿

白土 器 1 1．6 1．5 8 ．5 －
灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b

内面 に 陽刻 に よる鶴 亀 文 。外 面 ヨコナ デこ内

面 回 転 方 向の ナ菜 外 底 不定 方 向 のナ デこ

57 6
T P l
上 層

土 師 質

土器

小皿
自土器 1 1．5 1．6 7 ．8 －

灰 白2 ．5 Y 8／1 b
内面 に 陽刻 に よる鶴 亀 文 。外 面 ヨコナ デこ内
面 回 転 方 向の ナ菜 外 底 不定 方 向 のナ 菜

5 7 7
T P l
下層

土 師 質
土 器

小皿
白土器 － － － － 灰 白2 ．5 Y 8／1 b

内面 に陽 刻 に よる鶴 亀 文 。外 面 ヨコナデこ内
面 回 転方 向の ナデこ外 底 ナデこ

5 7 8
T P l
下層

土 師質

土器
小皿

白土器 － － － － 灰 白2 ．5Y 8／1 b 内 面 に陽刻 による鶴 ．亀 文 。外底 ナ 弐

5 7 9
T P 4

中層

土 師質

土 器

小皿

白土器 10 ．6 1．7 5 ．8 － 灰 白10 Y R 8 ／1 b
無 文 。内 面 回 転 方 向 の ナ 弐 外 面 ヨコナ 弐

外 底直 線 方 向 の十 荒

5 8 0 表 採
土 師質

土 器

小 皿

白土器
10 ．4 1．7 7．2 －

灰 白2 ．5 Y 8 ／2 b
無 文 。外 面 回転 ケズ リ後 回 転 ナ 弐 内 面 摩

耗 し調 整 不 明 。外 底 回 転ケズ リ後 回転 ナ 弐
口緑 部 に灯 芯 痕 。

5 8 1
T P 5 土 師質 小 皿

8 ．8 1 ．6 5 ．8 －
灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b

内面 ナ デこ外面 口緑 部 回転 ナ デ＼体 部 回転 ケ 口 緑 部 の 2 箇 所 に灯
上 層 土 器 白土 器 ズ リ。外 底 回 転 ケズ リ。 芯 油 痕 。

5 8 2
T P 5
上 層

土 師質
土 器 小 皿 9 ．2 1．3 6 ．0 － 灰 白2 ．5 Y 8 ／2 b

無 文 。外 面 ・外 底 回転 ケズ リ。外 底 中央 ケズ

リ出 し。内面 回 転 ナデこ
口緑 部 に灯 芯 痕 。

5 8 3
T P l・6
下 層

土 師 質

土器
小皿 1 1．1 2 ．2 7 ．0 にぷ い橙 7 ．5 Y R 7／4 b

無 文 。外 面 ヨ コナ デこ内 面 周 縁 部 回転 方 向

の ナデこ 内底 直 線 方 向 の ナ デこ外 底 直 線 方
向の ナデこ

口綾 部 に灯 芯 痕 。

5 8 4
T P 6
下 層

土 師 質

土器
小皿 10 ．6 1．5 7 ．0 にぷ い橙 7 ．5 Y R 7／4 b

無 文 。外 面 ヨ コナ デこ内 面 周 縁 部 回転 方 向

のナ デこ内底 不 定方 向の ナデこ外 底 不定 方 向
のナ デこ

口緑 部 に ター ル 状 の
灯 芯 痕 。

5 8 5 T P 6
下 層

土 師 質

土器
小 皿 9 ．6 1．8 6 ．0 － にぷ い黄橙 10 Y R 7ノ3 b

無 文。外 面 ヨコナ ・荒 内 面 不 定 方 向の ナ デこ

外 底 不 定方 向の ナデこ 口緑 部 に煤 。

5 8 6
T P 5

上 層

土 師 質

土 器
小 皿 9 ．8 1．8 6 ．0 －

にぷ い黄橙 10 Y R 7／3 b
無 文 。外 面 ヨコナ デこ内 面 不 定 方 向 の ：ト荒

外 底 不 定方 向のナ デこ

5 8 7
T P 6
下層

土 師 質
土器 小皿 7 ．8 1．8 4 ．4 － 灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b 内外 面 回転 十 荒 外 底 回転 糸切 り。

5 8 8
T P 6
下層

土 師 質

土 器
小皿 6 ．5 1．4 4 ．2 － 灰 白2 ．5 Y 8／1 b

内底 緩 や か に凸 状 。内 外 面 回 転 ナ デこ外 底

回 転 糸切 り。

5 8 9 T P 6
下層

土 師質

土 器
杯 8 ．8 3 ．5 5 ．2 － 灰 白2 ．5Y 8 ／1 b 内 外面 回 転 ナ デこ外底 回 転 糸切 り。

5 9 0
T P 6 土 師質

杯
－ 4 ．7

外）灰 白10 Y R 8 ／1
b

内 外面 回 転 ナ デこ内面 ロクロ 目顕 著　 外底 回
下 層 土 器 断）灰 白1 0Y R 8 ／1 ′ヽ　　　　○転 糸切 り。

5 9 1
T P 6
下 層

土 師質

土 器
杯 4 ．5 灰 白10 Y R 8 ／1 a 内外 面 回 転 ナ弐 外 底 回転 糸 切 り。

5 9 2
T P l
上 層

土 師質
土 器 不 明 8 ．4 にぷ い橙 5 Y R 7 ／4 C

外 面 に繊 維 状 の原 体 による細 か し．）擦 痕 。内
面 ロクロ目。外 底 回転 糸切 り。 尾 戸 か。

5 9 3
T P 5
上 層

土 師質

土 器
不 明 10 ．8 灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b 内面 に強 いロ クロ目、外 面 ケズ リ。

外 底 に文 字 、「寛 保 □

口西 口」。

5 9 4
T P 4
上 層

土 師 質
土 器

手 捏

土 器
3 ．8 1．7 3 ．2 灰 白 2 ．5 Y 8 ／1 b

手 軽 ね 成 形 。体 部 外 面 縦 方 向 の粗 い ナ 菜
内底 ユ ビオ サエ 、ナデこ

5 9 5 T P 7 窯 道 具 サ ヤ
13 ．6
内径

1 1．8

7 ．5
内音 14 ．8

外 ）灰 白2 ．5 Y 8／1

内）灰 白2 ．5 Y 8 ／1
断 ）灰 自2 ．5 Y 8 ／1

d
口緑 部 に決 りあ り。 内外 面 回転 ナデこ内面 ロ 外 底 周 縁 に灰 白色 の

円 形 「司
6 ．4

クロ目顕 著 。外 底 静止 糸切 り。 粘 土帯 剥 離 痕 。
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Tab．23　遺物観察表（23）

図版

番 号

出土

地 点
種 類

器 種

器 形

法量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

5 9 6 T P 6 窯道 具 サ ヤ
11．2
内径

10 ．0

8 ．6
内 高

7 ．2
13 ．2

外）にぷ い黄 褐

10 Y R 5 ／4
内）にぷ い黄 褐

10 Y R 5 ／3
断）褐灰 10 Y R 6／1

d
口緑 部 に決 りあ り。内 外 面 ロクロ 目顕 著 。外 口緑 端 部 に打 痕 。 内

上 層 円形 底静 止 糸切 り。 底 に砂 少 量 。

5 9 7 T P 4 窯道 具 サ ヤ
13 ．8
内径

12 ．2

9 ．9
内高

8 ．3
15 ．0

外 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／4
d

挟 り ・穿 孔 の 有無 不 明 。内外 面 回転 ナ デこ内 口緑 端 部 と外 底 周 縁

に粘 土 帯 剥 離 痕 。 内
底 に灰 白色 砂 。

下 層 円形 内）浅 黄 2 ．5 Y 7／3

断 ）灰 白2 ．5 Y R 7 ／1

面 ロクロ目顕 著 。外底 静 止 糸切 り。

5 9 8
T P 4

窯道 具
サ ヤ 15 ．0

内径

13 ．0

10 ．8
内高

7 ．9

16 ．0

外 ）にぷ い黄橙

10 Y R 5／4
d

口緑 部 に決 りあ り。内 外 面 ロクロ 目顕 著。外
体 部 外 面 上 位 にへ ラ
記 号。 口緑 端 部 と外

上 層 円形 内）灰 自2 ．5 Y 8 ／2
断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

底 静 止 糸切 り。 底 周 縁 に粘 土 帯 剥 離
痕 。内底 に砂 。

5 9 9
T P l 窯 道 具 サ ヤ 14 ．4

内径

11 ．8

外 ）にぷ い黄橙

10Y R 6／4
d

体 部 上 位 に焼 成 前 穿 孔 あ り。内 外 面 回 転 ナ
体 部 外 面 中位 に‘印 刻

（丸 にクルス）。外底 周
上 層 円 形 内）灰 黄 2 ．5Y 7／2

断 ）灰 自10 Y R 7／1
弐 内面 ロクロ 目顕 著 。外 底 静止 糸 切 り。 緑 に 粘 土 帯 剥 離 痕 。

体 部外 面 に自然粕 。

6 0 0 T P l 窯 道 具 サ ヤ
14 ．0
内径

12 ．0

1 1．1
内高

10 ．0
1 5 ．8

外 ）暗 赤 褐 5 Y R 3 ／3

内）にぷ い橙
d

口緑 部 に決 りあ り。 内外 面 回転 ナデこ内面 ロ
外 底 周 縁 に帯 状 の 粘

土 が 付 着。 内 底 に 灰
下 層 円形 5 Y R 6 ／4

断 ）灰 白5 Y 8／1
クロ目顕 著。外 底 静止 糸切 り。 白色 砂 。外 面 に 自然

粕 。

6 0 1 T P 6 窯 道 具 サヤ
14 ．2 11．5 16 ．6

外）にぷ い赤褐

2 ．5 Y R 4 ／3
内）にぷ い赤褐

d
口緑 部 に決 りあ り。外 面 ロクロ目顕 著 。外底 体 部 外 面 の 二 箇所 に

上 層 円形 2 ．5 Y R 4 ／3
断）にぷ い赤褐

2 ．5 Y R 4 ／3

静止 糸 切 り。 印 刻 （三 重 丸 ）。

6 0 2
T P 4 窯 道具 サ ヤ 15 ．4

内 径

13 ．6

10 ．1
内 高

8 ．5

16 ．4

外）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6 ／4
d

口緑 部 に挟 りあ り。内外 面 回 転 ナ デこ内 面 ロ
体 部 外 面 の2 箇 所 に
印 刻 （雷 文 ）。 口緑 端

上層 円形 内）浅 黄 2 ．5 Y 7／3

断）浅 黄 2 ．5 Y 7 ／3
クロ 目顕 著 。外 底 静 止糸 切 り。 部 と外 底 周 縁 に粘 土

帯 剥 離 痕 。内底 に砂 。

6 0 3
T P 6 窯道 具 サ ヤ

16 ．4 1 1．0 16 ．0

外 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／2
内）にぷ い黄 樫

10 Y R 7／3
断 ）灰 白10 Y R 8 ／2

d
口緑 部 に挟 りあ り。外 面 ロクロ 目顕著 。外 底 体 部 外 面 上位 に印 刻

下 層 円 形 回転 糸切 り。 （菱 文）。

6 0 4
T P 5 窯 道 具 サ ヤ 15 ．7

内径

14 ．0

10 ．8
内高

9 ．3

15 ．4

外 ）黒 褐 10Y R 3／2

内）にぷ い黄 褐
d

口緑 部 に挟 りあ り（3 穴 ）。内 外 面 ロクロ 目顕
口緑 端 部 に 団子 状 の
粘 土 剥 離 痕 、外 底 周

下 層 円 形 10 Y R 5／3
断 ）灰 黄 褐 10 Y R 5 ／2

著 。外底 静 止 糸切 り。 緑 に 径 2 ．5 cm の 円 盤
状 の粘 土 が 付 着。

6 0 5
T P l
上 層

窯道 具 サ ヤ
円形

18 ．6 10 ．8
19 ．0

外 ）暗 褐 1 0Y R 3 ／3
内）にぷ い黄

d
口緑 部 に決 りあ り（3 穴 ） 内 内外 面 ロクロ目

体 部 外面 中位 に印 刻。

口 緑 端 部 に 粘 土 帯 、

内径

17 ．0

内局

9 ．2

2 ．5Y 6 ／3
断 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 7 ／2

／ 口　」 ＼　　　　 ノ㌧ 。　　　　　　　　　　 。
外底 静 止糸 切 り。

外 底 周 縁 に粘 土 塊 の

剥 離 痕 。 内 底 に 砂。
体 部外 面 に自然粕 。

6 0 6 T P l 窯 道 具 サ ヤ
15 ．4 1 1．0

16 ．2

外 ）浅 黄 2 ．5Y 7／3

d
口縁 部 に決 りあ り（2 穴 ） 内 外 面 回 転 ナ ‾や

口緑 端 部 に灰 白色 の
粘 土 が 付 着 。外 底 周

上 層 円形 内径

12

内尚

9 ．0

内 ）褐 7 ．5 Y R 4／3

断 ）灰 白10 Y R 8 ／2

／ 口　」　　　　　　　 ノ＼ 。　　　　　　 広　 丁。
内面 ロクロ目顕 著。外 底静 止 糸切 り。

緑 に粘 土 剥 離 痕 。内
底 に 灰 白 色 砂 が 付

着 。外 面 に 自然 粕 。

6 0 7 T P 4 窯 道 具 サ ヤ 16 ．2
内 径

13 ．0

外）にぷ い黄 橙

10Y R 7 ／3
d

体 部上 位 に焼 成 前穿 孔 あ り。内外 面 ロクロ目
体部外面の3 箇所 に印刻

（輪違い文） 外底周縁に
上 層 円形 内）灰 白5 Y 8 ／1

断 ）灰 白 5 Y 8／1
顕 著。外 底 静止 糸切 り。 0　　　　．．．一粘土帯剥離痕。内面下位

に円盤状の粘土が付着。

6 0 8
T P 6
下層 窯 道具 サヤ

円形

14 ．0
内 径

13 ．0

9 ．5
内 高

8 ．5
15 ．4

外）黄灰 2 ．5 Y 6 ／1
内）にぷ い黄

2 ．5 Y 6 ／3

断）灰 白2 ．5 Y 7／1

d

体 部 下 位 に径 1．5 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り（2

穴 ）。内外 面 ロ クロ目顕著 。外底 静 止 糸切 り。
内底 周 縁 にユ ビオサエ。

体 部 外 面 に印 刻 あ り。

口線端 部 に灰 白色 の粘
土帯、外底周 縁 に粘 土
帯 剥離 痕。内底 に砂。

6 0 9
T P 4 窯 道具 サヤ 14 ．6

内径

13 ．3

1 1．8
内高

10 ．3

15 ．0

外）にぷ い黄 橙

10 Y R 6 ／3
内）にぷ い橙

d
体部 上位 に径 2 ．5 cm の 焼成 前穿 孔 あ り。内外 外 底 周 縁 に粘 土 帯 剥

離 痕 。内 底 に 鉄 粕 が
流 れ 落 ち る。

下層 円形 7 ．5 Y R 6 ／4
断 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6 ／4

面 ロクロ目顕著 。外底 静 止 糸切 り。

6 10 T P 5 窯道 具 サ ヤ
15 ．6
内径

14 ．4

10 ．6
内高

9 ．3
18 ．0

外 ）灰 黄 褐 10 Y R 5 ／2

内）灰 黄 2 ．5 Y 7／2
d

体 部 下 位 に 径 1 ．8 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り（3
口緑 端 部 と外 底 周 縁

に灰 白色 の 粘 土 帯 剥
下 層 円形 断 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／2
穴 ）。内外面 ロクロ目顕 著 。外底 静 止 糸切 り。 離 痕。内底 は砂が 付着

し鉄 粕 が流 れ落 ちる。

6 1 1

6 12

6 13

6 14

T P 5
下 層

窯 道 具

窯 道 具

窯 道 具

窯 道 具

サ ヤ
円 形

16 ．2

ノ：

10 ．9

17 ．8

16 ．0

18 ．0

12 ．6

外 ）灰 黄 褐 10 Y R 4 ／2

d

d

d

d

体 部 下 位 に 径 1 8　 の 焼 成 前 穿 孔 あ り（3 口緑 端 部 と外 底 周 縁

内径

14 ．6

17 ．9

内 尚

9 ．4

12 ．0

内）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2

断 ）灰黄 2 ．5 Y 7／2
口　　　　 」∃三 ．cm　　 夢己　　削

穴 ）。 内外面 ロクロ目顕 著 。外底 静止 糸 切 り。
に粘 土帯 剥離痕 。内底

に鉄 粕 が流れ 落ち る。

T P l サ ヤ

外 ）にぷ い赤褐

5 Y R 5 ／4
内 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2

断 ）にぷ い黄 橙

10Y R 7 ／2

外）黒 褐 7 ．5 Y R 3／2

内）にぷ い褐

挟 り・穿 孔 の有 無 不 明。内 外面 ロクロ目顕著 。
体 部 外 面 下 位 の 2 箇

所 に 印刻 （輪 違 い文 ）
上 層

T P 4

円形

サ ヤ

ニ′ヽ外 底 静止 糸切 り。

挟 り・穿 孔 の有恕 不 明　 内外 面 回 転 ナ －や　内

0外 底 周 縁 に粘 土 帯 剥
離 痕 。内底 に砂 。

口緑 端 部 と外 底 周 縁
下 層 円形 内径

13 ．0

内尚

11 ．0
7 ．5Y R 5／3
断 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2

　ヽ　　　　　　　 ノ…　　 。　　　　　　　　　 丁。
面 ロクロ目顕 著。外 底 静止 糸切 り。

に粘 土 帯 剥 離 痕 。外

面 と外 底 に 自然 粕 。

使用 痕 な し。
T P l サ ヤ 1 2 ．2

内径

10 ．8

4 ．6

日

外）にぷい橙

7．5Y R 6 ／4 口緑 部 に挟 りあ り。内外 面 回転 ナ デ　 外 底 に
上層 円形 内同

3 ．5

内）にぷ い黄 樫

10 Y R 7／3

○凹 凸 あ り。
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Tab．24　遺物観察表（24）

図 版

番 号

出土

地 点
種 類

器 種

器 形

法量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器高 底 径

．6 1 5
T P 6

窯道 具
サ ヤ 13 ．6

内径

12 ．0

4 ．8
内高

3 ．5
13 ．8

外 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 6 ／3
内）にぷ い橙

d
口緑 部 に決 りあ り（1又 は2 穴 ）。内 外 面 ロクロ 外 底 周 縁 に粘 土 帯 剥

離 痕 。 内 底 に砂 。体

部 外 面 に 自然 粕 。
上 層 円形 7 ．5 Y R 6 ／4

断）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6 ／4

目顕 著 。外 底 静止 糸 切 り。

6 1 6
T P 6

窯道 具
サ ヤ 13 ．0

内径

10 ．6

4 ．7
内高

3 ．6

13 ．0

外 ）にぷ い黄 褐

10 Y R 5 ／3
内）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／3
断）灰 白2 ．5Y R 7 ／1

d
口緑 部 に決 りあ り。内外 面 回 転 ナ デこ内面 ロ

外 底 周 縁 に打 痕 。 内

底 に砂 が 付 着 し、鉄
上 層 円 形 クロ 目。外 底 静止 糸切 り。 柚 が 流 れ 落 ち る。体

部 外 面 に 自然 柚 。

6 17
T P l 窯道 具 サ ヤ

14 ．0
内径

1 2

5 ．5
内高

7．8

14 ．4

外 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 5 ／4
d

口 緑 部 に決 りあ り（1又 は 2 穴 ）。内 外 面 回 転

口緑 端 部 に灰 白色 の

粘 土、 外 底 周 縁 に粗
砂 と粘 土 塊 が 付 着 。

内底 に灰 白色 砂 が 付
着。外面 に自然柚 。

上 層 円形 内）にぷ い黄 橙

10 Y R 6 ／3

ナ デこ外底 静 止 糸切 り。

6 18
T P 6
上 層

窯道 具 サ ヤ
円形

13 ．8
内 径

11．8

5 ．4
内高

4 ．1
14 ．0

外）灰 白2 ．5Y 7／1

内）灰黄 2 ．5 Y 7／2

断）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

d
口緑 部 に挟 りあ り（2 穴 ）。内 外 面 回 転 ナ デこ

外面 ロクロ目顕 著。外底 静 止 糸切 り。

外 底 周 縁 に 灰 白色 の

粘 土 が 付 着 。 内底 周
縁 に砂 。

6 19
T P 6 窯 道具 サ ヤ

14 ．0
内 径

1 2 ．0

6 ．1
内 高

4 ．3
14 ．6

外）にぷ い黄 橙

10 Y R 6 ／4
内）にぷ い黄 橙

d
口緑 部 に挟 りあ り（2 穴 ）。 内外 面 ロ クロ目顕

口緑 端 部 に 粘 土帯 が

付 着 。 内 底 に砂 。体
部外 面 に 自然 粕 。上層 円形 10 Y R 6 ／3

断）にぷ い黄橙
10 Y R 6 ／3

著。外 底 静止 糸切 り。

6 2 0
T P 6 窯道 具 サ ヤ

14 ．8
内径

13 ．0

5 ．2
内 高

4 ．0
15 ．0

外）にぷ い褐

7．5 Y R 5 ／3
内）にぷ い黄 橙

10 Y R 6 ／3
断）灰 白 10Y R 7 ／1

d
口緑 部 に決 りあ り（1又 は2 穴）。内外 面 ロクロ 外底 周縁 に粘 土 帯 剥

上 層 円形 目。外 底 静止 糸切 り。 離痕 。 内底周 縁 に砂。

6 2 1 T P l 窯道 具 サ ヤ
1 5 ．4
内径

1 3 ．4

5 ．5
内 高

4 ．2

14 ．8

外）暗 赤褐 5 Y R 3 ／3

内）褐 7．5 Y R 4 ／3
断）灰 黄褐 10 Y R 6／2

d
口緑 部 に挟 りあ り（1又 は 2 穴 ）。内 外 面 回 転 内底 に灰 白色 砂 が 付

下層 円形 ナ デこ外底 静 止 糸切 り。 着。外面 に自然粕 。

6 2 2 T P l 窯道 具 サ ヤ
15 ．2
内 径

13 ．4

・5 ．4
内 高

4 ．4

15 ．0

外）褐 灰 10 Y R 5／1

内）にぷ い黄 褐
d

口緑 部 に決 りあ り。 内外 面 ロク ロ目顕 著。外
体 部 外 面 に 印刻 。 口

緑 端 部 に 粘土 帯 剥 離
痕 。内底 に砂。下 層 円形 10 Y R 5 ／4

断）灰 黄褐 10Y R 5／2

底 静止 糸切 り。

6 2 3
T P 4

窯道 具
サ ヤ

17．0
内 径

15 ．4

5 ．6
内 高

4 ．1

17 ．2

外）にぷ い黄 褐

10 Y R 4 ／3
d

口緑 部 に決 りあ り（3 穴 か ）。内 外 面 ロク ロ目
体 部 外 面 に 印 刻
（菱 ）。外 底 周 縁 に粘

上層 円形 内）暗褐 7 ．5 Y R 3 ／3

断）灰 黄褐 10 Y R 4 ／2

顕 著。外 底 静止 糸切 り。 土帯 剥 離 痕 。 内底 に

砂。

6 2 4
T P 4 窯 道 具 サ ヤ

15 ．4
内径

13 ．4

4 ．8
内高

3 ．8
15 ．8

外）にぷ い橙

7．5 Y R 6 ／4
内）にぷ い褐

d
口緑 部 に決 りあ り。内外 面 ロ クロ目顕 著 。外

体 部 外 面 に 印 刻

（菱 ）。 口緑 部 か ら体

上 層 円形 7 ．5Y R 5／4

断 ）にぷ い黄橙
10Y R 7 ／2

底 静止 糸 切 り。 部 外 面 にか け て窯 土

が 溶 着。内底 に砂 。

6 2 5
T P 5
上 層

窯 道 具 サ ヤ
円形 15 ．8

外）灰 白 2 ．5 Y 8／2
内 ）灰 白 2 ．5 Y 8 ／2

断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2
d

体 部 下位 に径 1．3 cm の焼 成 前 穿 孔 あ り。内外

面 ロクロ 目顕 著 。

体 部 外 面 に 印 刻。 口

緑 端 部 に粘 土帯 剥 離
痕 。

6 2 6
T P 5 窯 道 具 サヤ

14 ．0
内径

12 ．6

5 ．2
内高

3 ．6
15 ．5

外）灰 黄褐 10 Y R 4 ／2

内 ）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

断 ）灰 黄 2 ．5 Y R 7 ／2

d
体 部 下 位 に径 1．2 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り（3

外 底 周 縁 に灰 白色 の

粘 土 帯 剥 離 痕 。内 底

上 層 円形 穴 ）。内 外面 回 転 ナ デこ外 底 静止 糸 切 り。 に砂 が 付 着。体 部 外

面 に 自然 粕 。

6 2 7
T P 6
下 層

窯 道 具 サ ヤ
円形

11 ．8
内径

10 ．5

5 ．9
内高

4 ．2
13 ．8

外）にぷ い黄橙

10Y R 7 ／3
内 ）灰 白2 ．5 Y 8／1
断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／1

d

体 部 下位 に径 1．5 cm の焼 成 前 穿 孔 あ り。内 外

面 回 転 ナデこ外面 強 い ロクロ目。外 底 静止 糸
切 り。

外 底 周 縁 に灰 白色 の
粘 土 帯 剥 離 痕 。内 底

に砂。体 部 内面 に 灰
粕 陶器 （小皿 か）の口

緑 部片 が 溶 着。

6 2 8
T P 6 窯 道 具 サ ヤ

15 ．4 4 ．8 1 5 ．2

外）褐 7 ．5 Y R 4 ／3
内 ）にぷ い黄

d
体 部 下位 に径 1．5 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り。内外

体 部 外 面 に 印 刻。 口

・緑 端 部 に粘 土帯 剥 離
痕 。下層 円形 2 5 Y R 6 ／3

断 ）褐 灰 10 Y R 6 ／1

面 ロクロ目顕 著。外 底 静止 糸切 り。

6 2 9
T P 6 窯 道 具 サ ヤ 12 ．9 5 ．1 13 ．4

外）褐 7．5Y R 4 ／3

内）にぷ い黄褐
d

体 部 下位 に径 1．5 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り。内外 体部 外 面 に印 刻 。
下層 円形 1 0Y R 5 ／4

断 ）灰 白 10Y R 7／1

面 回 転 ナデこ外 底 静止 糸切 り。

6 3 0

6 3 1

6 3 2

6 3 3

T P 6
上 層

窯 道 具

窯 道 具

窯 道 具

窯 道 具

サ ヤ
円形

13 ．8 5 ．2

12 ．7

15 ．0

8 ．4

15 ．8

外）橙 7 ．5 Y R 6／6

d

d

d

d

体 部 下位 に径 1．4 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り。内外
口緑 端 部 に 径 1．7 cm

の 団 子 状 粘 土 が 付
内径 内高 内 ）灰 白2 ．5 Y 8／2 面 回 転 ナデこ外 面 強 い ロクロ目。外 底 静止 糸 着、 外 底 周 縁 に粘 土

1 1．4 3 ．5 断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2 切 り。 剥 離 痕 。 内 底 に砂 。

体 部外 面 に 自然 粕 。

T P l
上 層

サ ヤ
円 形

15 ．0 5 ．1 外 ）灰 褐 7．5 Y R 4 ／2 体 部 下位 に径 1．5 cm の焼 成 前 穿 孔 あ り。内 外 体部 外 面 中位 に印刻 。

内径 内高 内）灰 黄 2 ．5 Y 6 ／2 面 回 転 ナ デこ内面 ロクロ 目顕 著 。外 底 静 止 糸 口緑 端 部 と外 底 周 縁

13 ．0 3 ．6 断 ）灰 黄 2 ．5 Y 6／2

外 ）灰 苗 褐 10 Y R 6／2

切 り。 に粘 土帯 剥 離痕 。

T P 4

下 層

T P 5

サ ヤ

円 形

サ ヤ

17 ．2
内径

16 ．0

15 ．0
内径

13 ．4

5 ．4
内高

4 ．0

5 ．3
内高

3 ．8

くノ、
内）にぷ い黄橙

10Y R 6／3
断 ）にぷ い黄橙

10Y R 6／3

外 ）黒 褐 10 Y R 3 ／2

内）にぷ い黄褐

体 部 下 位 に 径 1．8 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り（3

穴 ）。内 外面 ロクロ 目顕 著 。外 底 静止 糸 切 り。

体 部 下位 に焼 成 前 穿 孔 あ り。内 外 面 回 転 ナ

使 用痕 なし。

外 底 に粗 い土 塊 と焼

下 層 円 形 10Y R 5／3
断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

デこ内面 ロクロ 目顕 著 。外 底 静止 糸 切 り。 き台が 溶 着。

l



Tab．25　遺物観察表（25）

図 版
番 号

出土
地 点 種 類

器 種

器 形

法 量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器高 底 径

6 3 4
T P l 窯道 具 サ ヤ

12 ．0
内径

10 ．0

4 ．7
内高

3 ．5
14 ．0

外 ）にぷ い黄橙

5 Y R 7 ／4
内）にぷ い黄橙

d
上下の 個体 とも、決 り・穿 孔 の 有無 不 明 。内

内面 に礫 、窯 土 が 多

量 に 入 りサ ヤ 2 個 体
が 溶 着 。サ ヤ は 紐 状

下 層 円 形 10 Y R 7／3
断 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／3

外面 ロクロ 目顕 著 。外 底 静止 糸切 り。 の 粘 土 帯 に よって 接
合 され る。遣 物 の 有

無 は不 明 。

6 3 5 T P 6
下 層

窯 道 具 サ ヤ
円形

15 ．9
内径

13 ．8

5 ．1
内高

3 ．1

16 ．4

外 ）灰 褐 7．5Y R 5／2

内）灰 黄 2 ．5Y 7／2

断 ）灰黄 2 ．5 Y R 7／2
d

体 部 下 位 に 径 1 ．2 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り（2
穴 ）。内外 面 回転 ナ デこ 内面 下 位 に強 い ユ ビ

ナデこ外 底 静止 糸切 り。

口緑端部と外底周縁に灰

白色の粘土帯剥離痕。外
底周縁に団子状粘土が2

箇所付着。内底 に砂。

6 3 6
T P 5
上 層

窯道 具 サ ヤ
円 形

14 ．0
内径

13 ．0

5 ．4
内高

4 ．3
15 ．4

外 ）暗 褐 10 Y R 3 ／3
内）明黄 褐 10 Y R 7／6

断 ）灰 白10 Y R 7／1
d

体 部 下 位 に径 1．2 cm の焼 成 前 穿 孔 あ り。 内外
面 回転 ナ デこ外底 静 止 糸切 り。

口縁 端 部 に扁 平 な団
子 状 の粘 土塊 が 付着、

外 底 周 縁 に も同 様 の
粘 土 塊 と剥 離 痕 。体

部 外 面 に自然 柚 。

6 3 7
T P 2

窯 道 具
サ ヤ 18 ．8

内径

17 ．2

8 ．3
内高

6 ．7

19 ．0

外 ）にぷ い赤 褐

5 Y R 5 ／3
内）にぷ い黄橙

d
体 部 下 位 に径 1．5 cm の焼 成 前 穿 孔 あ り。内 外 内 底 にへ ラ 記 号 。外

底 周 縁 に 粘 土 が 付

着 。内底 に灰 白色 砂。
上 層 円形 10Y R 7／2

断 ）にぷ い黄 橙

10Y R 7 ／2

面 回転 ナ デこ外底 ナ デこ

6 3 8 T P 5　‾
下層

窯 道 具 サ ヤ
円形

18 ．6
内径

17 ．0

7 ．5
内高

6 ．5
1 9 ．2

外）灰 褐 7．5 Y R 5 ／2

内）にぷ い黄橙

1 0Y R 6 ／3
断 ）にぷ い黄橙

10 Y R 7 ／2

d

体 部 下位 に径 1．9 cm の焼 成 前 穿 孔 あ り（3 穴 ）。
内外 面 回転 ナデこ 内面 ロクロ目顕 著。外 底静

止 糸切 り。

口緑 端 部 と外 底 周 縁

に灰 白色 の 粘 土帯 剥
離 痕 。 内底 に砂 が 付

着 。

6 3 9
T P 2

上層
窯 道 具

サヤ

円形
19 ．4 6 ．6 18 ．6

外）暗 赤褐 5 Y R 5／3
内）にぷい黄 橙

10 Y R 7 ／2
断）にぷ い黄橙

10 Y R 7／2

d
体 部 下 位 に径 1．8 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り（3

穴 ）。内外 面 回 転 ナ菜 外 底 に凹 凸 あ り。

口緑 端 部 に灰 白色 の

粘 土 帯 が 付 着。 外 底

に円 形 の 剥 離 痕 。内
底 に 灰 白 色 砂 が 付
着。外 面 に 自然 粕 。

6 4 0
T P 4 窯 道 具 サヤ

2 1 ．d

内 径

15 ．2

7 ．6
内 高

6 ．0

2 1．0

外）暗 赤褐

2 ．5 Y R 3 ／4 ．d
体 部 下位 に径 1．9 cm の 焼 成 前穿 孔 あ り。内外 外 底 か ら外 面 下 位 に

か け て 粘 土 塊 が 溶
着。外 面 に自然 柚 。

下層 円形 内）褐 7．5 Y R 4 ／3

断）褐 7．5Y R 4 ／3
面 ロクロ目顕 著。外底 静 止 糸切 り。

6 4 1
T P 6
下層

窯 道具 サヤ

円形
2 1 ．2 6 ．4 2 0 ．8

外）にぷ い橙

7．5 Y R 6 ／4
内）にぷ い黄 橙

10 Y R 6 ／3
断）灰 黄褐 10 Y R 6／2

d
決 り・穿 孔 の 有無 不 明 。内外 面 ロクロ 目。外

底 静止 糸切 り。
体部 外 面 に 印刻 。

6 4 2
T P l
下層

窯 道 具 サヤ
円形

2 2 ．0
内 径

2 0 ．0

6 ．1
内 高

4 ．8
2 2 ．6

外）にぷ い赤 褐 ‘

2 ．5 Y R 4 ／3
内）にぷ い赤 褐

5Y R 4 ／3
断）灰 白 10 Y R 8／2

d
決 り・穿 孔 の有無 不 明 。内外 面 ロクロ 目顕 著 。
外 底 静止 糸切 り。

側 面 片 側 に 粘 土塊 が

溶 着 。内 底 に灰 白 色
砂。

6 4 3
T P 4 窯 道具 サヤ

2 0 ．1
内 径

17．6

8 ．7
内 高

6 ．7
2 1．6

外）にぷ い赤 褐

5Y R 4 ／3
内）にぷ い黄 橙

d
体 部 下位 に径 1 ．9 cm の焼 成 前 穿 孔 あり（3 穴 ）。

口 緑 端 部 と外底 周 縁

に 灰 白色 の粘 土 帯 が
中層 円形 10 Y R 6 ／4

断）にぷ い黄 橙

10 Y R 6 ／4

内 外面 ロクロ 目顕 著 。外 底 静 止糸 切 り。 付 着 。内 底 に灰 白 色
砂。

6 4 4
T P 6
下層

窯 道具 サ ヤ
円形 2 1 ．4 7．0 2 3 ．0

外）浅 黄褐 10Y R 8 ／3
内）浅 黄橙 10 Y R 8／4

断）浅 黄褐 10 Y R 8／4
d

挟 り・穿 孔 の有 無 不 明 。内外 面 ロクロ 目。外

底 静止 糸切 り。
内底 にへ ラ記 号。

6 4 5
T P l
下 層

窯道 具 サ ヤ

円形

2 1．4
内径

19 ．2

8 ．0
内高

5 ．9

2 2 ．0

外 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6 ／4
内）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4
断 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4

d
体 部 に径 1 ．5 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り（3 穴 ）。内
外面 回 転 ナ デこ外 面 ロク ロ目顕 著 。外 底 回 転
糸切 り。

使 用 痕 な し。

64 6
T P 4

窯 道 具
サ ヤ 2 4 ．2

内径 ．

2 2 ．4

7 ．3
内高

5 ．9

2 4 ．0

外 ）橙 7 ．5 Y R 6 ／6
内）にぷ い黄橙

10 Y R 7／3
断 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／2

d
体 部 下 位 に径 1．9 cm の 焼成 前 穿 孔 あ り（3 穴 ）。体 部 外 面 に 印 刻 （雷

中層 円 形 内外 面 ロクロ目顕 著。外 底静 止 糸切 り。 文 ）。

6 4 7
T P 5

窯 道 具 サ ヤ 18 ．8 6 ．6 10 ．0

外 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 5 ／3
d

体 部 下 位 に 径 1 ．8 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り（3
内底 にへラ記号 。

下 層 円 形 内）褐 灰 10Y R 6 ／1
断 ）灰黄 褐 10 Y R 6 ／2

穴 ）。内外 面 ロクロ目顕 著 。外底 静 止 糸切 り。

64 8
T P 5 窯 道 具 サ ヤ

18 ．2 7 ．5 18 ．0

外 ）褐 灰 10 Y R 5 ／1

内）にぷ い黄橙
d

体 部 下 位 に 径 1 ．8 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り（3
内 底 にへ ラ記 号 。 口

緑 端 部 と外 底 周 縁 部

に粘 土帯 剥 離 痕 。
下 層 円形 10Y R 6／3

断 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2

穴 ）。内外 面 ロクロ目顕 著 。外底 静 止 糸切 り。

64 9

6 5 0

T P 4 窯 道 具

窯 道 具

サ ヤ r
18 ．0
内径

16 ．2

2 8 ．6
内径

2 7 ．0

4 ．2
内高

3 ．0

5 ．3
内高

4 ．0 ・

18 ．8

2 7 ．8

外 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4
内）にぷ い褐

d

d

決 り・穿 孔 の 有無 不 明 。内外面 ロクロ目顕 著。
口緑 端 部 に粘 土 帯 付

着 、外 底 周 縁 に連 続

した打 痕 。

使 用 痕 な し。

中層

T P 2
上 層

円形

サ ヤ
円形

7 ．5 Y R 6／3
断 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 6／3

外 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6／4
内 ）にぷ い黄褐

10Y R 5／3
断 ）橙 7 ．5 Y R 6 ／6

外 底 に凹 凸 あ り。

決 り ・穿 孔 の有無 不 明。内 外面 ロクロ目。外
底 に凹 凸 あ り。
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Tab．26　遺物観察表（26）

図 版

番 号

出土

地 点
種 類 器 種

器 形

法 量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

6 5 1
T P l
下 層 窯 道 具

サ ヤ．

円 形

16 ．0
内径

14 ．0

4 ．2
内高

3 ．4

17 ．0

外 ）にぷ い赤褐

5 Y R 5 ／4
内）にぷ い黄褐

10 Y R 5／3
断 ）にぷ い黄 褐

10 Y R 5／3

d

体 部 中 位 に径 1．2 cm の焼 成 前 穿 孔 あ り。内 外

面 回転 ナ ・荒 内面 ロクロ目顕 著 。外底 静 止 糸
切 り。

体 部 外 面 の 3 箇 所 に

印 刻 。

6 5 2 T P 5
上 層

窯 道 具 サ ヤ
円 形

2 2 ．4
内径

2 0 ．0

4 ．7
内高

4 ．0

2 3 ．4

外 ）灰 褐 7．5 Y R 4 ／2
内）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／3
断 ）にぷ い黄 橙

10Y R 7／2

d
決 り ・穿 孔の 有無 不 明 。外面 工 具 に よるヨコ

ナデこ内面 ロクロ目顕 著。外 底 静止 糸切 り。
体 部 外面 に印刻 。

6 5 3
T P 5 窯 道 具 サ ヤ

2 0 ．0

外 ）暗 赤 褐 5 Y R 3 ／3

内 ）灰 黄 2 ．5Y R 7 ／2
断 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2

d
体 部 下位 に焼 成 前 穿 孔 あ り。外 面 ロクロ目顕 内 底 にへ ラ記 号。 外

上 層 円 形 著 。外底 静 止 糸切 り。 面 に 自然 粕 。

6 5 4
T P 5

上 層
窯 道 具

サ ヤ

円 形

外 ）にぷ い黄橙

10Y R 6／4
内）灰 白7．5 Y 8 ／1

断 ）灰 白10 Y 7 ／1

d 口緑 部 に決 りあ り。内外 面 ロクロ目顕 著。
体 部 外 面 に 印 刻 （輪

違 い文 ）。

6 5 5
T P l
下 層

窯 道 具 サ ヤ
円形

外 ）灰 褐 7．5 Y R 5／2
内）にぷ い黄

2 ．5 Y 6 ／3
断 ）褐 灰 10 Y R 6 ／1

d 内外 面 回転 ナデこ内面 ロクロ目顕 著 。
体 部 外 面 に 印 刻 。口

緑 端 部 に粘 土 帯 剥 離
痕 。

6 5 6
T P 5 窯 道 具 サ ヤ

15 ．6

外）灰 黄褐 10 Y R 6 ／2
内 ）灰 黄 2 ．5 Y 6 ／2

断 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2
d

決 り・穿 孔 の有 無 不 明。 内外 面 ロクロ目顕著 。体 部 外 面 に 印 刻 （輪
上 層 円形 外 底 静止 糸 切 り。 繋 ぎ文 ）。

6 5 7
T P l 窯 道 具 サ ヤ

1 5 ．2
内 径

10 ．0

外）にぷ い赤褐

5 Y R 5 ／4
d

決 り ・穿 孔 の 有無 不 明。 内面 ロ クロ目顕 著 。体 部 外 面 下 位 に 印 刻
上 層 円形 内）灰 黄褐 10 Y R 5／2

断 ）灰 黄 褐 10 Y R 5 ／2

外 面 強 いへ ラナデこ外 底 静止 糸切 り。 （三 重 丸 ）。

6 5 8 表採 窯 道 具 サ ヤ

外）黒 褐 7．5Y R 3／2
内）黄 灰 2 ．5 Y 6 ／1

断 ）灰 白10 Y R 7／1
d 内外 面 回転 ナ デこ 体 部 外 面 に 印 刻 （輪

違 い文 ）。

6 5 9
T P l
下層 窯 道 具

サ ヤ
不 整

楕 円 形

5 ．7
内高

4 ．5

外）灰 黄褐 10 Y R 6／2

断 ）にぷ い黄橙

1 0Y R 7 ／2

d
タタラ成 形 。内 面 布 目。体 部 外 面 ヨ コパ ケ。

外 底 パケ。

6 6 0
T P l
上層

窯 道 具 サ ヤ
楕 円 形

6 ．2
内高

4 ．6

外）にぷい橙

7．5 Y R 7 ／3
内）にぷ い黄 樫

10 Y R 7 ／3

断 ）灰 自 10 Y R 8／1

d
タタ ラ成 形 。 内面 布 目。体 部 外 面 ユ ビオサ

エ 、ナ デこ外底 ナ デこ

6 6 1
T P 5
下層

窯 道 具 サヤ
楕 円 形

5 ．1
内高

3 ．5

外）にぷい黄 橙

5 Y R 8 ／4
内）にぷい黄 橙

10 Y R 7 ／3
断 ）にぷ い黄橙

10Y R 7 ／3

d

体 部 下 位 に径 1 ．7 cm の焼 成 前 穿 孔 あ り（確 認
数 2 穴 ）’。分 割 成 形。底 部 と体 部 の 境 に接 合

痕 あ り、接合 部付 近 の 内外 面 に連 続 したユ ビ

オサエ ・強 いユ ビナ デこ体 部 内 外面 回 転 ナデこ
外 面 ロクロ目顕 著。内 底 と外 底静 止 糸切 り。

使 用痕 な し。

6 6 2
T P 4 窯 道 具 サ ヤ

4 ．8
内高

3 ．5

外）にぷ い黄橙

5 Y R 7／3
内 ）にぷ い黄橙

d

径 1．8 cm の 焼 成 前 穿 孔 あ り。分 割成 形 。底 部

と体 部 の 境 に接 合 痕 明瞭 、接 合 部 付 近 の 内
下層 楕 円形 10Y R 6 ／3

断 ）にぷ い黄橙

10 Y R 6 ／3

外 面 に連 続 したユ ビオサエ。体 部 内外 面 ロク

ロ目顕 著。内底 と外底 静 止 糸切 り。

6 6 3
T P 5
下層

窯 道 具 サ ヤ
楕 円形

外）にぷい橙

7．5Y R 7 ／4
内）灰 白7 ．5 Y R 8 ／2

断）にぷ い黄橙

10 Y R 7／3

d

体 部 下位 に径 1．8 cm の 焼成 前穿 孔 あ り（確 認

数 2 穴 ）。分割 成 形 。底 部 との 接合 部 で 剥 離 。
剥 離 部 分 に糸切 り痕 が 残 る。接 合 部 付近 の

内 外面 に連 続 したユ ビオサエ ・強 いユ ビナデこ
体 部 内外 面 回転 ナデこ外 面 ロクロ目顕 著。

6 6 4
T P 6
下層

窯 道具 サ ヤ
箱 形

全 高

5 ．1
内 高

3 ．7

全 幅

13 ．5
内 幅

1 1．0

外）にぷ い黄 褐

10 Y R 4 ／3
内）にぷ い黄 褐

10 Y R 5 ／3
断）にぷい黄 橙

10 Y R 6 ／3

d

体 部 両 側 面 の下 位 に径 1．7 cm の 円 孔 あ り（確

認 数 2 穴 ）。 タタ ラ成 形 。内 面 布 目。体 部 外
面 ユビオ サエ、ナデこ外 底 直線 方 向の ナデこ

6 6 5
T P 5
下層

窯 道具 サヤ
箱 形

6 ．6
内 高

4 ．7

外）にぷ い褐

7．5 Y R 6 ／3
内）灰 白10 Y R 8 ／1

断 ）褐 灰 10Y R 6 ／1

d タタラ成 形 。体 部 内 外面 ユ ビオサエ 、ナデこ

6 6 6
T P 6
上 層

窯 道具 トチ ン 5 ．8 8 ．0 5 ．6 3 ．6

外）にぷ い褐

7．5 Y R 5 ／3
断）灰 白1 0Y R 7 ／1

d 外面 ユ ビオサエ 、ナ デこ 外 面 に 自然 柚 。

6 6 7
T P 2

上層
窯 道具 トチ ン 6 ．2 7 ．9 6 ．6 3 ．6

外）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／3
断）にぷい黄 橙

10 Y R 7／3

d 外面 ユ ビオサエ 、ナ デこ
上 面 ・下 面 の 周 縁 に

敲 打痕 。

6 6 8 T P l
上層

窯 道具 トチ ン 7 ．1 9 ．4 7．0 5 ．0
外）灰黄 褐 10Y R 4 ／2

断）灰 白 10Y R 7 ／1
d

上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナ

デこ

上 面 に 粘 土 塊 が 付

着。 側 面 に 印 刻 （菱
文）。
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Tab．27　遺物観察表（27）

図版
番 号

出土
地 点

種 類 器 種
器 形

法 量
色 調 胎土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底径

6 6 9
T P l
上層

窯 道具 トチン 6 ．0 10 ．4 5 ．8 4 ．1

外 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 5 ／3
断）灰 白 10Y R 8 ／2

d
上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナ

デこ

側 面 の 二 箇 所 に 印

刻 。外 面 に自然 粕 。

6 7 0 T P 7 窯 道具 トチン 6 ．4 10 ．0 6 ．4 4 ．3

外 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4
断）にぷ い橙

5 Y R 6 ／4

d
上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナ
デこ 側 面 に印刻 （2 丸 ）。

6 7 1
T P l
上層

窯 道具 トチン 7 ．0 10 ．2 7．4 4 ．8

外 ）灰 褐 7 ．5 Y R 4！2

断）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／2

d
外面 ユ ビオサ エ、 ナデこ体 部 中央 に強い 握 り
痕 。

上面に灰白色の扇平な粘土が

付着。上面に径5．7cm の高台
痕を残して、外面に自然粕。

6 7 2
T P 5
上層

窯 道具 トチン 6 ．2 10 ．4 6 ．0 4 ．8
外 ）灰褐 7 ．5 Y R 4／2
断）明褐 灰 7 ．5 Y R 7／2 d 外面 ユ ビオサエ 、ナ デ、シポ リ目。

上面 ・下面に灰白色の扇平な

粘土が付着。周縁に敲打痕。

6 7 3
T P 5
上 層

窯 道具 トチン 7 ．1 10 ．9 7 ．0 4 ．5

外 ）にぷ い黄

2 ．5 Y 6／3
断）灰 白2 ．5Y 7／1

d 外面 ユ ビオサエ 、ナ デこ
上面 と下 面 に灰 白色 の
粘 土 片が付 着。周縁 に

敲 打痕。外 面に敲 打痕 。

6 7 4 T P 7 窯 道具 トチン 7．2 5 ．2

外 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6 ／4
断 ）浅 黄橙 10Y R 8／3

d 上面 に凹凸 あ り。側 面 ユ ビオ サエ、ナ洗
側 面 に 印 刻 云上 面 に

灰 白色 の 団 子 状 粘 土
塊 が 付 着。

6 7 5
T P 6
下 層

窯道 具 トチン 7．3 1 1．3 6 ．6 4 ．7
外 ）黄 灰 2 ．5 Y 6／1
断 ）浅黄 2 ．5 Y 7 ／3 d 外面 ユ ビオサエ 、ナ デこ

6 7 6
T P l

上 層
窯道 具 トチン 7．6 12 ．6 7 ．7 5 ．5

外 ）褐 灰 5 Y R 4／1

断 ）灰黄 褐 10 Y R 5 ／2
d

上面 と下 面 に 凹 凸あ り。側 面 ユ ビオ サエ 、ナ

デこ
側 面 に印 刻 。

6 7 7
T P 6

上 層
窯 道 具 トチン 7．6 12 ．6 7 ．6 5 ．2

外 ）灰 黄 褐 10 Y R 5 ／2

断 ）にぷ い黄 橙

10Y R 5／3

d
上 面 と下 面 に 凹 凸あ り。側 面 ユビオ サエ 、ナ

デこ
側 面 に印 刻 。

6 7 8 T P 6
下 層

窯 道 具 トチン 7 ．2 12 ．3 7 ．3 5 ．1

外 ）にぷ い黄橙

10Y R 7 ／4
断 ）灰 白10 Y 8 ／2

d
下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デ＼ シ
ポ リ目。 側 面 に印 刻 。

6 7 9
T P 6
上 層

窯 道 具 トチン 6 ．4 11 ．9 5 ．8 4 ．7

外）灰 黄褐 10 Y R 4 ／2

断 ）にぷ い黄橙 d
上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオ サエ、 ナ

デこ

側 面 に印刻。上 面 に径

5．2 cm の円形 の製品痕を
10 Y R 7 ／4 残して自然粕が掛かる。

6 8 0 T P l
上 層

窯 道 具 トチン 6 ．7 11 ．7 6 ．6 4 ．8

外）黒 褐 10 Y R 3 ／1

断 ）にぷ い黄褐

10 Y R 5 ／3
d

上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサ エ、 ナ

デこ

上 面 に 団 子 状 の 粘 土
塊 が 付 着。側 面 にへ

ラ記 号。

6 8 1
T P l
上 層

窯 道 具 トチン 7 ．6 13 ．5 7 ．6 4 ．7

外）に ぷい 褐

7．5Y R 5／3
断 ）灰 白 10 Y R 8／1

d
上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサ エ、 ナ

デこ

上 面 に 粘 土 塊 が 付

着。側 面 に 印刻 （4 ツ
丸 ）。

6 8 2
T P 5

上 層
窯 道 具 トチン 13 ．4 6 ．8 4 ．4

外）黒 褐 10 Y R 2 ／3

断 ）灰 白 7．5 Y R 7 ／1 d
上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサ エ、 ナ

デこ

側面に印刻 （輪違い文）。

上面 に製品 の高台痕 を
残して周辺に自然軸。

6 8 3
T P 6
上 層

窯 道 具 トチン 7 ．3 13 ．5 6 ．4 5 ．1

外）黒 褐 10 Y R 2 ／2

断 ）にぷ い苗橙 d
上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオ サエ、 ナ

デこ

側面にへラ記観 上面に浅

昔橙色の粘土塊が付着
＿′　、　　＿しこ．10 Y R 7 ／3 ノ、　－1ム　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0下面に粘土塊の剥離痕。

6 8 4
T P l
上 層

窯 道 具 トチ ン 7 ．7 11 ．9 7．5 5 ．5
外）褐 灰 10 Y R 4／1
断 ）灰 白 10 Y R 7／1 d 外 面 ユビオサエ 、ナ デこ

上面の3箇所に灰白色の扁平
な粘土が付着。上面に径7cm

の高台痕を残して、外面に自
然粕。上下に粗い砂が付着。

6 8 5 T P 7 窯 道 具 トチ ン 8 ．0 12 ．5 7．7 5 ．0
外）黄灰 2 ．5 Y 5 ／1

断）不 明 d 外面 ユ ビオサエ 、ナ デこ

上面 に灰白色の扇平な粘

土 が付着。上面 と下 面に
径 6．5 cln の高台痕を残 し

て、外面に自然粕。

6 8 6 T P 5
上層

窯 道 具 トチ ン 7 ．0 13 ．5 7．2 5 ．1
外）黒褐 10 Y R 2 ／3

断）灰 自7 ．5 Y R 7／1 d 上面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ナ デこ
側面に印刻（輪遠戚 ）。上面に

灰白色の粘土塊が付着。側面

に灰粕蹄の口緑部片が溶着。

6 8 7
T P 5
上層

窯 道具 トチン 6 ．9 12 ．8 7．0 4 ．8

外）暗褐 10Y R 3／3

断）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／4

d
上面 と下 面 に凹 凸 あり。側 面 ユビオ サエ 、ナ

デこ

側 面 に 印 刻 （2 丸 と1

丸 ）。上 面 と下 面 に灰
白色の 粘土 塊が 付 着。

6 8 8 T P l
下層

窯道 具 トチン 10 ．9 13 ．9 10 ．5 6 ．5

外 ）にぷ い黄 褐

10 Y R 5 ／4
断）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

d 外面 ユ ビオサエ 、ナデこ 外 面 に 自然 粕 。

6 8 9
T P 4
下層

窯道 具 トチン 9 ．1 13 ．0 9 ．5 5 ．6
外 ）黄 灰 2 ．5 Y 6／1
断）灰黄 褐 10Y R 6 ／2 d 外 面 ユ ビオサエ 、ナデこ

上面 ・下面の周縁 に敲打

痕。外面に自然粕。一部

に鉄粕が流れ落ちる。

6 9 0 T P l
下 層

窯道 具 トチン 7．6 4 ．7

外 ）浅 黄 橙 10Y R 8 ／3

断 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 6／3
d

上面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デ、シ

ポ リ目。

側面にへラ記号。その裏側

にへラによる文字「たつ四
月十九 日高六右工門」か。

6 9 1
T P 6
下層

窯道 具 トチン 4 ．0 3 ．6 4 ．5 3 ．0

外 ）にぷ い黄橙

10 Y R 7／3
断 ）浅 黄橙 10 Y R 8／3

d
上面 と下 面 に 凹凸 あ り。側 面ユ ビオ サエ 、ナ

デこ
側 面 にへラ記 号。

6 9 2

6 9 3

T P 5
上 層

窯道 具 トチン 4 ．5

4 ．6

4 ．5

5 ．0

4 ．6

4 ．1

3 ．0

3 ．6

外 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 7／4
断 ）灰 白7 ．5 Y R 8 ／2

d

d

外 面 ユ ビオ サエ、ナデこ 敲 打 に よ り周 縁 の 数

カ所 が 欠 損 。

T P 5
上 層

窯 道 具 トチン

外 ）にぷ い黄橙

10Y R 6／3
断 ）不 明

外 面 ユ ビオ サエ、ナデこ
上 面 ・下 面 の 周 縁 に

敲 打 痕 。

6 9 4
T P l ＿
上 層

窯 道 具 トチン 5 ．0 4 ．6 5 ．9 4 ．2
外 ）にぷ い黄橙

10Y R 7 ／3

上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオ サエ、 ナ

デこ
側 面 にへラ記号 。

6 9 5
T P l
上 層 窯 道 具 トチン 5 ．0 5 ．1 4 ．8 4 ．2 外 ）褐 7 ．5 Y R 4 ／3

－

上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオ サエ、 ナ

デこ
側 面 にへ ラ記 号。 外
面 に 自然 粕 。
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Tab．28　遺物観察表（28）

図 版
番 号

出土
地 点

種 類 器 種
器 形

法量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器高 底 径

6 9 6 T P 6
上 層

窯 道具 トチン 5 ．5 4 ．4 5 ．5 3 ．5

外 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6 ／4
断）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／4

d 下 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナデこ 側 面 にへ ラ記 号。

6 9 7
T P 6
上 層

窯道 具 トチン 5 ．1 4 ．5 5 ．0 3 ．9

外 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 5 ／3
断）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／2

d 外面 ユ ビオサエ 、ナ デこ

6 9 8
T P 6
下 層

窯道 具 トチン 6 ．1 ′ 4 ．1 6 ．2 5 ．0

外 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2
断）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／3
d 外面 ユ ビオサエ 、ナ デこ

6 9 9
T P l
上 層

窯 道具 トチン 6 ．0 5 ．6 5 ．4 4 ．9

外 ）にぷ い黄 褐

10 Y R 5 ／3
断）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6 ／4

d 外面 ユ ビオサエ 、ナ デこ
上 面 ・下 面 の 周 縁 に
敲 打 痕 。外 面 に 自然

粕 。

7 0 0
T P 5
上 層

窯 道具 トチン 6 ．7 5 ．7 6 ．8 3 ．8
外）灰 白5 Y 7 ／1

断）不 明 d 外 面ユ ビオサエ 、ナ デこ
上面に灰白色の粘土片が付着。

上面・下面の周縁に敲打痕。

7 0 1 T P 6
下 層

窯道 具 トチン 6 ．4 6 ．3 6 ．4 4 ．4

外）灰 自2 ．5 Y 7／1

断）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／2

d 外 面ユ ビオサエ 、ナ デこ
敲 打 に よ り周 縁 の 数

カ所 が 欠損 。

7 0 2
T P l
上 層

窯道 具 トチン 6 ．0 5 ．1 6 ．0 4 ．4

外）灰黄 褐 1 0Y R 4 ／2

断）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／4

d
外 面ユ ビオ サエ、 ナデこ体 部 中央 に強 い握 り

痕 。

上 面 に灰 白色 の粘 土
片 が 溶 着。 上 面 ・下
面 の周 縁 に敲 打 痕 多

数 。外 面 に 自然 粕 。

7 0 3 T P 5
上 層

窯道 具 トチン 6 ．0 5 ．7 6 ．4 4 ．6

外 ）にぷ い黄 褐

10 Y R 5 ／3
断）灰 白 10Y R 7 ／1

d 外 面ユ ビオサエ 、ナ デこ

上面 ・下面に浅黄橙色の扁

平な粘土が付着。周縁に敲
打痕。外面に自然粕。

7 0 4 T P 5
上 層

窯 道具 トチン 6 ．3 6 ．3 6 ．6 5 ．0
外）暗褐 7 ．5 Y R 3 ／3

断）黄 灰 2 ．5 Y 6 ／1
d 外 面ユ ビオサエ 、ナ 菜

上面 に灰 白色 の粘土 片

が付着。外面に自然粕。

7 0 5 T P 6
下 層 窯道 具 トチン 7．0 7．6 7 ．0 4 ．9

外 ）灰 白N 7／1

断）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／3

d
上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナ

デこ

側 面 に へ ラ記 号 。上
面 に製 品 の高台 痕 。

7 0 6 T P 6
下 層

窯道 具 トチン 7 ．1 8 ．3 7 ．6 4 ．8
外 ）黒 褐 10Y R 3／1

断）褐灰 7 ．5 Y R 6 ／1
d 外 面ユ ビオサエ 、ナ デこ

上 面 に灰 白色 の扇 平

な 粘 土 が 付 着。上 面

に径 6 ．5 cm の 高台 痕 を
残 して、外面 に自然 粕。

7 0 7 T P l
下 層

窯道 具 トチン ，8 ．3 9 ．9 8 ．2 6 ．1

外 ）にぷ い褐

7 ．5 Y R 6 ／3
断）灰 白7 ．5 Y R 8 ／2

d
上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナ

デこ
印刻 ・へラ記号 な し。

7 0 8 T P 3
上 層

窯道 具 トチン 9 ．8 11．1 10 ．0 6 ．8
外）暗灰 黄 2 ．5Y 5／2

断）灰 黄褐 10Y R 6／2
d 外 面ユ ビオサ工 、ナ デこ

上面 ・下面 の周縁 に敲

打痕 。外面 に自然粕 。

7 0 9 T P l
上 層

窯 道具 トチン 1 2 ．6 13 ．5 11．4 7．6 外）黒褐 7 ．5 Y R 3 ／2 ・d
上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサ エ、 ナ

デこ

上面に灰白色の団子状粘土

塊が付着。円形の製品痕を
残して自然柚が掛かる。

7 1‾0 T P l 窯 道 具 トチ ン 8 ．0

外）灰 5 Y 6／1
断）にぷ い黄橙

10 Y R 7／2
d 外 面、ナデ、シ ポ リ目。

上 面 中 央 に 印 刻 （山

か）あ り。上面 周 縁 に
円盤 状 の粘 土が 付着 。

7 11
T P 5
上 層

窯 道 具 トチ ン 7 ．2 － － 4 ．5
外）灰 白7 ．5 Y 7 ／2

断 ）灰 白 10 Y R 8／1 d 上 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ
側面に印刻。上面に浅黄橙

色の団子状粘土塊が付着。

7 12
T P l 窯 道 具 トチ ン 9 ．0 5 ．8

外）黒 褐 10 Y R 2 ／2
d

上 面 に 凹 凸あ り。側 面 ユ ビオサエ 、パ ケ、 ナ
デこ

側 面 に印 刻 。上 面 に

灰 白 色 の 砂 と灰 白色
上 層 断 ）灰 自 10 Y R 7／1 の 団 子 状 粘 土下 塊 が

付 着。外面 に自然粕 。

7 13 T P l
上 層

窯 道 具 トチ ン － － 6 ．8 －
外）褐 7．5 Y R 4 ／3

断 ）灰 白 10 Y R 7 ／1
d ’ 上 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ

側面に印刻。上面に製品の
高台痕あり。外面に自然粕。

7 14 T P l
上 層

窯 道 具 トチ ン 8 ．0 ‘5 ．2
外）黒褐 10 Y R 3 ／2

断）灰 白 10Y R 7 ／1
d 上 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ

側面に印刻。上面の2箇所

に灰白色の団子状粘土塊

が付着。外面に自然粕。

7 15 T P l
上層

窯 道 具 トチ ン － － 7．2 4 ．1
外）灰褐 7 ．5 Y R 4／2

断）灰 黄褐 10Y R 5／2
d 下 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ

側 面 に印 刻 。外 面 に
自然 軸 。

7 16
T P 6
下層

窯 道 具 トチ ン － － 6 ．9 4 ．5
外）灰褐 7 ．5 Y R 4／2

断）褐灰 10 Y R 6 ／1 d 下 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサ工 、ナ デこ 側 面 に印刻 。

7 17
T P 5
上層

窯 道 具 トチ ン － － 6 ．8 4 ．0
外）灰 白N 8 ／

断）灰 黄褐 10Y R 6／2
d 下 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ 側 面 に印刻 。

7 18 T P 6
下層

窯 道 具 トチ ン 6 ．8 4 ．0

外）暗 赤褐 5Y 3 ／3 ．

断 ）にぷ い黄橙

10 Y R 7／3

d 下 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ 側 面 に印刻 。

7 19
T P l

上 層
窯 道 具 トチ ン 8 ．0 4 ．6

外）灰褐 7 ．5 Y R 4 ／2

断 ）にぷ い黄褐

10Y R 5 ／3

d 上 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ
側 面 に印 刻 。上 面 に

灰 白色 団子 状 の粘 土
塊 が付 着 。

7 2 0
T P 5
上 層 窯 道 具 トチ ン 7 ．8 4 ．9

外）黒 褐 10 Y R 3 ／1
断 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2 d 下 面 に凹 凸 あ り。側 面ユ ビオサエ 、ナ デこ 側 面 に印刻 。

7 2 1

7 2 2

T P 6
上 層

T P l
上 層

窯 道 具

窯 道 具

トチン

トチ ン 7 ．2

5 ．1

4 ．8

外）暗 オ リーブ褐

2 ．5 Y 3 ／3
断 ）にぷ い黄橙

10Y R 7 ／2

外 ）灰 白 10Y R 7 ／1

断 ）にぷ い黄橙

10Y R 7 ／4

d

d

側 面 ユ ビオ サエ、ナデこ

下 面 に凹 凸 あ り。側 面ユ ビオサエ 、ナ デこ

側 面 に印刻 。

側 面 に印刻 。

l

l

l



Tab．29　遺物観察表（29）

図 版
番 号

出土
地 点

種 類 器 種
器 形

法 量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

7 2 3
T P 4
中層

窯 道 具 トチン 7 ．8 5 ．1

外 ）灰 白 10 Y R 8／1

断 ）にぷ い黄 橙

10Y R 6／3

d
下 面 にユ ビオサエ あ り。側 面 ユ ビオ サエ 、ナ

デこ
側 面 に印 刻 。

7 2 4
T P l
上 層

窯 道 具 トチン － － 6 ．5 4 ．6
外 ）灰 白 N 8／
断 ）灰 白10 Y R 8 ／2 d 下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユビオ サエ、ナデこ

側 面 に 印 刻。 外 面 に
自然粕 。

7 2 5 表 採 窯 道 具 トチン － － 7 ．2 5 ．3
外 ）灰 白 N 8／

断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2 d 下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユビオ サエ、ナデこ 側 面 に印 刻 。

7 2 6
T P 4
中層

窯 道 具 トチン
－ － 7 ．2 5 ．1

外 ）にぷい黄褐10Y R 5／4

断 ）にぷい黄橙 10Y R 7／2 d 下 面 に 凹凸 あ り。側 面 ユビオ サエ、ナデこ 側 面 に印 刻 。

7 2 7
T P 4
中層 窯 道 具 トチン － － 8 ．5 5 ．4

外 ）黒 褐 10 Y R 2 ／2

断 ）褐 灰 10Y R 6 ／1
d 下 面 に 凹凸 あ り。側 面 ユビオ サエ、ナデこ

側 面 に 印 刻 。外 面 に

自然柚 。

7 2 8
T P 5
上 層

窯 道 具 トチン
－ － 7 ．5 4 ．3

外 ）黄 灰 2 ．5 Y 6 ／1

断 ）灰 黄 2 ．5 Y R 6／2 d 下 面 に 凹凸 あ り。側 面 ユビオ サエ、ナデこ 側 面 に印 刻 。

7 2 9
T P 6
下 層 窯 道 具 トチン － － 7 ．6 3 ．8

外 ）にぷい黄橙 10Y R 6／3

断 ）にぷい黄橙 10Y R 6！3
d

下 面 に凹 凸あ り。側 面 ユ ビオサ エ ・縦 方 向の

強 い イタナ デこ
側 面 に印 刻 。

7 3 0
T P 5

下 層
窯 道 具 トチン 6 ．6 5 ．1

外）黄 灰 2 ．5 Y 6 ／1

断 ）にぷ い黄橙

1 0Y R 7 ／4
d 下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユビオサ エ、ナデこ 側 面 に印 刻 。

7 3 1
T P 5
上 層

窯 道 具 トチン 7 ．0 4 ．8

外）黒 褐 10 Y R 3 ／2
断 ）にぷ い黄橙

10 Y R 7 ／2

d 下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユビオサ エ、ナ デこ 側 面 に印 刻 。

7 3 2
T P 6
下層

窯 道 具 トチ ン 6 ．3 － － 4 ．3
外）灰 黄褐 10Y R 4 ／2

断）灰 白 10Y R 7／1 1 d 上 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ
側面にへラ記号。上面に灰白

色の団子状粘土塊が付着。

7 3 3
T P l

窯 道 具 トチ ン 8 ．0 － － 5 ．8
外）暗 褐 10 Y R 3／3

d
上 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、パ ケ、 ナ

デこ

則面にへラ記観 上面の2箇所に

上層 断）灰 白 10Y 7／1 灰白色の団子状粘土塊が付着。

7 3 4
T P 4
中層

窯 道 具 トチ ン 7．5 ． 4 ．6

外）暗 オリー ブ褐

2 ．5 Y R 3 ／3
断）褐 灰 10 Y R 6 ／1

d
上 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオ サエ 、ナ デこ シ

ポ リ目。

側 面 に へ ラ記 号。 外

面 に自然柚 。

7 3 5
T P 4
中層

窯 道具 トチン － － 7．0 4 ．4
外）暗灰 黄 2 ．5Y 4 ／2
断）褐 灰 10 Y R 6 ／1 d 上面 に凹 凸あ り。側 面 ユ ビオサエ、ナデこ

側面にへラ記観 上面に製品の

高台痕を残してその他に自然軸。

7 3 6
T P l
上層 窯 道具 トチ ン － － 7．0 4 ．1

外）灰 白10 Y R 8 ／2

断）灰 黄褐 10Y R 6／2
d 下 面 に画 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ菜 側 面 にへ ラ記 号。

7 3 7
T P 6
下層

窯 道 具 トチン 6 ．7 4 ．6

外）にぷ い褐

7．5 Y R 5 ／3
断）灰 白 10Y R 8／2

d 下 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ 側 面 にへ ラ記 号。

7 3 8 T P 6
下層

窯 道具 トチ ン 6 ．0 3 ．6

外）にギ い褐

7．5 Y R 5 ／3
断）灰 白 10Y R 8／2

d 下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ 側 面 にへ ラ記 号。

7 3 9
T P 6
下層

窯 道 具 トチ ン 6 ．7 3 ．9

外）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／3
断）灰 白2 ．5 Y 8／2

d 下 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ 側 面 にへ ラ記 号。

7 4 0 T P 6
下層

窯 道 具 トチ ン 6 ．0 4 ．1

外）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／4
斬 ）灰 白 10Y R 8／2

d 下 面 に凹 凸 あり。側 面 ユ ビオサエ 、ナ デこ 側 面 にへ ラ記 号。

7 4 1
T P 6
下層

窯道 具 トチン 7．0 3 ．9

外）にぷ い黄 褐

10 Y R 5 ／3
断）灰 白10 Y R 8 ／1

d 下 面 に凹 凸あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナデこ 側 面 にへ ラ記 号。

7 4 2
T P l
上 層

窯道 具 トチン － － 6 ．6 3 ．8
外 ）灰 褐 7 ．5 Y R 4 ／2
断）褐灰 10 Y R 5／1 d 下 面 に凹 凸あ り。側 面 ユ ビオサエ 、ナデこ 側 面 にへ ラ記 号。

74 3
T P 6
下 層

窯道 具 トチン 6 ．9 4 ．0

外 ）にぷ い黄橙

10 Y R 7／4
断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／1

d 下 面 に凹凸 あ り。側 面 ユ ビオ サエ、ナデこ 側 面 にへ ラ記 号。

74 4
T P l
下 層

窯 道 具 トチン － － 6 ．6 4 ．1
外 ）にぷい橙7．5Y R 7／4

断 ）にぷい黄橙10 Y R 7／3 d
下 面 に凹 凸 あ り。側 面 ユ ビオサエ 、 ナデ、シ
ポ リ目。 側 面 にへラ記 号。

74 5 表 採 窯 道 具 トチン － － 8 ．2 4 ．5
外 ）にぷい褐7．5Y R 5／4

断 ）にぷい橙5Y R 6／4
d 下 面 に凹凸 あ り。側 面 ユビオ サエ、ナデこ 側 面 にへラ記 号。

74 6
T P 6
下 層 窯 道 具 トチン 6 ．7 4 ．5

外 ）にぷ い黄橙

10 Y R 7／4
断 ）灰 白10 Y R 8 ／2

d 下 面 に 凹凸 あ り。側 面 ユビオ サエ、ナデこ 側 面 にへラ記号 。

74 7
T P 5
上 層

窯 道 具 トチン 7 ．8

外 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2
断 ）にぷ い黄 橙

10Y R 7／2
d 外 面 ユ ビオ サエ、ナデ、シ ポリ目。 外 面 に 自然 粕 。

74 8
T P 6
上 層

窯 道 具 トチン
－ － 6 ．0 3 ．8

外 ）黒 褐 10 Y R 3 ／2

断 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2 d 下 面 に 凹凸 あ り。側 面 ユビオサ エ、ナデこ 側 面 にへラ記号 。

74 9
T P 6
上 層

窯 道 具 ハ マ 5 ．2 1．0 － － 外 ）灰 黄 2 ．5 Y 6 ／2 －
上 面 回 転 糸切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

下 面 に同 心 円 状 の 沈

線 4 条 。使 用 痕 な し。

7 5 0 T P l
上 層

窯 道 具 ハ マ 5 ．0 0 ．9 － －
外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

－
上 面 回転 糸切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周 縁
部 に面 取 り。

3 箇 所 に 円 錐 ピ ン 剥
離 痕 。

7 5 1
T P 6 窯 道 具 ハ マ 5 ．1 1．0

外 ）にぷ い黄 上 面 回転 糸切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周 縁 3箇所に円錐ピン剥離痕。
上 層 2 ．5 Y 6 ／3 部 に面 取 り。 上面に高台痕 1個。

7 52

7 5 3

T P 2
上 層

窯 道 具 ハマ

ハマ

5 ．2

5 ．1

0 ．8

0 ．7

外 ）にぷ い黄 橙

10Y R 6 ／3

上 面 回転 糸切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁
部 に面 取 り。

6 箇 所 に 円 錐 ピ ン 剥

離 痕 。 上 面 に 径 4 ．2

cm の高 台痕 2 個 。

T P 4
中層 窯 道 具

外）にぷ い黄橙

10 Y R 6 ／3

上 面 回転 糸切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

6 箇 所 に 円 錐 ピ ン 剥
離 痕 。 上 面 に 径 3 ．8

cm 他 の高 台痕 2 個 。
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Tab．30　遺物観察表（30）

図版
番号

出 土

地 点
種 類

器種

器形

法 量
色調 胎土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

7 5 4
T P 4
中層 窯 道 具 ハマ 5 ．7 1．1

外 ）にぷ い黄 橙

10Y R 6 ／4 －
上 面 回転 糸切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。 ＿

7 箇所 に円錐 ピ ン剥 離
痕 。上 面 に径 3 ．8 cm と

4 ．0 cm の高台痕 2 個。

7 5 5
T P l

窯 道 具 ハマ 5 ．6 0 ．9 － －
外 ）にぷい黄2．5Y 6／3

b
上 面 回転 糸切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周 縁 17 箇所 に円錐 ピン剥離

上 層 断 ）灰 白 2 ．5 Y 7 ／1 部 に面 取 り。 痕。上面 に高台痕 4 個。

7 5 6
T P l
上 層

窯 道 具 ハマ 6 ．2 1 ．3
外 ）灰黄 2 ．5 Y 7 ／2

断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1
b

上 面 回転 糸切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

4 箇所 に円錐 ピンが 溶
着、9 箇 所 に 剥 離 痕 。

上面 に高台痕4 個。

7 5 7
T P 4
上 層

窯 道 具 ハマ 6 ．0 1．1 － － 外 ）灰黄 2 ．5 Y 7／2 －
上 面 回転 糸切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

3箇所に円錐ピン剥離痕。上

面に径4 ．5cm の高台痕1胤

7 5 8 T P 6 窯 道具 ハマ 6 ．1 1．0 － －

外 ）灰黄 2 ．5 Y 7／2
b

上 面 回転 糸切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁 11箇所 に円錐 ピン剥 離
上 層 断 ）灰 白 2 ．5 Y 7 ／1 部 に面 取 り。 痕。上面 に高台痕 3 個。

7 5 9
T P 4 窯 道 具 ハマ 5 ．6 1．0

外 ）灰黄 2 ．5 Y 7／2
b

上 面 回転 糸切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁
印刻 （8弁菊花）あり。 2
箇所に円錐ピンが溶着。

上 層 断 ）灰 白 2 ．5 Y 7 ／1 部 に面 取 り。 2 箇所に円錐 ピンの剥離
痕。上面に高台痕 1個。

7 6 0
T P 5
上 層

窯 道 具 ハマ 5 ．8 0 ．8
外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2
断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1 b

上 面 回転 糸切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

印 刻 （8 弁 菊 花 ）あ り。

11箇所 に円錐 ピン剥 離
曝 上面 に高台痕 2 胤

7 6 1
T P 6
下層

窯 道具 ノ＼マ 5 ．8 0 ．8

外 ）にぷ い黄橙

10 Y R 6 ／4
断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1

b
上 面 回転 糸切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

印刻（8弁菊花）あり。2箇所

に円錐ピン剥離痕。上面に高
台痕2個。8箇所に円錐ピン
剥離痕。上面に高台痕3胤

7 6 2 T P 4
上層

窯 道 具 ハマ 6 ．4 1．0

外）にぷ い黄

2 ．5 Y 6 ／4
断）灰 白2 ．5 Y 7／1

b
上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナデこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

印刻（8 弁菊花・芯あり）あ

り。2 箇所 に円錐 ピンが
溶着、12 箇所 に剥離痕。

上面に高台痕3 個。

7 6 3
T P4
上 層

窯 道具 ノ＼マ 5 ．9 1 ．0

外）にぷ い黄

2 ．5 Y 6 ／4
断）灰 白2 ．5 Y 7／1

b
上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

印刻（8 弁菊花 ・芯あり）あ
り。 3 箇所 に円錐ピンが

溶 着、 6 箇所 に剥離痕。
上面に高台痕3 個。

7 6 4 T P 6
上 層

窯道 具 ハマ 5 ．6 0 ．9

外 ）にぷ い黄橙

10 Y R 6 ／4
断 ）灰 白2 ．5Y 7／1

b
上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ 下 面 周 縁
部 に面 取 り。

印刻 （8 弁菊花 ・小型）あ

り。1箇 所 に円錐 ピンが
溶 着、11箇所 に剥 離痕。

上面に高台痕3 個。

7 6 5
T P 6
上 層

窯道 具 ノ＼マ 5 ．4 0 ．9

外 ）にぷい黄

2 ．5 Y 6／3
断 ）灰 白2 ．5Y 7／1

b
上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁
部 に面取 り。

印刻（8 弁菊花 ・芯あり）あ

り。2 箇所 に円錐 ピン剥
離痕。上面に高台痕2 個。

7 6 6
T P 4 窯道 具 ノ＼マ 5 ．2 0 ．8

外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2
b

上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

印刻（8 弁菊花・芯あり）あり。

1箇所に円錐ピンが溶着、
上 層 断）灰 白2 ．5Y 7／1 部 に面 取 り。 5箇所に剥離痕。上面に径

4 ．4cm の高台痕2胤

7 6 7
T P 5
上 層

窯 道具 ハマ 5 ．5 0 ．9
外 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2
断）灰 白2 ．5 Y 7／1 b

上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁
部 に面 取 り。

印刻（8 弁菊花 ・芯あり）あ

り。1箇 所 に円錐 ピンが
溶着、4 箇所に剥離痕。

7 6 8
T P 6
上 層 窯道 具 ハマ 5 ．4 0 ．7 外 ）黄 灰 2 ．5 Y 6 ／1 －

上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

印刻（8 弁菊花 ・芯あり）あ

り。4 箇所 に円錐 ピン剥
離痕。上面 に高台痕。

7 6 9
T P l 窯道 具 ハマ 5 ．6－ 1．0 － －

外 ）にぷい黄2 ．5Y 6／3
b

上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁 印刻（8弁菊花）あり。9 箇所
下 層 断 ）’灰 白2 ．5Y 7／1 部 に面 取 り。 こ円錐ピンの剥離痕あり。

7 7 0 T P 4
中層 窯道 具 ハマ 5 ．6 0 ．7 － － 外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 －

上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面取 り。

印刻（8弁菊花・芯あり）あり。

3箇所に円錐ピン剥離痕。

7 7 1
T P 4
上 層 窯道 具 ハマ 6 ．4 1 ．1 外 ）灰 黄 2 ．5 Y 6／2 －

上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面取 り。

印刻（16 弁菊花）あり。 1
箇所に円錐ピンが溶着。2

箇所に円錐ピンの剥離痕。

7 7 2
T P 6
下 層 窯道 具 ハマ 5 ．7 0 ．9 外 ）灰 黄 2 ．5 Y 6 ／2 －

上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

印刻（12弁菊花と輪達文）あ
り。2箇所に円錐ピン剥離痕。

上面に焼き台が溶着。＿ハマ焼

き台とも全体に粗い砂が付着。

7 7 3
T P 4

上 層
窯 道 具 ノ＼マ 5 ．3 0 ．8

外 ）にぷ い黄褐

10 Y R 5／3
断 ）灰 自2 ．5 Y 7 ／1

b
上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周縁

部 に面 取 り。

印 刻 あ り。 8 箇 所 に
円 錐 ピ ン剥 離 痕 。上

面 に高 台痕 2 個 。

7 74
T P 6
上 層

窯 道 具 ハ マ 6 ．0 0 ．9

外 ）にぷ い黄

2 ．5 Y 6 ／4
断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

b
下 面 周縁 部 に面 取 り。上 面 回転 糸 切 り、下面

回転 ナ デこ

印刻あり。1箇所に円錐ピン

が溶着。上面に高台痕1胤
全体に自然粕が掛かる。

7 7 5
T P 4
上 層

窯 道 具 ハ マ 5 ．6 1．0 外 ）灰 黄 2 ．5 Y 6 ／2
－

上 面 回 転 糸切 り。下 面 回転 ナ 菜 下 面 周 縁

部 に面 取 り。

印刻（山形文）あり。数箇所

に円錐ピンの剥離痕。上面

に径4cm の高台痕3個。

7 7 6
T P 6 窯 道 具 ハマ 6 ．0 0 ．9

外 ）灰 黄 2 ．5 Y 6 ／2
b

上 面 回 転 糸切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周縁 印刻 （山形文 ）あり。上
上 層 断 ）灰黄 2 ．5 Y 6／2 部 に面 取 りム 面 に墨書。使用痕なし。

7 7 7
r正 ）5

上 層 窯 道 具 ハ マ 6 ．0 0 ．9 外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2 －
上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周縁

部 に面 取 り。

印刻 （山形文）あり。1箇

所 に円錐ピン剥離痕 。

7 7 8
T P 6
上 層

窯 道 具 ハ マ 6 ．4 1．0

外 ）にぷ い黄

2 ．5Y 6 ／3
断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1

b
上 面 回 転 糸切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周縁

部 に面 取 り。

印刻（雲文）あり。3 箇所に円

錐ピンが溶着、10箇所に剥
離痕。上面に高台痕あり。

7 7 9
T P l
上 層 窯 道 具 ハ マ 5 ．3 0 ．9 外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2 －

上 面 回 転 糸切 り。下 面 回転 ナ ・荒 下 面 周縁
部 に面 取 り。

印刻 （雷文 ）あり。上 面

に径 4 cm の高台痕 1個 。

7 8 0 T P 6 窯 道 具 ハ マ 6 ．2 1．0 － －
外 ）灰 黄 2 ．5 Y 6 ／2

b
上 面 回 転 糸切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周 縁 印 刻 （雲 文 ）あ り。使

上 層 断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 部 に面 取 り。 用痕 なし。
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Tab．31遺物観察表（31）

図版
番 号

出土
地 点 種 類

器 種

器 形

法量
色 調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

7 8 1
T P 6
上 層

窯 道具 ハマ 6 ．4 1 ．1

外 ）にぷ い黄橙

10 Y R 6 ／4
断）灰 白2 ．5Y 7／1

b
上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ 弐 下 面 周 縁

部 に面 取 り。

1箇 所 に 円 錐 ピ ンが

溶 着 、9 箇 所 に 剥 離
痕 。上 面 に径 4 ．2 cm と

4 ．8 cm の高 台痕 2 個 。

7 8 2
T P 2

上 層
窯道 具 ハマ 7．1 1．3

外 ）にぷ い黄 橙 ．

10 Y R 6／3
断 ）灰 白2 ．5Y 7／1

b
上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁
部 に面 取 り。

印刻 （8弁 菊花 ）あ り。3
箇所 に円錐 ピンが溶着。

4 箇所 に円錐ピンの剥離
痕。上面に高台痕 2個。

7 8 3
T P 4
上 層

窯道 具 ノ＼マ 5 ．6 0 ．8

外 ）にぷ い黄 褐

10 Y R 5／3
断 ）灰 自2 ．5 Y 7／1

b
上 面 回 転 糸 切 り。下 面 回 転 ナ デこ下 面 周 縁

部 に面 取 り。

印刻又 は釘彫 りによる丸

文 あり。2 箇所 に円錐 ピ

ンが溶着、10箇所に剥離
痕。上面に高台痕。

7 8 4
T P l 窯道 具 ハ マ 6 ．0 0 ．8

外 ）灰 苗 2 ．5 Y 7 ／2
b

上 面 回 転 糸 切 り　 下 面 回転 ナ デ　 下 面 周 縁
中 央 に釘 彫 りに よる

上 層 断 ）灰 白2 ．5 Y 7／1 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　／部 に面 取 り。 記 号。 7 箇 所 に 円 錐

ピ ンの 剥離 痕 あ り。

7 8 5
T P 4 窯 道 具 ハ マ 6 ．1 0 ．8

外 ）灰 苗 2 ．5 Y 7 ／2
b

上 面 回 転 糸 切 り　 下 面 回 転 ナ デ　 下 面 周 縁 へラ記号あ り。数箇所 に

」＿上 層 一ニ′・　、断 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／1 0　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　／部 に面 取 り。 円錐ピン剥離痕。上面 に
高台痕2 ～3 個。

7 8 6
T P l 窯 道 具 ハ マ 9 ．5 1．3 － －

外）にぷい黄橙 10Y R 7／4
b

上 面 回 転 糸切 り。下 面 回転 ナ デこ下 面 周縁 8箇所に円錐ピン剥離痕
下 層 断 ）にぷい黄橙 10Y R 7／3 部 に面 取 り。 0上面に径7cm の高台痕 1胤

7 8 7
T P 2
下 層 窯 道 具 ハマ 7 ．0 0 ．6 － －

外）にぷい橙 7．5 Y R 6／4

断 ）にぷい橙7．5Y R 6 ／4 C 上 面 と下 面 に凹凸 あ り。

7 8 8 T P 4
上 層

窯 道 具 ハマ 5 ．8 0 ．7 － －
外 ）灰 白2 ．5 Y 7 ／2

－

上 面 回 転 糸切 り。下 面 回 転 ナ デこ面 取 り無

し。
3 箇 所 に 円 錐 ピ ン 剥
離 痕 。

7 8 9 T P 2
上層

窯 道 具 ノ＼マ 7 ．0 1 ．6 外）黒 褐 10 Y R 3／2
－

上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。
上 面 周 縁 部 に 円盤 状

の 粘 土 が 三 箇 所 に付
着。周縁 に自然 粕 。

7 9 0 T P 5
上層

窯 道具 ハマ 6 ．8 1．3 － －

外）にぷい黄橙10Y R 7／3

断）にぷい黄橙10Y R 7／3 d
上 面 と下面 に凹 凸 あ り。側 面 に上下 か らの押
圧 によるヒビ割 れ 。

7 9 1
T P l
下層

窯道 具 ノ＼マ 8 ．8 1．4 － －
外 ）にぷい黄橙 10 Y R 6／3
断）にぷい黄橙10Y R 6／3 d 上面 と下 面 に凹 凸 あ り。 側 面 に自然粕 。

7 9 2
T P l
下 層 窯道 具 ハマ 7 ．6 1．3 － －

外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

断）灰 白2 ．5Y 8 ／2 d 上面 と下 面 に凹 凸 あ り。

7 9 3 T P l
上 層

窯道 具 ハ マ 8 ．2 1．1 － －

外 ）にぷい黄橙 10Y R 6／3

断）にぷい黄樫10Y R 6／3 d 上面 と下 面 に凹 凸 あ り。

7 9 4
T P l
上 層

窯 道 具 ハ マ 8 ．0 1．0 － －
外 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 6 ／3 －
上面 と下 面 に凹 凸 あ り。 上面に製品の高台痕を残し

て周囲に自然粕が掛かる。

7 9 5
T P 6
下 層 窯道 具 ハ マ 8 ．2 1．2 － －

外 ）にぷい黄橙 10Y R 7／3

断 ）にぷい黄橙10Y R 7／3 d 上面 にチ ヂ レ目、下 面 に凹凸 とチヂ レ目。 上 面 に 印刻 。

7 9 6
T P 5
上 層

窯 道 具 ハ マ 10 ．4 1．3

外 ）にぷ い黄橙

10 Y R 6／3
断 ）にぷ い黄 橙

10Y R 6／3

d 上 面 と下 面 に凹 凸 あり。 下 面 に墨 書 。

7 9 7
T P l

上 層
窯 道 具 ハ マ 9 ．9 1．4

外 ）にぷ い黄橙

10Y R 6／3
断 ）にぷ い黄 橙

10Y R 6／3

d 上 面 と下 面 に凹 凸あ り。 側 面 に 自然 粕 。

7 9 8 T P 4
中層

窯 道 具 ハマ 10 ．3 1．3 － －
外 ）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2
断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／1 C 上 面 ナデこ下 面 に凹 凸。

7 9 9
T P 5
上 層

窯 道 具 ハマ 16 ．0 2 ．0 － －
外）にぷい黄褐10Y R 5／3

断 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2 d 上 面 と下 面 に凹凸 あ り。 上面 に製品 の高台痕 あ

り。粗砂、自然粕が付着。

8 0 0 T P 6 窯 道 具 ハマ 19 ．3 2 ．1 － －
外）にぷい黄褐10Y R 5／3

d
上 面 パケ、ナデ、‾下 面 ナデこ側 面 ヨコナデこ中 上面 に製 品 の高 台痕 を

下層 断 ）灰 黄褐 10 Y R 6／2 央 に焼 成 前 穿 孔 あり。 残して周辺に自然粕。

8 0 1
T P 6 窯 道 具 ハマ 17 ．0 2 ．1 － －

外）にぷい黄樫10Y R 7／3
d

上 面 ナデ＼ 下 面チ ヂ レ 目。側 面 に上下 か らの 上 面 に 印 刻 （8 弁 菊
上 層 断）にぷい黄橙10Y R 7／3 押圧 によるチ ヂ レ。 花）。

8 0 2
T P 5
上層

窯 道具
匝蓋

又 は
焼 き台

2 2 ．0 2 ．5

外）にぷ い褐

7．5 Y R 6 ／3
断）褐 7．5 Y R 4 ／6

d
上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。側 面 に上下か らの 押

圧 によるチ ヂ レ。

8 0 3
T P 4
下層 窯道 具

匝蓋

又 は
焼 き台

2 0 ．9 2 ．2
外 ）にぷい橙7．5Y R 6／4

断）にぷい橙7 ．5 Y R 6／4 d 上面 と下 面 イタナ デこ 側 面 に自然粕 。

8 0 4
T P 4
中層

窯道 具
匝 蓋

又 は
焼 き台

2 2 ．0 2 ．3

外 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 6 ／3
断）灰 黄褐 10Y R 6／2

d 上面 ユ ビオサエ 、ナデ、下 面 静止 糸切 り。

8 0 5
T P 4

上 層
窯道 具

匝 蓋

又 は
焼 き台

2 0 ．0 2 ．4
外 ）灰 黄 2 ．5Y R 7／2

断 ）灰黄 2 ．5 Y R 7／2 d 上面 と下 面 に凹 凸 あり。 側 面 に 自然 粕 。

8 0 6
T P l
上 層

窯道 具
匝 蓋

又 は
焼 き台

18 ．9 2 ．2
外 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2

断 ）灰 黄 2 ．5 Y 7／2 d
上 面 ナ デこ 下 面 静 止 糸切 り。側 面 ユ ビオ サ

エ、ナデこ

8 0 7
T P l
下 層

窯 道 具 ハ マ 18 ．0 1．7

外 ）にぷ い黄橙

10Y R 6／3 ～灰 褐
7 ．5 Y R 4／2
断 ）にぷい黄橙 10 Y R 6／3

d 上 面 静止 糸切 り。下 面 直 線 方 向の ナデこ 上 面 に製 品 痕 を残 し

て周 囲 が 変 色。

8 0 8
T P 4
中層 窯 道 具

匝蓋

又 は
焼 き台

3 0 ．0 3 ．0

外 ）にぷ い橙

7 ．5 Y R 6／4
断 ）にぷ い橙

7．5Y R 6／4

d 上 面 と下面 に凹凸 あ り。
上 面 に黒 褐 色 の 高 台

が 溶 着。
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Tab．32　遺物観察表（32）

図版
番号

出 土
地 点

種 類 器種
器 形

法 量
色調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

8 0 9
T P 4
下層

窯 道 具
匝蓋

又 は
焼 き台

3 0 ．0 2 ．4
外）灰 黄 2 ．5 Y 7 ／2

断 ）灰 黄 2 ．5Y 7／2
d 上 面 と下面 ナ デこ側 面 ヨコパ ケ。

上 面 に鉄 粕 が 一 部 付
着 。

8 10
T P 4
下層

窯 道 具
匝蓋

又 は
焼 き台

3 1．0 2 ．3

外）にぷ い褐

7 ．5Y R 6／3
断 ）にぷ い褐

7 ．5Y R 6／3

d 上 面 ナデ＼下 面静 止 糸切 り。側 面 ヨコパ ケ。

8 1 1
T P 4
上 層

窯 道 具

匝 蓋

又 は
焼 き台

3 4 ．0 2 ．2

外）にぷ い橙

7 ．5Y R 6／4
断 ）にぷ い橙

7 ．5Y R 6／4

d 側 面 に 自然 粕 。

8 12
T P 5
上 層

窯 道 具 焼 き台 2 ．1

外 ）にぷ い黄褐

10Y R 5／3
断 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2

d 楕 円形 か。上 面 と下 面 に凹 凸 あ り。

8 13
T P 6

上 層
窯 道 具

匝 蓋

又 は
焼 き台

全 厚

1．8

外 ）灰 黄 褐 10 Y R 4 ／2

断 ）不 明‘ d 円盤 形 。調 整 不 明。

上 面全体 ににぷい黄橙

色 の粘土 が溶 着。全体

に自然粕 が掛かる。

8 14
T P 5

．下 層

窯 道 具 焼 き台 12 ．0 14 ．2 9 ．6

外 ）灰 黄 褐 10 Y R 5 ／2
内）にぷ い黄橙

10 Y R 7／3
断 ）灰 N 7／

d 内外 面 ロクロ目顕 著。上 面 回転 糸切 り。

上 面 周 縁 に団 子 状 の

粘 土が 付着。上面 に径

5 ．3 cm の製 品 高台 痕が
残 る。外面 に自然 粕 。

8 15 T P 5
上 層

窯道 具 焼 き台 8 ．2
外 ）灰 黄 褐 10 Y R 4 ／2
断 ）灰 自N 7 ／1 C

上位 に径 1．3 cm の 焼 成 前穿 孔 （1穴 又 は2 穴 ）。

内外 面 ロクロ目顕 著。上 面 回転 糸 切 り。

上 面 の周 縁 に円 盤 状

粘 土 が 4 箇 所 付 着。
外 面 に 自然 粕 。

8 16 T P l 窯 道 具 焼 き台 8 ．1
外 ）灰 黄 2 ．5 Y 6／2

d
穿 孔 の有 無 は不 明 。内 外 面 に強 い ロクロ 目。

上 面 の周 縁 に円 盤 状

粘 土 が 2 箇 所 付 着。2

上 層 断 ）灰 白2 ．5Y 7／1 上面 回 転 糸切 り。 箇 所 に溶 着 痕 。外 面

に自然 粕 。

8 17
T P l 窯 道 具 焼 き台

外 ）にぷ い黄 褐 ・

10 Y R 5／4 d
内 外面 ロク ロ日顕 著 。体 部 中 位 に焼 成 前 穿

孔 あ り。

体 部 外 面 の 2 箇 所 に

上 層 内）浅黄 橙 10Y R 8／3
断 ）灰 白10 Y R 8 ／2

印刻 。

8 18
T P 6
下 層

窯 道 具 焼 き台 6 ．4 1 1．4 13 ．0

外 ）灰 黄 褐 10 Y R 6 ／2
内）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／4
断 ）にぷ い黄 橙

10 Y R 7／4

d
体 部 中位 に焼 成 前 穿 孔 あ り。内 外 面 回 転 ナ

デこ上 面 回転 糸切 り。

上 面 に 径 5 ．4 cm の 製

品高 台痕 が 残 る。

8 1 9
T P 4
中層

窯道 具 チ ヤツ 6 ．0 3 ．3 5 ．2

外 ）黄 灰 2 ．5 Y 6／1

内）灰黄 2 ．5 Y 6／2
断）灰 白2 ．5 Y 7／1

b 内外 面 回 転 ナデこ外 底 回転 糸切 り。
内 外 面 に 自然 粕 。 口

縁 端 部 に敲 打痕 。

8 2 0
T P l 窯道 具

焼 き台
1 3 ．6 3 ．3 － －

外）灰 白2 ．5Y 7／1
d

中 央 に焼 成 前 穿 孔 。上 面 に凹 凸 あ り。下 面
上面 に煤 。

下 層 か 断）にぷい黄橙10Y R 7／2 と側 面 ユ ビオ サエ、ナデこ

8 2 1
T P 6
上 層

窯 道具 焼 き台
か － 3 ．1 － －

外）にぷい黄褐10Y R 5／4

断）灰 白 10Y R 7 ／1
d 外 面 ナデこ 全面 に自然柚 。

8 2 2
T P 2

上層
窯 道具

円錐

ピ ン － 残 0 ．7 1 ．0 －
にぷ い黄 橙 10Y R 7 ／2 b 先 端 部 を欠損 。

8 2 3
T P 2
上 層

窯 道 具
円錐

ピン － 残 0 ．7 1 ．0 － にぷ い黄 橙 10Y R 7 ／2 b 先 端 部 を欠損 。

8 2 4
T P l
上 層

窯 道 具 円錐
ピン －

残 0 ．6 0 ．8 － 灰 自 10Y R 7 ／1 b 外 面 ナデこ
接合部で剥離。接合部に灰
粕が掛かる。先端部を欠損。

8 2 5
T P l

上 層
窯 道 具

円錐

ピン － 0 ．7 0 ．8 －
にぷ い黄 橙 10Y R 7 ／2 b 先 端 部 周辺 にユ ビオサエ 、ユ ビナデこ

剥 離 痕 な し。 先 端 部

が 残 存。

8 2 6
T P l
上 層

窯 道 具
円錐

ピン － 残 0 ．6 0 ．9 － にぷ い黄橙 10Y R 7 ／2 b 先 端 部 周辺 にユ ビオサエ 、ユ ビナデこ・ 先 端 部 を欠損 。

8 2 7 T P 6 窯 道 具 円錐
ピン －

残 0 ．7 0 ．9 －
にぷ い黄橙 10Y R 7 ／2 b 先 端 部 周辺 にユ ビオサエ 、ユ ビナデこ 先 端 部 を欠 損。

8 2 8 T P 5
上 層

窯 道 具
円錐

ピン － 残 0 ．5 0 ．7 －
にぷい黄 橙 10Y R 7 ／3 b 先 端 部周 辺 にユ ビオサエ 、ユ ビナデこ

上 面 にハ マの 一 部 が

溶 着。先 端 部 を欠 損 。

8 2 9
T P 5
上 層

窯 道 具 団子
トチ

全 長

2 ．7

全 幅

2 ．5

全 厚

1 ．0 － 灰 白 10Y R 8 ／2 b 側 面 にユ ビ痕 。上 面 と下 面 に圧痕 。

8 3 0 T P 6
上 層

窯 道 具
団子

トチ

全 長

3 ．2

全 幅

2 ．0

全 厚

0 ．6 －
灰 白 10Y R 7 ／1 b 側 面 にユ ビ痕 。上面 と下 面 に圧 痕 。

8 3 1
T P 4
上 層

窯 道 具 接 合 材
全 長

8 ．5

全 高

1．4

全 幅

1 ．2 －
灰 白2 ．5Y 8／2 b

粘 土紐 をちぎ り、両 側面 に連 続 したユビオサエ。

上面 に幅8 mm の高 台状 の個体 の剥離痕 あり。

8 3 2
T P 5
下 層

窯 道 具 接 合 材
全 長

12 ．0

全 高

2 ．4

全 幅

1．1 － 灰 白2 ．5Y 8／2 b
粘 土紐 をちぎ り、両 側面 に連 続 したユビオサエ。

上面 に幅8 mm の高台状 の個体 の剥離痕 あり。

8 3 3
T P 5
下 層

色見 孔

塞 ぎ蓋

天 井

部径

10 ．0

10 ．5 16 ．5
外 ）灰 白 5Y 7／1

断 ）灰 白5 Y 7 ／1
d 脚 部 中 空。外 面 にユ ビオサエ 、ナデこ

上 面 に 灰 粕 が 落 ち

る。

8 3 4
T P 5

－ 不 明 9 ．7 － －
外 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／2

d
上面 の 中央 に焼 成 前 穿孔 あ り。外 面 ナ デ ・ユ 外 面 が 白 く変 色。 自

上 層 断 ）灰 白2 ．5 Y 8 ／1 ビオサエ 。 然 粕 は認 め ない。

8 3 5
T P 5
上 層 －

不 明 10 ．2 － － －
外 ）浅 黄 橙 10 Y R 8 ／3

断）灰 白10 Y R 8 ／2
d 穿 孔 の 有無 は不 明 。外 面 ナ デ＼ユ ビオサエ 。 自然粕 は認 めない。

8 3 6 T P 5
上 層 － 不 明 10 ．9 － － －

外 ）明褐 灰 7 ．5Y R 7 ／1

断）灰 白7 ．5 Y R 8 ／2 d 外面 ナ デ＼ユ ビオサエ 。
外 面 は 白 く粉 状 。 自
然 粕 は認 め ない。

8 3 7
T P 5
上 層 －

不 明 － － 14 ．2 －
外 ）灰 白10 Y R 8 ／1

断）灰 白7 ．5 Y R 8 ／2
d 外面 ナ デ＼ユ ビオサエ 。 自然粕 は認 めない。

122



Tab．33　遺物観察表（33）

図版

番号

出 土

地 点
種 類

器種

器 形

法 量
色調 胎 土 技 法 ・特 徴 備 考

口径 器 高 底 径

8 3 8
T P 5
上 層

不 明
天 井
部

1 1．0
5 ．8 18 ＿．8

外）浅 黄橙 10 Y R 8 ／3

断 ）浅 黄 橙 10 Y R 8 ／3 b 外 面 ユビオ サエ、ナデこ

8 3 9
T P l
上 層

煉 瓦

又 は
焼 き台

全 幅

8 ．2

外）にぷい 赤褐

5 Y R 5／3
断 ）灰 白 10 Y R 8／1

d 箱 型 。外 面 ナ デこ
片 面 に 赤 褐 色 の 粘 土

塊 が 溶 着。 外 面 に 自
然 粕 少量 。

8 4 0 T P 5
下層

煉 瓦
全 幅

8 ．7

外）にぷ い橙

7．5Y R 7 ／3
断 ）灰 白 10 Y R 7／1

d 箱 型 。外 面 ナデ＼タタキ 目。
外 面 、被 熟 赤 変 す る

が 、 自然 柚 は 認 め な

い。

8 4 1
T P 4
下層 煉 瓦

全 高

8 ．2

外）にぷ い橙

7．5Y R 6 ／4
断 ）灰 白 10Y R 8／2

d 箱 型 。外 面 ナ デ、タタキ 目。 外 面 は 白 く変 色 。 自

然 粕 は認 めな い。

8 4 2
T P 6
上 層

陶器 ． 4 ．6 か 2 ．3 灰 白2 ．5 Y 8 ／1 b

陰 刻 による寿 字 文 。文 字 は細 い針 状 の工 具

で 彫 る。摘 み はケズ リ出 し。摘 み と印面 に 白
色 の粕 を薄 く施 柚 。

摘 み 上 面 にへ ラ記 号
「寿 」。

［遺物観察表凡例］

1）胎土：尾戸焼の胎土については含有鉱物の粒度と含有量の違いによってa～dに区分し、表記した。各々の特徴は次

の通りである。また、何れの胎土についても断面に円孔や裂孔が観察できる。

胎土a…円形粒の石英細粒砂を多量、長石細粒砂を少量含む。黒色粒を微量含む。

胎土b．‥円形粒の石英細粒砂を多量、角粒の石英細粒砂と長石粗粒砂を少量含む。黒色粒を微量含む。

胎土C…角粒の石英細粒砂・長石粗粒砂を多量、長石の角礫を少量含む。黒色粒を少量含む。

胎土d…角粒の石英細粒砂・長石粗粒砂、長石の角礫を多量に含む。黒色粒を少量含む。

2）色調：農林水産省農林水産技術会議事事務局監修「新版標準土色帳」による。

3）粕薬：尾戸焼の灰粕については、相調や質入の規模の違いによってa～Cに区分し、表記した。各々の特徴は次の通

りである。

灰粕a…灰白色を帯びる半透明の粕で0．5mm以下の細かい質入が入るもの。

灰粕b…半透明または透明で0．5～1mm前後の細かい質入が入るもの。

灰粕C…ガラス質で光沢が強く1～2mm前後の粗い質入が入るもの。
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第Ⅴ章　考　察

第1節　近世尾戸窯の操業と製品製作

1．はじめに

近世の尾戸窯は、承応2年（1653）の開窯以来、茶陶を中心に多くの優れた製品を生産した土佐の

藩窯である。この尾戸窯の研究は、これまで小野賢一郎、山本貞彦、丸山和雄、伊東正統氏らによっ

て文献史料の解読、伝世資料調査、現地踏査などの方面から詳細な研究が進められてきた。中でも、

小野賢一郎、丸山和雄氏によって紹介された『森田久右衛門日記』は、森田家の初代陶工森田久右衛

門が各窯業地の状況を措写した見聞記であることから、江戸前期の窯業実態を知る極めて信憑性の

高い資料として、現在高く評価されている。

今回の尾戸窯跡平成15年度調査では、近世尾戸窯に関わる貴重な出土資料が多数得られている。

そこで本節では、これらの資料検討を行なうに先立ち、諸氏による文献史的研究の成果をふまえな

がら、尾戸窯の操業体制及びその製品製作の内容などについて検討しておきたい。また、特に製品

製作に関わって、その生産の目的と年代的な変遷、江戸前期以降の記録に表れる尾戸焼の具体像な

どについても検証を行ない、後節での資料検討の手掛かりとしたい。

2．尾戸窯の開窯
尾戸窯は承応2年（1653）、2代藩主忠義の命により開窯された。承応3年（1654）、藩主忠義が野

中主計（兼山）らに宛てた「忠義公書状」（註1）（重科1）からは尾戸開窯までのいきさつが読み取れる

が、このうち「肥前焼物其元へ商人令持参候て、其元にも能土有之、焼物出来候ば重宝成候、又は家

中侍共下々迄も遣用に致儀と被存、…」との内容からは、肥前焼物の盛行に刺激を受け、藩用品や家

臣民家使用の焼物の自給をねらって、自国での陶器生産が言式みられたことが窺われる。

開窯にあたって土佐に招かれた久野正伯は、摂州高津、高原焼の陶工で、先の書状の文面からみ

るところでは、宮崎儀右衛門、植木一郎兵衛、百々平兵衛ら大坂在勤の家臣を介して、土佐に招楷

されたらしい。初期の窯は城の北側にあたる尾戸に築かれ、正伯によって初期の尾戸焼製作が行な

われた。また、正伯の元には、森田久右衛門と山崎平内が置かれ、両人が作陶の技術を学んだ。

開窯初期の尾戸焼は「正伯焼」「正伯弟子焼」として記録に表れている。（註2）また『忠義公書状』中

にみえる正伯の製作品は茶人、茶碗、花入れ、皿であり、それらは「くはんにう大任立」のものであ

ったらしい。

3．生産体制と操業経緯
正伯帰坂の後は、森田久右衛門と山崎平内が初期尾戸窯での製作に当たり、以後、近世を通じて

森田・山崎の両家が藩窯での作陶に代々従事した。製作品目は森田家が茶道具を中心に製作し、山

崎家は香炉などの他尾戸雑器の生産に従事したと考えられているが（註3）、山崎家での製作内容につ

いては史料に乏しく、不明な点が多い。
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また、陶工の身分と待遇については森田家文書の『勤役年譜書』（註4）延宝6年の項に「上下三人扶

持被成下候。」とあることから、初代久右衛門以降代々、三人扶持の称号を与えられていたことが分

かる。また『勤役年譜書』天明2年（1782）4代弥源次の代には「天明二年正月十三日御呼出仰付ら

れ、職業宜仕候と有、帯刀御免仰付らる。」との記事もあり、4代目以前までは工人ながら帯刀を許

された身分であったことが窺われる。ただし山崎家は同じく三人扶持であるが、帯刀は無しであっ

た。

近世末まで藩窯での製作に関わった両家陶工、及び総代を継いだ勤務年は次の通りである。

森田家（註5）

初代久右衛門

二代三郎兵衛

三代三郎兵衛

四代弥源次

五代久右衛門

六代八之丞

〔光久〕没年正徳5年（1715）

〔光長〕没年享保12年（1727）

〔光福〕没年宝暦4年（1754）

〔光次〕没年享保3年（1718）

〔光為〕没年文政11年（1828）

〔光繁〕没年嘉永5年（1852）

七代寿之助、左馬之助、鴨助、鴨居、緑山、〔光全〕明治3年、潤之助〔潤〕に譲る。

山崎家（註6）

初代平内

二代平兵衛

三代藤七

四代源之丞

五代代作

六代永太郎

七代伴蔵

〔勝之〕没年宝永7年（1710）

〔勝茂〕没年延享3年（1746）

〔勝利〕没年明和9年（1789）

〔光信〕没年文化5年（1808）

〔信為〕没年天保11年（1840）

〔信書〕没年安政5年（1858）

〔高幸〕明治4年被免、没年明治16年（1883）

森田家陶工のうち初代の久右衛門光久は、延宝6年（1678）夏には四代藩主豊昌より江戸出府を

命じられ、各地の窯業の視察や大名茶人の前での作陶を行った。この年夏から翌7年夏までの各地

での見聞を詳細に記録したものが『森田久右衛門日記』（註7）である。また久右衛門は、この前年には

『幡多中村旅日記』を記している。久右衛門は正徳5年（1715）に75歳で病死するまでの63年間を務

め、二代忠義から六代豊隆まで仕えた。二代を継いだ三郎兵衛光長については『森田家勤役年譜書』

に「一、久右衛門悼三郎兵衛、幼年より父に随御用手伝相勤、正徳五年、父跡目、同年八月廿三日上

下三人扶持相続被仰付勤之。」と記載される。相続時、三郎兵衛はすでに57歳の年齢に達している

が、同年譜書の記述によれば三郎兵衛は幼年から藩御用の作陶に久右衛門とともに従事しており、

窯場の操業は一族の者による協同作業から成り立っていたことが窺われる。

『森田家古記録』（註8）によれば、この後、享保12年（1727）の大火により尾戸窯場は焼失し、元文4

年（1739）に新たな窯場が再建されている。窯場の構造については同記録元文4年6月の項に「尾戸

焼物所細工所両家共建続新に二間梁に十三間に御建下さる、但一人前に向五間ひぢに一問半惣瓦葺
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也、ひちより御用之御焼物御見分所、薬調合□用間に被仰付。…」と記されている。

さらに、文政3年（1820）には磁器窯と陶器窯が能茶山に開かれ、藩窯経営の主力が磁器生産に移

るとともに、尾戸の窯場は能茶山に移転される。この時の状況について、七代鴨助差し出しの『勤

役年譜書』では「御用焼物仕成方此度御趣向を以、御町方仕成場へ仰付らるに付、於尾戸仕成方当時

差止られ、依右御屋敷退候様仰付らる、尤数代家族引越罷在儀、格段御詮議を以、引越料として銀

二百五十日之を成遣はさる、尤爾来の御補米は差除かれ候。」との記載が見られ、尾戸窯陶工はこれ

によって、本俸の三人扶持と補米一石のうち、補米一石を除かれている。仕事は能茶山にて引き続

き行われたが、以後、作陶の記録は少なくなっている。

明治4年には藩窯は廃止され、明治以降、尾戸窯は民間窯として継続されていく。

4．尾戸焼の製作と製品像
（1）藩御用品の製作

尾戸窯で注文製作された藩御用品の内容については、森田家文書『勤役年譜書』『森田家古記録』

中の製作記事や、＿『山内家史料』等の記載から、そのあらましを知ることができる。（Tab．34）ここ

に表れる製品は「茶碗、茶人、水指、香合、水入、四角の焼物」など茶器や供膳用の器、かわらけ類

であり、藩邸使用の食器、儀器、贈答品などの用途で注文製作された品々である。以下、その用途毎

に、製作記録をみていくこととする。

（手薄邸内使用品

尾戸焼の製作記録には、用途や依頼元が明記されておらず贈答目的か或いは藩内での使用を目的

としたものか判別し難いものも多く含まれるが、中には藩邸内での使用を推察できる記事も数例認

められる。

このうち『森田家古記録』享保10年の項にある「江戸御用と有、徳利四つ、蓋茶碗八つ被仰付

旨、」、「御賄方にて壷「カワラケ」焼候様に仰付られ候事」、「御賄方よりは雑煮ちやわん二百個、同

さいカワラケ四百枚被仰付候事。」等は江戸上屋敷や藩邸内での使用を推察出来るものであり、依頼

元として「御賄方」の名称が表れる。ここでは製作器種として徳利・蓋茶碗・雑煮ちやわん・壷「カワ

ラケ」・カワラケなどが見られ、供膳具が多く含まれる。また、注文品に雑煮茶碗二百個、カワラケ

四百枚など数量の多いものが含まれる点も特徴的である。

②儀礼・供宴関係

藩の儀式に際して尾戸陶工が御用品を製作した記事は『森田家年譜』『森田家古記録』の三代三郎

兵衛から四代弥源次の項に多く見受けられる。

まず『森田家年譜』の元文2年（1737）3月に「若殿様御箸揃御用相勤」、同年9月に「御城二之御丸

柱立御祈祷御用仰付られ。」。『森田家古記録』の寛保3年（1743）9月に「御城二の丸御造営御柱立

唯一神道の御祈祷御春日御飾のかわらけ被仰付。」『森田家年譜』の延享元年（1744）「二の御丸御幸

目御用仰付られ、」、延享2年（1745）2月「御城御移徒御用仰付られ、」、寛延2年（1749）大火によっ

て焼失した天守閣再建の儀式に際して「御本丸成就御移徒御用左之通一、素焼御瓶子一対仕成三郎

兵衛一人一、御雑煮茶碗三拾森田□□一、御向付小茶碗三拾山崎藤七一、御盃□□六つ」、寛延4年
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（1751）「大守様御四十の御賀おちやわん品々、」、宝暦3年（1753）「御厄抜御祝御用おちやわん品々

指上、」、宝暦8年（1758）「御幸目御用仰付られ仕成指上、」、宝暦11年（1761）6月「太守様御賀御祝

御用仰付られ仕成指上、」、明和4年（1767）「大守様御病気に付、御幸目御祈祷有之、御用仰付られ」

等の記載が認められ、そこには神事にて用いる暮目・かわらけ・素焼瓶子等の土器、祝賀用の茶碗・

向付・盃、等の製作記事が示されている。

また先の寛延2年（1749）大火によって焼失した天守閣再建の儀式に際する御用の記録では、儀

礼用の素焼き瓶子を森田本家、供宴用の食器を森田末家と山崎家が製作し、森田・山崎め両家が分

担して勤めを行ったことが示されている。

③贈答関係

この他に、尾戸窯の製作活動の重要な一側面として贈答品の生産が挙げられる。

尾戸焼贈答の記録をたどると、まず山内家文書『歴代公紀』のうち山内忠義の書状を収めた収録

方文書に明暦3年（1657）「正伯焼之焼物澤山二可有之候聞方方へ令音信候ためにまハし候様こと

被中越候早早申付早積七候間迫付廻り可申候」の記録が見える。尾戸窯初期の段階にはその製品は

「正伯焼」として知られており、諸公への音信を兼ねて「正伯焼」贈答が盛んに行われた様子が窺わ

れる。

続いて、山内家文書言上留吉帳には寛文6年（1666）「正伯弟子焼之御茶人二十計御用之由被為仰

下候御蔵二御座候」とあり、ここに「正伯弟子焼」茶人の贈答記事が表れている。

他にも贈答関係の記事は森田家文書の『勤役年譜書』にも多く見受けられる。そこには、享保5年

（1720）視察のため来高した幕府目付、享保6年（1721）戸普請奉行、安永5年（1776）江戸老中田沼

意次への贈答など幕府方への贈答記事が記されている。また安永5年（1776）九代藩主豊藤が川上

不白に入門した際には、秋田藩主佐竹右京太夫、宇和島藩主伊達遠江守らに尾戸焼香炉・茶碗・天日

椀を贈っており、茶道を媒介とした大名・茶人への贈答が行われている。その他、縁戚関係での贈答

があり、贈答品の内容は茶人・茶碗・水指・香炉などの茶陶や、脱水入・花生・白土器等である。

これら贈答品の製作工程をみると、贈答先の屋敷に陶工が直接参じて作陶を実演し、相手方の好

みの品を後日焼成して贈るという形式が採られたことが『森田久右衛門日記』に示されている。ま

た久右衛門以降においても、『勤役年譜書』元禄4年（1707）の項「御切形を以て御好遊ばされ候御

茶碗、松平伊予守様へ準ぜられ候処、」など、製作前に「切形」等の見本が示され、選ばれた意匠の製

品を製作するという方法が採られている。

また製作品についての藩の指示は、『森田家古記録』享保6年から10年の項に詳しいので以下その

一部を引用する。

享保10年（1725）「一、同八月十八日水指の御切形一つ、狩野永用筆の雲鶴の絵、竹の模様、わら

びの絵、松竹梅の絵、宝尽の絵、〆五枚右茶碗の模様に被仰る、雁の香合の図一枚、但水人とも仕べ

し御使者栗原雲作老於御屋敷被渡る。一、同日雲作老被仰聞候茶碗、筋の付やう上一筋ぐるりと致

候へば、下筋は半分ほどにして書けと申すべし、こよみ手など乱に致されと被仰る、井此度御差上

候濃茶碗の内、御屋敷に有、高さ二分程下げて焼立申べし、雲作老所蔵の水指の様にも仕べし。一、

八月廿五日瀬戸焼御水指御本にて、土形夫々わらび手の模様書、御目に掛申様に被仰付、御使者雲
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作老。」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

ここでは藩側よりの使者として栗原雲作という人物が登場し、水指・茶碗・香合又は水入製作の命

を伝えている。仰せ付けの際には、見本として水指の「切形」や茶碗の文様の絵、香合の図などが示

され、製品意匠が具体的に指示されている。また、茶碗外面への圏線や暦手の描き方など、文様表

現の細部に至るまで細かな指示が与えられている。さらに製作途中にも、成形品の「土形」や「文様

書」を提出する様に指示が出され、優品を生産するための藩の入念な指導が見られる。

しかしながら、こうした贈答品の製作記事は元禄年間四代藩主豊昌（1669～1700）から7代藩主

豊常（1720～1725）までの時代をピークとして、八代藩主豊敷（1725～1767）以降は徐々に減少

していく。文化6年の山内家文書『豊興公紀』の記述からは土佐藩武士層における茶の湯の衰退が窺

われており、こうした茶道の衰退や藩財政の窮迫と倹約政策を背景に、尾戸窯もその作風を転じざ

るを得なくなったものと推察される。

（2）販売品の製作

享保初年頃、六代藩主豊隆から「尾戸焼物師申付事」として以下の通達が出されている。（註9）「尾

戸焼物師共、向後ハ惣而諸品念入候手きは能き細工指止、鹿相之仕成こて御国中末末迄要用可相達

雑物器焼出シ可申事。」これは、藩の赤字財政を補う目的から、手間をかけた上手の品は差し止め今

後は民間向けの雑器を製作するようにとの意向であるが、尾戸焼贈答の記事はこの通達以降も七代

藩主豊常の代までは続いており、こうした通達が即座に藩窯経営の転換に結びついたとは捉え難

い。しかし文面からみて、民間向けの尾戸焼の製作と販売は18世紀初めにはすでに藩窯経営の中で

一定の位置付けをもって行われていたとみることができる。

尾戸焼の販売に関わる記事で古いものでは、『桂井素庵筆記』の寛文4年（1664）9月21日の条が

ある。ここでは「此日竹の筒の如く成花生買中也。但京町唐津屋にて買中也。又其花生かはぬさき

に江の口遠土の唐つやへ参花生買に参申候へとも、忠義公のかうろを焼中に付花生もなし。共より

戻り中也。」との記述が見られており、17世紀後半には民間向けの「唐津屋」が江の口の尾戸と京町

に存在していたことが分かる。また、この日、尾戸で目的の花生は購入されていないが、文面から

みて花生等の製品が尾戸で日常的に販売されていたことが推察できる。

また、文化12年（1815）編纂の『南路志』（註10）（資料2）にも、尾戸の「陶屋」の名称が記載されて

いる。

一方、尾戸の白かわらけ（白土器）の販売に関する記事もみえる。藩の法令集である『憲章簿』（註

11）文政3年（1820）の覚え書（資料5）には城下に流通する製品の値段取り決めに関する通達が示さ

れているが、ここには「鎌・釘・船釘・桑懸・大杉原・小杉原・半紙」他の製品名とともに「尾戸かわら

け」が挙げられており、江戸後期には販売品としての尾戸かわらけが市場に広く流通していたと推

察される。さらに、この尾戸かわらけについては、元禄期の土佐名物を記した『土佐国産往来』（資

料4）に「鴨部能茶山白土」「尾戸焼茶碗、同土器」として表れ、宝暦12年（1762）以来の故実を記し

た『貞丈雑器』（註12）（資料3）にも、京の深草焼に並ぶ白かわらけとして名を挙げられている。こうし

た記事より、尾戸の白かわらけは遅くとも元禄期頃には土佐の名産品となり、以後近世を通じて広

く流通したとみられる。
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この他、販売品の器種については、森田家文書『戸陶値段表』に詳しい。（註13）（資料6）そこには宝

永7年（1710）、享保18年と19年（1733・1734）、寛保2年（1742）、寛延2年（1749）に販売された

尾戸焼とその価格が記され、18世紀前半代の販売品として「濃茶碗、薄茶碗、茶人、蓋置、香炉、香

合、水指、風炉、奈良茶碗、ひなの蓋茶碗、ひなの膳、菊皿、給血、菓子鉢、猪口、汁こぼし、汁次、

盃台、御上酒入徳利、水吸、水次、花瓶、花生、大砂物鉢、置物、瓶子、脱水入、ぶんちん、火トボシ、

引手、たばこ入、鳥の水あひ、鳥の餌入、ひしやく立、横渡し、白土器」など様々な製品名が認めら

れる。

八代藩主豊敦の代以降、尾戸での贈答品製作が減少に向かったことは先に触れた通りであるが、

尾戸窯の生産活動は、18世紀以降はこうした民間向け販売品の生産を主力とするものに移行してい

たと思われる。江戸後期以降の尾戸焼の生産状況の動向については文献資料に乏しく、不明な点が

多いが、それについては遺跡出土資料の内容も照合させ、後節にて触れることとしたい。

（註）

1）『山内家史料忠義公紀』「収録方文書」承応2年

2）『山内家史料忠豊公紀』「収録方文書」明暦3年、「言上留吉牒」寛文6年。

5）森田家文書『勤役年譜書』。森田芳伯「尾戸焼森田家系図について」『土佐史談137号・139号』土佐史談会

1974年。

6）『山崎家勤役年譜書』（丸山和雄『土佐の陶磁』より引用）

7）『森田久右衛門日記』は、昭和7年陶器全集刊行会出版の『陶器全集』にて一度刊行されたが、この後、丸山

和雄氏の釈読による全文刊行が東洋陶磁学会から昭和53年に出された。原本は現在県文化財に指定されて

いる。

9）平尾道雄『土佐藩工業経済史』より引用。

10）『土佐国史料集成南路志』高知県立図書館1991年。

11）『土佐藩法制史料憲章簿』「穀泉・国産・御用銀編」高知県立図書館1982年

12）伊勢貞丈『貞丈雑器』

3・4・8・13）丸山和雄『土佐の陶磁』より引用。

（参考文献）
●

丸山和雄『土佐の陶磁』雄山閣出版1973年丸山和雄「土佐の陶器一尾戸焼」『世界陶磁全集』

丸山和雄「近世土佐の茶道と焼物」『高知の研究4』清文堂出版

丸山和雄「森田久右衛門江戸日記」「森田久右衛門江戸日記について」『東洋陶磁Vbl．5』東洋陶磁学会1978年

多田勝重「尾戸焼の研究」『海南史学25号』

森田芳伯「尾戸焼森田家系図について」『土佐史談137号・139号』土佐史談会1974年

平尾道雄『土佐藩工業経済史』高知市民図書館1957年

『山内家史料第三代忠豊公紀』山内神社宝物資料館1982年

『土佐国史料集成南路志』高知県立図書館1991年

『土佐藩法制史料憲章簿』高知県立図書館1982年
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Tab．34　尾戸焼製作記録

年 月・日 製品名 目的 贈答先・儀礼内容・藩仰せ付けと作陶趣向等
森田家
陶工

藩主
引用
文献

明暦3
（1657）

3 ・晦日 「正伯焼之焼物」 贈答
「正伯焼之焼物澤山二可有之候聞方方へ令音信
候ためにまハ し候様こと被中越候早早申付早
積七候間迫付廻り可申候」

初代 二代忠義 山内

寛文6
（1666） 1・19 「正伯弟子焼之御茶人二十計」 贈答

「正伯弟子焼之御茶人二十計御用之由被為仰下

候御蔵二御座候‥ ・」
初代 三代忠豊 山内

延宝5
（1677）

春 「焼物細工」 贈答
中村の山内右近太夫へ。「土形御好みにて仕、
御覧に入れ奉 り」

初代 四代豊昌 森年譜

延宝5 － 「御茶人三百」 － 初代 四代豊昌 森年譜

延宝5 － 贈答 江戸の大老酒井雅楽頭・養柳院・京極備中守へ。 初代 四代豊昌 森年譜

貞享3
（1686） 3 ・2 「細工」 －

「二の御丸於御居間、度々細工御上覧被為遊、
御好之品々御直に仰付られ」

初代 四代豊昌 森年譜

貞享4
（1687） 8 「御水指」 贈答

「御水指焼申様御自筆之御書付を以て仰付られ
焼立差上」

初代 四代豊昌 森年譜

貞享4 － 「御水指御茶碗御茶人等」 贈答 松平陸奥守へ。 初代 四代豊昌 森年譜

貞享4 10 ・13
「国焼ノ茶人二、茶碗六、水指

一、」
／／ ／／ 初代 四代豊昌 山内

元禄4
（1691） 11 「細工」 贈答 村田康庵老へ。 初代 四代豊昌 森年譜

元禄4 － 「御茶碗」 贈答 松平伊予守へ。「御切形を以て御好遊ばされ」 初代 四代豊昌 森年譜

元禄4 8・26 「御茶人御水指」 － 初代 四代豊昌 森年譜

享保5
（1720） －

「御濃茶碗 御薄茶碗 御硯水入
御袖香炉 御花生　 白土器」

贈答 幕府目付へ 二代 七代豊常 森年譜

享保6 春 「獅子の御香炉」 贈答 江戸普請奉行松平采女へ 二代 七代豊常 森年譜

〃 ／／ 「蓋獅子象眼の香炉一ツ」 ノ／ ノノ 二代 七代豊常 森古

享保10
（1725） 5・23 －

仰せ付 「御茶人御切形十四色なりいろいろ、御
鳥の水入二色土形仕 り」 二代 七代豊常 森古

享保10 5・24 「徳利四つ蓋茶碗八つ」 藩御用 江戸藩邸御用。 二代 七代豊常 森古

享保10 5・26 「御引手三十」 － 仰せ付 「御本請取、丸の内に石だたみ御本有」 二代 七代豊常 森古

享保10 5・29 「壷 「カワラケ」」
藩賄方

へ
賄方へ。 二代 七代豊常 森古

享保10 6・4 「批■立二つ　かきから入一つ 」 － 仰せ付 「御本有焼立候様」 二代 七代豊常 森古

享保10 6・6
「御茶人十四色、梅の花成御水
入」 － 二代 七代豊常 森古

享保10 6・8 「四角の焼物」
仰せ付 「四角の焼物御紙形二つ御本有焼立候
様」 二代 七代豊常 森古

享保10 6 ・15
「雑煮ちやわん二百個、同さい
カワラケ四百枚」

藩賄方

へ
賄方へ。 二代 七代豊常 森古

享保10 6 ・17 「朝鮮瑠璃の御茶人」 － 仰せ付「御本を以焼立候様」 二代 七代豊常 森古

享保10 7・7

「おじめ六つ ‥ ・馬の模様 鼠

の模様に　 蟻の米粒引所模様」
「御みき砂入」「緒しめ　 紋のも
やう菊カラクサの模様」「棚水
差　 木の束ねたる模様　 白薬」
「円座御水指」「蓋茶碗」「くり
鉢」「櫻の花成小皿」

仰せ付。おじめは「御前御好焼立上る」 二代 七代豊常 森古

享保10 8 ・18
「水指」「茶碗」「雁の香合」「水

「水指の御切形一つ、狩野永用筆の雲鶴の絵 、
竹の模様 、わらびの絵、 松竹梅の絵、 宝尽

の絵、 〆五枚右茶碗の模様に被仰る、雁の香
二代 七代豊常 森古入」 合の図一枚、但水人 とも仕べし　 御使者栗原

雲作老於御屋敷被渡る」 「被仰聞候茶碗 、筋

の付やう上一筋ぐるりと致候へば、下筋は半

享保10 8・25 「水指」 －
仰せ付 「瀬戸焼御水指御本にて　土形夫々わら
び手の模様書 御目に掛申様」 二代 七代豊常 森古

元文2
（1737） 3・16 儀礼 「若殿様御箸揃御用」 三代 八代豊敷 森年譜
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年 月・日 製品名 目的 贈答先・儀礼内容・藩仰せ付けと作陶趣向等
森田家
陶工

藩主
引用
文献

元文2 9・25 儀礼 「御城二之御丸柱立御祈祷御用」 三代 八代豊敷 森年譜

寛保3
（1743） 9・25 「御幸目、御飾のかわらけ」 儀礼 「御城二の丸御造営御柱立唯一神道の御祈祷」 三代 八代豊敷 森古

延享元
（1744） － 「御幸目」 儀礼 「二の御丸御幸目御用」 三代 八代豊敷 森系譜

寛延2
（1749） 8・12

「素焼御瓶子一対」「御雑煮茶碗

三拾」「御向付小茶碗三拾」「御
盃□□六つ」

儀礼・

供宴
「御本丸成就御移徒御用」 三代 八代豊敷 森系譜

寛延4
（175 1） 6 ・8 「おちやわん品々」 儀礼 「太守様御四十の御賀」 三代 八代豊敷 森年譜

宝暦3
（1753） 6 「おちやわん品々」 儀礼 「御厄抜御祝御用」 三代 八代豊敷 森年譜

宝暦4
（1754） 5・4 「御姫様の御道具」 － 「御姫様の御道具仰付られ」 四代 八代豊敷 森年譜

宝暦8
（1758） － 「御幸目」 儀礼か 「御幸目御用仰付られ」 四代 八代豊敷 森年譜

軍暦11
（1761） 6・12 儀礼 「大守様御賀御祝御用仰付られ」 四代 八代豊敷 森年譜

明和4
（1767）11・17 「御暮目」 儀礼

「大守様御病気に付、御暮目御祈祷有之、御用
仰付られ」

四代 八代豊敷 森年譜

安永5
（1776） 12 「濃茶碗」 贈答

江戸の老中田沼意次へ「則御茶碗御本江戸よ
り参り「袖の月」と銘有」

四代 九代豊薙 森年譜

安永5 － 「尾戸獅子香炉」 贈答 佐竹右京太夫（秋田藩主）へ 四代 九代豊薙 山内

〝 ノ／ 「尾戸焼」 贈答 伊達遠江守（宇和島藩主）へ 四代 九代豊薙 山内

不明ノ － － 「大守様於御前、細工御覧に入奉り」 五代 － 森年譜

※引用文献略号　　山内＝『山内家史料』、森年譜＝『森田家年譜』、森古＝『森田家古記録』
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第2節　尾戸窯跡出土資料の検討

1．はじめに

今回の調査では、尾戸窯関連とみられる陶器、土師質土器、窯道具等多数の遣物が出土し、近世

尾戸焼の実像を知る貴重な資料を得ることができた。

近世の尾戸窯については、これまで、文献や伝世資料の方面から研究が深められてきたが、考古

学的分野においては、窯跡の本格的な発掘調査が行なわれていないために、基準資料が乏しく、そ

の製品実態については不明な所が多く残されていた。特に、文献上にも表れにくい尾戸雑器につい

ては、その実態がつかみ難く、消費地遺跡から出土する場合には殆ど識別がつかない状況である。

また、尾戸雑器以外の上手の製品についても、京焼に似た胎土、相調、文様意匠をもち、その識別が

困難なものが多く含まれている。このため、尾戸窯は江戸前期以来の長い操業期間をもつ窯であり

ながら編年研究が遅れ、製品の年代観も殆ど分かっていない現状である。

今回の出土資料は明確な物原層出土ではなく、混入遣物も多いためその取り扱いには慎重を要す

るが、この中には、素焼きなどの未製品、焼成不良品、焼け歪みや溶着資料など、明らかに窯場から

の廃棄遣物であると捉えられるものも多く含まれている。各資料の詳細については本編にて触れた

通りであるが、本節ではこれら出土資料の器種組成、陶器、土器、窯道具の形態特徴や特質などに

ついてまとめておきたい。

2．尾戸窯推定位置と平成15年度調査地点の性格
寛文9年（1669）の古絵図によれば、初期の窯は、高知城北の外濠をなしていた江の口川の北側に

あり、絵図には「焼物師」の記載とともに、作業場とみられる建物と登り窯が措かれている。また、

承応3年（1654）『忠義公書状』（註1）の書面には「焼物いたし候釜、江之口お戸之小山にうたせ…」と

もあることから、当時の尾戸窯場は川に面した丘陵地に立地していたと推察される。しかし、この

尾戸窯跡は、大正末から昭和初年に行なわれた江の口川の川筋を直線方向に変更する改修工事によ

って窯跡の大半が破壊されており、現在では、遺跡の南端と北端部分が川の両岸に残されるのみで

ある。

尾戸窯場の位置については、丸山和雄氏が、『皆山集』に収められた元禄11年（1698）頃の絵図で

は窯場の位置が初期の場所から南東方向へ移っていることを指摘され、元禄11年の大火によって

窯場の移転が行われた可能性を挙げておられる。（註2）ただし、元禄11年の尾戸窯焼失の記録は見つ

かっておらず、これに代わる窯場焼失記事は『森田家古記録』享保12年（1727）2月1日「越前町よ

り出火、御城内御家中新町迄焼失の事、尾戸焼物所悉焼失の事…」の記載を確認できるのみである。

このため、本稿では第2次窯場再建の時期については17世紀末～18世紀前葉の間と捉え、以後の遣

物検討を行うこととしたい。

さて、今回の平成15年度調査地点（Fig．2－A）は現在の江の口川南岸に接しており、寛永9年古絵

図に記された地点からは南東側の位置、すなわち先に挙げた再建後の第2次窯場により近い位置に

ある。したがって、今次出土遣物の年代幅は上限を尾戸窯開窯である承応2年（1653）から窯場の
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能茶山移転にあたる文政5年（1832年）までと設定するが、その中でも特に17世紀末～18世紀前葉

から文政5年（1832年）までの間に操業した第2次尾戸窯に関わる製品が多く含まれている可能性

が考えられる。

なお、今次調査区から東方の地点（Fig．2－B）では、昭和30年代にビル建設工事が計画された際、

当時の研究者らによって調査が行われ、製品や窯道具等多くの出土遣物が得られている。（註3）また

今回の調査においても、調査対象地の東側の試掘坑より多くの遣物が得られ、西側では遣物量が急

激に減っているという状況が見られており、尾戸窯跡関連遣物の廃棄のピークはこのA地点東部か

らB地点にかけてであろうと推定される。

3．器種別出土点数と器種組成
今次調査で出土した陶器、土器の器種別出土点数と組成比はTab．35に示した通りである。

これによれば、陶器では碗、小杯、皿、鉢、高杯、猪口、蓋物、段重、蓋物、香炉、香合、火入れ、水

指、賛水入れ、捏鉢、鍋、壷、賓、瓶、灯明受け皿、餌猪口、鳥の水入れ、風鈴、筆筒、水滴、土師質土

器では小皿、杯、白土器の小皿と杯、器種不明の底部片が出土しており、器種、形態ともに多様であ

る。このうち、陶器碗は全体の72％と最も多く、続いて、白土器小皿が9％、陶器皿が8％となって

いる。

この中には、器高の高い椀、変形形の皿や鉢など上手の会席用食器、水指、茶入れ、香炉、香合な

どの茶の湯関連の器種が含まれており、開窯初期より茶陶生産を行なってきた尾戸窯の特徴を良く

示している。しかしその他にも、大振りの粗製の碗、飯碗とみられる器高の低い碗、量産型の蛇の

目粕剥ぎ小皿、鉢、等の日用食器、鍋、捏鉢等の調理具、瓶、嚢等の貯蔵具、灯明受け皿等の火具、

贅水入れ等の化粧具、筆筒、水滴等の文房具、餌猪口、鳥の水入れ等の飼育具が含まれるなど、茶器

以外の用途の器種も多く認められる。こうした内容からみて、今回の資料群には、当時販売品とさ

れた尾戸窯の製品が多く含まれていると思われる。

中でも特に、高台無粕碗と高台無粕蛇の目粕剥ぎ小皿の占める割合は非常に高い。後者の高台無

粕小皿は粗製の量産型皿で、尾戸雑器の主力製品であったとみられるものである。一方、前者の高

台無粕碗には茶陶碗を祖形にする器高が高い上手の灰粕碗と、口径が大きいやや粗製の碗の二者が

ある。尾戸窯ではこうした主要製品の生産とともに、その他多様な器種、器形のものが生産されて

いる。また、今回の出土資料中には薄手で精微な作りの上手の品と、日用雑器が混在して出土して

おり、上手の製品と雑器生産の双方に関わった尾戸窯の特徴を良く示している。

4．陶器
（1）陶器の特質

先に触れたように、尾戸窯の陶器製品には京焼や京・信楽系陶器に粕調や文様意匠が共通するも

のがあり、消費地遺跡から出土した場合にはその識別が困難なものが多い。そこで、ここではまず、

胎土、粕薬、文様意匠などにみえる、尾戸窯産陶器の特質を挙げておきたい。
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Tab．35　陶器の器種別出土点数と組成比

器種 口緑部点数 底部のみ 推定個体 数 ％

碗 8 7 8 29 1 87 8 7 2 ％

小杯 5 2 5 0 ．4％

皿 94 17 94 8％

鉢 2 6 2 2 6 2％

高杯 1 0 1 0 ．1％

猪 口 0 2 2 0 ．1％

蓋 3 0 0 3 0 2％

蓋物、段垂 5 1 5 0 ．4％

香炉、香合、火入 れ 6 0 6 0 ．4％

水指 1 0 1 0 ．1％

賛水入 れ 1 0 1 0 ．1％

捏鉢 5 5 5 0 ．4％

鍋 1 0 1 0 ．1％

壷、賓 9 6 9 0 ．7％

瓶 0 9 9 0 ．7％

灯明受皿 6 1 6 0 ．4％

餌猪 口・鳥 の水入 れ 13 0 13 1％

風鈴 1 0 1 0 ．1％

筆筒 0 1 1 0 ．1％

水滴 1 0 1 0 ．1％

陶器不 明 3 5 3 0 ．2％

白土器小皿 106 4 4 10 6 ‾ 9％

白土器杯 1 3 1 0 ．1％

褐色系小皿 7 0 7 0 ．5％

褐色系杯 1 0 1 0 ．1％

土 師質土器 その他 1 2 1 0 ．1％

計 12 14 9 9％

※推定個体数は口縁部点数をもとにし、それに、明らかに別個体と分かる

底部点数を加えて算出した。

○胎土特徴

色調は灰白色のものが一般的であるが、還元焼成で灰白色から灰色に発色するもの、酸化焼成気

味で黄味を帯びる灰白色や浅黄色のものがある。また、濃い灰色や黒褐色などの鉄分の多い胎土を

用いた製品も認められる。胎土は緻密であるが、断面には微細な円孔や裂孔が見られる。灰色系の

素地のものでは、しばしばこの円孔の周辺が橙色に発色し、器面に御本が入ることがある。

胎土中には0．05mm以下の円形粒の石英細粒砂と約0．05mm～0．1mm大の角粒石英細粒砂を多

く含み、これに0．5mm～0．2mm大の角粒の長石粗粒砂が少量、黒色粒が微量混じるが、製品によ

って砂粒の量比が異なる。今回の出土資料では、以下の4タイプに分かれた。

胎土a：円形粒の石英細粒砂を多量、長石細粒砂を微量含むもの。

胎土b：円形粒の石英細粒砂を多量、角粒の石英細粒砂と長石粗粒砂を少量含むもの。

胎土C：角粒の石英細粒砂・長石粗粒砂を多量、長石の角礫を少量含むもの。

胎土d：角粒の石英細粒砂・長石粗粒砂、長石の角礫を多量に含むもの。

観察上での、こうした鉱物含有量の違いは、焼成温度の差異による影響も一定あろうが、水簸の

程度差を示すものとみられ、製品ランクをある程度反映するものと考えられる。ただし、胎土aと

bの差については、焼成不良のものや酸化焼成のものに胎土bが多く、還元焼成で良好に焼き締ま

ったものに胎土aが多いなどの傾向があり、焼成時の条件によって左右された可能性が高いことか

ら、両者間の製品ランク等の違いは読み取り難い。

また尾戸窯では、高知城下の南西方向に位置する能茶山より粘土を採取したとされるが、この能
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茶山には地点によって、鉄分の少ない灰白色の粘土層と、鉄分を多く含む灰色から黒褐色の粘土層

の両者が存在するということである。（註4）そのため、尾戸窯製品においても、その意匠や製品ラン

クに応じて、異なる色調の能茶山粘土が使い分けられている。

○軸調

粕薬は灰柚を施粕したものが最も多く、少数ではあるが他に鉄粕、褐柚が見られた。

灰粕は碗、皿、他殆どの器種に広く施粕されている。灰粕には、灰白色を帯びる半透明の柚で

0．5mm以下の細かい貫人が入るもの（灰柚a）、半透明または透明で0．5～1mm前後の細かい質入

が入るもの（灰粕b）、ガラス質で光沢が強く1～2mm前後の粗い質入が入るもの（灰粕C）の各タイ

プがある。中でも、尾戸焼では灰粕aの様に塵状の非常に細かい質入が入り光沢の柔らかなものが

あり、特徴的である。灰粕a・bについては特に製品ランク上の顕著な差は認めにくいが、灰柚Cに

ついては胎土、器面調整とも粗い雑器ランクの製品に多くみられるという傾向がある。

この他、鉄粕は碗（111～114・126～129・203・276・277・）、血（427）、鉢（452）、担鉢（455）、鍋

（460）、蓋物（465）、火入れ又は香炉（487・488）、瓶（510・512・514・515・516）、茶入れ（517）、壷

（520・524）、嚢（522・526・527）、器種不明（490）等に、褐粕は碗（219）、捏鉢（453）等に施粕され

る。このうち、碗では、鉄粕の上に口緑部から灰粕を掛け分けるタイプのものがある。

（2）碗の分類と特徴

ここでは、最も多くの資料が得られた碗について見ておきたい。まず今回の資料では、碗には丸

形、腰張形、半筒形、平形碗風、広東形風、杉形、端反形、嚢形等の器形が見られたが、各器形の碗

には共通した高台形態をもつものが多いため、碗の高台のタイプについて分類とその特徴を述べ、

その後、椀の形態、文様意匠等の特徴について触れることとする。

①高台形態

今次出土の碗には、各タイプの高台が認められた。

高台a：高台がやや低く、断面が逆台形で、高台内を曲線的に削り出すもの。

高台b：高台がやや低く、断面が長方形または細いもので、高台内を曲線的に削り出すもの。

高台が外方に張り出し気味になるものも含まれる。

高台C：高い高台で、断面が逆台形、高台内を曲線的に削り出すもの。

高台d：高い高台で、断面が長方形または細いもので、高台内を曲線的に削り出すもの。

高台が外方に張り出し気味になるものも含まれる。

高台e：高台が低く、断面が逆台形で、高台内を曲線的に削り出すもの。

このうち、高台aは殆どのものに高台内に渦状の飽痕が認められるが、一部に高台内が平坦なも

の（高台a′）もある。畳付は幅広く、畳付内側は鋭角的に尖らせるが、畳付外側はナデにより僅かに

丸みをもたせている。

②形態分類

今次調査では次のタイプのものが確認できた。

碗A：器高が高い丸形碗。高台形態の違いから、A－a・A－bに細分できる。
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碗A－a：器高が高い丸形碗で、断面逆台形の低い高台（高台a）を有するもの。

（106～114・116～125）

碗A－b：器高が高い筒丸形碗で、断面が細い高台（高台b）を有するもの。高台径は小さく、高台

は外方に張り出し気味となる。（115）

碗B：器高がやや高い丸形碗。高台形態の違いから、B－a・B－b・B－C・B－dに細分できる。

碗B－a：器高がやや高い丸形碗で低い断面逆台形の高台（高台a）を有するもの。

（126～184・203～205・208）

碗B－b：器高がやや高い丸形碗で、断面が細い長方形の高台（高台b）を有するもの。

B－aに比較して高台径が小さい。（206・207・209・210）

碗B－C：器高がやや高い丸形椀で、断面逆台形の高い高台（高台C）を有するもの。（185～190）

碗B－d：器高がやや高い丸形碗で、断面長方形の高い高台（高台d）を有するもの。

高台は外方に張り出し気味となる。（191）

碗C：器高がやや高く体部が半球形を呈するもので、断面逆台形の低い高台（高台a）を有するもの。

（192～202）この中には高台径が小さいもの（192・193・195）が含まれる。

碗D：器高の低い丸碗で、断面逆台形の低い高台（高台a又はe）をもつもの。（211～218）

碗E：器高に対して口径の大きい大振りの丸椀で、体部が外上方に伸びるもの。

断面逆台形の高台（高台a′）をもつ。（219～221）

碗F：器高に対して口径の大きい腰張形の椀で、断面逆台形の低い高台（高台a）をもつ。

（222～238）

碗G：張りの弱い底部から体部が外上方に伸びるもので、外方に張り出す高い高台をもつ。

（239・240）

碗H：器高の高い半筒形の碗。（241）

碗1：器高が低く、張りの少ない原部から体部が外上方へ直線気味に伸びる平形碗風のもの。

平形碗に近いプロポーションを取るが、底部付近がやや丸みをもち違和感をもつ。

断面逆台形の低い高台（高台a）をもつ。（242～244・246）

碗」：器高が低く、大きい底部から体部が外上方へ直線気味に伸びる広東形碗風のもの。

広東形椀に近いプロポーションを取るが、高台が低く違和感をもつ。（245）

碗K：器高の低い杉形碗で、底部を鋭角的に屈曲させるもの。

断面逆台形の低い高台（高台a）をもつ。（247）

碗L：端反形椀。（248～252）

碗M：嚢形碗。（253）

なお、昭和30年代に調査が行なわれた東側地点での出土資料では、以上の他にロクロ形、広東形、

などの形態が確認されている。

③文様意匠

無文の灰粕碗が最も多いが、この他に白化粧土象散、呉須による象骸、鉄絵、呉須絵、鉄絵と白化

粧土の措き分け、鉄絵と呉須絵の措き分け、陰刻文、沈線や凹線を巡らすもの、鉄粕と灰粕の掛け
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分け等がみられる。

白化粧土象散は、暦手文（258・263・264・265・）、槍垣文（259・260）、丸文（261）、丸にクルス文

（239）、山形文（106）、菊花と格子状の文様の組み合わせ（254・255）、如意頭文（257）、などであり

御本手の意匠に共通するものも認められる。呉須による象散は桐文を印刻するもの（321）がある。

鉄絵は、稲束、宝珠、丁字、小槌などを組み合わせた宝文（115・150～153・199・218・225・226・

229・250・292・297～301・303）、松文（283）、若松文（282）、松葉文（212・213・284・308）、竹

文（157・185・285～287）、笹文（146～149・189・197・227・228・307）、蕨文（144・194・224）、菖

蒲（245）、葦（290・311）、紅葉（289）、花文（187・291）、草文（198）、注連縄文（142・195・304～

306）、風水文（158・294・295）、丸文（296）、文字や和歌（145・196・302）などがみえる。

呉須絵には、宝珠、笠文などを組み合わせた宝文（319・320・335）、英文（317）、竹文（241）、植

物（322）、花唐草文（343・344）、風水文（316）がある。この他、鉄錆と呉須の組み合わせによる、

若松（312）、草花（315）、植物（314）、注連縄文（313）がみられる。

鉄絵と白化粧土の措き分けは梅文（192・211・222・223・246・273・274・275）、藤文（186・269）、

草花文（268・270・272・159）などがあり、花の花弁の部分は白化粧土を盛り上げるようにして措く

ものである。

陰刻や凹線、沈線を巡らすものには、ロクロ成形による凹線を巡らすもの（130・184・218・281）、

丸彫による凹線を巡らすもの（108・280）、沈線を巡らすもの（215・216・253）、丸彫による陰刻

文様を施すもの（219・278）がある。この他、鉄粕と灰粕の掛け分け（111～114・126～129・276・

277）なども認められる。

鉄絵と呉須絵には、細線で精微に措くものと、太い大らかな筆使いによるものがあり、器壁の厚

さや調整痕などからみても製品ランクの差が看取できる。しかし、流達な筆使いによる絵画的な表

現のものが多くあり、尾戸焼の特徴を良く示している。

5．土師質土器
土師質土器では杯、小皿、器種不明の底部などが確認できた。これらのうち、小皿には白色～灰

白色の胎土をもつ陽刻文小皿（547～578）、及び同様の色調と形態をもつ白色系の無文小皿（579

～581）、胎土が褐色で同様の形態をもつ無文小皿（583～586）、白色系の胎土と類似した形態をも

つが底部回転糸切りの小皿（587・588）などがみえる。ここでは、確認数が最も多かった白色系の

陽刻文小皿について、若干の検討を加えておく。

この白色系の陽刻文小皿は、近世には尾戸窯の名産品として広く流通したもので、記録には尾戸

の「白かわらけ」「白土器」あるいは「三ツ組土器」として表れている。この「白土器」の名称は森田

家文書の『戸陶値段表』宝永7年（1710）の項（第1節一資料6）に「白土器模様有」「無地」との記述が

すでに認められる。同史料によれば、この「白土器」は狩野探幽の筆による松竹梅鶴亀文と高砂文、

京都の佐々木志頭麿の筆による寿字を元に陽刻したものとあり、森田家にて代々下絵を写した型が

製作されたものである。また、「三ツ組土器」という名称を認めることから、本来は3枚がセットで

あり、白い胎土と優れた文様が珍重され、儀礼の場で使用されたものとみられる。
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○文様

寿字を写し取った白土器の型（842）は今回の尾戸窯跡調査でも出土している。先の史料から読

み取れる様に、白土器小皿の寿字文、高砂文、鶴亀文の絵型は、伝世された原図をもとに代々写し

取られたものであり、そのため、窯跡や消費地遺跡から出土する白土器の文様には、僅かな違いが

生じ、数パターンのタイプが認められている。第3節にて後述する消費地遺跡出土の白土器小皿に

は窯跡出土資料に無いタイプの文様が認められるため、これらの資料も含め、近世遺跡出土資料に

みえる白土器の文様タイプを以下に挙げておく。

寿字文

寿字文a－1：（尾戸窯跡547～555）

寿字文a－2：（尾戸窯跡556・557）

寿字文a－3：（高知城跡土塁跡932）

寿字文a－1とa－2、a－3は字体の殆どが一致しているが、一部に僅かな違いが認められる。

高砂文

高砂文a－1：（尾戸窯跡559・560・566）

高砂文a－2：（尾戸窯跡561・565・569、東京大学構内遺跡924）

高砂文a－3：（小籠遺跡981、高知城跡土塁跡936）

高砂文b：（尾戸窯跡568、高知城跡旧営林局地点951）

高砂文a－1、a－2、a－3は、翁が右、姐が左で絵柄の殆どが一致しているが、松の枝ぶりに僅かな違

いが認められる。高砂文bは翁が左側になり、高砂文aとは文様が裏返しになっている。

松竹梅鶴亀文

鶴亀文a－1：（尾戸窯跡571、京都大学構内遺跡922）

鶴亀文a－2：（尾戸窯跡572）

鶴亀文a－3：（尾戸窯跡575）

鶴亀文b：（尾戸窯跡577・578、高知城跡土塁跡937）

鶴亀文C：（尾戸窯跡573・574）

鶴亀文a－1・a－2・a－3ははぼ共通する絵柄であるが若松の枝ぶりと亀に僅かな違いが認められる。

また、鶴亀文bでは亀が左下になり、鶴亀文a－1・a－2・a－3とは文様が裏返しになっている。また鶴亀

文Cは絵柄が全く異なっている。

○製作技法と調整痕

製作技法に関しては、器面の最終調整に2つのタイプがあり、技法A：体部内外面に回転方向の静

止ナデ、外底に直線方向や不定方向の静止ナデを施すもの（547～562・564～578）、技法B：体部内

面に回転ナデ、体部外面と外底に回転ケズリを施すもの（563）に分かれる。このうち技法Aの内外

面と外底への静止ナデでは、半乾きの状態で繊維状の原体によって撫でたとみられる細かい擦痕が

認められ、特徴的である。このナデ痕については、ロクロ成形後、半乾きの状態で内底への印刻を

行い、その後器面全体への仕上げのナデ調整が施された際のものと考えられる。

この2タイプの技法をもつ白土器小皿について遺跡からの出土状況をみると、下限を能茶山窯移
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転の1822年とする窯跡出土資料では、回転ケズリタイプのものは1点（563）のみで、大多数が静止

ナデタイプで占められ、また、第3節で後述する消費地遺跡出土資料でも、19世紀前葉頃までは、両

タイプは存在するもののやはり静止ナデタイプが多数を占めるという傾向がみられた。一方、幕末

期近くの資料である小籠遺跡出土資料（981）では、窯跡資料に無い高砂文a－3が措かれ回転ケズリ

を伴う薄手のタイプが見えている。こうした様子から、今後、文様タイプや形態、調整痕などの変

化をもとに、白土器の編年が可能になるのではないかと考えられるが、現状ではまだ年代観の確か

な資料が不足しているため、ここでは土器の年代的変化への言及は控え、今後の資料集積を待ちた

い。

6．窯道具と焼成技法
窯道具は、窯詰め道具（匝鉢）、製品の重ね焼き用の道具（ハマ、円錐ピン）、焼成台（トチン、チヤ

ツ、その他の焼き台）等が出土している。出土点数は破片数にして匝鉢796点、ハマ127点、トチン

228点、チヤツ1点、焼台8点、である。最後に、これらの窯道具の特徴と使用痕跡、対応する製品の

目痕、溶着痕などをもとに、尾戸窯での焼成技法上の特徴について振り返っておきたい。

（1）窯道具について

○匡鉢

窯詰めの道具としては匝鉢が認められた。匝鉢にはA類：円筒形のもの（595～657）、B類：小判

形または不整形のもの（659～663）、C類：箱形のもの（664・665）の各タイプがある。このうち円

筒形タイプのA類がロクロ成形、箱形のC類がタタラ成形によるもので、小判形・不整形タイプのB

類には、体部をロクロ成形した後に変形させ、楕円形もしくは変形の底部に貼り合わせて製作する

ものと、タタラ成形のものがある。土は何れも砂礫を多く含む灰白色の粘土を使用している。各タ

イプの破片数は、A類776点、B類18点、C類2点と、A類の出土比率が最も多い。

○ハマ、円錐ピン

製品の重ね焼き用の道具としては、陶器製の円錐ピンを組み合わせた円盤状のハマが使用され

ている。ハマはA類：円盤形で片側面の周縁に面取りを施すもの（749～786）、B類：円盤形のもの

（787～799・801・807）、C類：円盤の中央に円孔を穿つもの（800）、の各タイプがある。このうちA

類はロクロ成形で、陶器製品と同質の良好に水簸された灰白色の粘土を使用したものである。

各タイプの破片数は、A類106点、B類21点、C類1点と、A類の出土比率が最も多い。

出土したハマは数回の使用が行なわれたとみられ、数回分の円錐ピンの剥離痕跡、上面への複数

の製品高台痕が認められる。

この足付ハマと円錐ピンに伴う目痕は、椀、皿、鉢に多くみられており、碗は殆どのものが内底

に目痕を伴う。重ね焼きの溶着資料である碗（136）ではハマと円錐ピンを組み合わせたものが溶

着しているが、他の碗（140）ではハマを挟まずに、碗の畳付に円錐ピンが直接取り付けられてい

る様子がみられる。皿には、見込み蛇の目粕剥ぎで重ね焼きされる量産タイプのもの（364～382・

387～391・403）が多くあるが、内底に目痕を伴うハマ使用による重ね焼きのもの（397・409・411・

413・420）も認められる。鉢も内底に円錐ピンによる目痕を伴うものがみえる。しかし、重ね焼き
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による溶着資料の鉢（443）では、ハマを挟まずに、畳付に円錐ピンが直接取り付けられている事例

がみられる。

○トテン、チヤツ、焼き台

焼成台では、トチンが最も多く、中空で脚部が外方へ開くタイプの焼き台（814～818）も少数出

土している。焼き台（814～818）はロクロ成形で砂礫を多く含む灰白色の粘土を使用している。

これらの焼き台は、焼成時には製品との間に団子トチを挟んで使用しており、上面には団子トチ

が溶着した資料（668・671～674・680・681・683～687・702～704・706・709・710～712・714・732

～734・814～816）が多く認められている。チヤツ（819）は1点のみの出土で、チヤツ使用を行な

う製品は、尾戸窯ではごく少数ではなかったかと推察される。

さて、前述の円錐ピンに伴う目痕の他に、今回の資料では、外底施粕の鉄粕嚢（527）の外底の四

方に灰白色の粗砂による円形の砂目が認められている。尾戸窯跡出土資料以外で嚢の底部外面に砂

目を伴う資料は、平成15年度に行なわれた森田家墓所の緊急調査で、幼児を埋葬する賓棺に尾戸焼

の嚢が使用された出土事例があり（註5）、この嚢の底部外面にも同様の砂目が認められている。壷、嚢

類など大型製品の窯詰めに関わる道具については詳細が明らかでないため、今後の課題としたい。

（2）窯印について

なお、今回の出土窯道具には、印刻、へラ記号をもつ資料が多数認められた。印刻とへラ記号の

出現比率は、匝鉢の破片数796点のうち印刻をもつものが3％へラ記号が0．7％で、トチンでは印刻

15％へラ記号10％、ハマでは印刻21％へラ記号0．7％という値であるが、匝鉢の破片がおよそ1／3程

度、トチンが1／2程度に割れているものが多く、ハマは完形のものが多かったため、実際の刻印の出

現比率は道具全体の10～20％前後になるのではないだろうか。

窯印の種類は、匝鉢では、半裁竹管を上下や左右に組み合わせた刺突文（608・625・628・629・

631・641・651・655）、印刻による達磨状の文様（605・652）、丸にクルス文（599）、丸文2個を組み

合わせた印刻（612・656）、丸文2個の組み合わせによる輪達文（607・654・658）、丸文3個の組み合

わせ（622）、三重丸（601・657）、雷文（602・646）、三重の菱文（603・623・624）、方形角内に斜線の

へラ記号（598）、3本の並行線（644）、「子」字状のへラ記号（648・653）、「了」字状のへラ記号（647）

を認める。

また、トチンでは、半裁竹管を上下や左右に組み合わせた刺突文（669・674・676～679・711～

719）、半裁竹管に棒状の刺突を組み合わせた「山」字状の刺突文（710）、円形の刺突2個の組み合わ

せ（670・682・728～731）、円形の刺突3個の組み合わせ（727）、円形刺突4個の組み合わせ（681・

687・688・721～725）、「×」字状のへラ記号（680・683・691・696・705・732～746）、「十」字状のへ

ラ記号（694・695）、「×」字状のへラ記号とへラ措きによる文字「たつ四月十九日□□右工門」（高六

右工門か）（684）、「×」字状のへラ記号とへラ描きによる文字「七ノ」（748）を認めている。

またハマでは、印刻による菊花文（759～761・764・769・782・801・762・763・765～768・770～

772）、菊花と輪違い文（772）、山形文（775～777）、如意頭文（778・780）、「亜」状の文様（773・

774）、雷文（779）、印刻または釘彫りによる丸文（783）、釘彫りによる丸文（784）、並行線2本のへ

ラ記号（785）を認めている。
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ところで、尾戸窯跡出土窯道具の刻印については、丸山和雄氏がすでにその著作の中で、森田家

の家紋には「四ツ目結」「輪違」「三連銭」「三ツ巴」があり、出土窯道具の中に森田家家紋が含まれ

ていることを指摘しておられる。（註6）氏の論考を参考とすれば、今次出土資料では、匝鉢にみる丸

文2個の組み合わせによる輪達文（607・654・658）、トチンにみる円形刺突4個の組み合わせ（681・

687・688・721～725）、ハマにみる輪違い文（772）が該当するとみられ、これらが森田家に関わる

窯道具であった可能性が高まる。

この他注目すべき点として、菊花文、山形文、如意頭文、雷文の刻印は、象散文の腕、皿、碗蓋な

どの製品（106・257・350・488・509）に共通する印であり、これら象散文の印が特に良質な土を使用

して製作したハマA類に多用されている。また、匝（599）の丸にクルス文の刻印も、同一ではない

が象散文碗（239）に類似するものである。ハマA類では菊花文と森田家家紋である輪達文が同一

個体に押されている資料（772）があり、こうしたことから、菊花文その他の象散文印も森田家に関

連するものであった可能性が考えられよう。

最後に、今回の資料では匝鉢の出土が多くみられた。破片数によるカウントのため、個体の大き

い匝鉢は他器種より多くなっているとみられるが、それを考慮しても匝鉢の出土比率は高く、尾戸

窯では匝鉢を多用した窯詰め法が行なわれていたことが分かる。匝鉢使用を主体とする陶器の窯詰

めは、瀬戸、大坂、京都などの陶器窯で一般に認められる焼成技法であり、大坂の陶工を招いて技

術導入を果たした尾戸窯の技術系譜が、これらの地域に深い繋がりをもつことが窯道具からも看取

できよう。

（註）

1）『山内家史料忠義公紀』「収録方文書」承応2年

2）丸山和雄『土佐の陶磁』1973年。

3）当地点へのビル建設工事が決定された際、山本貞彦、竹村傭氏ら当時の研究者によって建設予定地内での調

査が行なわれ、その際多数の遣物が出土した。竹村氏の談によれば、当時は建設予定地内にて表土下約1m

の地点まで重機にて掘削し調査を行なったということである。出土品の一部は現在、高知県埋蔵文化財セ

ンターと出光美術館に保管されている。

4）能茶山の粘土鉱床は、山の最上部が淡褐色粘土層、その下に灰色粘土層、最下部に暗灰色粘土層がある。「高

知県の粘土資源について」『高知県工業試験場研究報告第2号』高知県工業試験場1968年

5）『森田久右衛門墓所及び小高坂山森田家墓所』高知市教育委員会2004年

6）丸山和雄『土佐の陶磁』1973年。
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第3節　消費地遺跡出土の尾戸焼とその製品流通

1．はじめに

近世の尾戸窯では、承応2年（1653）の開窯以来、贈答品や藩用品の製作が行なわれ、茶陶を中心

に多様な製品が生み出されたことが記録にみえている。また『森田家文書』の「古陶値段表」には、

18世紀以降販売された尾戸焼の内容が記録されており、贈答品や藩用品以外にも、販売品製作を手

掛けた尾戸窯の一面を見ることができる。

こうした尾戸焼の製作内容については、小野賢一郎、丸山和雄氏らによりこれまで文献や伝世資

料の面から研究が進められてきたが、近年では、近世遺跡の発掘調査が進むにしたがって遺跡出土

の資料数も増え、その内容が序々に明らかになってきている。また、小例ではあるが県外の遺跡か

らの出土も確認され始めている。

そこで本節では、現在までに確認できた消費地遺跡出土の尾戸焼を取り上げ、城下、農村の遺跡

に出土する尾戸焼の様相を見ていくこととする。また、年代観の明らかな遺構出土資料をもとに、

その流通範囲と製品内容の年代的変遷についても検討することとしたい。

2．消費地遺跡出土の尾戸焼
県外の遺跡で尾戸焼の出土が確認された事例は、山内家上屋敷が所在した丸の内三丁目遺跡（東

京都千代田区丸ノ内三丁目）、加賀藩の上屋敷が所在した東京大学構内遺跡（東京都文京区）、近世

集落跡にあたる京都大学構内遺跡（京都市左京区）がある。県下では、高知城跡、藩関連の屋敷跡で

ある高知城伝下屋敷跡（高知市丸の内1丁目）、土佐藩家老の屋敷跡である五藤家屋敷跡（安芸市土

居）、城下町の上級武士屋敷跡である金子橋遺跡（高知市升形）、城下町関連の土佐中村一条氏関連

遺跡（四万十市中村小姓町）、農村部の下級武士屋敷跡である陣山遺跡（南国市陣山）、農村の集落跡

である小籠遺跡（南国市岡豊町中籠）と田村遺跡（南国市田村）、尾戸窯陶工森田家の墓所にあたる

森田久右衛門墓所（高知市三ノ丸）等で出土が確認されている。以下、その主要なものを紹介し、所

有者の性格毎にその内容を見ていくこととしたい。（註1）

なお、尾戸焼の同定にあたっては、高台形態、調整痕、胎土、相調、文様意匠などについて窯跡出

土資料との照合を行い、共通した特徴を見出せるものを取り上げた。また、窯跡出土資料に見出さ

れない形態のものを多く含んでいた丸の内三丁目遺跡出土資料については胎土分析を行ない、生産

地推定の手掛かりとした。また、消費地遺跡からは京焼との半順路ゞつかないものも出土しているた

め、そうしたものについては現在のところ京都系として報告している。

（1）丸の内三丁目遺跡（Fig．69～71）

丸の内三丁目遺跡が所在した近世の鍛冶橋門内には外様大名の他、旗本や譜代大名、代官頭や勘

定頭、寺社奉行らの屋敷地が並び、土佐国高知城主である山内対馬守一豊家の上屋敷も近世を通じ

てここに所在していた。これらの屋敷地は明暦3年（1657）と元禄11年の大火によって殆どが類焼

に及ぶが、特に元禄11年の大火後には、鍛冶橋門内の屋敷地は全て上地され、以降は幕末まで松平

土佐守と松平阿波守の上屋敷となっている。報告によれば、ア～カに分けられた調査区のうち、イ・
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ウ地区が17世紀初頭から幕末まで、エ地区が元禄2年（1689）から元禄11年まで、カ地区が寛文11

年（1671）から元禄11年まで山内対馬守の屋敷となっている。また、元禄11年の大火以降幕末まで

はア・イ・ウ・エ北・オ北・カ北地区が山内対馬守の屋敷となる。

このうち尾戸焼の出土が確認できたのは、カ地区（現地番号TAVII区6号瓦溜、3号木樋、2号土

坑、3号土坑、4号土坑、包含層）、イ地区（〃TAI区包含層）、ウ・エ・オ地区（〃TAII区包含層）であ

る。カ地区瓦溜（現地番号TAVII区6号瓦溜）出土資料（843～862・864～874・876～880・882～

889・891～897・899～901・903～907・910・912～915）はその殆どが被熟しており、明暦3年ある

いは元禄11年の大火に伴う火災廃棄の可能性が考えられるが、同調査区内で同様の火災資料を含

む遺構の遣物内容からみると17世紀後半から18世紀初頭頃までにおさまり、元禄11年大火に伴う

瓦と遣物の一括廃棄であった可能性が高い。

図示したものはカ地区出土の碗（843～889）、皿（890～902）、鉢（903～908）、水指又は蓋物

（910）、香炉又は火鉢（911）、器種不明（912～915）、イ地区出土の白土器小皿（918）、ウ・エ・オ地

区包含層出土の白土器小皿（916・917・919～921）である。陶器は何れも灰色の微密な胎土をもつ

もので、透明または半透明の灰柚を施粕する。ただし粕については被熟し変質したものが多くあり

観察不能なものが多い。被熟の痕跡を留めるものは、843～856・858～865・867～869・873・879・

880・882・883・887～892・894～897・900・901・903～908・910・911・914である。

碗には外面に白化粧土象散で鶴雲文を措くもの（856）、暦手を措くもの（843～846・848～852・

864）、丸文（853～855・868・869）や如意頭文（845・846・863・865・867）、花文（847・848・850・

851・865・866・867）、雷文（870・871）、山形文（858・859）を印刻するもの、文様不明であるが象散

による圏線が認められるもの（860～862）がある。このうち845・846の如意頭文と858・859の山

形文の文、854・855・868の丸文に使用された刻印は尾戸窯跡出土資料（106・257・261）と同一のも

のである。碗（873）は外面にへラで縦筋を配し、その間に鉄絵を措く。碗（874）も鉄絵を措くもの

である。碗（872）は外面に筋状の面取りを施す。皿（891）は角形になるとみられるもので、端部に

宝珠状の透かしが入る。892・897は菊花形の皿でともに底部無粕。皿（896）は花弁を形取り口縁部

に鉄錆を施す。変形形の鉢（903・904）は呉須による雷文帯が措かれる。変形形の鉢（906・907）は

内面に呉須による菊花文を措き、口緑部は口錆となる。変形形の鉢（908）は内外面に呉須で芭蕉を

措く。

（2）東京大学構内遺跡工学部14号館地点（Fig．71）

遺跡は東京大学本郷構内に所在し、江戸時代初期から以後近世を通じて加賀藩の上屋敷に属して

いる。工学部14号館の調査地点では18世紀末～19世紀前葉の遣物を含む土坑SK330から尾戸窯産

の白土器小皿（923）が、19世紀前半の土坑SK293から白土器小皿（924）が出土している。

923と924はともに内面に陽刻による高砂文をもつものである。924は外側面と外底に尾戸窯跡

出土資料と同様の静止ナデ痕が残り、外底中央には「玉子焼」の墨書が認められる。924は尾戸窯跡

出土の白土器小皿（561）と文様が一致する。923については資料を実見できていないため調整は不

明であるが、ほぼ同様の文様である。
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（3）京都大学構内遺跡病院構内AF20区（Fig．71）

京都大学構内遺跡は中世まで貴族の屋敷や寺社地が展開したが、近世以降は集落と耕作地へと変

遷する。調査区付近は近世の聖護院村の北はずれにあたり、寺院や住宅が散在する景観を呈して

いたと推定されている。AF20区では18世紀に埋められた池や溝、流路が検出され、遣構内より18

～19世紀代の多量の遣物が出土している。尾戸焼が出土したSGlは南北約16m、東西15mの規模

をもつ不整円形の池で、埋土中からは肥前産磁器、京焼、焼き塩壷、かわらけ等、18世紀後半を主体

とする遣物が多く出土している。

AF20区SGlより出土した白土器小皿（922）は、胎土が灰白色を呈し、内面に陽刻による鶴亀文

をもつ。尾戸窯跡出土の白土器小皿（571・572・575）に文様がほぼ一致する。

（4）高知城跡昭和55年度緊急調査（Fig．72）

昭和55年度に行なわれた高知城北東端の土塁部分での緊急調査では、土塁埋土中より白色系の

胎土をもつ尾戸窯産の土器小皿が多量に出土した。小皿は小破片のものが多いが、口緑部及び底部

点数にして65点であり、このうちに陽刻による寿字文が18点、高砂文が13点、鶴亀文が7点、無文

10点、文様不明5点が確認できる。また高台をもつ杯または皿の底部12点も確認されている。これ

らの土器皿は近世の遣物を含む層からの出土で、特に土塁北東端部分に集中していたということで

あるが、一括した出土状況ではない。また同層では肥前産磁器、焼き塩壷など17世紀から19世紀ま

での遣物が混在した状況で含まれており、出土層位や供伴遣物からみた土器皿の年代比定は難しい

と考えられる。

図示したものは、寿字文白土器小皿（925～928・932）、高砂文白土器小皿（929・930・933～

936）、鶴亀文白土器小皿（931・937・938）である。このうち、925～931が外側面と外底に静止ナデ
し

を施すもの、932～938が外側面と外底に丁寧な回転ケズリを施すものである。

寿字文小皿（925～928）は外面静止ナデのもので、尾戸窯跡出土の547～557と大きさや字体が

ほぼ一致している。寿字文小皿（932）は外面回転ケズリのもので、尾戸窯跡出土資料とは字体の細

部に違いがある。高砂文小皿（929・930）は外面静止ナデのもので、尾戸窯跡出土の561と文様が一

致している。高砂文小皿（936）は外面回転ケズリのもので、尾戸窯跡出土資料559・561に文様の殆

どが一致するが、松の枝ぶりに僅かな違いが見え、尾戸窯跡出土資料中には一致するものはない。

鶴亀文小皿（937）は外面回転ケズリのもので、尾戸窯跡出土の577・578と鶴の向きが同じタイプ

のものであるが、細部については不明である。

（5）高知城伝下屋敷跡（Fig．72）

高知城内堀の南西端外側に位置する高知城伝下屋敷跡は藩関連の屋敷跡と推定されており、屋敷

に伴うとみられる堀跡と溝、石列、土坑、土坑状の遺構、井戸、埋桶、瓦溜など、17世紀初頭から19

世紀までの遺構と遣物が検出された。このうち尾戸焼は土坑状遺構SXlO・15・16、落込み1、包含層

からの出土している。これらの遺構では18世紀後葉から19世紀前葉までを主体とする陶磁器、土

器、木製品が供伴しており、遺物廃棄年代の下限を19世紀前葉と捉えることができる。

図示したものはSXlO出土の碗（939・940）、皿（942）、白土器小皿（941）、SX15出土の白土器小

皿（943）、SX16出土の白土器小皿（944）である。高砂文白土器小皿（941）は外面静止ナデ、高砂
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文白土器小皿（944）は外面静止ナデ、鶴亀文白土器小皿（943）は調整不明である。灰粕皿（942）

は内面蛇の目粕剥ぎで、内面に鉄絵を措く。

（6）高知城跡旧営林局跡地点（Fig．73）

平成17年度に調査が行なわれた高知城跡旧営林局跡地点は、寛文9年（1669）『高知城下図』によ

れば調査地点は上級武士の屋敷地にあたり、その後、享和元年（1801）の『高知御家中等鹿図』絵図

では西弘小路、幕末の『高知郭中図』では森林地と馬場へと転じている。調査では、城の内堀外側の

部分から17世紀前葉の土坑2基、17世紀後葉から18世紀前葉頃の土坑2基、19世紀前葉の土坑8基

が検出されており、このうち19世紀前葉の土坑内から尾戸焼が出土している。出土遣物の所有者の

特定はできていないが、遣物内には上手の肥前産磁器や焼き塩壷が多く含まれるなど遣物組成が高

知城伝下屋敷跡に類似しており、藩関連の屋敷や上級武家地からもたらされた廃棄遣物の可能性が

考えられる。

図示したものは碗（945～949）、皿（952）、猪口（950）、白土器小皿（951）である。碗（945・

946）は腰が張り、体部が口緑部に向かって外反気味に立ち上がるものである。碗（947）は器高の

低い端反形の碗で、外面に梅文を措き、花弁を白化粧土、花芯を鉄錆で措き分ける。碗（948）は外

面下位に丸彫りによる凹線を2条巡らせるもので、同様の意匠のものが尾戸窯跡出土資料（108・

280）にみえる。碗（949）は頼櫨形の碗で外面下位に強いロクロ目が残る。猪口（950）は外面に鉄

錆で格子状の文様を措く。皿（952）は内面に鉄絵を措く。白土器小皿（951）は外面静止ナデで、高

砂文の翁の向きが尾戸窯跡出土資料（559・561・562）等と反対になるタイプのものである。

（7）土佐中村一条氏遺跡（Fig．73）

平成8年に行なわれた小姓町地区での緊急確認調査では、近世の遣物包含層内より山内氏入国後

の中村近世城下町に関連するとみられる近世陶磁器、土器、木製品が出土している。ここでは、試

掘坑下層から初期伊万里や波佐見産青磁、唐津系灰粕陶器など17世紀前半の遣物が、上層から尾戸

焼とみられる灰粕碗（953）と花生け（955）、京都系の土瓶又は蓋物（954）、肥前産京焼風陶器、波

佐見産染付碗、景徳鎮窯系青花椀など17世紀後半から19世紀までの遣物が出土しており、その遣

物内容からみて所有者の高い経済力が窺われる。

碗（953）は外面に鉄錆で雀と柳を措く。955は花生けで灰白色を帯びる半透明の粕を施粕する。

954は土瓶または蓋物で外面上位に鉄錆で花文を措く。なお954については類例の装飾の製品が確

認できていないため、京都系として位置づけておく。

（8）陣山遺跡（Fig．73）

陣山遺跡は農村部に約20石の所領を有する下級武士の屋敷跡である。ここは18世紀後半に譲り

受け郷士となり当地点に屋敷を構えた細木氏の屋敷跡で、幕末の転居にともなう溝、池、土坑の廃

絶と、遣構内への遣物の一括廃棄道が確認されている。廃棄遣物は、18世紀後半から19世紀中葉ま

でのもので構成され、この中には日用雑器在地能茶山窯の製品が陶磁器全体の約50％という高い比

率で含まれている。尾戸焼は、蓋（957）、風炉（956）が遣物包含層から出土している。蓋（957）は

緻密な灰色の胎土をもち、灰粕は灰白色を帯びる半透明の粕で細かな質入が入る。風炉（956）も同

様の胎土と粕調をもつもので、外面に呉須絵を措く。
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（9）小龍遺跡（Fig．74・75）

小籠遺跡では溝によって区画された居住地と耕作地からなる近世農村が展開する。II区の調査で

は近世の居住地内から溝、建物跡、井戸、土坑、ピット等が検出され、遺構廃絶に伴って廃棄された

多量の陶磁器、土器が出土した。遣物は18世紀から明治初頭までのものが主体を占めるが、尾戸焼

を含め豊かな内容の遣物がみられており、高い経済力をもった農民層の所有遣物と考えられる。

図示したものは、尾戸焼の碗（958・959・962～966・976～979）、碗蓋（975）、皿（974・980）、鉢

（971・972）、向付（970）、猪口（967）、香炉（968）、瓶（969）、壷（961）、器種不明（960・973）白土

器（981～985）である。このうち、962～969・983・985が井戸SEll、958～961が溝SD78、970が

溝SD69、971～974が廃棄土坑、981が土坑SK89（981）、性格不明土坑SXlO（984）、975～980・

982が包含層からの出土である。各遺構はSD78が18世紀後半、SEllが19世紀前葉、SK89とSXlO

が19世紀、廃棄土坑が明治初頭までの遣物を供伴している。SD69と包含層出土遣物については明

確な時期は不明であるが、居住区の展開時期から18世紀から明治初頭と捉えられる。

器種不明（960）はたたら成形で、鉄錆で梅文を措く。壷（961）は鉄錆と白化粧土で花唐草文を

措くもので、花弁を白化粧土で措き分ける。碗（962）は外面に鉄錆で和歌文を措くもの。端反形碗

（963）は呉須で繊細な竹文を措くものである。器高の低い丸碗（965）は鉄錆で竹文を措く。香炉

（968）は白濁した相調をもつ。向付（970）は飽を形取ったもので、細かな買入が入った灰白色の灰

柚が施される上手の製品である。皿（974）は外面下位に荒い飽痕を残す粗製の皿である。内面に鉄

錆で略化した稲束と宝文を措くもので、尾戸窯痕出土の宝文碗（225）等に文様が共通する。高台施

粕で器高の低い丸碗（976）は、碗蓋（975）とセットになる蓋付碗で、丁寧な作りの上手の製品であ

る。たたら成形の角皿（980）は内面に鉄錆で山水文を措くもので、尾戸窯跡出土の角皿（428）と形

態、文様とも共通する。白土器小皿（981）は外面に回転ケズリを施すもので、薄手の作りである。

尾戸窯跡出土資料とは文様の細部が異なり一致するものがなく、高知城跡昭和55年度調査出土資

料（936）に文様が一致する。高砂文白土器小皿（982・983）、寿字文白土器小皿（984・985）は外面

に静止ナデを施すものである。

（10）田村遺跡（Fig．75）

近世の田村遺跡においても、溝によって区画された耕作地間に居住地と墓地が点在する近世農村

の景観が展開する。Bl区の調査では、耕作地内に掘られた大型の廃棄土坑内から、幕末から明治初

頭の廃棄遣物が多量に出土しており、この中に尾戸焼とみられる碗（986・989～991）、皿（992）、

急須または土瓶（987）、土瓶蓋（988）が含まれている。急須または土瓶（987）は薄手の作りで、外

面に鉄錆で草花と蝶を措く。後手形の把手をもち、底部には三足が貼付される。蓋（988）は987と

同一個体になるものである。器高の高い碗（989・990）、広東形碗（991）、皿（992）は粗製の作りで

胎土、器面調整とも荒い。

（11）森田久右衛門墓所及び小高坂山森田家墓所（Fig．76）

尾戸窯の陶工を代々勤めた森田家の墓所である。ここでは、幼児を埋葬した嚢棺に尾戸焼の嚢が

使用されている。この賓棺を埋納した墓坑SK9は、1803年墓標を伴う墓坑を切っており、19世紀以

降に時期比定される。
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嚢（993）は底部に著しい焼け歪みをもつもので、窯場での焼成失敗品を棺に転用したものとみら

れる。嚢は内外面に暗赤褐色の鉄粕を施粕し、内面下半無柚、外底施粕である。外面の肩部には黒

色の鉄柚を流し掛けし、胴部外面には多段の沈線と1条の櫛措き波状文を巡らす。肩部の双方には

リング状の双耳を貼付し強いユビオサエを施す口緑部の9箇所には円形の砂目、外底の3箇所には

径5cm前後の円形の砂目が残る。また賓の内底には、賓内部での重ね焼きによって生じた径8．2cm

の陶器高台溶着痕が残り、胴部内面片側にも灰白色の薄手の灰粕陶器片が溶着している。

3．尾戸焼の年代的変遷

ここまで県外及び県下の消費地遺跡での尾戸窯製品の出土状況をみてきた。器種は碗、皿、鉢、

風炉、香炉または火鉢、蓋物、花生、土瓶、白土器小皿を認め、供膳具、中でも碗の確認数が多い。

これは、高台形態に特徴を認め易く窯跡出土資料も多い碗は産地同定が行いやすく、その他の器種

については基準資料に乏しく他窯製品との識別がし難いという理由もあろうが、陶磁器全体に占め

る碗の比率が高かった窯跡出土資料の組成内容ともほぼ共通している。そこで以下では、多くの資

料が得られた碗を取り上げ、各年代の資料をもとに、その形態や文様意匠の変遷について検討して

おきたい。

まず18世紀初頭以前の良好な一括廃棄遣物である丸の内三丁目遺跡力地区瓦溜出土資料では、

碗は胎土と相調、高台内を曲線的に削り出す高台形態や高台内への渦状の飽跡などに尾戸窯跡出土

資料との共通性を見出せるが、高台径が幾分小さいもの（882・883・885～887・889）や、畳付外側

に深い面取りを施すもの（889）があるなどの違いが見出せる。また、器壁は全体に薄く丁寧な作り

であり、藩の上屋敷という遺跡の性格からみて上手の尾戸焼が取り揃えられていた可能性が高い。

文様意匠としては、無文の灰粕碗に加えて、白化粧土象散による暦手、雲鶴文、丸文など御本手の

意匠を取り入れたものが多く見られる。

続く18世紀前半の様相であるが、残念ながらこの時期の明確な遺構出土資料は確認できておら

ず、状況が掴めていない。

18世紀後半から19世紀では出土資料数が増加する。この頃まで、器高の高い無文の丸碗は引き

続き出土するが、高台径は幾分大きくなり、窯跡出土資料に共通したタイプのものとなる。また、

器高の低い丸碗は小籠遺跡出土の965・976などがみえる。新たな器形としては、広東形のものが、

19世紀の田村遺跡Bl区SXl13出土資料（991）にみえる。器高の低い端反形椀は、高知城跡旧営林

局跡地点SK7出土の947などがあり、19世紀前葉に比定される。ただし、器高の高い碗で口縁部が

端反形になるものは18世紀初頭以前の丸の内三丁目遺跡力地区瓦溜出土資料（878）、からすでに認

められている。文様意匠では、窯跡出土資料に共通したものが多く見え、鉄絵（947）、鉄絵と白化

粧土の措き分けによる梅文（947）、草花文、鉄錆による和歌文（962）、呉須による竹文（963）など

が見える。

さて、これらの消費地資料の年代観を今回の窯跡出土資料と比較すると、106・107・191・239・

254～266などの白化粧土象散の碗が丸の内三丁目遺跡力地区瓦溜出土資料（843～871）に多く見

られており、18世紀後半以降の遺跡では確認できていないことなどから、尾戸窯におけるこれら白
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化粧土象恢碗の生産が17世紀後半から18世紀前葉前後をピークとしていた可能性が考えられる。

18世紀後半以降の消費地出土資料に共通する形態のものでは、広東系碗風の碗（245）、器高の低い

碗（242～244）などがみられる。また、碗以外の器種については、窯跡出土の角皿（428）が小龍遺

跡出土の皿（980）と同タイプで、18世紀後半から19世紀の年代観をあてはめることが可能であろ

う。

4．尾戸焼の流通
最後に、尾戸窯製品の流通範囲とその製品内容の時期的変化についても若干触れておきたい。

まず、18世紀前半以前でその流通が確認できるのは、山内家江戸上屋敷にあたる丸の内三丁目遺

跡である。ここからは、器高の高い腕、水指や花生、変形物の皿や鉢などの懐石用の食器など、茶の

湯関連の製品が多く出土する。製品は何れも上手のもので、江戸前期までに藩用品として生産され

た尾戸焼の内容を示すものであろう。

一方この時期に、城や藩関連の屋敷以外の遺跡から尾戸焼が出土した例は現在まで確認できてい

ない。森田家文書の『古陶値段表』（第1節一資料6）には宝永7年（1710）、享保18年と19年（1733・

1734）、寛保2年（1742）、寛延2年（1749）に販売された尾戸焼とその価格が記され、宝永7年の項

には「渡茶碗、薄茶碗、大砂物鉢、香炉、香合、置物、盃台、菓子鉢、水吸、□□鍋、花瓶、水次、風呂

前土器、硯水入、風呂、花生、火トボシ、水指、栗鉢、猪口、茶人、蓋置、引手、胎皿、白土器、菊模様

茶碗皿蓋、菊皿、ひなの膳、三寸口、御上酒入徳利」などの製品名がみえている。こうしたことから、

18世紀前半には茶器を中心に多様な製品が販売されたことが分かるが、しかし、遺跡資料からその

流通の状況を掴むことは困難である。

城や藩関連の屋敷以外の消費地遺跡で尾戸焼の出土数が増加し始めるのは、18世紀後半から19

世紀にかけてであり、この段階になると、高知城伝下屋敷跡や高知城旧営林局跡地点などの城周辺

の遺跡の他に、金子橋遺跡など城下の上級武士屋敷跡、陣山遺跡など農村部に位置する下級武士の

屋敷跡、小籠遺跡や田村遺跡などの農村部の集落遺跡においても尾戸焼が確認され、城下町から農

村部にまで流通の広がりを見せている。中でも、小龍遺跡II区では居住区内の遺構より多数の尾

戸焼がまとまって出土し、この中には器高の高い碗（958）、蓋付碗（975・976）方形の皿（980）や

貝を形取った変形ものの向付（970）など、豊かな内容の尾戸焼が認められる。こうしたことから、

18世紀後半以降には農村部でもその経済力に応じて上手の尾戸焼が所有されていたことが推察さ

れる。また、小龍遺跡、田村遺跡などでは飯碗とみられる器高の低い丸碗（965・977）や広東形碗

（974・991）、粗製の皿（992）などの日用食器も流通している。

この様に、18世紀後半以降には、城下や農村部への尾戸焼の普及が急速に伸びることとなるが、

こうした変化の背景を考えるにあたって、前節までで触れた尾戸窯の経営転換に関する記事を再び

振り返っておきたい。記録によれば、贈答品としての尾戸焼製作記事は元禄年間をピークとし、八

代藩主豊敷（1725～1767）以降は徐々に減少している。（第1節－tab．34）また、享保初年頃には、六

代藩主豊隆から「尾戸焼物師共、向後ハ惣而諸品念入候手きは能き細工指止、鹿相之仕成こて御国

中末末迄要用可相達雑物器焼出シ可申事。」との通達が出されており（註2）、18世紀前葉頃にはすで
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に手間をかけた上手の製品製作から民間向けの雑器製作へと、経営転換が図られていたことが分か

る。こうした記録からみて、18世紀前葉以降にはすでに尾戸窯の経営は民間向けの販売品製作主体

へと転じていたと考えられるが、消費地遺跡からの出土が顕在化し始める18世紀後半以降には、特

にその比重が増していったのではないだろうか。

また、文化6年の山内家文書『豊興公紀』の記述には、土佐藩武士層における茶の湯の衰退がみえ

ているが、19世紀以降には、城下や農村の遺跡からも器高の低い飯碗や土瓶など茶陶以外の日用品

的器種が多く出土するようになるなど、その製品内容にも変化が見えている。

この様に、藩財政の窮迫や贈答の廃止、茶の湯の衰退などの様々な要因を背景に、尾戸窯の経営

とその製作内容は変質を遂げていったと考えられるが、そうした藩窯経営の変化は、消費地遺跡に

出土する尾戸焼の様相によって直接的に示されているのではないだろうか。なお、尾戸窯跡平成15

年度調査出土資料についても、大多数が18世紀以降の製品に該当すると考えられ、尾戸窯が民間向

けの販売品製作を展開した時期の製品内容を良好に示しているものといえよう。
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Fig．71消費地遺跡出土の尾戸焼（3）
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Fig．73　消費地遺跡出土の尾戸焼（5）
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Fig．74　消費地遺跡出土の尾戸焼（6）小籠遺跡Ⅱ区SD78（958－961），SEll（962～969），SD69（970），
〟一括廃棄土坑（971～974）
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小繋遺跡Ⅱ区SK89（958－961），SE11（981），SX10（984），包含層（975～980・982）
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田村遺跡BI区SXl13（986～992）

Fig．75　消費地遺跡出土の尾戸焼（7）
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Fig．76　消費地遺跡出土の尾戸焼（8）　森田久右衛門墓所SK9（993）
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尾戸窯跡遠景（西より。江ノロ川南岸。2007年1月撮影。）

尾戸窯跡碑（南より。江ノロ川北岸。）
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調査区風景（北より）

TPl石列検出状況（南より）
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TPl南壁セクション

TP2東壁セクション
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TP3北壁セクション

TP4北壁セクション



TP2遺物出土状況

TPl石列（西より） 同左（上より）
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